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-
主
催
者
あ
い
さ
つ

鞠
知
日
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
鞠
智
城
i

鞠
智
城
解
明
の
最
前
線
i

」
に
多
数
の
皆
様
に
御
参
加
い
た
だ
き
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

熊
本
県
で
は
、
今
年
六
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
幸
せ
実
感
く
ま
も
と
四
カ
年
戦
略
」
に
基
づ
き
、
熊
本
の
宝
で
あ
り
ま
す
鞠

智
城
を
は
じ
め
と
し
た
優
れ
た
歴
史
・
伝
統
・
文
化
な
ど
を
守
り
、
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
生
か
し
、
未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く

取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鞠
智
城
跡
の
あ
る
菊
池
川
流
域
は
、
古
来
よ
り
豊
か
な
恵
み
に
育
ま
れ
、
全
国
一
の
数
を
誇
る
装
飾
古
墳
を
は
じ
め
、
朝
鮮

半
島
と
の
文
化
的
交
流
を
通
し
て
優
れ
た
吉
代
文
化
が
花
開
い
た
地
域
で
す
。

七
世
紀
後
半
の
激
動
す
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
中
で
、
律
令
国
家
の
建
設
を
目
指
し
た
大
和
朝
廷
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
鞠
智
城

は
、
「
六
悶
史
」
に
記
載
さ
れ
た
古
代
山
城
の
一
っ
と
数
え
ら
れ
る
全
国
有
数
の
重
要
遺
跡
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
で
は
、
昭
和
四
二
年
か
ら
継
続
し
て
鞠
智
城
の
発
掘
誠
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
角
形
建
物
跡
や

貯
水
池
跡
な
ど
数
多
く
の
重
要
な
遺
構
・
遺
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二

0
年
度
に
見
つ
か
っ
た
百
済
系
鍛
造
菩
薩
立
像

は
、
百
済
の
高
級
官
僚
が
日
本
の
古
代
山
城
の
築
城
に
関
与
し
た
と
す
る
「
日
本
書
紀
」
の
記
述
を
裏
付
け
る
重
要
な
資
料
と

し
て
、
国
内
外
に
お
い
て
大
き
な
注
目
を
集
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
二
四
年
三
月
に
、
こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
「
総
合
報
告
書
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

鞠
智
城
に
関
す
る
多
く
の
知
見
を
学
術
研
究
者
や
関
係
学
界
ヘ
発
信
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
鞠
智
城
に
関
す
る
学
術
的
な
議

4 鞠智城シンポジウム【熊本会場】



論
の
新
た
な
出
発
点
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
熊
本
県
で
は
、
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
鞠
智
城
の
歴
史
的
価
値
の
認
知
度
や
知
名
度

の
向
上
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
う
し
た
取
組
み
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
、
も
の
で
す
。

最
新
の
調
査
成
果
の
報
告
、
様
々
な
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
鞠
智
城
研
究
に
関
す
る
講
演
、
さ
ら
に
は
古
代
山
城
の
調
査
研
究

の
成
果
、
意
義
・
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
鞠
智
械
に
関
す
る
理
解
と
研
究
が
さ
ら
に
進
み
、
歴
史
的
意
義
や
学
術
的
価
値
が
広
く
全
国

に
認
知
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
来
月
に
は
、
福
岡
県
太
宰
府
市
の
九
州
国
立
博
物
館
に
お
い
て
も
鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
と

は
内
容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
御
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
、
鞠
智
城
へ
の
理
解
も
一
層
深
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、

在
闘
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
本
日
御
参
加
の
皆
様
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
し
ま
す
。
本
日
は
私
も
一
絡
に
勉

強
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
四
年
八
月
二
六
日

熊
本
県
副
知
事

村

田

信

5 



本
町
は
、
講
師
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
に
御
来
場
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
三
月
に
、
鞠
智
城
跡
の
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
を
改
め
て
見
直
す
べ
く
、
昭
和
四
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
発
掘
調
査
の
成
果
を
総
括
す
る
「
総
合
報
告
書
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
鞠
智
城
跡
で
確
認
さ
れ

た
遺
構
や
出
土
し
た
遺
物
な
ど
か
ら
遺
跡
の
年
代
や
性
格
が
克
明
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
研
究
者
の
閣
で
は
非
常
に
高
い
評
価

を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
「
総
合
報
告
書
」
で
ま
と
め
ら
れ
た
内
容
を
一
一
一
一
一
口
で
表
現
し
ま
す
と
、
「
鞠
智
城
は
七
世
紀
後
半
か
ら
一

O
世
紀
中

頃
ま
で
の
約
一
二

0
0年
間
存
続
し
、
そ
の
一
一
一

0
0年
間
を
五
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

ら
の
年
代
は
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
布
日
瓦
な
ど
出
土
し
た
一
万
点
を
超
す
遺
物
を
詳
細
に
調
査
検
討
し
、
加
え
て
、
堀
立
柱

建
物
跡
、
礎
石
建
物
跡
な
ど
遺
構
の
重
複
状
況
を
正
確
に
把
援
し
た
結
果
、
導
き
出
さ
れ
た
成
果
で
す
。
そ
し
て
、
「
続
日
本
紀
」

の
記
述
や
年
代
、
か
特
定
で
き
る
出
土
瓦
と
の
検
討
比
較
か
ら
六
六
七
年
頃
を
鞠
智
城
が
築
城
さ
れ
た
時
期
と
し
て
推
定
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
六
七
六
年
新
羅
が
朝
鮮
半
島
を
統
一
し
て
安
定
期
に
入
る
と
鞠
智
城
の
軍
事
的
な
機
能
が
失
わ
れ
、
隼
人
対
策
や

米
な
ど
の
貯
蔵
施
設
の
充
実
と
い
っ
た
城
の
機
能
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
総
合
報
告
書
い
の
刊
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
最
新
の
知
見
や
情
報
を
も
と
に
、

鞠
智
城
跡
の
膝
史
的
、
文
化
的
側
面
か
ら
検
討
を
深
め
、
多
く
の
方
々
に
そ
の
価
値
を
再
確
認
し
て
い
だ
た
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
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さ
ら
に
、
来
る
九
月
一
一
日
に
は
、
先
ほ
ど
村
田
副
知
事
か
ら
も
御
紹
介
、
か
あ
り
ま
し
た
が
、
福
岡
県
太
宰
府
市
の
九
州
国

立
博
物
館
に
お
い
て
も
鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
間
開
催
し
ま
す
。
考
古
学
が
専
門
の
福
岡
大
学
の
名
誉
教
授
小
悶
富
士
雄
先

生
、
そ
し
て
奈
良
大
学
文
学
部
教
授
の
坂
井
秀
弥
先
生
、
そ
し
て
日
本
古
代
史
研
究
が
専
門
の
中
央
大
学
文
学
部
教
授
の
石
井

正
敏
先
生
な
ど
各
分
野
で
権
威
の
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
て
、
今
回
と
違
っ
た
角
度
か
ら
鞠
智
城
、
そ
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
九
州
国
立
博
物
館
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
是
非
御
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
文
化
財
保
護
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
「
保
存
」
す
る
と
い
う
こ
と
に
偏
り
が
ち
あ
っ
た
も
の
か
ら
「
活
用
」
に
力

点
が
置
か
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
地
域
の
宝
で
あ
る
文
化
財
を
守
り
、
活
用
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
の
は
我
々
の
責
務
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
文
化
財
保
護
協
会
と
し
ま
し
で
も
、
価
値
あ
る
も
の
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
保
護
し
、
活
用
し
て
い
く
と
い
っ
た

観
点
を
踏
ま
え
鞠
智
城
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
熊
本
県
の
文
化
財
保
護
行
政
の
発
展
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
臼
御
参
加
の
皆
様
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
四
年
八
月
二
六
日

熊
本
県
文
化
財
保
護
協
会

エ:;:

長

古

関

博

7 
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報
告

最
新
調
査
成
果
報
告

一
報
告
者
紹
介

一
矢
野
裕
介
(
や
の
ゅ
う
す
け
)

一
同
忘
社
大
学
文
学
部
卒
業
。

…
熊
本
県
文
化
課
を
経
て
、
現

α、
熊
本
県
L
M
装
飾
十
川
墳
館
分
館
「
股
史
公
閤
鞠
符
城
・
漏
故
創
生
館
」
勤
務
。

…
鞠
符
城
跡
発
抑
制
調
資
に
従
事
。

9 



-
報
告

「
最
新
調
査
成
果
報
告
」

矢

野

裕

歴
史
公
園
鞠
智
城
る日
i.ITIl 

故
創
生
館
参
事

介
(
熊
本
県
教
育
委
員
会

は
じ
め
に
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
倒
的
生
館
の
矢
野
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。本
日
は
、
「
鞠
智
城
跡
の
調
査
と
成
果
」
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
四
二
年
か
ら
熊
本
県
教
育
委
員
会
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

鞠
智
城
跡
発
掘
調
査
の
最
新
成
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

実
は
、
今
年
の
三
月
に
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
成
果
を
総
括
し
た
「
鞠
智
城
跡
E

|
鞠
智
城
跡
第
八
(
)
一
一
三
次
調
査
報

告
ー
ー
」
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
鞠
智
城
、
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ

を
中
心
に
考
察
を
加
え
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
七
世
紀
後
半
か
ら
一

O
世
紀
中
頃
ま
で
、
約
一
一
一

O
O年
も
の
長
き
に
亘
っ
て

存
続
し
た
城
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
閥
、
城
の
機
能
が
変
化
し
な
が
ら
五
時
期
に
区
分
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
本
日
は
、
こ
の
こ
と
を
中
心
に
ご
報
告
し
ま
す
。
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一
、
六
国
史
に
み
る
鞠
智
城

古
代
律
令
制
下
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
六
つ
の
国
史
、
「
六
国
史
」

、
か
中
央
政
府
に
よ
り
編
纂
さ
れ
ま
す
が
、
鞠
智
城
跡
は
、
そ
の
六
国
史
に
城
名
が
登
場

紙
す
る
城
跡
で
す
。
そ
の
初
見
は
、
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
(
六
九
八
)
年
五
月
の

裕

く

く

ち

矧
条
で
、
「
大
宰
府
を
し
て
大
野
・
基
一
嬉
・
鞠
智
の
三
城
を
繕
い
治
め
し
む
」
と
あ
り
ま
す
0

1

大
野
城
は
福
岡
県
大
野
城
市
・
太
宰
府
市
・
宇
美
町
を
中
心
に
、
基
賂
城
は
佐
賀
県
基

鞍
山
町
・
福
縄
県
筑
紫
野
市
に
立
地
し
て
い
る
城
で
す
が
、
そ
の
三
番
目
に
記
載
さ
れ
て

い
る
の
が
鞠
智
城
で
、
そ
れ
ら
三
城
を
修
理
し
た
と
い
う
内
容
に
な
り
ま
す
。
鞠
智
城

は
、
そ
の
後
、
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
、
『
日
本
三
代
実
録
』
に
も
登
場
し
ま
す
が
、

現
在
の
「
菊
池
」
と
い
う
漢
字
が
使
わ
れ
て
お
り
、
「
菊
池
城
院
」
あ
る
い
は
「
菊
池

郡
城
(
境
)
院
」
と
い
う
名
前
で
登
場
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
平
安
時
代
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
「
兵
庫
の
鼓
自
ら
鳴
る
」
と

い
う
奇
怪
な
現
象
が
城
内
で
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
肥
後
関
か
ら
中
央
政
府
に
た
び
た
び
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
「
兵
庫
」

と
は
武
器
を
納
め
て
い
た
倉
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
倉
に
讃
か
れ
で
あ
っ
た
鼓
、
か
ひ
と
り
で
に
鳴
っ
た
と
い
う
内
容
に
な
り
ま

す
。
)
そ
の
う
ち
、
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
二
(
八
五
八
)
年
六
月
の
条
に
は
、
そ
の
奇
怪
な
現
象
の
後
に
、
「
不
動
倉

十
一
宇
火
く
」
と
い
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
不
動
倉
」
と
い
う
の
は
備
蓄
用
の
米
を
納
め
て
い
た
倉
の
こ
と
で

す
が
、
域
内
に
あ
っ
た
不
動
倉
十
一
棟
、
か
火
災
に
あ
っ
た
と
い
う
内
容
に
な
り
ま
す
。
『
日
本
三
大
実
録
』
一
冗
慶
一
ニ
(
八
七
九
)

年
一
二
月
の
条
を
最
後
に
鞠
智
城
に
関
す
る
記
録
が
途
絶
え
ま
す
が
、
鞠
智
城
は
、
修
理
し
て
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
八
一
年
間

存
続
し
た
城
で
あ
っ
た
こ
と
が
文
献
上
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
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一
一
、
鞠
智
城
跡
の
概
要

鞠
知
日
城
跡
は
、
熊
本
県
の
北
部
、
阿
蘇
の
北
外
輪
山
か
ら
有
明
海
へ
西
流
す
る
菊
池
川
の
河
口
か
ら
四

0
キ
ロ
ほ
ど
遡
っ
た

中
流
域
、
福
岡
県
と
の
県
境
を
限
る
筑
肥
山
地
の
主
峰
、
八
方
ヶ
岳
(
標
高
一

O
五
二
メ
ー
ト
ル
)
の
南
西
側
の
麓
に
位
四
位
し

て
い
ま
す
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
臼
村
江
の
敗
戦
士
ハ
ム
ハ
一
一
一
)
以
降
、
敵
国
で
あ
っ
た
唐
・
新
羅
の
侵
攻
に
備
え
、
天
知
日
間

(
六
六
五
)
年
に
大
野
城
、
基
嬉
城
、
天
智
六
(
ム
ハ
ム
ハ
七
)
年
に
金
田
城
(
長
崎
県
対
馬
市
)
、
屋
嶋
城
(
香
川
県
高
松
市
)
、

高
安
城
(
大
阪
府
八
尾
市
ほ
か
)
な
ど
を
配
し
、
国
家
防
衛
網
を
築
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
過
程
で
鞠
智
城
も
築
か
れ
た
も
の

こ
だ
い
さ
ん
じ
よ
う
/
こ
だ
い
や
ま
し
ろ

と
思
わ
れ
ま
す
。
鞠
智
城
跡
は
学
術
上
、
古
代
山
城
と
い
い
ま
す
が
、
吉
代
山
城
に
は
、
こ
れ
ら
城
の
よ
う
に
国

史
に
記
載
の
あ
る
城
の
ほ
か
、
国
史
に
記
載
の
無
い
城
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
る
と
、
西
日
本
各
地
で
二
二
城
(
う
ち
高
安

城
跡
は
比
定
地
)
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
鞠
智
城
跡
は
最
も
南
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
西
海
道
諸
国
島

の
統
轄
、
対
外
交
渉
、
西
辺
防
備
の
役
割
を
担
っ
た
地
方
出
先
機
関
「
大
宰
府
」
か
ら
は
直
線
距
離
で
南
に
約
六
二
キ
口
、
肥

後
の
国
府
が
あ
っ
た
熊
本
市
周
辺
か
ら
も
北
に
約
一
一
一

0
キ
ロ
離
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

次
に
、
鞠
智
城
跡
の
城
域
で
す
が
、
古
く
か
ら
狭
域
説
と
広
域
説
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
周
り
の
長
さ
が
一
一
一
・
五

キ
ロ
、
面
積
、
か
五
五
ヘ
ク
タ
!
ル
、
こ
の
範
囲
を
真
の
城
域
と
し
、
そ
れ
を
含
む
六
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
国
の
史
跡
に
指
定

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
鹿
市
と
菊
池
市
の
ち
ょ
う
ど
市
境
に
位
置
し
て
お
り
、
九
割
が
山
鹿
市
、
残
り
一
部
が
菊
池
市
と
な

り
ま
す
。
鞠
智
城
跡
の
周
辺
に
「
木
野
」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
古
代
律
令
制
下
、
周
、
辺
は
肥
後
国
菊
池
郡
に

属
し
て
お
り
、
菊
池
郡
に
あ
っ
た
九
郷
の
ひ
と
つ
が
城
野
郷
に
ち
な
む
地
名
と
な
り
ま
す
。
鞠
智
城
の
北
西
側
に
は
大
同
二

(八

O
七
)
年
に
京
都
の
松
尾
大
社
か
ら
分
室
さ
れ
た
と
由
来
さ
れ
る
「
城
野
松
尾
神
社
」
が
あ
り
、
そ
の
西
側
の
盆
地
に
は
、

く
る
ま
じ

古
代
の
土
地
区
画
と
な
る
条
里
の
地
割
、
か
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
鞠
智
城
跡
の
南
側
に
は
車
路
と
い
う
地
名
か
ら
復
元
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福
岡
、
大
分
、

阿
蘇

さ
ら
に
熊
本
市
中
心
部
に
向
か
う
交
通
の
要
衝

さ
れ
た
古
代
官
道
が
推
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
、

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鞠
智
城
跡
の
発
掘
調
査
は
、
昭
和
四
二
年
度
か
ら
平
成
二
二
年
度
ま
で
で
一
一
一
次
を
数
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
城
域
の
南
側

の
深
迫
、
堀
切
、
池
ノ
尾
の
一
ニ
筒
所
に
城
門
後
、
西
側
と
南
側
の
尾
根
線
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
西
側
土
塁
線
、
南
側
土
塁
線
、
城

の
中
心
と
な
る
長
者
原
・
上
原
地
区
に
七
二
棟
の
建
物
跡
、
そ
の
北
側
に
貯
水
池
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
土
し

ひ
ら
ぐ
わ
よ
こ
づ
ち

た
遺
物
と
し
て
は
、
須
恵
器
、
土
師
器
な
ど
の
土
器
や
建
築
用
材
、
平
鍬
、
横
槌
な
ど
の
木
製
品
、
百
済
の
様
式
を
受
け
継
い

た

ん

べ

ん

は

ち

ょ

う

れ

ん

げ

も

ん

の

き

ま

る

が

わ

ら

は

た

ひ

と

お

し

ご

と

だ
単
弁
八
葉
蓮
華
文
軒
丸
瓦
を
は
じ
め
と
す
る
瓦
類
、
「
秦
人
忍
口
五
斗
」
と
墨
書
さ
れ
た
木
館
、
貯
水
池
跡
の
池
尻
部
か
ら

ど
う
ぞ
う
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

出
土
し
た
百
済
系
の
鍛
造
菩
薩
立
像
、
か
あ
り
ま
す
。

三
、
学
期
区
分
と
変
遷

冒
頭
で
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
鞠
智
城
は
一
一
一

0
0年
間
存
続
し
、
そ
の
問
、
機
能
と
役
都
を
変
え
な
が
ら
五
期
(
鞠
智
城
1

1
V刷
用
)
に
区
分
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
次
に
各
期
の
様
桔
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。
ま
ず
、
鞠
智
城
i
期
で
す
が
、
鞠
智
城
の
創
建
期
に
あ
た
り
ま
す
。
年
代
的
に
は
、
七
世
紀
の
第
3
四
半
期
か
ら
第
4
四
半

期
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
建
物
は
掘
立
柱
建
物
で
、
城
内
に
建
物
の
主
軸
方
向
を
大
き
く
西
に
振
る
形
で
建
物
、
か
配
置
さ

れ
ま
す
が
、
小
型
の
建
物
も
多
く
、
多
様
な
様
相
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
城

内
や
土
塁
な
ど
、
城
の
外
郭
線
上
の
施
設
は
し
っ
か
り
造
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
城
門
跡
の
う
ち
、
こ
の
期
に
確
実
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
堀
切
門
跡
で
す
。
堀
切
門
跡
で
は
、
山
産
地
を
掘
り
切
っ
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て
通
路
(
登
城
道
)
を
通
し
て
い
ま
す
が
、
緩
や
か
に
な
る
傾
斜
変
換
点
に
、
門
の
支
柱
穴
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
門

礎
石
が
あ
っ
た
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。
こ
の
堀
切
門
礎
石
は
、
一
石
に
両
一
扉
分
の
二
つ
の
軸
摺
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
の
を
特
徴

と
し
ま
す
。
土
器
線
で
は
、
南
側
土
塁
線
の
西
端
部
で
、
高
さ
五
(
)
八
メ
ー
ト
ル
の
中
位
に
テ
ラ
ス
を
持
つ
二
段
構
造
の
土
塁

跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
西
側
土
塁
線
の
北
端
部
で
も
土
塁
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
土
塁
跡
に
も
、
土
塁
の
基

礎
と
な
る
一
番
裾
に
あ
た
る
部
分
に
、
土
留
め
の
た
め
に
一
ら
を
並
べ
た
石
列
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
建
当
初
か
ら
長
者
原
地
区
の
北
側
谷
部
に
貯
水
池
も
造
ら
れ
ま
し
た
。
南
北
に
長
い
約
五
、
一
二

O
O平
方
メ
!
ト

ル
の
規
模
を
有
し
て
お
り
、
水
汲
み
場
や
貯
木
施
設
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
様
々
な
用
途
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。
貯
木
施
設
で
は
、
木
舞
と
い
う
細
い
材
を
数
本
な
い
し
十
数
本
単
位
で
讃
か
れ
た
り
、
蔓
が
巻
か
れ
た
り
し

た
状
況
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
治
ノ
尾
で
見
つ
か
っ
た
水
門
で
す
。
雨
水
や
湧
水
を
城
外
に
排
水
す
る
施
設
の
こ
と
を
水
門
と
い
い
ま
す
。
約
九
・

六
メ

i
ト
ル
幅
の
城
壁
の
下
に
結
渠
を
通
す
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
池
ノ
尾
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
が
、
鞠
智
城
I
期
の
施
設
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、
城
門
や
土
塁
線
な
ど
外
郭
線
上
の
施
設
を
し
っ
か
り
造
り

込
む
一
方
、
貯
水
池
を
除
き
域
内
の
施
設
の
整
備
ま
で
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

次
の
鞠
知
日
城
H
期
で
す
が
、
鞠
智
城
の
最
隆
盛
期
に
あ
た
り
ま
す
。
年
代
的
に
は
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
第
一
四
半
期
前

半
で
、
長
者
原
地
区
の
北
東
側
か
ら
上
原
地
一
肢
の
北
側
に
か
け
て
、
「
コ
」
字
形
に
配
置
さ
れ
た
建
物
群
が
出
現
す
る
の
が
大

き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
城
の
管
理
・
運
営
を
司
っ
た
管
理
棟
的
建
物
群
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
建
物
郡
の
南
側
に

方
位
を
合
わ
せ
る
よ
う
な
形
で
建
物
、
か
配
置
さ
れ
ま
す
。
域
内
の
施
設
を
再
編
し
た
段
階
に
位
麗
づ
け
ら
れ
、
古
代
山
城
で
は

唯
一
の
八
角
形
建
物
も
こ
の
期
に
出
現
し
ま
し
た
。
八
角
形
建
物
跡
は
、
約
五

0
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
南
北
二
箇
所
で
見
つ
か
っ
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て
お
り
、
南
側
の
も
の
が
心
柱
を
中
心
に
三
重
に
巡
る
の
に
対
し
て
、
北
側
の
も
の
は
二
重
に
柱
が
巡
り
ま
す
。
全
閤
的
に
み

て
も
構
造
上
珍
し
く
、
韓
国
の
二
型
山
城
(
京
幾
道
河
南
市
)
に
類
例
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期
の
土
器
の
出
土
が

非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
員
が
こ
の
鞠
智
城
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
鞠
智
城
の
最
盛
期
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
の
鞠
智
城
田
期
は
、
年
代
的
に
は
八
世
紀
第
1
四
半
期
か
ら
第
3
四
半
期
に
あ
た
り
ま
す
。
管
理
棟
約
建
物
群
と
八
角
形

建
物
は
存
続
し
な
が
ら
も
、
大
き
な
変
化
と
し
て
、
礎
石
建
物
の
出
現
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
城
内
最
大
の
礎
石
建
物
、
四
九
号

建
物
跡
も
こ
の
期
の
建
物
で
す
が
、
長
倉
形
式
の
建
物
で
、
特
殊
な
倉
庫
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
礎
石
建

物
は
、
比
較
的
小
振
り
の
礎
石
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
期
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
販
の
土
器
の

出
土
は
皆
無
に
等
し
い
こ
と
か
ら
、
城
の
維
持
・
管
理
に
必
要
な
最
低
限
の
人
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
城
の
運
営
に
変
化
が
生

じ
た
可
能
性
が
指
掃
で
き
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
鞠
智
城
町
山
期
で
す
が
、
鞠
智
城
の
変
革
期
に
あ
た
り
、
年
代
的
に
は
八
世
紀
第
4
四
半
期
か
ら
九
世
紀
第

3
四
半
期
に
な
り
ま
す
。
鞠
智
城
の
機
能
の
変
遷
の
中
で
最
も
大
き
な
変
化
を
遂
げ
る
の
が
こ
の
期
に
な
り
ま
す
。
こ
の
販
の

特
徴
と
し
て
、
城
を
管
理
す
る
管
理
棟
的
建
物
群
の
消
失
、
貯
水
池
に
お
け
る
貯
木
場
の
埋
没
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
鞠

智
城
国
期
の
礎
石
建
物
の
礎
石
が
小
振
り
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
期
に
な
る
と
、
大
き
な
礎
吾
、
か
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
か
ら
、
食
糧
の
備
蓄
施
設
と
し
て
の
機
能
が
主
体
と
な
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

先
ほ
ど
吋
日
本
文
徳
天
皇
実
録
b

の
中
に
、
「
不
動
倉
十
一
宇
火
く
」
と
い
う
記
述
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
不
動
倉
が
こ

の
期
の
建
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
後
の
鞠
智
城
V
期
で
す
。
年
代
的
に
は
、
九
世
紀
第
4
四
半
期
か
ら
一

O
世
紀
第
3
四
半
期
で
、
鞠
智
城
の
終
末
期
に
あ
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た
り
ま
す
。
鞠
智
城
町
期
の
終
わ
り
に
、
不
動
倉
十
一
一
棟
が
焼
失
し
、
建
物
の
棟
数
が
減
少
す
る
も
の
の
、
五
六
号
建
物
跡
の

よ
う
に
、
新
た
に
大
型
の
倉
庫
を
建
て
る
な
ど
、
食
糧
の
備
蓄
施
設
と
し
て
の
機
能
が
存
続
し
な
が
ら
、
溌
城
を
迎
え
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
、
鞠
智
城
の
五
期
に
わ
た
る
変
遷
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
が
、
鞠
智
城
の
場
合
、
鞠
智
城

I
1甑
期
と
な
る
七
世
紀

第
3
四
半
期
か
ら
八
世
紀
第
3
四
半
期
ま
で
は
、
築
城
当
初
の
目
的
と
な
る
軍
事
施
設
と
し
て
機
能
が
主
体
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
鞠
智
城

w
l
V期
と
な
る
八
世
紀
第
4
四
半
期
か
ら
廃
城
と
な
る
一

O
世
紀
第
3
四
半
期
ま
で
は
、
軍
事
施
設
と
し
て

の
機
能
は
存
続
す
る
も
の
の
、
食
糧
の
備
蓄
施
設
と
し
て
の
機
能
が
主
体
を
占
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
鞠
智
城

1
1班
期
前
半
ま
で
の
問
、
鞠
知
日
城
は
、
大
宰
府
と
ほ
ぼ
連
動
し
た
動
向
を
示
し
て
お
り
、
大
罪
府
防
衛
の
軍

事
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
も
大
宰
府
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
大
宰
府
や
肥
後
国
府
、
大
野
城
、
基
緯
城
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
山
城
と
の
比
較
検
討
や
、

出
土
遺
物
の
詳
細
な
分
析
を
も
と
に
、
さ
ら
に
鞠
智
械
の
機
能
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
を
持
ち
ま
し
て
、
「
鞠
智
城
跡
の
調
査
と
成
果
」
に
つ
い
て
ご
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。
ご
清
聴
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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講
演
個聞聞圃・・

鞠
智
城
の
築
造
時
期
と
貯
水
池
に
つ
い
て

一
講
演
者
紹
介

一
赤
司
善
彦
(
あ
か
し
よ
し
ひ
こ
)

一
明
治
大
学
文
学
部
卒
業
。
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
九
州
除
史
資
料
館
を
経
て
、
現
在
、
九
州
出
立
博
物
館

一
段
一
不
課
長
。
大
宰
府
政
庁
跡
の
発
掘
調
査
に
長
年
携
わ
る
。

一
専
門
は
日
本
考
古
学
。
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@
講
演

「
鞠
智
城
の
築
造
時
期
と
貯
水
池
に
つ
い
て
」

赤

主主
仁二事

彦
(
九
州
国
立
博
物
館
展
示
課
長
)

司

は
じ
め
に
こ
ん
に
ち
は
、
赤
司
で
ご
ざ
い
ま
す
。
拍
手
で
お
迎
え
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
に
与
え
ら
れ
た
テ
!
マ
は
「
鞠
地
城
の
築
造
時
期
と
貯
水
池
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。
先
程
、
矢
野
さ
ん
か
ら
、
鞠

智
城
に
つ
い
て
の
新
し
い
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鞠
智
城
と
い
う
の
は
江
戸
時
代
の
お
城
の
よ
う
な
天
守
問
、
か

無
い
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
は
思
う
の
で
す
が
、
古
代
山
城
の
一
つ
で
あ
る
鞠
智
城
の
特
徴
と
し
て
、
周
り
に
城
壁
が
巡

っ
て
い
る
こ
と
。
お
城
の
出
入
り
を
す
る
城
内
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
内
部
に
建
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に

は
谷
を
寒
い
で
貯
水
池
を
造
っ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
発
表
は
鞠
智
城
と
他
の
古
代
山
城
を
比
べ
て
、
ど
こ
が
共
通
し
て
い
て
ど
こ
が
違
う
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
考
古
学
は
、
築
城
時
期
に
つ
い
て
は
ぴ
っ
た
り
と
年
代
を
出
す
の
は
実
は
苦
手
で
す
。
お
よ
そ
の
年
代
し
か
分
か
ら

な
い
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
に
よ
り
い
っ
・
誰
が
・
ど
の
よ
う
な
目
的
で

つ
く
っ
た
か
と
い
う
よ
う
な
呉
体
的
な
物
語
と
い
う
の
は
、
文
献
史
学
の
分
野
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
は
後
に
狩
野

さ
ん
の
お
話
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
私
は
そ
の
前
座
と
し
て
、
考
古
学
で
こ
れ
ま
で
に
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
中
心
に
整
理
を
さ
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せ
て
い
た
だ
き
、
共
通
点
と
相
違
点
か
ら
鞠
智
城
の
築
城
年
代
に
た
ど
り
着
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

資
料
篇
の
一
一
一
一
一
貝
に
古
代
山
城
の
一
覧
を
載
せ
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
り

献
な
が
ら
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
と
に
か
く
西
日
本
一
帯
に
山
城

暗
と
い
う
も
の
が
築
か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
白
丸
で
記
し
て
い
る
の
が
鞠
智
城
で

赤2

す
。
ほ
か
に
も
白
丸
、
か
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
鞠
智
城
の
よ
う
に
文
献
史
料
に
名
称

騒
が
記
載
さ
れ
た
山
城
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
山
城
の
名
称
は
史
料
に
出
て
こ
な
い
の
で
す

、
か
、
遺
跡
と
し
て
山
城
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
が
赤
丸
で
す
。
そ
れ
か
ら
文
献
史
料
に

名
称
は
出
て
く
る
の
で
す
が
、
場
所
が
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
の
が
、
こ
の
塗
り
つ
ぶ

し
て
い
な
い
白
丸
で
す
。
こ
れ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
一
つ
は
九
州
の
大
宰
府
を

中
心
と
し
て
回
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
瀬
戸
内
海
の
両
方
に
分
布
し
て
い
る
と
い

う
の
が
お
わ
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
海
側
に
も
、
四
闘
の
太
平
洋
側
に
も
無
い
の
で
す
。
つ
ま
り
九
州
か
ら
瀬
戸
内
に
か

け
て
、
そ
れ
か
ら
都
が
あ
っ
た
奈
良
の
方
ま
で
幅
広
の
帯
状
に
分
布
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
古
代
山
城
の
分
布
の
大
き
な
特

色
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
も
う
一
度
資
料
篇
の
一
三
頁
の
表
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
こ
に
は
山
城
の
調
査
成
果
を
儲
閥
単
に
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。
一
九
九

O
年
以
降
に
こ
の
種
の
山
城
の
調
査
が
八
王
国
で
本
格
的
に
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
わ
か
っ
た
こ
と

を
お
お
よ
そ
こ
こ
に
記
し
て
い
ま
す
。
鞠
智
城
の
欄
を
宛
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
築
城
時
期
は
黒
い
棒
線
を
引
い
て
い
ま
す
が
、

七
世
紀
の
半
ば
く
ら
い
か
ら
後
半
に
か
け
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
終
わ
り
は
九
世
紀
い
っ
ぱ
い
、
も
し
か
し
た
ら
一

O
世
紀
ま
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で
延
び
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
朝
鮮
式
山
城
と
い
わ
れ
る
鞠
智
城
の
仲
間
の
大
野

城
、
基
賂
城
、
金
田
城
、
屋
嶋
城
、
高
安
城
の
存
続
時
期
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
考
古
学
的
に
発
掘
調
査
を
さ
れ
て
出

土
し
た
遺
物
か
ら
導
き
出
し
た
年
代
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
山
城
以
外
で
は
、
年
代
が
あ
ま
り
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
お
分
か
り
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
瀬
戸
内
の
山
城
の
三
番
目
に
記
し
て
い
ま
す
鬼
ノ
城
で
す
が
、
こ

の
岡
山
県
の
鬼
ノ
城
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
存
続
し
た
山
城
で
し
て
、
こ
の
よ
う
に
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
中
身
が
い
ろ
い
ろ
と
わ
か
つ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
日
本
の
古
代
山
城
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の
尺
度
と
な
る
可
能
性

が
高
い
と
思
い
ま
す
。

右
側
の
欄
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
個
別
の
特
徴
に
つ
い
て
記
し
て
い
ま
す
。
城
壁
の
立
地
、
石
塁
や
石
垣
の
あ
り
方
、
土
塁
列
石

の
有
無
、
そ
れ
か
ら
城
門
の
姿
、
さ
ら
に
は
貯
水
池
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
、
記
し
て
い
ま
す
。
誤
解
を
与
え
な
い
よ
う
に
敢

え
て
「
?
」
マ

i
ク
を
た
く
さ
ん
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
「
?
」
マ
!
ク
は
、
も
し
か
し
た
ら
今
後
発
見
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
も
、
今
の
段
階
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
無
い
と
は
断
定
で
き
な
い
と
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
よ

ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
、
古
代
山
城
の
共
通
性
と
独
自
性

古
代
山
城
の
お
お
ま
か
な
特
徴
を
頭
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
吉
代
山
城
の
共
通
性
と
独
自
性
に
つ
い
て
話
を
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
ど
う
い
う
場
所
に
山
城
が
築
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
最
近
の
研
究
で
わ
か
っ
て
い
る
の
は
鞠
智
城
の
お
話
し
で
も
な
さ
い
ま
し
た
が
、
交
通
路
と
関
係
し
て
立
地

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
九
州
で
は
こ
の
大
宰
府
か
ら
四
方
に
道
路
が
出
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
古
代
の
官
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道
の
よ
う
な
国
家
が
作
っ
た
道
路
と
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
交
通
路
の
側
に
山
城
が
築
城

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
鞠
智
城
も
先
ほ
ど
「
車
路
」
と
い
う
一
一
一
一
口
菜
、
か
あ
り
ま
し
た
が
、
直
線
的
な
古
代
の
官
道
が
整
備
さ
れ
る

前
に
七
世
紀
の
天
智
天
皇
の
頃
に
軍
事
道
路
と
で
も
呼
ぶ
よ
う
な
交
通
路
が
築
か
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
交
通
路
に

位
置
す
る
山
城
の
近
く
に
は
こ
の
「
ク
ル
マ
ジ
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
の
で
す
。
基
緯
城
の
そ
ば
や
大
野
城
の
そ
ば
に
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
軍
事
道
路
と
古
代
山
城
は
セ
ッ
ト
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
残
さ
れ
た
地
名
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
点
で
は
鞠
智
城
も
共
通
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

そ
れ
か
ら
山
の
ど
の
程
度
の
高
さ
の
位
置
に
城
を
築
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
大
野
城
の
場
合
で
す
と
標
高
の
高
い
位
置

に
築
い
て
い
ま
す
。
最
高
標
高
四
一

0
メ
ー
ト
ル
で
、
最
低
標
高
が
三
五

0
メ
ー
ト
ル
と
い
う
棺
対
的
に
高
い
と
こ
ろ
に
城
壁

を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
は
大
野
城
か
ら
周
辺
を
眺
望
し
た
と
こ
ろ
で
ね
。
大
野
城
か
ら
か
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
景
色

が
見
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
お
お
よ
そ
の
高
さ
が
お
分
か
り
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
平
地
が
こ
の
く
ら
い
小
さ
く

見
え
ま
す
。
こ
れ
が
九
州
国
立
博
物
館
で
、
来
月
に
は
鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
こ
ち
ら
が

河
志
岐
山
城
と
い
う
山
城
で
す
。
こ
の
よ
う
に
大
野
城
か
ら
も
視
認
で
き
る
位
置
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
佐
賀
県
基
山
町
の
基

嬉
城
と
い
う
山
城
で
す
が
、
こ
れ
も
標
高
が
四

0
0メ
ー
ト
ル
の
山
の
高
い
位
置
に
土
患
を
巡
ら
し
い
ま
す
。

問
題
は
一
番
低
い
と
こ
ろ
、
城
壁
の
一
番
低
い
と
こ
ろ
が
}
ど
の
辺
に
置
く
か
と
い
う
こ
と
が
機
能
を
考
え
る
上
で
は
城
壁
の

一
番
低
い
と
こ
ろ
が
ど
の
程
度
の
高
さ
に
あ
る
の
か
が
重
要
で
す
。
山
の
険
し
い
地
形
を
利
用
し
て
山
の
上
の
方
に
立
地
す
る

程
、
防
御
性
を
高
め
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
基
縛
城
の
場
合
で
す
と
、
城
壁
、
か
一
番
下
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
南
門
が
あ
り
、

石
垣
を
築
い
て
水
門
を
作
っ
て
い
ま
す
。
南
水
門
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
か
な
り
低
い
位
置
で
す
が
、
周
辺
の
平
地
か
ら
す
る
と

数
十
メ
ー
ト
ル
高
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。
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こ
れ
ら
古
代
山
城
の
最
低
地
点
の
周
辺
と
の
比
高
差
と
、
城
壁
全
体
の
長
さ
を
グ
ラ
フ
に
し
た
の
が
こ
の
図
で
す
。
五
番
の

赤
丸
、
こ
れ
が
鞠
智
城
で
す
。
こ
れ
は
何
を
表
し
て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
縦
軸
が
比
高
差
で
す
。
城
壁
の
平
地
か
ら
の
高

さ
で
す
。
横
軸
は
城
壁
の
長
さ
、
二
キ
ロ
、
四
キ
ロ
、
六
キ
ロ
、
八
キ
ロ
の
表
示
が
あ
り
ま
す
が
、
規
模
を
示
し
て
い
ま
す
。

抑
制
か
く
分
け
る
と
い
ろ
い
ろ
分
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
要
は
大
き
く
分
け
る
と
や
は
り
山
城
の
中
で
周
辺
の
平
地
と
ほ
ぼ
同
じ

高
さ
に
築
く
タ
イ
プ
と
、
そ
れ
か
ら
少
し
上
の
方
に
、
平
地
と
は
違
う
高
い
と
こ
ろ
に
設
け
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
の
で
す
が
、

さ
ら
に
そ
の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
グ
ル
ー
プ
分
け
を
す
る
と
、
例
え
ば
一
番
は
大
野
城
、
一
一
番
、
か
基
嫁
城
で
す
。
一
番
低
い
と
こ

ろ
で
一
五

O
メ
!
ト
ル
く
ら
い
。
一
番
高
い
の
は
鬼
ノ
城
で
す
が
、
二
五

0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
す
ね
。
こ
れ
に
対
し
て
鞠
智

城
の
場
合
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
場
所
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
但
し
、
他
に
例
、
が
な
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
て
、
七
番

は
同
じ
文
献
に
記
載
が
あ
り
ま
す
対
馬
の
金
悶
城
で
す
ね
。
同
じ
よ
う
な
標
高
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
に
な
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
点
で
は
一
緒
な
の
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
も
う
少
し
同
じ
よ
う
な
例
を
見
て
ま
い
り
ま
す
と
、
こ
れ
は
お
城
の
城
壁

線
の
使
い
方
と
い
う
こ
と
で
写
真
を
出
し
ま
し
た
。
高
松
の
屋
嶋
城
で
す
。
山
の
上
の
高
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。
次
は
、
城
壁

が
海
の
側
ま
で
下
り
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
金
田
城
で
す
ね
。
金
田
城
は
ず
っ
と
一
番
高
い
と
こ
ろ
ま
で
城
壁
が
上
自
に
い

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
一
番
下
ま
で
は
下
り
て
き
て
い
な
い
で
す
ね
。
少
し
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
金
田
城
の
城
壁
か
ら
海
老
見
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
築
か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
鞠
智
城
は
高
く
は
な
い
け
れ
ど
低
い
と
こ
ろ
で
も
な
い
と
い
う
微
妙
な
場
所
に
あ
る
わ
け
で
す
。
特
徴
は
何

と
一
一
一
一
口
つ
で
も
平
加
一
地
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
鞠
智
城
の
位
置
す
る
丘
陵
の
側
に
も
も
っ
と
高
い
山
は
あ
る
わ

け
で
す
が
、
敢
え
て
こ
う
い
う
平
沼
地
の
あ
る
立
地
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
や
は
り
鞠
智
城
の
特
色
の
一
つ
で
は
な

22 鞠智城シンポジウム【熊本会場】



い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
発
掘
報
告
書
を
読
み
ま
す
と
鞠
智
城
が
築
か
れ
る
直
前
ま
で
は
古
墳
時
代
の
集
落
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
住
環
境
と
し
て
も
い
い
場
所
に
山
城
を
築
い
た
と
い
う
の
が
他
の
山
城
に
な
い
立
地
の
特
質

で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
に
少
し
城
援
の
違
い
を
み
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
屋
嶋
城
で
す
が
、
屋
嶋
城
は
山
の
頂
上
が
平
坦
で
、
山
全
体

が
屋
根
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
屋
嶋
と
い
う
名
称
が
付
き
ま
し
た
。
も
う
少
し
近
寄
っ
て
見
て
み
ま
す
と
、
こ

の
よ
う
に
自
然
の
崖
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
天
然
の
城
壁
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
鞠
知
日
城
も
東
側
で
は
度
線
を
利
用
し
て
い

ま
す
の
で
、
よ
く
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
古
代
山
城
は
山
の
地
形
を
最
大
限
に
利
用
し
て
い
る
と
い
う
の
が
大
き
な
特
色
で

あ
り
ま
す
。
山
と
い
う
の
は
急
な
燥
が
あ
っ
た
り
岩
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
す
が
、
隠
れ
る
に
も
都
合
、
か
い
い
し
、
そ
れ
か
ら

攻
め
あ
が
る
方
も
大
変
な
訳
で
す
。
そ
う
い
う
点
で
は
鞠
智
城
も
こ
の
原
嶋
も
大
変
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の

で
は
な
い
か
な
と
岡
山
い
ま
す
。

さ
て
、
城
援
は
谷
間
を
渡
る
時
に
は
土
壌
で
は
な
く
て
石
壌
を
築
く
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
大
野
城
の
百
問
石
垣
と
い
う
、
一

潤
は
約
一
・
八
メ
!
ト
ル
で
す
の
で
全
長
が
一
八

0
メ
ー
ト
ル
の
石
垣
を
築
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
石
積
み
が
築
か
れ
る
の

も
古
代
山
城
の
特
色
で
あ
り
ま
す
。
鞠
知
日
城
に
も
同
じ
よ
う
に
石
積
み
遺
構
が
あ
る
の
で
す
が
、
残
り
が
良
く
な
い
の
で
本
来

の
形
状
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
も
出
て
き
ま
し
た
が
池
ノ
尾
門
跡
に
石
塁
が
あ
り
ま
す
。
谷
筋
を

塞
ぐ
よ
う
に
石
翠
が
あ
り
、
谷
の
方
向
に
通
水
口
、
水
の
通
り
道
で
あ
る
暗
渠
を
築
い
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

次
に
古
代
山
城
の
う
ち
、
文
献
に
記
載
の
あ
る
金
田
城
で
す
と
か
大
野
城
、
基
賂
城
、
屋
嶋
城
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
石
積
み
を
見
て
い
く
と
、
お
よ
そ
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
先
ほ
ど
の
表
に
も
載
せ
て
い
ま
す
が
、
全
て
自
然
の

石
を
割
っ
て
大
き
さ
を
整
え
た
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
上
の
加
工
は
し
て
い
な
い
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
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一
一
一
一
良
の
表
に
載
せ
て
い
ま
す
。
加
工
の
石
を
使
う
の
で
は
な
く
て
、
自
然
の
石
を
使
う
と
い
う
の
が

鞠
智
城
に
も
共
通
し
た
石
工
の
技
術
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
写
真
の
よ
う
に
こ
れ
が
唯
一
残
っ
て
い
る
石
翠
の
正
面

で
す
。
こ
う
い
う
小
振
り
の
一
石
は
、
大
体
人
の
頭
く
ら
い
よ
り
少
し
小
さ
い
く
ら
い
の
石
で
す
が
、
そ
う
い
う
石
は
実
は
他
の

古
代
山
城
で
は
あ
ま
り
使
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。
石
材
の
大
き
さ
が
他
の
山
城
と
違
う
点
、
だ
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
最
近
、
金
田
城
、
大
野
城
、
基
嫁
城
の
調
査
で
積
み
石
を
築
く
時
に
数
段
並
べ
て
、
こ
れ
を
単
位
に
し
て
何
段
も

築
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
も
内
部
も
含
め
て
で
す
。
そ
の
単
位
の
上
端
部
分
は
平
坦
な
耐
を
つ
く
っ
て
重
ね

て
い
く
と
い
う
工
法
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
屋
嶋
城
、
だ
け
は
少
し
崩
れ
が
激
し
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
金
問
城
と
そ
れ
か
ら
最
近
佐
賀
県
の
基
賂
城
の
解
体
調
査
で
そ
う
い
う
石
積
み
工
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
一
つ
の
特
徴
だ
と
す
る
と
、
鞠
智
城
で
も
見
ら
れ
る
と
い
い
の
で
す
け
れ
ど
、
今
の
と
こ
ろ
残
り
が
非
常
に

悪
く
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
す
。

そ
れ
か
ら
こ
の
写
真
は
大
野
城
の
水
門
で
す
。
石
思
想
に
は
水
門
を
設
け
て
雨
水
を
排
水
す
る
施
設
が
あ
る
の
も
特
色
の
一
つ

で
す
。
写
真
は
、
ち
ょ
う
ど
水
口
の
部
分
で
す
ね
。
土
壊
の
中
に
こ
う
い
う
石
積
み
の
通
水
口
、
か
設
け
ら
れ
ま
す
。
次
の
こ
の

写
真
は
古
代
山
城
の
中
で
も
神
寵
石
と
呼
ん
で
い
る
城
な
の
で
、
直
接
の
比
較
を
す
る
の
は
よ
く
な
い
と
は
思
う
の
で
す
が
、

鞠
智
城
の
水
門
に
よ
く
似
た
タ
イ
プ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
石
積
み
の
溝
を
通
し
て
蓋
石
を
載
せ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
た

ぶ
ん
、
鞠
智
城
も
こ
う
い
う
タ
イ
フ
の
も
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ
れ
は
基
緯
城
の
水
門
で
す
。
こ
れ
は

今
で
も
人
が
中
を
通
る
こ
と
が
可
能
な
大
き
ざ
で
す
。
こ
う
い
っ
た
石
積
み
が
必
ず
石
塁
と
水
門
、
そ
の
横
に
城
門
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
点
で
は
池
ノ
尾
門
跡
も
城
内
と
水
門
の
あ
り
方
は
共
通
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
但
し
、
そ
の
石
積
み
が
少
し
違
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
写
真
の
金
問
城
の
場
合
、
上
の
方
は
近
世
に
積
み
直
さ

て
い
ま
し
て
、
そ
れ
は
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れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
積
み
石
の
下
の
方
の
少
し
丸
い
自
然
の
石
を
使
っ
た
部
分
が
古
代
の
石
積
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
屋
嶋
城
の
石
垣
で
し
て
、
こ
れ
も
や
は
り
自
然
の
石
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
る
こ
と
が
お
分
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
か

な
り
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
あ
ま
り
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ニ
、
古
代
山
城
の
城
門
と
鞠
智
城
の
築
城
年
代

そ
れ
か
ら
山
城
の
出
入
り
口
は
防
備
を
岡
め
る
た
め
に
強
固
な
城
門
を
設
け
ま
す
。
昔
は
山
城
の
城
門
は
平
坦
な
門
ば
か
り

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
屋
嶋
城
で
わ
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
写
真
は
域
内
で
す
。
入
り
口
の
前
に
段
差
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
門
か
ら
内
部
に
入
る
た
め
に
は
、
こ
こ
に
梯
子
の
よ
う
な
も
の
を
か
け
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

け
ん
も
ん

で
、
懸
門
と
呼
ん
で
い
る
タ
イ
プ
の
域
内
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
梯
子
在
外
せ
ば
人
は
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
い
う
懸
門
が
実
は
大
野
城
で
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
写
真
で
す
が
城
内
の
手
前
に
懸
門
と
い
う
段
差
が
あ
り
ま
す
。

段
差
を
登
っ
て
中
に
入
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
こ
れ
も
大
野
城
の
門
の
一
つ
な
の
で
す
が
、

門
に
入
る
と
階
段
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
城
門
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
一
三
頁
の
表
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
懸
門
と
あ
る
の
が
大
野
城
と
屋
嶋
城
、

そ
れ
か
ら
伺
山
の
鬼
ノ
城
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
平
内
と
い
っ
た
一
平
坦
な
内
も
大
野
城
、
基
緯
城
、

鬼
ノ
城
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
階
段
状
の
段
差
を
持
つ
と
い
う
も
の
も
大
野
城
と
金
田
城
、
そ
れ
か
ら
鬼
ノ

城
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
最
近
の
古
代
山
城
の
調
査
で
一
番
大
き
い
成
果
が
城
門

の
構
造
に
つ
い
て
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
大
野
城
の
北
石
垣
城
門
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
上
か
ら
見
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
に
門
の
柱
、
か
あ
り
ま
す
が
こ
こ
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で
茶
色
の
鉄
製
品
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
横
か
ら
見
る
と
こ
う
い
う
形
を
し
て
い
ま
す
。
取
り
上
げ
ま
す
と
、
こ
う
い

う
上
部
が
お
椀
の
よ
う
な
形
を
し
て
、
下
が
四
角
い
立
方
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
城
門
の
一
扉
軸
を
受
け
る
穴
で
す
。
つ

ま
り
先
ほ
ど
の
も
の
は
で
す
ね
、
上
の
お
椀
形
の
部
分
が
一
扉
の
雌
型
の
金
呉
と
合
わ
さ
っ
て
、
一
廓
を
回
転
さ
せ
る
金
具
で
す
。

下
部
が
四
角
な
の
は
、
金
具
が
動
か
な
い
よ
う
に
が
っ
ち
り
と
礎
石
の
穴
に
阪
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の
四
角

の
部
分
が
礎
石
の
穴
に
綴
っ
て
い
る
の
で
、
上
の
お
椀
の
よ
う
な
丸
い
部
分
の
み
が
見
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
い
う
金
呉
、
が

大
野
城
で
見
つ
か
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
城
門
の
一
扉
の
あ
る
礎
石
を
模
式
化
し
て
書
い
て
み
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
は
こ
う
い
う
域
内
の
礎
石
が
検
出
で
き

か
ら
い
じ
き

ま
す
。
唐
居
敷
と
も
一
一
一
日
う
の
で
す
が
、
本
来
の
意
味
で
は
唐
居
敷
と
い
う
の
は
木
製
の
も
の
で
、
し
か
も
寺
院
な
ど
で
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、
古
代
山
城
で
は
用
語
と
し
て
は
使
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
か
と
思
う
の
で
す
。
礎
石
に
柱
を
立
て
て

ほ
う
だ
て

そ
の
横
に
万
立
と
い
い
ま
し
て
扉
と
柱
の
間
に
際
問
、
が
で
き
て
き
ま
す
の
で
、
そ
こ
を
隠
す
も
の
と
し
て
方
立
の
材
、
か
必
要
な

の
で
す
が
、
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
こ
こ
に
扉
の
軸
を
受
け
る
穴
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
扉

軸
受
の
あ
る
礎
石
は
、
都
の
宮
殿
や
大
寺
院
な
ど
で
、
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
地
方
の
古
代
の
役
所
で
は
少
な
い
の
で
す
。
そ

れ
が
古
代
山
城
に
は
伴
い
ま
す
。

こ
の
ス
ラ
イ
ド
の
図
は
、
こ
れ
ま
で
に
古
代
山
城
で
出
土
し
て
い
る
礎
石
を
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
み
た
も
の
で

す
。
本
来
は
一
一
冗
論
と
い
い
ま
す
か
、
考
古
学
的
に
は
一
つ
の
も
の
か
ら
派
生
し
て
、
次
の
時
期
に
新
し
い
タ
イ
プ
が
生
ま
れ

た
と
い
う
系
統
図
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
け
れ
ど
、
そ
こ
ま
で
は
整
理
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

図
の
左
下
に
あ
る
の
が
鞠
智
城
の
堀
切
円
か
ら
出
て
い
る
門
礎
で
す
。
黒
い
丸
が
先
ほ
ど
の
扉
の
軸
を
受
け
る
穴
を
示
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
え
ぐ
り
が
両
サ
イ
ド
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
え
ぐ
り
は
城
門
の
柱
、
か
動
か
な
い
よ
う
に
販
め
込
む
た
め
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の
も
の
で
、
柱
の
径
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
え
ぐ
り
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
も
の
が
堀
切
門
跡
で
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
鞠
智
城
の
堀
切
門
は
い
つ
頃
の
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
他
の
古
代
山
城
の
城
門
の
礎
石
と
比
較
し
て
位
置

づ
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
判
明
し
て
い
る
城
門
の
礎
石
の
中
で
一
番
古
い
も
の
が
大
野
城
の
北
石
垣
城
門
跡
、
小
石
垣
城
内
跡
の
門
礎
で

す
。
軸
受
の
穴
が
四
角
形
を
な
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
写
真
で
お
見
せ
ま
し
た
鉄
製
金
具
の
下
、
か
四
角
い
も
の
で
す
ね
。
そ
れ

か
ら
方
立
が
あ
っ
て
、
掘
立
柱
の
よ
う
な
え
ぐ
り
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
方
で
同
じ
大
野
城
の
水
域
口
城

門
跡
の
場
合
は
、
掘
立
柱
の
タ
イ
プ
で
、
方
立
も
同
じ
で
す
が
軸
受
け
の
穴
は
平
面
、
が
円
形
で
す
。
韓
国
の
城
内
の
軸
受
金
具

に
は
二
種
類
あ
り
ま
し
て
、
四
角
と
円
形
、
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
が
古
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
お
お
よ
そ
同
じ
時
期
に
両
者
、
か

日
本
で
は
出
現
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
水
城
口
城
門
の
円
形
軸
受
金
具
の
門
礎
に
は
、
蹴
放
し
と
い
い
ま
し
て
、
門
に
横
材

を
通
し
ま
し
て
、
そ
の
横
材
を
受
け
る
た
め
に
溝
状
の
え
ぐ
り
が
礎
石
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
い
う
全
部
揃
っ
た
も
の

が
古
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
一
応
同
じ
時
期
に
二
つ
の
紬
受
金
具
の
タ
イ
プ
が
出
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
系
統
と
し
て
は
掘
立
柱
な
の
で
す
が
、
岡
山
県
の
鬼
ノ
城
で
発
見
さ
れ
た
の
が
柱
の
形
状
、
か
四
角
い
タ
イ
プ
の
も

の
で
す
ね
。
角
柱
で
、
軸
受
け
の
穴
は
や
は
り
大
野
城
と
同
じ
四
角
で
す
。
そ
れ
か
ら
方
立
て
も
備
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
柱
の
え
ぐ
り
と
軸
受
金
呉
の
穴
、
そ
し
て
、
方
立
の
三
つ
が
少
な
く
と
も
揃
っ
て
い
る
礎
石
が
最
も
古
い
城
内
礎
石
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
後
、
改
良
発
展
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
で
す
。
鬼
ノ
城
の
四
角
い
柱
の
礎
石
は
大
野
城
で
も
見
つ
か
っ
て
い

る
の
で
す
け
ど
、
こ
れ
は
掘
立
柱
、
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
大
野
城
で
は
礎
石
式
の
タ
イ
プ
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
角
柱

の
タ
イ
プ
の
系
統
は
、
長
く
続
い
て
七
五

0
年
代
に
築
か
れ
た
恰
土
城
に
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
を
前
提
に
し
て
鞠
智
城
の
城
内
礎
石
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
ま
す
。
大
野
城
の
水
城
口
城
内
で

番
古
い
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も
の
が
あ
る
の
で
す
け
ど
、
そ
の
後
に
大
宰
府
口
城
内
の
蹴
放
し
は
無
い
の
で
す
が
、
円
形
の
軸
受
穴
と
方
立
、
そ
れ
か
ら
掘

立
柱
の
円
柱
を
用
い
た
タ
イ
プ
で
す
。
こ
れ
が
古
代
山
城
の
最
も
古
い
時
期
の
も
の
で
す
。
次
の
時
期
に
こ
の
方
立
が
省
略
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
扉
と
柱
の
間
の
隙
間
を
う
め
る
独
立
し
た
材
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
が
こ
の
鞠
智
城

の
堀
切
門
の
タ
イ
プ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
段
階
で
、
さ
ら
に
城
門
の
柱
、
か
礎
石
立
に
変
わ
り
ま
す
。

建
物
の
建
築
様
式
も
屋
根
に
瓦
を
拭
く
な
ど
大
幅
に
変
化
し
た
結
果
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
次
の
段
階
で
、
柱
の
下
両
を

動
か
な
い
よ
う
に
丸
く
窪
め
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
礎
石
で
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
の
か
と
一
言
い
ま
す

と
、
円
形
の
ホ
ゾ
穴
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
金
田
城
の
縄
文
の
変
遷
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
河
じ
古
代
山
城
か
ら
発
見
さ

れ
た
も
の
は
黒
い
矢
印
で
そ
の
変
化
を
示
し
、
想
定
と
し
て
お
そ
ら
く
こ
の
タ
イ
プ
か
ら
次
の
タ
イ
プ
に
変
化
を
す
る
の
で
は

な
い
か
な
と
思
う
も
の
を
点
線
で
示
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
や
っ
て
見
て
い
き
ま
す
と
鞠
智
城
で
発
見
さ
れ
た
城
の
門
礎
は
、
ど
う
も
天
智
朝
の
大
野
城
で
見
つ
か
っ
て
い
る
礎
石

よ
り
、
遅
く
作
ら
れ
少
し
時
期
一
胞
が
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
お
わ
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。
鞠
智
城
の
築
城
年
代
と
し
て
は
、

遺
物
の
上
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
と
見
て
良
い
の
で
す
が
、
城
内
の
礎
石
の
つ
く
り
か
ら
す
る
と
時
期
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
見
つ
か
っ
て
い
る
礎
石
が
建
て
直
し
の
も
の
で
、
築
城
期
の
礎
石
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
方
立
を
持
つ
よ
う
な
タ
イ
プ
が
鞠
智
城
か
ら
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
今
の
段
階
で
は
鞠
智

城
が
大
野
城
や
基
緯
城
と
同
じ
六
六
五
年
に
築
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

基
熔
城
も
ま
だ
詳
細
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
く
て
、
基
鯨
城
の
城
内
も
鞠
智
城
と
同
じ
タ
イ
プ
の
も
の
し
か
今
の
と

こ
ろ
見
つ
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
鞠
智
城
と
同
じ
な
わ
け
で
す
。
城
門
礎
石
か
ら
築
城
・
年
代
を
導
き
出
そ
う
と
し
て
も
な
か
な

か
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
調
査
の
可
能
性
と
し
て
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
少
し
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
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い
ま
す
。

三
、
大
野
城
と
鞠
智
城
の
建
物
変
遷

鞠
智
城
で
は
倉
庫
な
ど
の
建
物
、
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
建
物
群
に
つ
い
て
も
他
の

も
の
と
比
較
そ
し
て
み
ま
す
と
、
こ
の
写
真
は
大
野
城
の
倉
庫
の
並
ん
で
い
る
様
子
で
す
。
地
形
的
に
は
段
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
整
然
と
並
ん
で
い
る
様
子
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
野
城
の
建
物
は
鞠
智
城
と
一
一
緒
で
、
穴
を
掘
っ

て
そ
こ
に
柱
を
直
接
据
え
る
掘
立
柱
の
建
物
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
瓦
を
載
せ
る
の
で
、
瓦
が
沈
ま
な
い
よ
う
に
柱
の
下
に
礎
石

を
置
く
礎
石
建
物
の
二
穂
類
あ
り
ま
す
。

実
は
、
大
変
興
味
深
い
の
が
こ
の
礎
石
の
建
物
が
ほ
と
ん
ど
総
柱
で
す
。
重
た
い
も
の
を
載
せ
る
た
め
に
床
が
抜
け
な
い
よ

う
荷
重
を
分
散
さ
せ
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
柱
を
置
く
の
で
す
が
、
こ
れ
を
総
柱
建
物
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
私
た
ち
は
建

物
の
規
模
を
い
う
場
合
に
、
柱
の
数
が
例
え
ば
こ
の
青
く
塗
っ
て
い
る
部
分
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
六
本
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
柱
の
照
は
五
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
五
間
と
一
言
い
ま
す
。
縦
と
横
方
向
を
数
え
て
こ
の
写
真
の
建
物
の
場
合
は
三
間

×
五
間
の
建
物
と
い
う
わ
け
で
す
。

大
野
城
の
建
物
の
中
で
は
、
総
柱
の
建
物
で
三
間
×
五
間
と
い
う
の
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。
全
部
で
一
一
一
二
棟
あ
り
ま
す
。

時
期
は
多
少
の
幅
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
全
て
同
じ
規
格
な
の
で
す
。
柱
の
長
さ
、
建
物
の
平
面
形
な
ど
設
計
が
統
一
さ
れ

て
い
ま
す
。
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
と
河
じ
よ
う
に
、
材
か
ら
何
か
ら
全
部
揃
え
て
、
そ
の
規
格
と
違
う
も
の
は
作
ら
な
い
と
い
う
く

ら
い
厳
密
な
規
格
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
奈
良
時
代
の
律
令
国
家
を
ま
る
で
象
徴
す
る
よ
う
な
規
格
性
を
重
視
し
た
建

物
が
一
番
多
い
の
で
す
。
そ
の
後
の
三
浦

x
四
聞
と
い
う
規
模
が
小
さ
く
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
も
十
一
棟
見
つ
か
っ
て
い
て
、

講演 1r鞠智城の築造時期と貯水池についてj29 



こ
れ
も
八
王
て
河
じ
規
格
で
す
。
で
す
か
ら
大
野
城
の
場
合
は
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
。

こ
の
建
物
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
礎
石
建
物
で
三
部
×
五
部
で
す
が
、
そ
の
腐
り
に
も
う
一
つ
掘
立
柱
が
廻
っ
て
い
ま

す
。
黄
色
い
部
分
が
そ
れ
で
す
。
こ
の
種
の
建
物
を
礎
石
と
掘
立
柱
の
併
用
建
物
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
鞠
智
城
で
も
見

つ
か
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
こ
の
性
格
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
昔
は
こ
の
建
物
の
周
り
に
目
隠
し
塀
を
立
て
て
封

を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
は
柱
筋
が
き
れ
い
に
通
っ
て
い
ま
す
の
で
、
建
物
の
構

造
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
建
築
史
の
方
も
や
は
り
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
構
造
の
建

物
に
な
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
で
す
。
結
論
と
し
て
掘
立
柱
を
必
要
と
し
た
建
物
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
構
造
は
わ
か
ら

な
い
け
れ
ど
も
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
結
論
で
す
。
ち
な
み
に
金
田
城
か
ら
も
見
つ
か
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

大
野
城
の
建
物
の
変
遷
に
つ
い
て
構
造
を
も
と
に
整
理
し
て
み
ま
す
。
掘
立
柱
の
建
物
で
も
側
柱
と
い
う
土
問
構
造
の
建
物

が
最
初
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
次
に
総
柱
の
倉
庫
と
な
る
掘
立
柱
建
物
、
か
七
世
紀
の
後
半
頃
に
建
て
ら
れ
ま
す
。
八
世

紀
前
後
頃
に
は
そ
れ
ら
が
礎
石
建
物
に
変
わ
り
ま
す
。
瓦
葺
き
の
屋
根
に
な
る
の
で
す
。
鞠
智
城
で
も
桁
の
長
い
規
模
の
大
き

な
倉
庫
の
礎
石
建
物
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
、
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
三
限
×
五
階
の
掘
立
柱
を
併
用
し
た
建
物
、
か

き
だ
ん

建
て
ら
れ
ま
す
。
大
野
城
の
場
合
に
は
こ
の
建
物
に
基
壇
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
基
壇
と
い
う
の
は
建
物
の
床
面

を
回
く
し
め
た
も
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
立
派
な
建
物
も
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
、
八
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
、
一
ニ
潤

×
五
間
の
掘
立
柱
が
周
り
に
も
無
く
、
無
基
壊
の
も
の
に
、
全
て
建
て
替
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
そ
の
ま
ま

一
O
世
紀
に
な
っ
て
も
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
続
け
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
三
間
×
五
関
の
建
物
の
さ
ら
に
外
側
の
方
に
空
閑
地
を

見
つ
け
て
建
て
た
の
が
三
間
×
四
間
の
礎
石
建
物
で
す
。
規
模
は
少
し
小
さ
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
平
安
時
代
に
建
て
ら
れ
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る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
倉
庫
を
同
じ
場
所
に
追
加
し
て
建
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
大
野
城
も
鞠
智
城
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
建
物
の
変
遷
を
し
て
は
い
ま
す
。
た
だ
、
大
野
城
で
は
柱
筋

を
揃
え
て
整
然
と
配
置
し
て
い
る
の
で
す
が
、
建
物
の
規
模
も
ま
っ
た
く
同
じ
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
す
全
部
同
じ
建
物
が
並
ん

で
い
た
景
観
だ
っ
た
の
で
す
。
規
格
性
、
が
非
常
に
強
い
の
で
す
。
規
制
も
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
鞠
智
城
の
方
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
建
物
の
種
類
も
い
ろ
い
ろ
豊
富
で
す
。
企
画
性
は
あ
る
の
で
す
が
、
大
野
城
と
比
べ
る

と
、
規
格
性
に
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
は
み
え
ま
せ
ん
。
自
由
度
も
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

う
い
う
違
い
が
ど
う
も
あ
り
ま
す
。
鞠
知
日
城
に
は
八
角
形
の
建
物
も
あ
り
ま
す
。
大
野
城
は
そ
こ
ま
で
の
自
由
度
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
何
か
規
制
が
非
常
に
強
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

問
、
鞠
智
城
の
貯
水
池

築
城
時
期
の
話
か
ら
次
に
、
こ
の
貯
水
池
に
つ
い
て
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
一
一
二
一
員
の
表
を
見
て
い
た
だ
き
ま

す
と
右
の
方
に
貯
水
池
の
有
無
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
確
実
な
の
は
こ
の
鞠
智
城
の
み
で
す
。
そ
れ
か
ら
白
色
で

示
し
て
い
る
の
は
、
調
査
、
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
正
確
性
は
な
い
の
で
す
が
、
お
そ
ら
く
飲
料
水
等
を
確
保
し
て
い
た
施
設
で

あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
大
野
城
と
基
嫁
城
に
も
規
模
は
小
さ
い
の
で
す
が
貯
水
池
ら
し
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら

岡
山
県
の
鬼
ノ
城
で
も
貯
水
池
、
か
見
つ
か
っ
て
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
谷
筋
を
堰
き
止
め
た
水
内
と
セ
ッ
ト
で
貯
水
池
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
は
こ
れ
は
御
所
ヶ
谷
神
龍
石
で
貯
水
油
、
か
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
古
代
山
城
の
貯
水
池
に
関
す
る
情
報
で
す
。

さ
て
、
鞠
智
城
の
貯
水
池
で
す
が
、
地
図
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
北
側
に
向
か
っ
て
谷
が
下
り
て
い
ま
す
。
こ
の
谷
を
堰
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き
止
め
る
よ
う
に
し
て
こ
の
貯
水
泌
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
貯
水
池
の
面
積
は
発
撫
調
査
に
よ
っ
て
、
五
、

0
0
0平
方

メ
!
ト
ル
あ
る
と
う
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
他
の
山
城
で
見
つ
か
っ
て
い
る
貯
水
池
と
い
う
の
は
非
常

に
規
模
が
小
さ
い
で
す
。
韓
国
で
も
そ
う
で
す
が
、
一
般
的
に
は
規
模
が
小
さ
い
で
す
。
そ
れ
は
や
は
り
飲
料
水
な
り
の
確
保

が
目
的
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
程
大
き
い
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
鞠
智
城
の
場
合
は
こ
れ
ら
に
比
べ
て
大
変
大

き
い
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
大
野
城
で
は
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
少
な
く
と
も
平
安
時
代
に
掘
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
井
戸
の
よ
う
な
規
模
の
小
さ
な
も
の
で
は
な
く
て
、
大
き
な
貯
水
池
な
の
で
す
。

こ
の
鞠
智
城
の
貯
水
池
の
用
途
は
何
か
と
一
一
一
一
口
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
程
大
き
な
貯
水
池
と
い
う
の
は
通
常
は
濃
概
用
を
考
え

た
方
、
か
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
た
め
の
も
の
だ
と
考
え
た
方
が
、
的
を
射
て
い
る
気

が
す
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
考
え
方
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
と
こ
ろ
で
、
古
代
の
濯
減
・
水
利
施
設
の
例
を

調
べ
ま
す
と
、
七
世
紀
の
は
じ
め
頃
に
大
和
や
…
内
内
な
ど
の
畿
内
を
中
心
と
し
て
濯
減
用
の
池
溝
の
開
発
記
事
が
見
ら
れ
ま

す
。
国
家
的
な
事
業
と
し
て
耕
地
の
拡
大
や
台
地
の
農
地
化
、
か
な
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
大
阪

の
狭
山
池
と
い
う
有
名
な
溜
め
池
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
て
、
現
在
は
博
物
館
が
出
来
て
い
ま
す
。

こ
の
狭
山
池
の
築
堤
は
発
掘
調
査
の
結
果
、
七
世
紀
の
は
じ
め
頃
だ
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
七
位
紀
の
は
じ
め
頃
に

全
国
で
そ
う
い
う
瀧
湖
周
の
貯
水
池
な
ど
の
施
設
を
築
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
瀧
淑
用
の
貯
水
池
を

だ
ん
き
ゅ
う

築
造
す
る
こ
と
で
地
域
の
開
発
を
行
う
の
で
す
。
低
地
で
は
な
く
て
台
地
あ
る
い
は
段
丘
と
い
う
よ
う
な
少
し
高
い
と
こ
ろ
の

開
発
の
た
め
で
す
。
下
低
地
の
平
野
は
河
川
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
少
し
高
い
場
所
を
開
発
す

る
た
め
に
必
要
な
水
を
引
く
た
め
に
は
、
溜
池
が
重
要
な
の
で
す
。

こ
の
溜
池
を
築
く
技
術
と
い
う
の
は
、
貯
水
の
水
圧
や
漏
水
に
耐
え
ら
れ
る
築
堤
な
ど
、
非
常
に
高
度
な
技
術
、
か
必
要
で

32 鞠智城シンポジウム【熊本会場〕



す
。
こ
う
し
た
築
造
の
工
法
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人
が
も
た
ら
し
た
も
の
な
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
渡
来
人
を
住
ま
わ

せ
て
築
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
渡
来
人
に
よ
る
築
造
記
事
は

畿
内
が
多
い
の
で
す
が
、
九
州
に
も
例
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
福
隠
県
那
珂
川
町
を
舞
台
に
し
た

さ
く
た
の
う
な
で

裂
出
潜
と
い
う
伝
承
が
吋
日
本
書
紀
』
に
登
場
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
で
も
九
州
各
地
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
工
楽
善

通
先
生
が
研
究
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

か

ら

ひ

と

い

け

か

ら

い

け

そ
こ
で
、
例
え
ば
大
野
城
が
位
置
し
て
い
ま
す
大
野
城
市
に
、
「
韓
人
池
」
あ
る
い
は
「
府
池
」
と
い
っ
た
地
名
が
ち
ょ
っ

と
前
の
地
図
に
残
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
大
野
城
跡
に
隣
接
す
る
北
側
の
丘
陵
で
す
。
実
際
に
現
場
に
行
っ
て
も
す

で
に
開
発
が
進
ん
で
い
る
た
め
に
、
そ
の
場
所
は
残
っ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。
し
か
し
、
ど
う
も
渡
来
系
の
人
た
ち
が
開

発
に
弱
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
付
近
に
は
七
世
紀
前
半
の
新
経
土
器
が
出
土
す
る
古
墳
が
あ
り
ま

す
の
で
、
渡
来
系
集
団
が
活
動
し
た
地
域
で
あ
っ
た
と
さ
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
九
州
に
も
渡
来
系
集
団
の
可
能

性
も
考
え
た
方
、
か
い
い
の
で
は
な
い
か
な
と
忠
っ
て
お
り
ま
す
。

し

き

そ

だ

そ
れ
か
ら
、
鞠
智
城
の
発
掘
調
査
で
は
こ
の
貯
水
池
を
築
く
上
で
、
敷
粗
染
と
い
う
工
法
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

例
と
し
て
韓
国
の
扶
余
に
宮
都
へ
の
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
土
塁
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
羅
城
と
一
一
一
一
日
い
ま
す
。
扶
余

の
町
の
は
ず
れ
に
東
側
な
の
で
、
東
羅
城
と
い
う
地
点
、
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
の
城
壁
を
築
い
た
持
に
地
下
が
軟
弱
地
盤
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
下
部
に
木
の
枝
や
葉
つ
ば
を
敷
き
詰
め
て
い
ま
す
。
水
分
の
多
い
緩
い
地
盤
に
こ
う
い
う
柔
ら
か
い
枝

葉
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
固
い
土
患
を
築
造
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
敷
粗
乃
木
工
法
で
す
。
こ
れ
は
我
が
国
の
六
六
四
年
に
築

か
れ
た
水
城
に
で
も
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
発
掘
し
た
時
に
は
葉
っ
ぱ
青
々
と
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
。
空
気
に
触

れ
た
と
た
ん
に
茶
色
に
変
色
し
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。
酸
素
が
全
く
供
給
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
酸
化
せ
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ず
に
緑
色
の
ま
ま
な
の
で
す
ね
。
さ
て
、
そ
の
よ
う
な
粗
染
が
こ
の
水
域
の
下
部
に
敷
か
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
敷
粉
乃
木
工
法
は
、
そ
れ
以
前
に
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
の
で
、
渡
来
系
の
新
し
い
技
術
と
位
置
付
け
て
悶
違
い
の
な
い
も

の
で
す
。
渡
来
系
集
団
の
技
術
、
か
導
入
さ
れ
た
遺
跡
の
認
定
と
し
て
、
こ
の
敷
粗
乃
木
工
法
は
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る

の
で
す
。
こ
う
し
た
技
術
の
痕
跡
、
か
鞠
智
城
で
も
見
つ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
鞠
智
城
の
遺
構
を
考
え
る
と
き

に
、
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
連
し
て
、
鞠
智
城
か
ら
陽
物
と
い
い
ま
す
が
男
性
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
も
の
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
木
製
品
で
す
。
非

常
に
素
朴
な
信
仰
品
と
し
て
、
今
日
で
も
集
落
や
神
社
で
柁
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鞠
智
城
の
も
の
が
い
つ
の
時
代
に
使
用
さ

れ
て
い
た
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
七
位
紀
台
の
可
能
性
、
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
八
世
紀
の
奈
良
時
代
に
な
り
ま

す
と
各
地
で
の
出
土
例
は
多
く
な
り
ま
す
。
古
代
の
大
宰
府
政
庁
周
辺
で
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
多
く
が
井
戸
か
ら
の
出
土
で

す
。
七
世
紀
の
段
階
、
だ
と
な
か
な
か
例
が
少
な
い
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
は
香
川
県
で
七
世
紀
前
半
頃
の
遺
物
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
濯
減
用
に
川
か
ら
水
を
引
く
地
点
で
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
、
難
波
宮
の
北
の
谷
か
ら
も
出
土
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
類
例
が
非
常
に
少
な
い
で
す
ね
。

さ
て
、
ど
の
よ
う
な
用
途
に
用
い
ら
れ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
右
側
に
写
真
を
載
せ
て
い
ま
す
の
が
先

り
ょ
う
ざ
ん
じ

ほ
ど
敷
粗
染
の
話
を
し
ま
し
た
韓
国
の
扶
余
の
東
羅
城
に
接
し
て
築
か
れ
ま
し
た
綾
山
寺
、
陵
寺
と
も
い
い
ま
す
け
れ
ど
も
陵

山
里
古
墳
と
い
う
装
飾
古
墳
の
あ
る
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
熊
本
に
多
い
装
飾
古
墳
で
す
が
、
王
家
の
陵
墓
を
護
る
た
め
の
お

寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
陵
寺
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ
の
綾
寺
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
木
製
品
の
中
に
先
程
紹
介
し
た

よ
う
な
こ
の
図
の
揚
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
六
世
紀
の
終
わ
り
頃
ま
で
遡
る
資
料
で
す
。
興
味
深
い
の
は
そ
の
う
ち

の
一
つ
に
暴
書
き
と
刻
み
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
文
字
の
内
容
な
ど
か
ら
、
扶
余
の
都
へ
の
入
り
口
で
邪
悪
な
も
の
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を
寄
せ
な
い
魔
よ
け
と
し
て
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
解
釈
が
平
川
南
先
生
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一

つ
は
扶
余
の
国
立
博
物
館
の
図
録
で
は
、
こ
の
陽
物
と
い
う
の
は
や
は
り
子
孫
繁
栄
か
ら
は
じ
ま
っ
て
所
調
、
五
穀
豊
穣
を
祈

っ
て
そ
こ
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
扶
余
が
危
う
く
な
っ
て
き
た
時
に
王
家
の
再
興
を
願
っ
て
こ

の
祭
記
具
を
置
い
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
で
も
こ
の
よ
う
な
陽
物
は
、
道
に
関
係
す
る
と
道
祖
神
と
い
っ
た
素
朴
な
信
仰
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
渡
来
系
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
問
題
は
出

土
し
た
貯
水
池
が
い
つ
ま
で
遡
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
発
掘
調
査
報
告
書
で
は
鞠
智
城
と
ほ
ぼ
同

じ
時
期
に
築
か
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
池
か
ら
出
土
し
て
い
る
遺
物
か
ら
み
る
と
も
う
少
し
古
い
時
期
に
瀕
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
七
世
紀
の
初
頭
あ
る
い
は
も
う
少
し
遡
っ
て
六
世
紀
代
ま
で
、
湖
る
資
料
が
貯
水
池
か
ら
出
土
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
鞠
智
城
の
城
内
に
鞠
智
城
が
築
か
れ
る
前
の
集
落
、
か
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
鞠
知
日
城
、
が
で
き
る
と
同
時
に
そ
の
集
落

は
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
居
た
人
た
ち
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
人
た
ち
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

う
わ
け
で
す
。
そ
の
人
た
ち
は
何
の
た
め
に
居
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
鞠
智
城

築
城
に
先
立
っ
て
、
周
辺
地
域
の
土
地
の
開
発
と
い
う
こ
と
が
、
も
し
か
し
た
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
貯
水
池
が
築
か
れ
て
、
開
発
が
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
う
し
た
場
所
に
後
に
鞠
智
城
が
築

か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
妄
想
に
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

鞠
智
城
の
調
査
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

一
つ
の
こ
と
を
解
明
し
よ
う
と
発
掘
調
査
を
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実
施
す
る
と
、
さ
ら
に
倍
以
上
の
課
題
が
生
ま
れ
る
の
が
常
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
鞠
智
城
の
調
査
で
何
が
わ
か
っ
て
、
そ
し
て

何
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
か
、
ま
さ
し
く
今
日
の
テ

i
マ
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
再
度
、
整
理
す
る
こ
と
が
今
後
の
道
筋
を

つ
け
る
早
道
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
そ
の
一
つ
の
整
理
す
る
手
法
と
し
て
私
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
が
、
山
城
を
科
学
の
限
で
見
ょ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
こ
に
ま
る
で
脳
味
噌
の
よ
う
な
図
を
出
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
佐
賀
県
の
基
緯
城
を
レ
!
ザ
!
で
ス
キ
ャ
ン
を
し
て

作
成
し
た
図
で
す
。
空
か
ら
撮
影
し
た
写
真
で
す
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
山
の
樹
木
し
か
写
ら
な
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
レ
ー

ザ
ー
を
照
射
す
る
方
法
だ
と
、
地
表
面
の
袋
、
か
明
瞭
に
見
え
る
の
で
す
。
こ
の
図
も
も
っ
と
拡
大
し
て
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
ず
は
こ
う
い
う
地
形
が
確
実
に
み
え
る
よ
う
な
基
盤
の
図
を
作
っ
て
、
こ
の
基
盤
図
に
調
査
成
果
や
、
壊
れ
そ
う
な
所
の
写

真
な
ど
を
収
納
し
て
、
こ
れ
を
も
と
に
検
討
す
る
方
法
を
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

後
ほ
ど
の
討
論
に
も
つ
な
が
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
鞠
智
城
で
他
所
の
山
城
と
一
番
違
う
も
の
を
一
つ
あ
げ
ろ
と
一
一
日
わ
れ

た
ら
、
私
は
や
は
り
立
地
の
違
い
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
敢
え
て
平
間
一
地
の
あ
る
台
地
を
選
ん
で
い
る
例
は

他
に
は
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
が
菊
池
川
を
湖
る
と
、
阿
蘇
山
へ
と
至
り
、
さ
ら
に
は
豊
後
や
日
向
に
抜
け
る

交
通
路
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
そ
う
い
う
こ
と
も
科
学
の
限
を
使
い
な
が

ら
新
し
い
鞠
智
城
の
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
私
の
話
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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講
演
一
-・・・・闘

古
代
山
城
築
造
の
意
義

一
講
演
者
紹
介

一
狩
野
久
(
か
の
う
ひ
さ
し
)

一
京
郎
大
学
文
学
部
z

卒
業
。
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
隙
士
課
程
単
位
取
得
進
学
。
字
以
問
L
U
文
化
財

…
研
究
所
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
-
平
城
a

日
跡
発
抑
訓
史
川
崎
長
、
京
良
国
L
U
文
化
財
研
究
所
飛
対
焼
ぬ
ん
尽

一
跡
発
掘
調
変
部
長
、
文
化
庁
記
念
物
謀
、
主
任
調
査
iw旬
、
岡
山
大
学
文
学
'
出
教
授
、
京
都
婦
女
子
大
学
文
学

一
部
教
段
を
際
任
。
専
門
は
日
本
十
日
代
史
、
木
術
学
、
古
代
都
城
史
。
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-
講
演
ニ

「
古
代
山
城
築
造
の
意
義
」

狩

野

久
(
元
岡
山
大
学
教
授
)

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
岡
山
か
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
っ
き
の
赤
司
さ
ん
の
大
変
上
手
な
お
話
に
聞
き
惚
れ
て
お

り
ま
し
て
、
私
の
一
一
一
一
口
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
で
す
か
ら
レ
ジ
メ
に
書
い
て
あ
る
こ
と
と
は
多
少
違
う
よ
う
な

中
身
で
お
話
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
後
の
大
西
さ
ん
の
話
が
ま
た
長
そ
う
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
短

く
や
り
ま
す
。
短
め
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
か
と
思
い
な
が
ら
、
結
構
長
く
し
ゃ
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

一
、
古
代
山
城
の
分
類
を
間
い
覆
す

赤
可
さ
ん
の
話
に
岡
山
の
鬼
ノ
城
の
話
、
が
か
な
り
出
て
お
り
ま
し
た
。
古
代
山
城
の
中
で
も
比
較
的
調
査
が
進
ん
で
い
る
遺

跡
の
一
つ
か
と
思
い
ま
す
。
鬼
ノ
城
の
調
査
に
私
も
い
ろ
ん
な
形
で
関
わ
っ
て
き
ま
し
て
、
調
査
の
進
み
呉
合
を
い
ろ
い
ろ
見

せ
て
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
本
の
古
代
山
城
は
現
在
、
二
七
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
遺
跡
の
わ
か
っ
て

い
る
の
が
二
二
あ
り
、
あ
と
五
つ
ほ
ど
は
文
献
に
出
て
ま
い
り
ま
す
け
ど
、
遺
跡
の
位
置
が
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。

二
七
の
古
代
山
城
を
分
類
い
た
し
ま
す
の
に
、
一
般
に
刊
日
本
書
紀
』
に
記
述
の
あ
る
も
の
を
朝
鮮
式
山
城
と
い
い
、
記
述
の

な
い
物
を
神
箆
石
山
城
と
分
類
し
て
い
る
の
で
す
が
、
私
は
こ
の
二
つ
の
分
類
に
は
そ
ろ
そ
ろ
お
さ
ら
ば
を
し
た
方
、
か
い
い
の
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で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
こ
と
を
最
初
に
お
話
を
し
て
お
き
ま
す
。

な
ぜ
そ
う
い
う
ふ
う
に
申
し
ま
す
か
と
い
う
と
、
実
は
先
ほ
ど
来
お
話
の
岡
山
の
鬼
ノ

城
の
調
査
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
こ
の
城
の
築
き
方
は
大
野
城
や
基
熔
城
、
あ
る
い
は

鞠
智
城
な
ど
と
比
べ
て
も
遜
色
の
な
い
お
城
の
築
き
方
で
し
て
、
そ
れ
を
分
け
る
理
由

野
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
高
い
山
の
上
に
鉢
巻
状
に
城
間
濯
を
回
す
築
城

{寸
J3

法
で
す
。
そ
れ
も
立
派
な
城
壁
で
す
。
「
日
本
書
紀
』
に
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
い

富六写
う
の
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
編
者
が
重
要
視
し
た
も
の
だ
け
を
取
り
上
げ
て
後
の
も
の

は
採
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
最
初
に
申
し
上
げ
た
い

久氏

の
で
あ
り
ま
す
。

『
日
本
書
紀
』
の
編
集
と
大
宝
律
令

吋
日
本
書
紀
』
と
い
う
の
は
養
老
四
年
(
七

O
)、
奈
良
時
代
に
な
り
ま
し
て
完
成
を
い
た
し
ま
し
た
日
本
で
最
初
の
歴

史
書
で
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
吋
日
本
書
紀
い
は
天
武
天
皇
の
一

O
年
と
い
い
ま
す
か
ら
六
八
一
年
に
天
皇
の
詔
に
よ
り
編
纂

が
開
始
さ
れ
、
約
四

O
年
か
か
っ
て
完
成
を
み
る
わ
け
で
す
。

mmO年
か
か
っ
た
と
い
い
ま
す
け
ど
、
四

O
年
ず
っ
と
や
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
い
ろ
ん
な
材
料
を
集
め
な
が
ら
、
奈
良
時
代
に
入
り
ま
し
て
、
奈
良
時
代
と
い
う
の
は
七
一

O
年
平

城
京
に
都
が
変
わ
っ
た
時
か
ら
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
以
降
ピ
ッ
チ
が
あ
が
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
問
題
は
日
本
書
紀
の

編
集
方
針
な
の
で
す
。
ど
う
い
う
編
集
方
針
を
と
っ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
文
章
の
作
り
方
も
あ
る
い
は
史
実
の
取
り
上
げ
方

も
、
大
宝
元
年
(
七

O
一
)
に
成
立
し
た
大
宝
律
令
に
よ
り
修
飾
を
加
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
七

O

年
と
い
う
年
は

二、
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大
宝
律
令
が
発
布
さ
れ
た
日
本
の
古
代
国
家
の
一
大
画
期
と
な
る
年
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
法
体
系
に
基
づ
い
て
国
を
治
め

よ
う
と
い
う
、
そ
う
い
う
国
が
生
ま
れ
た
時
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
歴
史
の
中
で
多
分
、
こ
の
大
宝
律
令
の
発
布
は
明
治
維
新

に
匹
敵
す
る
事
柄
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
地
域
の
ボ
ス
た
ち
が
ヤ
ア
ヤ
ア
、
マ
ア
マ
ア
と
言
い
な
が
ら
治

め
て
い
た
仕
組
み
を
全
く
改
め
ま
し
て
、
国
の
組
織
を
作
り
、
お
役
所
を
作
り
、
諸
制
度
を
整
え
て
国
を
治
め
る
体
制
を
つ
く

っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
新
し
い
国
制
の
知
識
で
『
日
本
書
紀
h

は
書
き
直
し
た
の
で
す
。
つ
ま
り
そ
う
い
う
新
し
い

知
識
で
古
い
事
柄
を
記
述
し
た
た
め
に
、
例
え
ば
、
闘
を
治
め
る
た
め
に
都
か
ら
派
遣
さ
れ
る
長
官
を
同
市
と
い
い
ま
す
が
、

く
に
の
み
こ
と
も
ち

国
司
と
い
う
職
名
、
か
決
ま
り
ま
し
た
の
は
大
宝
令
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
国
宰
と
い
い
ま
し
た
。
吋
日
本
書
紀
』
は
こ
れ
を

す
べ
て
悶
可
に
直
し
た
わ
け
で
す
。
国
宰
と
悶
可
は
ど
う
違
う
の
か
と
い
う
と
、
地
方
を
治
め
る
全
て
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た

の
が
悶
司
で
あ
り
ま
す
。
国
宰
は
そ
ん
な
全
て
の
権
限
は
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
日
間
司
は
四
年
悶
と
い
う
任
期
を
も
っ
て

任
地
に
赴
く
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
国
宰
は
あ
る
目
的
を
も
っ
て
そ
の
地
方
に
行
っ
て
、
例
え
ば
人
口
調
査
を
す
る
と
か
土
地
を

調
べ
る
と
か
の
目
的
で
行
っ
て
、
そ
の
目
的
が
終
わ
れ
ば
帰
っ
て
く
る
の
が
、
大
宝
以
前
の
国
宰
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
国
の
下

に
郡
と
い
う
行
政
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
郡
と
い
う
文
字
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
も
大
宝
令
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
は
郡
に
相
当
す
る
行
政
単
位
は
評
と
い
う
文
字
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
郡
も
評
も
「
コ
オ
リ
」
と
読
み
ま
す
が
、
評
司
、
が

民
政
も
軍
政
も
担
当
し
た
の
に
対
し
郡
司
は
民
政
の
み
の
行
政
官
で
す
。
し
か
し
吋
日
本
書
紀
』
に
は
こ
の
評
と
い
う
字
は
一

切
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
郡
と
い
う
字
に
書
き
鹿
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
話
だ
け
を
し
て
い
る
と
だ
い
た
い
終
わ
り
そ
う
に
な

り
ま
す
の
で
飛
ば
し
ま
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
よ
う
に
大
宝
令
の
知
識
で
も
っ
て
書
き
換
え
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を

山
城
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
と
、
特
に
先
ほ
ど
来
お
話
の
あ
り
ま
し
た
瀬
戸
内
沿
い
の
鬼
ノ
城
ゃ
い
く
つ
か
城
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ね
、
山
口
県
の
石
城
山
(
城
)
と
か
い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
大
宝
令
で
廃
止
に
な
る
の
で
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す
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
わ
か
る
か
と
い
う
と
、

た
か
や
す
の
き

一
番
最
終
の
城
は
高
安
城
で
す
ね
。
奈
良
県
の
平
群
町
・
一
二
郷
町
に
あ
り
ま
す

高
安
城
で
す
。

一
一
一
、
高
安
城
廃
止
の
意
味

こ
の
高
安
城
を
廃
止
し
た
の
が
大
宝
元
年
。
つ
ま
り
大
宝
令
の
発
布
と
と
も
に
こ
の
高
安
城
は
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

最
終
の
城
の
高
安
城
を
廃
止
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
先
ほ
ど
来
、
赤
可
さ
ん
の
悶
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
九
州
か
ら
は
じ
め

て
瀬
戸
内
海
、
最
終
の
高
安
城
ま
で
ず
っ
と
並
ん
で
お
り
ま
す
城
に
よ
る
防
衛
の
や
り
方
を
や
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
少
な

く
と
も
瀬
戸
内
海
か
ら
高
安
(
城
)
の
間
に
つ
い
て
は
。
九
州
は
や
は
り
西
の
紡
衛
拠
点
で
す
か
ら
こ
れ
を
廃
止
す
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
れ
は
残
し
ま
し
た
け
ど
も
、
瀬
戸
内
海
か
ら
高
安
城
ま
で
は
廃
止
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ

て
、
廃
止
に
な
っ
た
城
に
つ
い
て
は
、
吋
日
本
書
紀
い
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
鬼
ノ
城
と
か
石
城

山
(
城
)
と
か
そ
う
い
っ
た
も
の
は
あ
、
か
つ
て
き
ま
せ
ん
。

問
、
屋
嶋
城
と
長
門
城
の
特
殊
性

や

し

ま

の

き

な

が

と

の

き

た
だ
、
瀬
戸
内
の
城
の
中
で
二
つ
だ
け
叫
日
本
書
紀
』
が
築
城
の
記
事
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
の
が
、
展
嶋
城
と
長
門
城
で
す
。

こ
の
一
一
つ
に
つ
い
て
は
「
日
本
書
紀
b

は
築
城
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
何
故
、
こ
の
二
つ
だ
け
取
り
上
げ
た
の
か

と
い
う
と
、
こ
の
二
つ
の
城
は
大
宝
令
で
廃
止
し
な
か
っ
た
。
瀬
戸
内
海
の
関
門
の
地
に
あ
る
長
門
城
は
、
瀬
戸
内
海
の
関
所

で
あ
り
ま
す
か
ら
こ
れ
を
廃
止
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
原
嶋
城
は
ち
ょ
う
ど
瀬
戸
内
の
ど
真
ん
中
に
位
置

し
て
お
り
ま
し
て
、
屋
島
は
内
海
に
突
き
出
た
地
形
を
し
て
お
り
ま
す
か
ら
西
も
東
も
非
常
に
よ
く
見
渡
せ
る
の
で
す
。
屋
嶋 番
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城
と
長
門
城
は
内
海
の
枢
要
な
城
と
し
て
そ
の
後
も
残
し
た
。
皆
さ
ん
、
瀬
戸
内
海
を
舞
台
に
し
た
源
平
の
合
戦
を
思
い
出
し

て
下
さ
い
。
一
の
谷
か
ら
逃
げ
て
き
た
平
家
は
、
平
宗
盛
が
天
皇
を
擁
し
て
一
番
は
じ
め
に
落
ち
着
い
た
の
は
屋
嶋
で
す
よ
。

屋
嶋
を
追
い
払
わ
れ
た
平
家
が
落
ち
の
び
た
の
が
長
門
で
す
。
日
住
嶋
に
も
壇
ノ
浦
、
か
あ
り
ま
す
。
一
壇
ノ
浦
の
壇
は
、
こ
れ
は
『
古

事
類
苑
』
に
そ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
け
ど
、
聞
の
H

、だん
H

で
す
。
回
と
は
何
か
と
い
い
ま
す
と
軍
団
で
す
。
軍
国
、
か
鐙
か
れ

て
い
た
浦
、
浦
っ
て
い
う
の
は
入
り
江
に
な
っ
て
い
る
地
形
で
す
ね
。
船
が
泊
め
ら
れ
る
そ
う
い
う
場
所
が
壇
ノ
浦
で
す
。
こ

の
二
つ
に
つ
い
て
は
後
ま
で
残
っ
た
の
で
、
「
日
本
書
紀
』
は
こ
の
二
つ
に
つ
い
て
は
書
き
あ
げ
た
の
で
す
。
こ
ん
な
考
え
方

ダ
メ
で
し
ょ
う
か
?
あ
ん
ま
り
承
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
。
『
日
本
書
紀
b

の
一
編
者
は
城
に
つ
い
て
の
、
そ
の
当
時
の
政

府
の
記
録
を
ち
ゃ
ん
と
手
元
に
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
無
し
に
、
い
つ
城
を
築
い
た
と
か
は
記
事
に
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

じ
よ
う
さ
く
ち
ょ
う

城
冊
帳
と
で
も
い
う
べ
き
帳
面
、
か
政
府
の
公
式
記
録
と
し
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
に
『
日
本
書
紀
』
の
編
者
は
い
つ
何
年

に
ど
う
い
う
城
を
造
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
敢
え
て
そ
ん
な
ふ
う
に
申
し
上
げ
ま
す
の

ぬ
た
り
の
さ
く

は
、
東
北
の
蝦
夷
征
伐
の
お
城
は
吋
日
本
書
紀
』
に
詳
し
く
書
い
て
あ
る
の
で
す
。
新
潟
の
浮
足
柵
と
か
何
と
か
の
柵
と
か
ね
。

三
つ
か
四
つ
、
『
日
本
書
紀
』
は
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
♂
祝
日
本
紀
』
に
は
多
賀
城
以
下
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
城
、

城
柵
の
名
前
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
吋
日
本
書
紀
』
、
『
続
日
本
紀
』
を
作
っ
た
段
階
に
於
い
て
、
城
、
か
生
き
て
い
る

か
ら
で
す
。
蝦
夷
征
伐
は
延
々
と
続
き
ま
ず
か
ら
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
い
で
に
も
う
一
つ
一
一
一
日
い
ま

す
と
、
日
鹿
嶋
城
に
つ
い
て
は
、
讃
士
口
(
岐
)
嵐
山
岡
部
屋
嶋
城
と
郡
名
ま
で
あ
げ
て
吋
日
本
書
紀
』
に
出
て
い
る
の
で
す
。
郡

名
ま
で
あ
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
讃
岐
国
に
郡
名
を
異
に
す
る
城
、
か
い
く
つ
か
な
け
れ
ば
そ
ん
な
郡
名
ま
で
書
く
必
要
は

さ
ぬ
き
の
き
や
ま

な
い
。
さ
っ
き
の
表
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
讃
岐
城
山
と
い
う
立
派
な
城
、
が
讃
岐
閣
に
は
も
う
一
つ
あ
り
ま
し
て
、
あ
れ
は

あ

や

ぐ

ん

綾
(
阿
野
)
郡
と
い
う
違
う
郡
の
城
で
す
。
二
つ
あ
る
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
郡
名
ま
で
書
い
て
築
城
記
事
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
う
い
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う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
私
は
吋
日
本
書
紀
』
に
記
載
の
も
の
を
朝
鮮
式
山
城
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
神
龍
石
山
城
と
い
う

の
は
や
め
た
方
、
か
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
最
初
に
申
し
上
げ
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

五
、
機
能
か
ら
み
た
分
類
l

守
固
城
前
線
基
地
型
の
城
!

そ
れ
な
ら
ば
ど
う
い
う
分
類
、
か
あ
り
う
る
の
か
、
こ
れ
は
考
古
学
の
誠
査
が
あ
ち
こ
ち
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
そ

の
成
果
を
も
と
に
分
類
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
で
す
か
ら
あ
ま
り
簡
単
に
分
類
を
す
る
の
は
い
か
が
と
は
思
い
ま
す
け

ど
、
考
古
学
者
は
非
常
に
慎
重
に
発
言
し
ま
す
の
で
新
し
い
分
類
法
の
提
起
が
あ
り
ま
せ
ん
。
資
料
篇
一
五
真
に
な
り
ま
す
け

ど
築
城
の
目
的
を
書
い
て
い
る
二
番
目
に
、
城
の
立
地
縄
張
り
か
ら
み
た
城
の
分
類
と
し
て
、
ま
ず
守
り
の
堅
い
城
、
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
守
閣
減
と
命
名
し
ま
し
た
。
日
本
語
と
し
て
は
熟
し
ま
せ
ん
け
ど
こ
れ
は
軍
防
令
と
い
う
軍
備
の
こ
と
を
規
定
し
た

法
令
の
中
に
守
岡
城
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
が
出
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
あ
え
て
そ
の
一
言
葉
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

鞠
智
城
も
含
め
て
入
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
大
野
城
や
基
一
賠
城
や
鬼
ノ
城
の
よ
う
に
山
の
上
に
、
鉢
巻
状
に
城
援
を
造
る
、
そ

う
い
う
よ
う
な
城
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
守
り
が
堅
く
、
何
か
あ
れ
ば
寵
城
で
き
る
城
で
す
。
も
う
一
つ
は
前
線
基
地

型
の
城
で
す
。
私
は
小
学
校
六
年
で
終
戦
に
な
り
ま
し
た
か
ら
軍
隊
の
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
し
。
あ
ま
り
軍
隊
の
こ
と
に
踏
み

込
ん
で
申
し
ま
す
と
今
日
お
見
え
の
年
記
の
方
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
一
言
え
な
い
よ
と
一
一
一
日
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
前

線
基
地
型
の
城
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
を
い
う
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
も
さ
っ
き
赤
可
さ
ん
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

資
料
の
下
の
と
こ
ろ
に
こ
の
た
め
の
表
を
あ
げ
て
お
き
ま
し
た
の
で
そ
れ
を
少
し
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
赤
司
さ
ん
の
表
の

方
が
わ
か
り
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
向
井
さ
ん
と
お
っ
し
ゃ
る
古
代
山
城
の
研
究
会
を
組
織
し
て
お
ら
れ
ま
す

方
で
、
大
変
熱
心
に
古
代
山
城
を
歩
い
て
お
ら
れ
る
方
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
方
が
作
ら
れ
た
表
の
一
部
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
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い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
他
の
と
こ
ろ
は
見
て
い
た
だ
か
な
く
て
い
い
の
で
す
け
ど
、
一
一
一
番
目
の
楠
に
最
低
比
高
と
い
う
も
の
を

あ
げ
て
お
り
ま
す
。
最
低
比
高
と
い
う
の
は
、
城
壁
が
周
り
の
土
地
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の
高
さ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
例
え
ば
、
一
一
一
番
目
の
鬼
ノ
城
な
ど
は
一
一
一
二

0
メ
ー
ト
ル
。
つ
ま
り
周
り
の
地

形
に
対
し
て
城
壁
線
の
高
さ
が
二
一
二

O
メ
!
ト
ル
の
高
さ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
城
壁
線
に
も
高
低
差
が
あ
り
ま
す
か
ら

一
番
低
い
城
壁
線
が
二
一
一
一

O
メ
!
ト
ル
と
い
う
位
置
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ
に
対
し
ま
し
て
五
番
目
の
愛
媛
県
の
永

納
山
な
ど
は
一
五
メ
ー
ト
ル
。
城
壁
の
一
番
低
い
と
こ
ろ
が
一
五
メ
ー
ト
ル
で
す
。
九
州
の
神
箆
石
系
と
い
わ
れ
て
い
る
城
に

ぞ

や

ま

か

げ

の

ま

つ
い
て
見
て
み
ま
す
と
、
女
山
が
四
メ
ー
ト
ル
、
鹿
毛
馬
は

0
メ
ー
ト
ル
で
す
か
ら
、
城
壁
線
の
一
番
低
い
と
こ
ろ
が
山
麓
ま

お

ぶ

く

ま

や

ま

は

ぎ

と

う

、

は

る

で
下
り
て
い
る
わ
け
で
す
。
帯
限
山
が
九
メ
ー
ト
ル
、
お
っ
ぼ
山
も

0
メ
ー
ト
ル
で
す
、
杷
木
は
八
メ
ー
ト
ル
、
鹿
原
は

0
メ

ー
ト
ル
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
は
そ
の
城
の
中
に
逃
げ
込
ん
で
身
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
城
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
城

の
前
を
通
る
敵
を
打
つ
た
め
の
城
で
す
。
す
ぐ
に
敵
を
打
て
る
よ
う
な
位
置
に
城
壁
を
構
え
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
そ

か
ね
た
の
き

う
い
う
怠
味
で
前
線
基
地
と
名
づ
け
ま
し
た
。
大
野
城
の
一
番
低
い
と
こ
ろ
が
一
四

0
メ
ー
ト
ル
、
金
閏
城
、
か
二
七
メ
ー
ト
ル
、

そ
し
て
鞠
智
城
、
か
四
五
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
は
ど
こ
で
ど
う
計
る
か
で
多
少
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
さ
っ
き
赤
司
さ
ん
も

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
鞠
智
城
は
比
較
的
低
い
平
坦
面
を
利
用
し
て
城
を
造
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
呉
体
的
な
中
身
で
す
。

こ
の
よ
う
に
市
代
山
城
を
機
能
面
か
ら
二
つ
に
分
け
て
考
え
て
み
た
わ
け
で
す
。
皆
さ
ん
に
受
け
い
れ
て
も
ら
え
る
分
類
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
ま
ず
は
じ
め
に
こ
れ
を
提
案
ざ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
、
山
城
の
築
造
と
軍
政
改
革

山
城
の
築
造
の
目
的
と
い
い
ま
す
の
は
そ
う
い
う
二
種
類
の
城
を
造
る
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
書
い
て
あ
り
ま
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す
通
り
や
は
り
軍
制
改
革
の
一
環
と
し
て
こ
う
い
う
城
を
造
っ
た
と
い
う
の
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
、

百
済
の
兵
法
博
士
の
指
導
で
白
村
江
の
戦
い
で
負
け
て
慌
て
て
こ
う
い
う
も
の
を
造
っ
た
と
い
う
、
も
の
で
は
な
く
て
、
や
は
り

軍
制
改
革
の
一
環
で
あ
り
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
自
村
江
の
実
戦
の
様
子
を
「
日
本
書
紀
』
で
み
て
み
ま
す
と
日
本
軍
は

誠
に
お
粗
末
な
戦
争
を
し
て
い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
の
特
攻
隊
の
突
っ
込
み
式
の
戦
争
の
仕
方
で
す
。
『
日
本
書
紀
い
に
戦
争

の
様
子
を
書
い
て
お
り
ま
す
記
事
の
中
に
、
戦
争
に
参
加
し
た
滋
賀
県
の
近
江
の
豪
族
が
、
ど
う
い
う
形
で
戦
っ
た
の
か
と
い

い
ま
す
と
、
ぷ
丸
象
を
見
、
ず
し
て
白
村
、
託
に
突
っ
込
ん
で
い
っ
た
μ

と
あ
り
ま
す
。
気
象
と
い
う
の
は
天
気
の
気
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
敵
の
陣
地
の
構
成
の
仕
方
と
か
、
敵
軍
の
配
置
の
仕
方
と
か
そ
う
い
う
よ
う
な
も
の
を
総
称
し
て
気
象
と
い
っ
て
い

る
の
で
す
。
で
す
か
ら
H

気
象
を
見
ず
し
て
μ

突
っ
込
ん
で
い
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
た
ち
ま
ち
に
や
ら
れ
、
白
村
江
は
胤
の

つ
く
し
の
き
み
い
わ
い

海
に
化
し
た
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
も
そ
の
以
前
か
ら
国
内
で
は
筑
紫
君
磐
井
の
反
乱
が
あ
っ
た
り
、
朝
鮮
に
も
出
陣

し
、
騎
馬
戦
を
し
た
り
と
か
な
り
の
戦
争
の
仕
方
を
学
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
陣
列
の
組
み
方
と
か
戦
法
と
か

戦
争
の
や
り
方
と
か
、
や
は
り
相
当
、
唐
と
か
新
線
の
箪
に
劣
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
戦
争
を
機
に
軍
政

を
改
革
す
る
と
い
う
の
が
天
智
・
天
武
両
天
皇
の
時
代
の
閏
策
の
一
番
の
課
題
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
天
武
一

O
年

ま
つ
り
ご
と

(
六
八
一
)
の
詔
に
「
政
の
要
」
は
、
つ
ま
り
政
治
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ
と
は
軍
事
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
山
城
を
築
き
な
が
ら
や
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
兵
制
官
、
す
な
わ
ち
後
の
兵
部
省
に
あ
た
り
ま
す
軍
の
役
所
を
中
央
の
組

織
と
し
て
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
武
官
、
だ
け
で
は
な
く
、
文
官
、
す
な
わ
ち
軍
事
に
携
ざ
わ
ら
な
い
官
僚
に
対
し
て
も
軍
事

じ
ん
ぽ
う

教
練
を
し
ま
し
た
。
兵
器
や
馬
の
検
問
問
や
教
羽
田
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
諸
国
に
は
陣
法
、
陣
法
と
い
う
の
は
陣
の
組
み
方
、

戦
争
の
や
り
方
で
す
ね
、
こ
れ
を
教
え
ま
し
た
。
天
武
天
皇
の
時
代
に
こ
れ
ら
を
次
々
と
や
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
山
城
の

築
城
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
並
行
し
て
や
ら
れ
た
、
日
本
の
古
代
軍
事
組
織
を
新
し
く
し
て
い
く
施
策
で
あ
り
ま
し
た
。
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七
、
築
城
の
労
働
力
と
庚
午
年
籍
の
作
成

先
ほ
ど
山
城
を
二
七
造
っ
た
と
申
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
ほ
ぼ
伺
じ
天
智
朝
の
時
期
に
造
り
は
じ
め
て
天
武
朝
の
時
期
に
か
な

り
ず
れ
込
ん
で
一
応
出
来
あ
が
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
膨
大
な
仕
事
量
で
す
ね
。
先
ほ
ど
来
、
土
塁
の
話
と
か
い
ろ

ん
な
話
、
が
ご
ざ
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
土
翠
を
高
さ
七
、
八
メ
ー
ト
ル
に
築
き
上
げ
る
工
事
だ
け
を
考
え
て
も
、
こ
れ
は
た
だ

単
に
土
を
積
み
上
げ
る
だ
け
じ
ゃ
あ
な
い
の
で
す
よ
。
土
を
つ
き
図
め
て
築
き
上
げ
る
、
そ
の
労
働
力
と
い
う
の
は
大
変
な
も

の
で
す
。
石
工
の
技
も
必
要
で
あ
り
ま
す
し
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
た
ぶ
ん

西
日
本
の
人
た
ち
だ
け
の
力
で
は
と
て
も
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
こ
の
西
日
本
の
山
城
築
城
に
は
今
後
そ
う

い
う
こ
と
が
発
掘
調
査
に
よ
り
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
こ
な
い
か
な
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
全
国
各
地
で
作
っ
た
土

器
な
ど
が
出
て
く
る
と
そ
れ
は
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
東
閣
の
人
た
ち
も
含
め
て
動
員
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
西
日
本
の
人
た
ち
は
白
村
江
の
戦
い
で
動
員
さ
れ
て
お
り
、
生
き
て
帰
っ
た
人
も
お
り
ま
す
け
ど
、

か
な
り
あ
の
戦
い
で
死
ん
で
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
と
て
も
西
日
本
だ
け
で
や
れ
る
よ
う
な
こ
と
で

こ
う
ご
ね
ん
じ
ゃ
く

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
庚
午
年
籍
と
い
う
天
智
天
皇
の
時
代
に
作
っ
た
全
国
的
な
戸
籍
、
か
あ
り
ま
す
。
こ
の
戸
籍
を
作
っ
た
目
的

は
何
か
と
い
う
と
、
各
戸
か
ら
成
年
男
子
、
働
け
る
男
を
徴
発
す
る
た
め
の
帳
簿
作
り
で
す
。
戸
籍
を
最
初
に
つ
く
っ
た
の
は

ま
さ
に
一
大
智
九
年
(
六
七

O
)
で
し
て
、
山
城
築
城
を
盛
ん
に
や
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
ま
す
。
庚
午
年
籍
は
大
化
の
改
新
の

流
れ
の
中
で
こ
の
時
期
に
よ
う
や
く
出
来
あ
が
っ
た
の
だ
と
い
う
意
見
、
か
あ
り
ま
す
が
、
私
は
む
し
ろ
、
そ
う
い
う
現
下
の
必

須
の
要
請
が
な
け
れ
ば
以
後
長
く
戸
籍
の
原
簿
と
な
る
戸
籍
か
つ
く
り
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
山
城
造
り
と
庚
午

年
籍
や
つ
く
り
は
密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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八
、
鞠
智
城
の
特
性

肝
心
の
鞠
智
城
に
つ
い
て
何
か
一
一
一
一
口
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
も
う
時
限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

一
つ
だ
け
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
三
年
ほ
ど
前
の
東
京
で
や
り
ま
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
時
に
吉
関
一
一
一
博
さ
ん
が
ご
あ
い
さ
つ

で
言
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
阿
蘇
山
の
こ
と
で
す
。
こ
の
山
、
か
「
隣
室
田
倭
国
伝
』
に
出
て
く
る
こ
と
に
注
目
さ

れ
て
、
倭
国
伝
は
確
か
に
倭
人
の
生
活
様
式
と
か
い
ろ
ん
な
こ
と
が
書
い
で
あ
る
が
、
突
然
阿
蘇
山
の
こ
と
が
ポ
ッ
と
出
て
く

る
こ
と
の
不
思
議
ざ
と
、
阿
蘇
山
が
当
時
の
中
国
人
に
こ
と
さ
ら
に
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は

踏
査
一
回
、
だ
け
で
は
な
く
そ
の
前
の
『
北
史
』
と
い
う
歴
史
書
に
も
将
蘇
山
の
こ
と
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
火
を
噴
き
出
す
怖
い
山

で
霊
山
で
あ
る
と
い
う
と
い
う
こ
と
が
中
国
の
史
書
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
私
は
阿
蘇
山
と
鞠
智
城
の
関
係
も
無
視

し
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
蘇
の
山
は
火
を
噴
く
怖
い
山
で
あ
り
ま
す
け
ど
、
同
時
に
菊
池
川
も

白
川
も
、
あ
る
い
は
筑
後
平
野
の
筑
後
川
も
水
、
源
は
阿
蘇
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
は
水
回
開
発
の
一
番
元
締
め
の
神
を
記

る
山
で
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
と
鞠
智
城
が
近
接
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
も
こ
こ
に
城
を
構
え
た
一
つ
の
理
由
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
最
後
の
結
論
、
だ
け
申
し
ま
す
と
、
従
来
か
ら
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
大
野
城
、
基
縛
城
の
兵

枯
墓
地
的
役
割
が
当
初
の
鞠
智
城
の
築
城
の
意
義
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
こ

の
鞠
智
城
の
存
在
意
義
は
解
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
に
鞠
智
と
い
う
城
名
に
つ
い
て
。
H

く
く
ち
μ

と
い
う
は
大

変
難
し
い
字
で
す
ね
。
今
は
花
の
菊
を
書
く
の
で
す
が
、
こ
れ
は
く
く
ち
と
い
う
地
名
を
漢
字
で
ど
う
表
現
す
る
か
苦
心
し
た

「
日
本
書
紀
』
の
編
者
の
知
恵
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
鞠
と
い
う
字
は
コ
奪
三
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
知
恵

を
養
う
、
こ
れ
は
大
変
素
晴
ら
し
い
お
城
の
名
前
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
H

く
く
ち
H

と
い
う
地
名
を
漢
字
で
こ
う

表
現
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
こ
の
漢
字
を
採
用
し
た
吋
日
本
書
紀
』
の
編
者
と
い
い
ま
す
か
、
当
時
の
人
た
ち
の
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こ
の
城
に
か
け
る
思
い
と
い
う
も
の
も
私
は
感
じ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

ま
と
ま
り
の
な
い
お
話
で
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。
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講
演
三

百
済
仏
像
と
束
ア
ジ
ア

一
講
演
者
紹
介

一
大
西
修
也
(
お
お
に
し
し
ゅ
う
や
)

一
早
稲
田
大
学
大
学
院
修
了
後
、
ユ
ネ
ス
コ
ア
ジ
ア
諸
国
派
遣
問
学
生
と
し
て
韓
関
・
東
関
大
学
校
大
学
院

一
に
関
学
。
仏
教
美
術
史
研
究
の
第
一
人
者
・
黄
議
永
博

t
に
師
事
、
日
韓
古
代
彫
刻
の
比
較
研
究
に
新
た

一
な
道
を
拓
く
。
九
州
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
東
洋
美
術
史
学
(
仏
教
彫
刻
史
な
ら
び
に
仏
教
問
像
や
)
。

一
文
学
博
士
。
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-
講
演
三

「
百
済
仏
像
と
東
ア
ジ
ア
」

大

官多

也
(
九
州
大
学
名
誉
教
授
)

西

っ
百
済
の
仏
像
と
東
ア
ジ
ア
」
が
テ
!
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
貯
水
池
跡
か
ら
仏
像
、
が
出
土
し
た
翌
年
(
平
成
二
一
年
)

六
月
に
開
催
さ
れ
た
講
演
で
、
百
済
の
仏
像
に
つ
い
て
は
ご
説
明
申
し
上
げ
た
つ
も
り
で
す
。
ま
た
温
故
創
生
館
や
熊
本
県
教

育
庁
か
ら
刊
行
さ
れ
た
出
版
物
に
も
発
表
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
重
複
す
る
と
こ
ろ
は
簡
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
日
は
も
う
少
し
視
野
を
広
げ
て
三
国
を
統
一
し
た
新
羅
も
含
め
て
、
中
国
あ
る
い
は
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
を
見
て
み
よ
う
と

患
っ
て
い
ま
す
。
日
本
か
ら
朝
鮮
や
中
国
を
み
る
人
と
は
逆
に
な
り
ま
す
が
、
少
し
違
っ
た
角
度
か
ら
臼
本
を
見
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
鞠
智
城
の
役
割
と
い
い
ま
す
か
、
何
故
に
突
如
吋
続
日
本
紀
』
文
武
二
年
(
六
九
八
)
に

登
場
す
る
の
か
、
私
な
り
に
考
え
て
み
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
役
割
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
鹿
児
島
と
い
い
ま
す
か
、
大

隅
と
か
薩
摩
の
方
へ
の
律
令
体
制
を
拡
大
し
て
い
く
一
つ
の
拠
点
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
が
だ
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
点
に
も
一
言
及
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
山
城
研
究
家
で
も
な
ん
で
も
無
い
の
で
す
が
、
約
四

O
年
近

く
韓
国
と
も
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
い
ろ
ん
な
山
城
を
見
る
機
会
も
あ
り
、
新
羅
の
都
で
あ
っ
た
慶
州
を
中
心
に
防
衛
と
造

寺
造
仏
あ
る
い
は
国
防
と
仏
像
と
い
う
新
た
な
視
点
か
ら
、
臼
村
江
以
降
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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一
、
鞠
智
城
貯
水
池
跡
出
土
像
の
特
徴

配
布
資
料
で
説
明
を
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
鞠
智
城
出
土
の
菩
薩
立
像
と
鹿
児
島
県

日
置
郡
吹
上
町
伊
作
地
区
に
伝
世
し
た
菩
薩
立
像
は
、
い
ず
れ
も
胸
元
に
容
器
の
よ
う

聞
な
持
物
を
持
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
(
資
料
篇
一
八
・
一
九
頁
図
一

1
図
間

際
ψ一
川
参
照
)

o

こ
の
写
真
は
貯
水
池
の
底
部
で
最
初
に
発
見
さ
れ
た
時
に
撮
影
さ
れ
た
も
の

4

で
、
こ
の
色
は
時
間
、
か
立
つ
と
少
し
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
、
先
ほ
ど
も
山
城
の
下
か

畜六写
ら
出
た
木
の
葉
が
緑
色
、
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
色
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
泥
を
落
と
し
て
洗
浄
し
た
状
態
が
こ
れ
で
す
。
一
三

O
O年
近
く
も

水
の
あ
る
地
中
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
然
水
に
含
ま
れ
た
鉱
物
質
な
ど
が
一
種
の
皮

膜
と
な
っ
て
仏
像
の
表
面
を
覆
っ
た
状
態
に
な
る
。
で
す
か
ら
見
ら
れ
な
い
被
膜
の
一
下

を
推
測
し
な
が
ら
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
仏
像
を
復
元
す
る
と
き
も
、
京
都
の
あ
る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
詳
細
な
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
い
、
一
一
一
次
元
の
ス
キ
ャ
ナ

1
で
収
録
し
た
資
料
も
検
討
し
な
が
ら
、
現
在
考
え
ら
れ
る
復
元
形
、
か
こ
う
い
う
姿
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

仏
像
の
頭
部
は
、
正
面
と
両
側
面
に
一
種
の
花
型
の
飾
り
と
な
っ
て
い
て
、
一
二
面
宝
冠
と
か
三
面
頭
飾
と
い
う
呼
び
方
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
一
二
面
宝
冠
が
出
て
く
る
時
代
は
あ
る
持
代
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
背
面
を
洗
浄
し
て
み
る

と
こ
う
い
う
形
状
で
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
を
表
し
た
も
の
か
と
い
う
と
、
一
屑
を
シ
ョ
!
ル
で
覆
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
こ
の
シ
ョ
ー
ル
に
あ
た
る
部
分
が
天
衣
と
い
う
も
の
で
、
一
周
を
複
っ
た
後
で
前
の
方
ヘ
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
ど
う
処
理

さ
れ
て
い
る
か
を
み
る
こ
と
で
造
ら
れ
た
時
代
も
判
っ
て
き
ま
す
。
復
元
図
を
見
て
い
た
だ
く
と
わ
か
り
ま
す
が
、
一
胞
を
覆
っ
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た
天
衣
が
腕
の
内
側
を
通
っ
て
真
直
ぐ
下
り
て
き
ま
す
。
そ
の
垂
下
の
仕
方
も
実
は
問
題
で
し
て
、
鞠
知
日
城
出
土
像
の
天
衣
は

垂
下
し
た
下
端
部
、
か
前
方
に
突
き
出
す
よ
う
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
な
の
で
す
。
こ
の
前
方
に
ぐ
っ
と
突
き
出
す
と
い

う
独
特
な
形
が
な
ぜ
生
み
だ
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
は
、
飛
鳥
時
代
と
か
白
鳳
時
代
と
い
う
呼
称
で
知
ら
れ
る
日
本
の
時
代

区
分
と
も
深
く
か
か
わ
る
問
題
で
し
て
、
飛
鳥
時
代
の
美
術
と
か
白
鳳
時
代
の
美
術
と
一
一
一
一
口
つ
で
も
、
こ
れ
は
絵
酬
が
決
め
た
の

で
は
な
く
彫
刻
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
こ
と
な
の
で
す
。
三
次
元
か
ら
な
る
彫
刻
と
い
う
の
は
人
聞
が
限
で
見
て
把
握
す
る
(
鑑

賞
す
る
)
の
に
合
理
的
に
で
き
て
い
て
、
作
る
側
も
限
で
確
認
し
な
が
ら
つ
く
る
わ
け
で
、
彫
刻
は
も
と
も
と
科
学
的
に
判
断

し
易
い
も
の
な
の
で
す
。
科
学
が
合
理
的
に
説
明
で
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
に
、
彫
刻
が
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
行

っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
彫
刻
史
が
学
問
と
し
て
成
立
す
る
の
は
、
そ
の
変
遷
を
合
理
的
に
説
明
で
き
る
か
ら
な
の
で
す
。

二
、
鹿
児
島
県
吹
上
町
伊
作
伝
世
像
と
の
比
較

と
こ
ろ
で
、
鞠
智
城
の
貯
水
池
跡
か
ら
出
土
し
た
苔
薩
立
像
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
報
告
書
等
に
お
い
て
七
世
紀
中
頃
か
ら

後
半
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
百
済
仏
に
共
通
し
た
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
新
た
に
取
り
上

げ
る
鹿
児
島
県
日
霞
郡
吹
上
町
伊
作
地
区
に
伝
世
し
て
い
た
金
銅
菩
薩
立
像
は
三
十
年
ほ
ど
前
に
飛
鳥
仏
発
見
と
し
て
話
題
を

あ
つ
め
た
仏
像
で
す
。
た
し
か
一
九
八
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
あ
る
鹿
児
島
の
新
聞
社
か
ら
仏
像
発
見
の
記
事
に
写
真

が
一
枚
添
え
て
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
新
聞
同
社
で
記
者
を
し
て
い
た
教
え
子
が
届
け
て
き
た
も
の
で
し
た
が
、
先
生
ご
覧

に
な
り
ま
す
か
と
間
か
れ
見
に
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
何
度
か
足
を
運
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

伊
作
伝
世
像
(
資
料
篇
一
九
頁
図
一
一
一
)
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
鞠
智
城
出
土
像
の
場
合
は
胸
元
に
筒
状
の
容

器
を
捧
げ
持
つ
ス
タ
イ
ル
で
す
が
、
こ
の
仏
像
は
胸
元
に
両
手
で
小
さ
な
珠
状
の
持
物
を
捧
げ
持
つ
宝
珠
捧
持
形
菩
薩
立
像
で
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す
。
河
じ
宝
珠
捧
持
菩
薩
で
あ
っ
て
も
、
作
風
と
い
い
ま
す
か
彫
刻
様
式
か
ら
い
う
と
、
伊
作
伝
世
像
の
方
が
今
回
鞠
智
城
か

ら
発
見
さ
れ
た
仏
像
よ
り
時
代
が
遡
る
古
い
タ
イ
プ
の
仏
像
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
仏
像
、
か

何
故
に
鞠
智
城
か
ら
出
て
き
た
の
か
。
そ
の
こ
と
と
百
済
、
か
ど
う
関
係
す
る
か
が
実
は
問
題
な
の
で
す
。

伊
作
伝
世
像
の
特
徴
は
、
飛
鳥
時
代
前
期
と
い
い
ま
す
か
ね
、
七
世
紀
の
前
半
の
彫
刻
の
特
徴
を
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
鞠
智
城
出
土
像
の
背
面
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
胞
を
シ
ョ
ー
ル
の
よ
う
に
覆
っ
て
い
た
天
衣
が
腰
の
下
ま
で
さ

が
り
背
中
が
丸
見
え
に
な
っ
て
い
て
、
腰
の
中
央
部
分
に
菩
薩
が
身
に
着
け
て
い
る
ス
カ
ー
ト
に
あ
た
る
褐
を
縛
っ
た
借
が
み

え
て
い
ま
す
。
正
面
か
ら
み
る
と
、
少
し
判
読
し
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
体
の
両
側
面
に
天
衣
を
は
じ
め
と
す
る
装
飾
が

末
広
が
り
に
横
に
張
り
出
す
よ
う
に
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
鞠
智
城
出
土
像
の
場
合
は
、
そ
れ
と
は
全
く
遣
う
の
で

す
。
そ
の
違
い
は
横
か
ら
見
て
も
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
(
資
料
篇
一
九
一
良
図
四
)
。
い
ず
れ
も
少
し
お
腹
を
突
き
出
し
た
H

く
μ

の
字
と
な
っ
て
い
る
の
は
似
て
い
ま
す
が
、
伊
作
像
は
背
丈
が
一
長
身
に
つ
く
ら
れ
、
鞠
智
城
は
少
し
ず
ん
ぐ
り
し
た
体
型

に
特
徴
、
が
あ
り
ま
す
。

一
一
一
、
視
覚
に
よ
る
仏
像
変
遷
の
見
方

そ
の
遠
い
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
次
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
左
は
有
名
な
法
経
寺
東
院
夢
堂
の
本
尊

救
世
観
音
菩
薩
像
、
中
央
は
大
宝
蔵
院
観
点
同
堂
の
百
済
観
点
目
菩
薩
像
、
そ
し
て
右
が
夢
遼
観
音
菩
薩
像
で
す
。
救
世
観
音
は
聖

徳
太
子
の
在
世
中
か
死
後
間
も
な
い
頃
の
作
と
み
ら
れ
ま
ず
か
ら
、
六
一
一
一

O
年
以
前
に
は
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ス
ラ
イ
ド
に
「
飛
鳥
彫
刻
か
ら
白
鳳
彫
刻
へ
の
変
化
い
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
仏
像
を
み
て
い
く
と
日
本
の
彫
刻
が

ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。
下
に
「
視
覚
に
よ
る
正
面
観
重
視
の
表
現
か
ら
側
面
や
鰯
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知
的
感
覚
を
重
視
し
た
表
現
へ
」
と
書
い
て
お
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
救
世
観
音
は
正
面
か
ら
見
る
こ
と
を
重
視
し
て
作
ら
れ

た
仏
像
で
す
か
ら
正
面
か
ら
見
て
大
き
く
見
え
る
方
、
か
い
い
。
だ
か
ら
天
衣
な
ど
を
横
に
張
る
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
百
済
観

音
は
、
正
面
か
ら
み
て
も
天
衣
が
垂
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
っ
て
も
、
ど
ん
な
形
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
実
は
下

端
部
で
前
に
突
き
出
る
よ
う
に
曲
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
腕
を
直
角
に
曲
、
け
て
掌
を
広
げ
た
手
を
前
に
突
き
出
し
ま

す
。
こ
れ
を
正
面
か
ら
み
て
も
肘
か
ら
先
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
斜
め
横
か
ら
見
る
と
わ
か
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
で
は
七
世
紀
の
中
頃
に
か
け
て
、
横
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
作
ら
れ
た
彫
刻
が
主
体

と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
さ
ら
に
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
、
「
視
覚
の
触
知
的
作
用
」
と
い
う
、
聞
紙
で
彫
刻
を
撫
で
る
と
い
う
か
、

胸
の
ふ
く
ら
み
と
か
轡
部
の
震
か
さ
を
限
で
触
れ
る
よ
う
に
追
っ
て
鑑
賞
し
て
い
く
彫
刻
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て

く
だ
さ
い
。
で
す
か
ら
日
本
の
彫
刻
は
飛
鳥
か
ら
白
鳳
時
代
に
か
け
て
、
救
世
観
音
か
ら
百
済
観
音
そ
し
て
夢
違
観
音
へ
と
大

き
く
移
り
変
わ
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
視
覚
の
作
用
か
ら
説
明
で
き
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
鹿
児
島
の
伊
作
伝
世
像
は
救
世
観

音
タ
イ
プ
、
鞠
智
城
出
土
像
は
百
済
観
音
タ
イ
プ
な
の
で
す
が
、
背
丈
が
長
身
か
ら
や
や
ず
ん
ぐ
り
し
た
背
丈
に
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
そ
こ
に
鞠
智
城
出
土
像
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
で
す
。

園
、
宝
珠
捧
持
菩
醸
の
役
割

と
こ
ろ
で
鞠
智
城
出
土
像
や
伊
作
伝
世
像
は
い
ず
れ
も
中
国
の
南
朝
や
朝
鮮
の
百
済
で
盛
行
し
た
宝
珠
捧
持
菩
薩
像
の
流
れ

を
汲
む
仏
像
で
、

H

珠
持
ち
の
菩
薩
H

と
も
呼
ば
れ
中
国
や
朝
鮮
で
は
観
音
菩
薩
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
が
国
の

宝
珠
捧
持
菩
薩
像
の
な
か
で
制
作
年
代
、
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
中
の
辛
亥
年
(
六
五
一
)
銘
金
銅
菩

薩
立
像
と
大
阪
観
心
寺
の
戊
午
年
銘
(
六
五
八
)
観
音
菩
薩
像
で
す
。
わ
ず
か
七
年
し
か
違
わ
な
い
の
で
す
が
は
っ
き
り
と
ス
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タ
イ
ル
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
う
一
つ
、
こ
れ
ら
の
菩
薩
像
で
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
ス

タ
イ
ル
が
異
な
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
宝
冠
に
化
仏
と
称
す
る
小
さ
な
如
来
の
姿
を
表
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

こ
れ
ら
の
菩
薩
が
観
音
菩
薩
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
ま
す
。
観
音
が
宝
冠
に
化
仏
を
表
わ
す
よ
う
に
な
る
の

は
、
浄
土
宗
関
係
の
根
本
経
典
で
あ
る
『
無
量
寿
経
』
や
『
観
無
量
寿
経
』
と
い
う
経
典
の
教
え
が
わ
が
閣
に
伝
え
ら
れ
た
以

降
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
に
造
ら
れ
た
有
名
な
救
世
観
音
像
に
し
て
も
宝
冠
に
化
仏
は
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
鞠
智

城
出
土
像
や
伊
作
伝
世
像
の
宝
冠
に
も
化
仏
は
な
い
。
つ
ま
り
同
じ
観
音
菩
薩
と
し
て
造
ら
れ
た
と
し
て
も
、
鞠
智
城
出
土
像

な
ど
は
宝
冠
に
化
仏
を
表
わ
す
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
な
い
彫
刻
で
あ
っ
て
、
私
は
初
期
の
観
音
菩
薩
と
し
て
辛
亥
年
銘
像

な
ど
他
観
音
菩
薩
と
区
別
し
て
い
ま
す
。

観
音
さ
ん
と
い
う
と
皆
さ
ん
は
何
弥
陀
さ
ん
の
傍
ら
に
い
て
西
方
浄
土
ヘ
導
い
て
く
れ
る
観
音
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
こ
の
現
世
に
あ
っ
て
、
浄
土
ヘ
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
る
観
音
さ
ん
だ
と
い
う
認
識
が
あ
る
か

と
そ
っ
じ
よ
う
ど

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
百
済
や
日
本
で
信
仰
さ
れ
た
初
期
の
観
者
は
、
西
方
浄
土
で
は
な
く
弥
勤
の
兜
率
浄
土
へ
導

え
お
ん

い
て
く
れ
る
観
音
さ
ん
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
聖
徳
太
子
が
中
国
に
派
遣
し
た
恵
隠
と
い
う
僧
侶
が
帰

国
し
て
『
無
議
寿
経
』
を
伝
え
た
の
は
確
か
六
三
九
年
、
宮
中
を
は
じ
め
各
地
で
こ
の
経
典
、
か
説
か
れ
は
じ
め
た
の
は
そ
れ
以

降
で
す
か
ら
、
宝
冠
に
化
仏
の
標
識
を
も
っ
辛
亥
年
銘
像
な
ど
は
そ
の
影
響
、
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
百
済
が
滅
亡
す
る
三
国
末
期
の
百
済
仏
や
新
羅
仏
の
な
か
に
は
宝
冠
に
化
仏
を
表
わ
し
た
観
音
菩
薩
が
僅
か
な
が

ら
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
そ
れ
以
前
の
宝
冠
に
化
仏
を
表
わ
さ
な
い
観
音
の
流
れ
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
伊
作
伝
世
像
よ

り
は
一
歩
進
ん
だ
ス
タ
イ
ル
を
み
せ
る
仏
像
そ
れ
が
鞠
智
城
出
土
の
観
音
菩
薩
な
の
で
す
。
私
に
言
わ
せ
る
と
、
こ
う
し
た
独

特
な
仏
像
様
式
が
生
み
だ
さ
れ
た
背
景
に
は
、
百
済
に
お
け
る
陪
初
唐
様
(
七
世
紀
初
頭
の
中
国
仏
像
様
式
)
の
影
響
、
が
あ
っ
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た
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。
し
か
も
同
じ
宝
珠
捧
持
形
の
菩
様
で
あ
り
な
が
ら
、
鞠
知
日
城
山
山
土
像
が
胸
元
に
抱
い
て
い
る
持
物

は
宝
珠
で
は
な
く
円
筏
形
の
容
器
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
舎
利
容
器
を
表
そ
う
と
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
宝
珠

奉
持
菩
薩
は
純
一
花
に
舎
利
の
入
っ
た
査
や
護
を
抱
く
舎
利
供
養
菩
薩
か
ら
出
発
し
た
も
の
な
の
で
、
そ
の
原
点
と
も
い
え
る
容

器
の
形
態
を
は
っ
き
り
表
わ
し
た
観
音
菩
践
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鞠
智
城
出
土
像
の
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
事
実
、
百
済
の
都
で
あ
っ
た
扶
徐
か
ら
絢
元
に
幅
広
い
容
器
を
抱
い
た
宝
珠
捧
持
菩
薩
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
一
白
済
か
ら

亡
命
し
て
来
た
高
官
が
持
っ
て
い
た
仏
像
(
持
仏
)
で
あ
っ
た
可
能
性
が
一
番
高
い
と
申
し
上
げ
て
き
た
の
で
す
。
九
州
で
大

野
城
や
基
緯
城
が
築
か
れ
た
と
き
憶
礼
福
留
を
始
め
と
す
る
百
済
将
軍
が
指
導
者
と
し
て
送
ら
れ
て
来
て
い
ま
す
が
、
憶
礼
福

留
は
臼
村
の
江
で
戦
っ
て
敗
れ
、
羽
立
年
日
本
の
兵
士
と
一
緒
に
逃
げ
て
き
た
百
済
将
軍
で
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
を
す
ぐ
に
で

も
活
用
し
て
山
城
を
築
き
国
防
在
高
め
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
異
国
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人

た
ち
が
、
唯
一
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
仏
像
を
持
っ
て
き
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
、
百
済
台
頭
の
源
泉

歴
史
家
に
と
っ
て
未
解
明
の
事
柄
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
楽
し
み
な
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
と
き
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
背
か
ら
恩
師
に
常
々
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
七
つ
で
語
れ
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
つ
の
こ
と
を
語
る
の
に
、

自
分
が
こ
れ
ま
で
知
っ
た
こ
と
を
十
と
す
る
と
、
そ
の
う
ち
の
七
つ
を
持
っ
て
語
れ
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
か
っ
た
十
す
べ
て

を
用
い
て
明
ら
か
に
し
て
も
、
違
う
資
料
、
か
出
て
き
て
反
論
さ
れ
た
ら
ど
う
答
え
る
の
か
、
大
変
厳
し
い
先
生
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
後
々
何
が
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
何
か
出
て
き
た
碍
の
た
め
に
大
切
な
資
料
を
残
し
て
お
き
、
手
の

内
を
さ
ら
す
な
と
い
う
考
え
に
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
歳
に
な
れ
ば
も
う
そ
ん
な
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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前
回
、
百
済
の
仏
像
に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
古
関
三
博
文
化
財
保
護
協
会
長
も
す
ぐ
百
済
に
行
か
れ
瑞
山
磨
崖
一
一
一
尊
仏
や

益
山
弥
勅
寺
跡
を
見
学
さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
益
山
を
中
心
に
七
世
紀
前
半
の
百
済
文
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
弥
勤
寺
を
は
じ
め
益
山
の
遺
跡
は
、
百
済
の
武
王
時
代
に
造
営
さ
れ
た
と
い
う
の
が
韓
国
学
界
の
結
論
で
、
実
は
こ

の
武
王
代
に
陪
初
鹿
様
が
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
百
済
第
三
十
代
の
武
王
は
、
六

O
O年
か
ら
六
回

O
年
頃

ま
で
四

O
年
以
上
に
わ
た
っ
て
百
済
を
統
治
し
ま
し
た
。
近
年
わ
が
国
で
は
、
内
閣
が
二
年
も
も
た
ず
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
っ
て
、

こ
れ
が
日
本
の
国
力
が
落
ち
る
最
大
の
原
因
だ
と
、
皆
さ
ん
も
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
で
も
こ
れ
も
悶
民
が
出
し
た
結
果
で

も
あ
る
の
で
す
。
古
代
朝
鮮
に
あ
っ
て
、
百
済
が
力
を
つ
け
た
り
新
羅
が
勢
力
を
の
ば
す
と
い
う
の
は
一
人
の
王
が
ど
れ
だ
け

長
く
統
治
を
し
た
か
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
百
済
が
国
力
を
つ
け
強
く
な
っ
て
行
く
き
っ
か
け
は
、
六
世
紀
後
半
に
即
位

し
た
威
徳
王
か
ら
で
彼
が
問
。
年
、
そ
し
て
七
世
紀
に
入
っ
て
武
王
が
四
一
年
、
こ
の
こ
人
の
治
段
下
で
非
常
に
国
力
が
増
大

し
ま
す
。
実
は
日
本
に
仏
教
を
伝
え
た
持
の
百
済
王
は
聖
明
王
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
の
が
子
の
威
徳
王
で
、
彼

は
技
術
者
を
派
遣
す
る
な
ど
日
本
仏
教
の
発
展
に
尽
く
し
て
く
れ
た
王
な
の
で
す
。
国
力
を
付
け
た
か
ら
わ
が
国
の
発
展
に
も

協
力
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

六
、
首
済
武
正
と
益
山
弥
勤
寺

全
羅
北
道
益
山
に
あ
る
弥
勅
寺
跡
に
は
数
年
前
ま
で
西
側
に
石
塔
(
資
料
篇
二
四
頁
図
版
)
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
解
体

さ
れ
ま
し
た
。
全
部
上
か
ら
一
枚
一
枚
剥
が
す
方
法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
若
い
頃
、
こ
の
商
塔
に
入
っ
て
い
き
ま
す
と
真

ん
中
に
四
角
い
心
柱
、
か
あ
り
ま
し
た
。
高
層
建
築
で
あ
る
仏
塔
に
心
柱
は
欠
か
せ
ず
、
石
塔
で
も
心
柱
が
あ
っ
た
の
で
す
。
日

本
の
統
治
時
代
に
石
塔
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
補
強
す
る
修
理
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
心
柱
に
ふ
一
口
利
が
あ
る
な
ど
誰
も
考
え
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ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
解
体
の
と
き
石
材
を
全
部
上
か
ら
剥
が
し
て
い
き
ま
す
か
ら
わ
か
っ
た
の
で
す
。
心
柱
の
一
番
下

の
石
が
中
空
に
穿
た
れ
、
そ
こ
か
ら
舎
利
容
器
が
出
て
き
ま
し
た
。
一
緒
に
埋
納
さ
れ
た
銘
板
に
は
、
武
王
の
王
后
が
ふ
一
口
利
を

サ
ヘ
イ

迎
え
て
己
亥
年
(
六
一
二
九
)
正
月
二
九
日
に
柁
っ
た
と
明
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。
百
済
の
階
級
で
佐
平
と
い
う
と
大
肢
に
も
な

サ
タ
ク
セ
キ
ト
ク

れ
る
高
い
身
分
な
の
で
す
が
、
王
后
は
そ
の
佐
平
沙
宅
積
徳
の
娘
で
あ
る
と
出
自
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
武
王
代

の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
ま
す
。

弥
勅
寺
が
弥
勅
信
仰
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
は
、
寺
名
は
も
と
よ
り
背
後
に
あ
る
弥
勤
山
と
い
う
山
名
、
な
ら
び
に

弥
勤
寺
創
建
の
説
話
か
ら
推
測
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
出
土
し
た
舎
利
銘
板
の
内
容
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
創
建

に
つ
い
て
記
し
た
武
王
に
ま
つ
わ
る
伝
説
(
薯
章
伝
説
と
い
う
)
に
よ
る
と
、
王
と
王
妃
が
池
の
前
を
通
る
と
泊
中
か
ら
仏
が

出
現
す
る
。
そ
こ
で
王
妃
は
此
処
に
寺
を
つ
く
る
こ
と
を
王
に
誓
願
し
一
一
一
所
伽
藍
を
造
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
補
処
の
釈
迦
と

も
一
一
一
一
日
わ
れ
る
弥
勅
は
、
や
が
て
二
代
目
の
釈
迦
と
な
っ
て
こ
の
世
に
下
り
、
一
一
一
ヶ
所
で
説
法
し
て
人
々
を
救
済
す
る
と
一
一
一
一
口
わ
れ

り
ゅ
う
げ
さ
ん
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
弥
勤
三
会
、
龍
華
三
会
と
い
う
の
で
す
が
、
そ
の
三
ヶ
所
に
ち
な
ん
で
伽
藍
を
一
一
一
つ
建
て
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
私
が
一
九
七

0
年
代
の
は
じ
め
に
訪
れ
た
時
は
、
寺
域
の
真
ん
中
に
は
何
に
も
無
く
て
小
さ
な
川
が
流
れ
、
東
西
に
石

塔
と
石
塔
の
跡
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
石
塔
を
中
心
と
す
る
二
つ
の
伽
藍
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
水
、
か
流
れ

て
い
た
ど
真
ん
中
か
ら
木
造
の
伽
藍
祉
が
出
て
き
た
の
で
す
。
し
か
も
今
回
心
柱
か
ら
み
つ
か
っ
た
舎
利
荘
厳
具
か
ら
六
三
九

年
に
納
入
さ
れ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
の
で
す
か
ら
、
伽
監
そ
の
も
の
は
そ
れ
以
前
に
出
来
て
い
た
可
能
性
、
か
高
ま
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
解
体
す
る
以
前
の
西
石
塔
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
石
塔
が
唐
の
営
造
尺
(
一
一
九
・
六
九
セ
ン
チ
)

で
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
武
王
代
に
お
け
る
陪
初
宙
開
様
式
の
導
入
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
の
で
す
。
事
実
、
武
王
代
に
派
遣
さ
れ
た
遣
唐
使
は
十
回
に
及
ん
だ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
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皆
さ
ん
は
臼
村
江
を
百
済
滅
亡
の
象
徴
の
よ
う
に
い
い
ま
す
が
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
こ
の
武
王
代
に
高
ま
っ
た
国
力
、
そ
れ

を
維
持
で
き
れ
ば
滅
亡
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
晩
年
、
「
日
本
書
紀
』
皐
根
元
年
(
六
回
一
一
)

に
も
出
て
き
ま
す
が
、
百
済
大
い
に
乱
れ
る
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
す
。
閤
を
二
分
し
た
大
変
な
内
紛
が
起
り
、
つ
い
に
は
王

族
を
は
じ
め
四

O
人
あ
ま
り
が
追
放
さ
れ
、
日
本
に
亡
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

七
、
仏
教
関
拡
大
の
詔
勅
と
鞠
智
城
の
役
割

先
ほ
ど
の
狩
野
先
生
の
講
演
を
拝
聴
し
て
い
ま
す
と
、
の
記
載
を
大
切
に
さ
れ
山
城
、
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
自

体
に
大
き
な
意
味
を
見
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
議
日
紀
』
の
記
載
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
内
容
と
も

関
係
す
る
の
で
一
一
一
一
一
口
申
し
上
げ
る
と
、
間
違
い
だ
ら
け
の
『
書
紀
』
と
一
一
一
一
口
っ
た
方
、
か
良
い
く
ら
い
で
、
数
多
く
の
誤
り
や
重
複

記
事
が
み
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
有
名
な
法
隆
寺
の
記
載
に
つ
い
て
み
て
も
、
天
智
八
年
(
ム
ハ
ム
ハ
九
)
に
斑
鳩
寺
が
火
災
に
な

っ
た
と
あ
り
、
翌
年
に
も
夜
半
に
落
雷
が
あ
り
法
隆
寺
、
か
全
焼
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
斑
鳩
寺
は
法
隆
寺
の
こ
と
で
す
か
ら

二
年
に
亘
っ
て
同
じ
記
事
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
あ
こ
ん
な
具
合
で
す
か
ら
、
間
違
い
だ
ら
け
の
『
日
本

書
紀
』
と
一
一
一
一
口
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
見
過
ご
し
て
な
ら
な
い
の
は
『
書
紀
』
編
纂
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
、
仏
教
が
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
欽
明
紀
(
巻
一
九
)
か
ら
最
後
の
持
統
紀
(
巻
一
一
一

O
)
に
至
る
一
五

0
年
間
は
美
術
史
で

い
う
飛
鳥
・
白
鳳
時
代
に
あ
た
り
、
奈
良
の
飛
鳥
地
方
を
中
心
に
政
治
が
行
な
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
欽
明
紀
以

降
の
内
容
を
読
ん
で
感
じ
る
の
は
、
正
史
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
ま
り
に
も
日
本
仏
教
の
興
隆
に
か
か
わ
る
事
柄
に
偏
重

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
は
、
日
本
最
古
の
寺
で
あ
る
飛
鳥
寺
を
題
材
に
、
皇
室
を
中
心
と
し
た
仏
法
興
隆
の
歴
史
を
書
き
上

げ
る
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
『
書
紀
』
最
大
の
疑
問
に
つ
い
て
歴
史
研
究
者
は
、
舎
人
親
王
(
天
武
天
皇
の
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子
)
が
責
任
者
と
な
っ
た
最
終
段
階
で
編
纂
方
針
が
変
え
ら
れ
、
仏
教
的
な
記
録
が
数
多
く
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み

て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
編
纂
方
針
に
よ
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
鹿
児
島
の
伊
作
伝
世
像
の
将
来
持
期
、
あ
る
い
は
鞠
智
城
の
役

割
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
長
問
紀
』
持
統
六
年
(
六
九
二
)
に
発
せ
ら
れ
た
詔
で
す
。
持
統
天

そ
ち

皐
が
大
宰
府
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
大
宰
率
河
内
王
に
下
し
た
も
の
で
「
詔
し
て
日
く
、
宜
し
く
沙
門
を
大
限
と
阿
多
に
遣
わ

し
て
仏
教
を
伝
え
る
べ
し
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
鞠
智
城
の
名
が
正
史
で
あ
る
『
続
日
本
紀
』
に
は
じ
め
て
み
え
る
六
年
前

の
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
と
い
う
か
朝
鮮
に
お
け
る
緊
張
関
係
と
も
関
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
詔

勅
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
大
宰
府
に
も
う
一
つ
新
た
な
役
割
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
鞠
智
城
の
役
割

か
ん
が

に
つ
い
て
熊
本
県
教
育
委
員
会
事
務
局
の
西
住
欣
一
郎
氏
は
、
改
築
紀
(
六
九
八
年
)
以
降
は
官
術
的
機
能
を
利
用
し
て
肥
後

か
ら
南
九
州
を
統
括
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
よ
う
す
る
に
鹿
児
島
と
い
い
ま
す
か
大
限
と
か
薩
摩
方

面
へ
の
進
出
拠
点
と
い
う
意
味
が
非
常
に
強
く
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
天
武
天
皇
が
崩
御
し
た
と
き
都
に
住
ん
で
い
た
隼
人
三
百
人
以
上
が
駆
け
つ
け
て
哀
悼
を
示
し
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
大
隅
や
何
多
へ
の
進
出
は
単
な
る
領
土
拡
大
を
め
ざ
し
た
も
の
で
は
な
く
、
律
令
体
制
を
推
し
進
め
仏
教
を
広
め

る
と
い
う
る
大
儀
名
分
の
も
と
に
行
わ
れ
た
と
み
て
い
ま
す
。
持
統
は
后
の
時
か
ら
篤
く
仏
教
を
信
仰
す
る
人
で
し
た
か
ら
、

天
武
の
跡
を
継
い
で
即
位
す
る
や
仏
教
を
全
留
に
広
め
国
民
を
導
い
て
い
く
の
だ
と
い
う
強
い
決
意
そ
い
だ
い
て
い
て
、
そ
の

表
明
が
先
の
詔
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
創
建
販
に
鞠
智
城
は
後
方
支
援
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
認
を
契
機
に
国
防
の
最
前
線
は
北
か
ら
南
に
転
換
さ
れ
、
今
度
は
大
野
城
や
基
嫁
城
を
背
後
に
鞠
智
城
が
前
面
に
立
つ
わ
け

で
、
そ
の
存
在
意
義
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
私
は
み
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
律
令
体
制
に
組
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み
込
ま
れ
た
大
限
や
薩
摩
の
地
に
は
僧
侶
、
か
遣
わ
さ
れ
、
仏
教
を
伝
え
る
と
い
う
詔
勅
の
趣
告
に
そ
っ
た
布
教
活
動
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
布
教
活
動
に
二
一
宝
の
一
つ
で
あ
る
仏
像
が
欠
か
せ
ず
、
吹
上
町
伊
作
地
区
で
み
つ
か

っ
た
金
鍛
宝
珠
捧
持
菩
薩
も
そ
う
し
た
仏
像
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

え
み
し

そ
し
て
、
持
統
六
年
(
六
九
二
)
の
詔
が
出
さ
れ
る
一
二
年
前
、
東
北
陸
奥
の
蝦
夷
出
身
の
僧
侶
が
中
央
政
府
に
願
い
出
た
内

容
か
ら
、
辺
境
の
地
に
お
け
る
布
教
活
動
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
仏
教
を
広
め
た
い
と
思
っ

て
も
仏
像
も
何
も
無
く
是
非
送
っ
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
す
。
早
速
、
持
統
一
天
皇
は
金
銅
薬
師
如
来
と
観
世
音
菩
薩
を
は
じ
め
、

仏
菩
薩
を
荘
厳
す
る
釣
鐘
・
香
炉
な
ど
を
届
け
る
こ
と
を
許
可
し
ま
す
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
中
に
宝
帳
と
沙
羅
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
宝
桜
と
沙
羅
の
組
み
合
わ
せ
は
有
名
な
法
隆
寺
の
橘
夫
人
厨
子
か
ら
窺
え
ま
す
。
い
ま
は
一
勝
子
部
分
、
か

て
ん
が
い

一
扉
で
獲
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
改
装
し
て
一
焼
付
き
の
一
駒
子
に
し
た
か
ら
で
、
本
来
は
四
本
の
八
角
柱
で
上
部
の
天
蓋
を
支

と
、
は
り

え
る
構
造
で
、
周
開
聞
に
レ
!
ス
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
内
部
が
透
け
て
見
え
る
沙
羅
の
帳
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
た
、
も
の
で
す
(
資
料

篤
二
四
頁
図
版
一
一
)
。
こ
れ
ほ
ど
豪
華
な
も
の
で
な
く
と
も
、
遣
わ
さ
れ
る
僧
侶
は
仏
像
や
経
典
を
持
参
し
て
い
た
で
し
ょ
う

か
ら
、
渡
来
仏
は
も
と
よ
り
数
多
く
の
仏
像
や
経
由
(
が
準
備
さ
れ
た
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
改
築
期

以
降
の
鞠
智
城
の
役
割
を
考
え
る
と
き
は
、
仏
教
濁
の
拡
大
と
い
う
視
点
か
ら
再
検
討
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

八
、
新
羅
に
お
け
る
王
京
慶
州
の
妨
衛

白
村
江
(
錦
江
の
下
流
域
)
で
敗
れ
た
日
本
は
、
各
地
に
山
城
を
造
っ
て
国
防
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

唐
と
連
合
し
て
百
済
や
高
句
麗
を
滅
ぼ
し
、
わ
が
国
に
脅
威
を
及
ぼ
し
た
は
ず
の
新
羅
も
ま
た
国
土
防
衛
に
走
っ
て
い
た
の
で
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す
。
急
速
、
都
の
山
城
を
改
修
し
た
り
新
築
し
た
り
、
わ
が
国
と
一
緒
な
の
で
す
。
何
故
か
と
い
い
ま
す
と
、
白
村
江
で
の
戦

い
が
始
ま
る
以
前
の
段
階
で
は
、
も
し
敗
戦
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
日
本
軍
が
百
済
と
連
合
し
て
新
羅
に
攻
め
入
る
こ
と

も
あ
り
得
ま
す
か
ら
、
そ
れ
な
り
の
備
え
を
す
る
、
必
要
は
あ
り
ま
す
。
実
は
新
羅
に
と
っ
て
最
も
心
配
だ
っ
た
の
は
中
国
農
軍

の
動
き
で
し
た
。
平
壌
の
高
句
麗
を
攻
め
る
時
は
四

O
万
か
ら
の
軍
隊
が
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
に
入
っ
て
来
ま
し
た
し
、
百
済

と

と

く

ふ

の
故
地
に
は
都
督
府
が
設
け
ら
れ
常
時
数
万
の
軍
隊
が
百
済
の
都
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
平
壌
に
攻
め
入
っ
た
軍
隊

が
今
度
は
新
羅
を
滅
ぼ
そ
う
と
下
っ
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
白
村
江
の
戦
い
が
始
ま
る
と
同
時
に
国
内
の
防

備
を
固
め
は
じ
め
て
い
た
の
で
す
。

新
羅
の
防
衛
体
制
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
の
か
、
王
京
慶
州
を
中
心
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
資
料
の
慶
州
広
域
市
の
城

郭
施
設
(
資
料
篇
二
一
一
員
額
五
参
照
)
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
宮
城
、
か
設
け
ら
れ
て
い
た
月
城
(
半
月
城
と
も
い
う
)
を

中
心
に
王
京
を
取
り
囲
む
三
山
(
明
活
山
、
西
兄
山
、
南
山
)
に
山
頂
山
城
を
築
き
、
王
京
防
衛
の
基
本
構
想
を
築
き
上
げ
た

の
は
真
平
王
(
即
位
五
七
九
i
六
三
二
)
で
、
王
陵
が
明
活
山
の
麓
に
あ
る
の
も
そ
う
し
た
業
績
を
称
え
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

白
村
江
の
戦
い
が
は
じ
ま
る
や
、
新
た
に
南
山
新
城
を
築
き
、
西
児
山
城
の
増
改
築
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。
南
山
新
城
と
い

う
の
は
月
城
の
向
か
い
に
あ
る
南
山
に
築
か
れ
た
城
で
、
緊
急
時
に
逃
避
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
月
城
と
一
体
と
し
て
考
え

て
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
西
兄
山
城
、
か
あ
る
仙
桃
山
(
西
兄
山
と
も
い
う
)
は
、
観
光
客
が
よ
く
利
用
す
る
高
速
パ
ス
セ
ン
タ

ー
の
自
の
前
に
あ
り
、
頂
上
直
下
に
は
有
名
な
磨
崖
三
尊
仏
が
あ
り
ま
す
。
登
る
途
中
、
視
界
が
開
け
て
く
る
と
麓
に
墳
丘
、
が

並
ん
で
い
る
の
が
見
え
て
き
ま
す
。
一
二
国
を
統
一
し
た
文
武
一
王
を
排
出
し
た
金
氏
一
族
の
墓
域
で
、
森
の
よ
う
に
木
立
で
閉
ま

れ
て
い
る
の
が
文
武
王
の
父
武
烈
王
の
陵
墓
で
す
。
こ
れ
ら
の
山
城
は
直
線
距
離
で
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
お
ら
ず
、

そ
の
中
央
に
王
宮
が
あ
る
わ
け
で
王
京
決
戦
を
想
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
外
側
に
外
城
を
築
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い
て
防
衛
網
を
強
化
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
の
で
す
。
特
に
、
大
郎
・
永
川
な
ど
西
部
方
面
か
ら
の
王
京
侵
攻
を
想
定
し
て

ぷ
ざ
ん
じ
よ
う

築
い
た
新
羅
最
大
の
山
頂
山
城
と
さ
れ
る
の
が
富
山
城
で
す
。
韓
国
で
は
、
山
の
上
に
鉢
巻
を
す
る
よ
う
に
し
て
築
く
山
城
を

山
頂
山
城
と
呼
び
、
谷
筋
を
含
め
る
よ
う
に
し
て
築
く
山
城
を
包
谷
式
山
城
と
し
て
区
別
し
て
い
ま
す
。
谷
を
含
め
て
山
城
を

築
く
と
い
う
こ
と
は
谷
筋
が
低
く
な
っ
た
地
形
を
選
ぶ
の
で
す
か
ら
石
積
が
低
く
、
上
に
鉢
巻
す
る
と
全
体
の
石
積
み
が
高
く

な
る
。
当
た
り
前
の
話
で
す
。

何
と
か
歩
け
る
う
ち
に
山
城
の
石
塁
を
見
た
い
と
思
っ
て
、
富
山
城
を
含
め
幾
つ
か
の
山
城
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

富
山
城
の
場
合
、
谷
筋
を
入
っ
て
行
く
と
所
々
に
川
を
防
ぐ
よ
う
な
形
で
石
垣
が
築
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
越
え
て
上
に
登
っ

て
い
く
と
、
途
中
、
都
の
あ
っ
た
慶
州
方
向
を
一
望
に
見
渡
せ
ま
す
。
頂
上
付
近
を
探
し
て
み
る
と
築
城
当
時
の
石
塁
が
今
も

残
っ
て
い
ま
し
た
。
短
期
間
で
造
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
花
商
岩
を
砕
い
て
無
雑
作
に
積
上
げ
た
石
墨
(
資
料
篇
二
四
頁
図
版
一
二
)

が
山
盛
り
に
な
っ
て
残
っ
て
い
る
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。
富
山
城
は
南
山
新
城
や
明
活
山
城
の
三
倍
を
超
え
る
広
さ
を
占
め

て
い
て
、
低
い
と
こ
ろ
で
五

O
O数
十
メ
ー
ト
ル
、
高
い
と
こ
ろ
で
七

O
Oメ
!
ト
ル
近
く
も
あ
る
高
所
に
、
鉢
巻
状
に
一

0

キ
ロ
に
一
日
一
っ
て
築
か
れ
て
い
ま
す
。
南
の
方
に
今
は
牧
場
と
な
っ
て
い
る
平
坦
地
も
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
軍
馬
も
一
絡
に
養

う
よ
う
な
機
能
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。
何
せ
城
内
に
三
つ
の
村
の
住
民
を
全
部
移
住
さ
せ
た
と
記
録
さ
れ

て
い
る
ほ
ど
で
す
。

九
、
国
土
防
衛
と
造
寺
造
仏

山
城
を
主
体
と
し
た
新
維
の
王
京
防
衛
に
つ
い
て
み
て
き
ま
し
た
が
、
わ
が
国
に
対
す
る
外
国
の
脅
威
と
い
う
観
点
か
ら
私

が
重
視
し
て
い
る
の
は
、
朝
鮮
三
国
を
統
一
し
た
文
武
王
の
存
在
で
す
。
実
は
わ
が
国
に
お
け
る
山
城
の
必
要
性
が
非
常
に
弱
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ま
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し
ま
す
。
何
故
か
と
い
い
ま
す
と
、
朝
鮮
で
決
着
が
つ
い
た
か
ら
で
す
。
唐
軍
と
攻
防
を
繰
返
し
て
い

た
新
羅
で
す
が
、
文
武
王
の
六
七
六
年
に
時
間
の
軍
隊
を
北
に
押
し
返
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。
や
む
な
く
唐
は
百
済
の
故

ゅ
う
し
ん
と
と
く
ふ

地
に
あ
っ
た
熊
津
都
督
府
を
中
国
東
北
部
の
遼
東
に
移
す
こ
と
で
体
裁
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
大
国
唐
が
実
質

的
に
朝
鮮
支
配
を
諦
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
日
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
で
も
い
え
る
こ
と
で
す
が
、
朝
鮮
半
島
の
安
定
は
日
本

の
安
定
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
だ
け
脅
威
が
減
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
文
武
王
の
功
綴
で
日
本
へ
の
脅
威
が
無
く
な
っ
た
、

む
し
ろ
そ
う
一
一
一
日
っ
た
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

唐
の
新
羅
侵
攻
を
阻
止
し
た
文
武
王
が
次
に
考
え
た
の
は
、
潜
在
的
な
脅
威
と
な
っ
て
き
た
日
本
対
策
で
、
日
本
海
(
韓
国

で
は
東
海
と
い
う
)
側
の
紡
衛
に
力
を
注
い
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
の
が
海
中
王
践
で
す
。
自

分
が
死
ん
だ
ら
東
海
の
大
き
な
岩
の
上
に
造
る
よ
う
遺
一
一
一
目
し
た
と
い
わ
れ
、
奈
毘
に
ふ
さ
れ
た
王
の
遺
骨
を
埋
葬
し
た
場
所
と

さ
れ
て
い
る
の
が
、
慶
州
の
東
海
岸
(
東
海
口
と
も
い
う
)
に
浮
か
ぶ
大
王
山
石
で
す
。
海
岸
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
沖
に
あ
る
岩

礁
の
よ
う
な
岩
で
、
航
空
写
真
を
見
る
と
中
央
部
に
十
字
形
の
水
路
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
人
工
的
な

水
路
の
中
央
部
に
大
き
な
岩
が
み
え
ま
す
が
、
此
処
に
王
の
遺
骨
を
埋
葬
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ば
海
中
の
支
石
墓
の

よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
幾
度
か
こ
の
大
王
岩
に
渡
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
干
満
の
差
が
著
し
い
八
月
下
旬

の
大
潮
を
ね
ら
っ
て
渡
る
と
、
干
潮
時
に
は
水
路
は
半
ば
干
上
が
っ
て
お
一
岩
が
む
き
だ
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
(
資
料
篇
二
四

頁
図
版
四
)
。

大
王
山
石
に
葬
ら
れ
た
文
武
王
は
護
闘
の
龍
と
な
っ
て
国
を
護
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
の
遺
徳
を
偲
ん
で
建
て
ら
れ
た
の
が
感

恩
寺
で
、
一
一
基
の
新
羅
石
塔
が
今
も
雄
健
な
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。
海
中
王
媛
や
感
恩
寺
が
造
営
さ
れ
た
東
海
口
を
は
じ
め
、

吐
含
山
(
七
四
五
メ
!
ト
ル
)
の
東
麓
は
そ
れ
ま
で
防
衛
の
空
白
地
域
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
空
白
地
域
に
新
た
な
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城
郭
施
設
を
築
く
と
と
も
に
、
要
衝
と
さ
れ
る
拠
点
に
仏
寺
を
建
立
、
諸
仏
護
持
の
力
に
よ
っ
て
新
羅
を
防
衛
す
る
。
こ
れ
が

文
武
王
以
降
の
新
羅
防
衛
の
基
本
構
想
で
あ
っ
た
と
私
は
み
て
い
ま
す
。
文
武
王
の
死
後
、
彼
の
構
想
は
子
の
神
文
支
を
は
じ

め
、
孝
mm
、
聖
徳
、
孝
成
、
景
徳
の
一
歴
代
王
に
受
け
継
が
れ
る
。
そ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
吐
含
山
系
の
東
麓
に
残
る
仏

教
遺
跡
な
の
で
す
。

韓
国
で
最
も
美
し
い
石
仏
の
一
つ
と
さ
れ
、
慶
州
ヘ
行
っ
た
ら
石
窟
庵
を
訪
れ
な
い
人
は
い
な
い
と
さ
れ
る
石
窟
庵
本
尊
、

こ
の
仏
像
も
ま
た
王
京
防
衛
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
の
で
す
。
石
窟
庵
は
吐
含
山
の
東
南
麓
六

0
0メ
ー
ト
ル
近
く
の
高
所
に

造
ら
れ
た
人
工
銭
で
、
窟
の
前
は
木
造
の
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
尊
の
如
来
坐
像
は
天
井
が
ド
!
ム
状
と
な
っ
た
円
形

石
室
の
中
央
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
窟
が
完
成
し
た
の
は
八
世
紀
半
頃
(
七
五

O
年
頃
)
で
、
文
武
王
が
亡
く
な
っ
て
か

ら
約
七

O
年
、
歴
代
王
に
受
け
継
が
れ
た
防
衛
構
想
の
最
終
段
階
、
が
こ
の
石
窟
庵
造
営
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
石
窟
庵
本
尊
に
つ
い
て
は
釈
迦
と
か
阿
弥
陀
と
か
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
眼
差
し
は
東
南
に
向
け
ら
れ
、

文
武
王
が
葬
ら
れ
た
海
中
王
陵
を
見
守
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吐
含
山
東
麓
の
山
中
に
あ

チ

ヤ

ガ

ン

リ

コ

ル

グ

ル

ア

ム

る
猿
項
里
廃
寺
の
本
尊
、
吐
含
山
系
白
頭
山
に
あ
る
骨
窟
庵
磨
建
石
仏
の
限
差
し
も
、
石
窟
庵
本
尊
と
河
じ
東
南
の
方
向
を
向

く
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
の
で
す
(
資
料
篇
二
二
頁
図
六
参
照
)
。
こ
の
H

仏
の
眼
差
し
μ

が
何
を
物
語
っ
て
い
る
か
、
猿
項

盟
廃
寺
出
土
の
石
仏
や
石
塔
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

十
、
吐
含
山
東
麓
の
仏
践
と
仏
の
限
差
し

朝
鮮
半
島
の
東
南
角
に
位
置
す
る
新
聞
維
の
都
は
、
東
海
岸
と
の
間
を
南
北
に
走
る
吐
含
山
(
七
四
五
メ
ー
ト
ル
)
を
主
峰
と

す
る
山
系
が
自
然
の
障
壁
と
な
っ
て
護
ら
れ
て
き
た
と
も
い
え
ま
す
。
そ
の
吐
合
山
東
麓
の
尾
根
筋
を
下
り
、
大
銭
川
の
上
流
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と
交
わ
る
山
中
に
あ
る
の
が
猪
項
里
廃
寺
社
で
、
二
基
の
五
層
石
塔
と
仏
像
の
ム
口
座
ア
旬
、
仏
殿
の
礎
石
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

若
い
頃
、
こ
の
寺
跡
か
ら
搬
出
さ
れ
た
石
仏
の
断
片
を
調
査
し
て
復
元
図
面
を
作
成
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
石
窟
庵
本
尊
を
凌
ぐ

大
き
さ
で
像
高
が
一
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
現
地
に
あ
る
台
座
を
含
め
る
と
高
さ
五
・
四
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
石
造
如
来
立
像
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
断
片
を
繋
ぎ
合
せ
て
上
半
身
を
復
元
し
、
博
物
館
の
中
庭
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
彫
刻
技
法
も
優
れ
石
窟
庵
本
尊
よ
り
先
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
補
修
に
保
水
性
が
著
し
い
材
料
を
使

用
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
黒
カ
ビ
が
発
生
、
市
民
の
指
摘
を
受
け
た
博
物
館
で
は
や
む
な
く
除
去
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う
新
開
記
事
が
で
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
危
険
や
批
判
を
避
け
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
文
化
財
の
復
元

に
取
り
組
む
場
合
、
私
は
主
と
し
て
非
接
触
式
の
三
次
元
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
い
、
デ
ジ
タ
ル
デ

i
タ
を
利
用
し
て
復
元
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
猿
項
盟
出
土
石
仏
も
二

O
O五
年
に
調
査
を
お
こ
な
い
、
一
一
一
次
元
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
復
元
・

保
存
し
て
あ
り
ま
す
(
資
料
篇
二
四
頁
図
版
五
)
。

仮
に
、
こ
の
仏
像
を
現
地
に
残
っ
て
い
る
石
造
八
角
ム
口
座
の
上
に
安
置
し
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
台
座
を
含
め
高
さ
五
メ
ー
ト

ル
以
上
の
石
仏
が
仏
殿
内
部
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
建
物
は
三
間
四
方
(
正
面
九
八
七
セ
ン
チ
、
奥
行
七
八
四
セ
ン

チ
)
の
小
規
模
な
も
の
で
、
台
座
の
前
方
に
一
二
メ
ー
ト
ル
弱
の
空
間
し
か
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
石
仏
立
像
の
み

こ
う
ざ
ま

を
収
容
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
台
座
は
上
下
二
石
か
ら
な
り
、
八
角
下
台
石
の
各
面
に
は
格
狭
間

が
あ
ら
わ
さ
れ
、
内
部
に
甲
由
同
を
身
に
つ
け
た
神
将
坐
像
と
獅
子
が
交
互
に
配
霞
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
目
さ
れ
る
の
は
そ
の
表

現
と
配
置
が
仏
殿
正
面
を
強
く
意
識
し
た
造
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
正
面
中
央
に
両
腕
を
あ
げ
て
如
来
を
支
え
る
武

人
像
、
そ
の
左
右
に
雨
前
足
を
拳
の
よ
う
に
し
て
斜
め
前
方
に
突
き
出
し
、
口
を
あ
け
遼
髪
を
な
び
か
せ
て
見
る
者
を
威
嚇
す

る
形
相
の
獅
子
(
資
料
篇
二
四
一
良
図
版
ム
ハ
)
が
来
る
よ
う
に
配
置
し
、
背
面
の
穏
や
か
な
表
現
と
違
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
仏
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殿
の
左
右
前
方
に
設
け
ら
れ
て
い
た
石
塔
の
塔
身
に
は
、
他
の
新
羅
石
塔
で
は
類
例
の
な
い
精
巧
な
仁
王
像
が
各
八
体
、
武
器

を
片
手
に
表
わ
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
造
形
が
造
寺
造
仏
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
仏
像
は
ま
た
、
頭
部
に
宝
冠
の
よ
う
な
金
属
製
の
荘
厳
を
取
り
付
け
た
小
孔
(
径
一
セ
ン
チ
、
深
さ
三
セ
ン
チ
)
が
五
個

穿
た
れ
て
い
ま
し
た
。
如
来
像
で
宝
冠
と
い
え
ば
、
金
剛
宝
庫
の
釈
迦
如
来
、
宝
冠
の
阿
弥
陀
、
密
教
系
の
大
日
如
来
と
幾
っ

か
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
右
手
を
胸
元
に
あ
て
が
う
印
相
の
も
つ
意
味
と
と
も
に
不
明
な
部
分
も
多
い
の
で
す
。
た
だ
、
本
尊
が

如
来
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
宝
冠
を
戴
き
足
下
に
地
天
女
の
よ
う
な
ア
ト
ラ
ス
的
役
割
を
す
る
武
人
像
と
獅
子
を
表
す
と
い

う
意
味
に
お
い
て
、
間
域
か
ら
伝
え
ら
れ
た
仏
法
の
守
護
神
と
も
さ
れ
る
兜
践
毘
沙
門
天
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
新
羅
が
独

自
に
作
り
上
げ
た
仏
像
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

で
は
景
勝
地
で
も
な
く
訪
れ
る
人
も
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
山
中
に
、
な
ぜ
巨
大
な
石
造
如
来
立
像
を
本
尊
と
す
る
仏
殿
と

石
塔
、
か
造
営
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
吐
含
山
系
に
源
を
発
す
る
大
鐘
川
上
流
の
こ
の
場
所
、
か
慶
州
最
大

の
隠
れ
た
ア
キ
レ
ス
腿
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
解
っ
た
の
で
す
。
東
海
岸
か
ら
大
鐘
川
沿
い
に
遡
り
、
猪
項
里
廃
寺
の
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
尾
根
伝
い
に
登
る
と
難
な
く
自
然
の
障
壁
と
な
っ
て
き
た
吐
含
山
系
を
越
え
ら
れ
る
隠
れ
た
古
代
交
通
の
要
衝
だ
っ

た
の
で
す
。
規
模
は
と
も
か
く
寺
を
建
て
僧
侶
を
住
ま
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
法
の
加
護
を
祈
り
つ
つ
要
衝
の
監
視
も
行

う
と
い
う
一
一
つ
の
目
的
が
果
た
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
羅
、
か
三
国
を
統
一
し
た
最
大
の
要
因
は
、
H

仏
国
土
新
聞
維
の
建
設
μ

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
国
難
に
臨
ん
だ
こ
と
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
精
神
は
統
一
後
も
受
け
継
が
れ
、
国
土

防
衛
に
果
た
す
仏
教
の
役
割
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
王
京
防
衛
の
ア
キ
レ
ス
鍵
と
も
い
え

る
要
衝
に
造
営
さ
れ
た
造
寺
造
仏
、
か
、
た
と
え
象
徴
的
で
は
あ
っ
て
も
防
衛
施
設
と
し
て
の
城
郭
と
同
様
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
石
窟
庵
本
尊
や
猿
項
盟
廃
寺
本
尊
に
み
ら
れ
た
H

仏
の
削
減
差
し
μ

が
、
文
武
王
が
限
る
東
海
岸
(
東
海
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口
)
の
彼
方
を
み
つ
め
て
い
る
意
味
が
お
解
り
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

十
一
、
精
神
論
か
ら
実
利
的
な
防
衛
力
の
整
備
ヘ

と
こ
ろ
で
、
積
項
里
廃
寺
社
出
土
の
石
造
如
来
立
像
は
右
手
を
胸
に
あ
て
が
う
印
相
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
似
た
印
相

の
石
仏
が
山
城
の
一
角
な
ど
防
衛
の
拠
点
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
発
見
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
や
扇
平
な
造
り
の

仏
像
で
、
光
背
の
周
辺
に
パ
ル
メ
ッ
ト
唐
草
を
め
ぐ
ら
し
、

U
字
形
の
平
行
衣
文
を
あ
し
ら
っ
た
着
衣
、
右
手
を
絢
に
左
手

を
腹
部
に
あ
て
が
っ
た
独
特
な
印
相
を
示
し
て
い
ま
す
(
資
料
篇
二
四
頁
図
版
七
)
。
こ
う
し
た
石
仏
と
し
て
は
、
吐
含
山
の

山
頂
な
ら
び
に
南
山
付
近
の
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
南
山
新
城
の
一
角
か
ら
か
な

り
大
沼
の
石
仏
、
か
み
つ
か
り
俄
か
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
他
、
尚
州
と
い
う
大
郎
の
北
に
位
置
す
る
交

通
の
要
衝
か
ら
も
見
つ
か
っ
て
い
て
、
独
特
な
造
形
と
と
も
に
出
土
地
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
岳
吐
合
山
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
出
土
地
の
一
つ
で
あ
る
吐
含
山
は
新
羅
五
岳
の
一
つ
と
さ
れ
、
国
土
の
安
寧
を
司
る
東
岳
神
を
利
る
山
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
頂
上
に
は
耐
が
建
て
ら
れ
天
下
無
双
の
勇
者
と
さ
れ
る
昔
脱
解
の
彫
像
を
記
っ
た
と
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
分
身
か
ど
う
か
分
り
ま
せ
ん
が
国
土
の
安
寧
と
造
像
と
い
う
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
手
の
印

相
と
い
え
ば
、
最
近
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
国
際
試
合
で
、
選
手
が
整
列
し
右
手
を
胸
に
あ
て
て
国
家
吹
奏
を
開
く
姿
、
が
よ
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
戦
う
意
思
を
内
に
秘
め
一
致
団
結
し
て
勝
利
を
願
う
パ
フ
ォ

i
マ
ン
ス
と
似
て
い
て
興
味
が
も
た
れ
ま
す
。
今

後
も
山
城
が
あ
る
防
衛
の
拠
点
や
寺
跡
か
ら
こ
う
し
た
石
仏
が
相
次
い
で
見
つ
か
る
可
能
性
も
あ
り
、
注
目
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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三
国
統
一
以
降
の
新
羅
が
、
日
本
の
脅
威
を
想
定
し
て
吐
合
山
の
東
麓
か
ら
東
海
岸
に
か
け
て
の
防
衛
を
強
化
し
た
よ
う
す

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
で
は
実
際
に
そ
う
し
た
脅
威
は
存
在
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で

す
。
吐
含
山
系
の
防
衛
を
強
化
し
た
と
は
い
え
、
王
京
防
衛
の
ア
キ
レ
ス
臆
と
し
て
な
お
残
っ
て
い
た
の
が
吐
含
山
の
西
側
に

開
け
た
平
田
一
地
で
、
慶
州
と
蔚
山
を
結
ぶ
幹
線
道
路
、
慶
州
と
釜
山
を
結
ぶ
鉄
道
(
東
海
南
武
線
)
も
す
べ
て
こ
こ
を
走
っ
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
防
衛
の
た
め
に
築
か
れ
た
の
が
毛
火
虫
の
関
門
城
で
、
平
地
の
毛
火
里
か
ら
左
右
の
山
地
に
か
け
て
、

二
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
長
城
形
式
の
城
郭
を
築
き
、
隣
接
す
る
山
に
山
頂
山
城
さ
え
設
け
て
い
ま
す
。
朝
鮮
一
一
一
悶
の
歴
史

を
記
し
た
叶
三
国
史
記
』
に
は
、
聖
徳
一
土
一
二
年
(
七
二
二
)
に
毛
伐
郡
城
を
築
き
日
本
の
減
路
を
遮
る
と
出
て
き
ま
す
。
こ

の
毛
伐
郡
城
は
毛
火
里
の
関
門
城
の
こ
と
で
、
日
本
の
脅
威
か
ら
王
京
を
護
る
た
め
に
実
際
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
関
門
城
の
築
城
か
ら
聞
も
な
い
聖
徳
玉
三

O
年
(
七
一
一
二
)
に
は
、
日
本
の
兵
船
三
百
般
が
海
を
越
え
て

新
羅
の
東
辺
(
東
海
岸
)
に
攻
め
て
き
た
の
で
出
兵
し
て
大
破
す
る
と
も
あ
り
、
文
武
王
が
案
じ
た
潜
在
的
な
日
本
の
脅
威
が

周
辺
住
民
を
苦
し
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
そ
う
し
た
現
実
を
前
に
、
新
経
の
国
防
は
精
神
的
な
も
の
か
ら
実
利
的
な
山

城
構
築
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
や
が
て
新
羅
が
紡
衛
力
を
整
備
し
て
、
わ
が
国
に
強
硬
な
外
交
姿
勢
を
見
せ
始
め

る
の
は
八
世
紀
中
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
筑
前
の
恰
土
城
(
現
糸
島
市
)
築
城
の
計
一
間
も
そ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
変
化
に
よ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
日
本
の
国
防
と
外
交
と
い
う
観
点
か
ら
、
尖
閣
列
島
や
竹
島
(
韓
国
で
は
独
島
と
い
う
)
の
領
有
権
問
題
が
さ
か
ん

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
日
本
が
臼
村
江
で
負
け
た
と
い
う
こ
と
は
周
辺
を
海
に
閉
ま
れ
た
わ
が
践
に
と
っ
て
決

定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
そ
の
影
響
は
数
世
紀
に
及
、
ぶ
の
で
す
。
朝
鮮
半
島
の
沿
岸
は
も
と
よ
り
、
黄
海

か
ら
東
シ
ナ
海
に
か
け
て
の
制
海
権
を
失
い
航
海
術
の
弱
体
化
さ
え
招
い
て
い
た
の
で
す
。
九
世
紀
に
入
り
遣
唐
船
が
廃
止
さ
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れ
る
頃
に
は
、
山
東
か
ら
中
国
沿
岸
に
か
け
て
の
制
海
権
を
握
っ
て
い
た
新
羅
の
力
に
頼
ら
な
い
と
満
足
な
航
海
さ
え
で
き
な

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
(
円
仁
の
「
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
を
参
照
さ
れ
た
い
)
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パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ

面
一
ア

i
マ一

一
幽
テ
ー
マ
二

一
町
一
ア

l
マ

三

面
一
ア

l
マ

四

シ
ョ
ン

造
営
の
年
代
に
つ
い
て

半
島
、
東
ア
ジ
ア
と
の
関
係

仏
教
、
祭
記
、
信
仰

何
の
た
め
に
造
ら
れ
た
か

71 



パネルデ、イスカッション熊本会場写真5

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
i

佐
藤
信
(
さ
と
う
ま
こ
と
)

東
京
大
学
文
学
部
悶
史
学
科
卒
業
。
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
奈
良
開
立
文
化
財
研
究
所

(
平
城
宮
跡
発
制
調
資
郎
)
研
究
員
、
文
化
庁
文
化
財
4

調
資
ι
一
的
、
聖
心
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授
、
東
京
大
学
文
学
部

助
教
授
を
経
て
、
一
九
九
六
年
よ
り
東
京
大
学
大
学
説
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
。
専
門
は
、
日
本
古
代
史
。
文
学
博
士
。

パ
ネ
リ
ス
ト

赤
司
善
彦
(
あ
か
し
よ
し
ひ
こ
)

九
州
問
立
博
物
線
展
示
課
長
。

狩
野
久
(
か
の
う

元
岡
山
大
学
教
授
。

ひ
さ
し
)

大
西
修
也
(
お
お
に
し
し
ゅ
う
や
)

九
州
大
学
名
議
教
授
。
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藤
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
只
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
佐
藤
信
で
す
。
い
ろ
い
ろ
ご
縁
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
暑
い
中
を
お
い
で
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
三
人
の
講
師

の
方
の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
赤
司
さ
ん
の
大
変
興
味
深
い
新
し
い
知
見
を
開
陳
し
て
い
た
だ
い
た

ご
講
演
。
そ
れ
か
ら
狩
野
さ
ん
の
狩
野
節
と
い
う
感
じ
の
ご
講
演
は
、
私
も
ア
ッ
と
一
一
一
日
う
よ
う
な
内
容
の
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
西
さ
ん
も
大
変
徽
密
な
ご
講
演
で
、
韓
国
に
留
学
し
て
研
究
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
慶
州
の
周

り
の
国
防
と
仏
像
の
話
も
大
変
新
鮮
に
俗
っ
た
わ
け
で
す
。
皆
さ
ん
と
一
絡
に
大
変
刺
激
的
な
時
間
を
過
ご
し
て
き
た

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
約
五

O
分
ほ
ど
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鞠
知
日
城
を
テ
ー
マ
に
し
て
こ
う
い
う
大
変
興
味
深
い
話
を
た
く
さ
ん
開
け
る
と
い
う
こ
と
白
身
、
か
、
鞠
智
城
の
魅
力

を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
最
初
に
矢
野
ざ
ん
か
ら
最
新
の
研
究
成
果
の
お
話
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
は
今
年
の
三
月
に
熊
本
県
教
育
委
員
会
の
方
の
大
変
な
努
力
に
よ
り
と
て
も
精
度
の
高
い
「
総
合
報
告
書
」
が
刊

行
さ
れ
た
成
果
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
書
は
こ
れ
ま
で
に
出
土
し

た
土
滋
や
瓦
そ
し
て
遺
構
を
全
て
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
は
じ
め
て
い
ろ
ん
な
こ
と
が
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。

佐

信氏藤佐
今
日
は
三
人
の
ご
講
演
の
先
生
方
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
と
り
あ
え

fo 時
一
一
ず
私
が
考
え
た
四
つ
の
テ

i
マ
に
沿
っ
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
忠

い
ま
す
。
ま
ず
一
つ
は
鞠
智
城
の
造
営
年
代
に
つ
い
て
の
問
題
。
二
つ
め

は
朝
鮮
半
島
や
東
ア
ジ
ア
と
の
関
係
で
鞠
智
城
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
と
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赤

い
う
問
題
、
三
つ
め
は
鞠
智
城
と
仏
教
、
あ
る
い
は
神
器
祭
柁
も
ふ
く
め
て
、
鞠
智
城
と
祭
記
・
信
仰
と
い
う
問
題
。

そ
し
て
最
後
に
鞠
智
城
は
何
の
た
め
に
造
ら
れ
た
か
と
い
う
凋
題
を
、
短
い
時
間
で
す
が
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
最
初
に
造
営
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
私
も
今
日
お
話
を
聞
い
て
ハ
ッ
と
し
た
の
で
す
が
、
赤
司
さ
ん
が
鞠

智
城
の
貯
水
池
は
鞠
智
城
が
出
来
る
前
に
濯
減
の
用
水
と
し
て
、
渡
来
系
か
も
し
れ
な
い
人
達
が
先
に
地
域
の
開
発
に

あ
た
っ
た
成
果
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
確
か
に
現
地
に
伺
う
と
鞠
智
城
の
西
側
に
は
素
晴

ら
し
い
条
里
制
の
水
問
地
帯
、
か
残
っ
て
い
ま
す
。
鞠
智
城
の
造
営
年
代
関
係
で
は
、
も
ち
ろ
ん
、
発
掘
調
査
成
果
を
受

け
て
、
七
世
紀
の
白
村
江
の
戦
い
の
後
な
の
か
、
あ
る
い
は
お
話
の
中
で
ふ
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
最
近
の
古
代
山
城
の

研
究
で
は
斉
明
天
皇
、
か
、
白
村
江
に
出
兵
す
る
段
階
に
ま
で
遡
ら
せ
て
み
る
考
え
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
、

そ
の
問
題
に
つ
い
て
赤
司
さ
ん
の
方
か
ら
少
し
話
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

司
一
今
の
ご
質
問
で
す
が
資
料
篇
六
三
一
良
の
年
表
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
六
四
五
年
か
ら
の
内
容

と
ぶ
ひ

が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
六
六
四
年
に
筑
紫
に
防
人
、
燥
を
置
き
、
水
城
を
築
く
。
翌
六
六
五
年
に
大
野
城
、
基
凶
婦
城
を

築
き
長
門
の
国
に
も
ま
た
城
を
築
く
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
解
釈
と
し
て
は
六
六
三
年
の
白
村
江
の
敗
戦
を
受
け
て
、
翌
年
に
水
城
、
そ
の
翌
年
に
大
野
城
、
基
嫁

城
を
築
い
た
と
い
う
の
が
定
説
で
す
。
つ
ま
り
敗
戦
が
契
機
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
私
は
そ
う

で
は
な
く
て
六
六

O
年
の
段
階
で
、
百
済
が
滅
亡
し
た
段
階
、
か
あ
り
ま
す
が
、
斉
明
天
皇
が
百
済
へ
の
援
軍
を
決
め
た

段
階
で
筑
紫
の
紡
衛
戦
略
と
い
う
も
の
が
練
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
そ
し
て
六
六
一
年
朝
倉
橘
広
庭

宮
と
い
う
の
が
筑
紫
の
ど
こ
か
に
出
来
る
わ
け
で
す
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
大
野
城
、
基
燐
城
が
築
か
れ
た
地
域
を
想

定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
近
年
考
え
た
の
で
す
。
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実
は
最
近
の
つ
の
成
果
と
し
て
大
野
城
の
今
日
ス
ラ
イ
ド
を
お
見
せ

し
ま
し
た
城
内
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
城
門
か
ら
は
屋
根
を
支
え
る
木
の

ま一
昨
柱
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
木
の
柱
を
年
輪
年
代
法
と
い
う
年
代
測
定
法

笥
で
年
代
を
泌
り
ま
し
た
。
例
え
ば
樹
齢
二

0
0
0年
の
木
が
あ
り
ま
し
て
、

赤
そ
の
木
を
現
在
バ
サ
ッ
リ
と
輪
切
り
に
す
る
と
、
年
輸
を
見
る
こ
と
が
で

7
J
 
顎
き
ま
す
。
そ
の
年
輪
の
編
は
全
部
違
い
ま
す
よ
ね
。
暖
か
い
時
に
は
年
輪

の
幅
が
ぐ
っ
と
伸
び
ま
す
し
、
寒
い
時
に
は
縮
む
わ
け
で
す
。
前
年
と
の

輸
の
幅
の
差
を
グ
ラ
フ
に
す
る
と
幅
が
広
い
時
、
狭
い
時
を
折
れ
線
グ
ラ

フ
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
か
ら
過
去
に
一
一

0
0
0年
分
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
で
き
あ
が
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
物
差
し
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出
土
し
た
木
の
柱
の
年
輪
も
グ
ラ
フ
に
し
て
、
先
程
の
二

0
0
0年
の
年

輪
グ
ラ
フ
に
合
わ
せ
る
と
、
仮
に
そ
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
ぴ
っ
た
り
と
一
致
す
れ
ば
、
伐
採
さ
れ
た
・
年
代
が
出
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
樹
木
の
穣
類
や
地
域
に
よ
っ
て
年
輪
の
出
来
か
た
は
異
な
り
ま
ず
か
ら
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
理
屈
で
す
。

そ
の
よ
う
な
方
法
で
大
野
城
の
柱
を
計
っ
た
と
こ
ろ
伐
採
さ
れ
た
年
代
が
わ
か
り
ま
し
た
。
年
輪
年
代
測
定
で

六
四
八
年
と
い
う
数
値
が
出
た
の
で
す
。
表
面
の
表
皮
も
剥
い
で
い
る
の
で
、
一
、
二
年
プ
ラ
ス
す
る
と
、
六
五

O
年

に
伐
採
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
確
定
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
す
と
、
こ
の
年
表
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
六
六

O
年

に
百
済
が
滅
ぶ
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
一

O
年
前
に
も
う
す
で
に
大
野
城
の
準
備
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
木
材
を
寝
か
せ
て
い
て
、
実
際
に
使
用
し
た
の
は
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一
O
年
以
上
経
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
変
興
味
深
い
の
は
そ
の
木
柱
が
高
野
槙
で
し
た
。
高
野

槙
は
、
九
州
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
年
輪
年
代
測
定
の
物
指
し
が
奈
良
の
都
か
ら
出

土
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
奈
良
で
用
い
ら
れ
た
用
材
に
ぴ
っ
た
り
合
う
と
い
う
こ
と
は
、
大
野
城
の
高
野
槙
が
、

九
州
の
も
の
で
は
な
く
て
近
畿
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
。
大
野
城
の
築
城
な
ど
が
国
家
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
に
な
る
の
で
す
。

一
方
で
六
六
五
年
に
大
野
城
、
基
嬉
城
を
築
く
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
築
き
始
め
た
と
い
う
解
釈
と
完
成
し
た
と

い
う
解
釈
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
年
に
完
成
し
た
と
い
う
見
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
奈
良
時
代
に
築
城

さ
れ
た
恰
土
城
は
一
三
年
の
期
間
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
ま
し
で
も
、
や
は
り
七
年
、
八
年
。
今

日
の
狩
野
さ
ん
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
時
間
が
掛
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

こ
と
で
大
野
城
の
築
城
開
始
を
六
六
五
年
か
ら
湖
っ
て
考
え
て
い
る
わ
け
で
す

そ
れ
か
ら
鞠
智
城
の
築
城
年
代
で
す
が
、
こ
れ
は
一
覧
表
に
示
し
ま
し
た
。
資
料
篇
一
三
真
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
古
代
山
城
の
各
種
の
特
徴
を
比
較
す
る
と
、
大
野
城
、
基
賠
城
、
屋
嶋
城
、
金
田
城
と
そ

う
変
わ
ら
な
い
時
期
に
築
い
た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
但
し
、
そ
れ
が
天
智
朝
期
の
六
六
五
年
と

い
う
よ
う
に
絶
対
年
代
で
言
え
る
か
と
い
う
と
考
古
学
的
に
は
難
し
い
面
、
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
あ
る
部

分
は
共
通
し
ま
す
が
、
別
の
部
分
で
は
違
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
一
番
大
事
な
の
は
、
築
城
に
用
い
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
技
術
の
系
譜
関
係
で
す
。
石
積
み
の
技
術
で
あ
れ
ば
石
塁
や
石
垣
が
少
し
異
な
る
と
こ
ろ
が
気
に
な
り
ま
す
。
土

塁
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
今
日
、
唐
尺
と
い
う
話
、
か
出
ま
し
た
け
ど
も
鬼
ノ
城
の
土
塁
も
唐
尺
と
い
う
一
尺
が
二
九
・

七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
単
位
尺
を
使
っ
て
築
造
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
大
野
城
も
土
塁
の
柱
穴
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イ左

の
聞
編
は
だ
い
た
い
約
三

0
セ
ン
チ
近
い
単
位
尺
を
用
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
お
よ
そ
で
す
け
ど
、
鞠
智
城
も
だ
い

た
い
向
じ
単
位
尺
に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
も
っ
と
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
見
て
本
当
に
一
緒
か
と
言
わ
れ

る
と
、
そ
れ
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ
れ
は
山
城
研
究
の
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
最
初
に
築
城
さ
れ
た
時
の
姿
と
い
う
の
が
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
は
増
改
築
な
ど
を
経
て
廃
城

さ
れ
た
持
の
姿
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
初
築
、
か
ど
う
い
う
姿
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
例

え
ば
、
石
塁
が
他
の
山
城
と
異
な
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
本
当
に
築
城
時
の
も
の
か
を
疑
う
こ
と
も
、
必

要
で
す
。
修
築
し
た
も
の
可
能
性
を
含
め
て
、
今
後
も
分
析
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

藤
一
唐
尺
と
い
う
の
は
中
国
の
唐
の
物
指
し
で
す
ね
。
建
物
な
ど
構
造
物
を
造
る
時
に
ど
う
い
う
物
指
し
を
使
っ
て
、
計

測
し
て
施
工
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
、
使
用
し
た
物
差
し
の
長
さ
が
わ
か
っ
て
く
る
と
、
時
代
に
よ
っ
て

物
差
し
の
長
さ
が
少
し
ず
つ
変
化
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
年
代
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地

道
な
調
査
成
果
が
な
い
と
、
な
か
な
か
結
論
ま
で
出
せ
な
い
と
思
す
。
狩
野
さ
ん
、
今
の
鞠
智
城
の
造
営
が
白
村
江
の

敗
戦
よ
り
も
前
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。
今
日
の
お
話
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
『
日

本
書
紀
』
の
記
載
の
限
界
牲
と
も
併
せ
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

野
一
さ
っ
き
大
西
さ
ん
に
『
日
本
書
紀
』
な
ん
で
い
う
の
は
あ
ん
ま
り
信
用
で
き
な
い
よ
と
言
わ
れ
て
少
し
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
て
い
る
の
で
す
け
ど
。
そ
う
一
言
わ
れ
る
と
古
代
史
研
究
と
い
う
の
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
信
用
で
き
な

い
な
り
に
何
か
信
用
で
き
る
も
の
を
引
っ
張
り
出
そ
う
と
、
そ
れ
が
市
代
史
の
研
究
だ
と
思
い
ま
す
が
。
た
だ
確
か
に

ね
、
天
智
三
年
と
か
四
年
に
城
を
築
く
と
い
う
こ
と
が
『
日
本
書
紀
』
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
記
事
を
ど
う
読
む
の
か

狩
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と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
は
出
来
あ
が
っ
た
時
期
な
の
か
、
こ
れ
か
ら
築
く
と
い
う
意
味
な
の
か
と
い
う
と
、

私
は
ど
う
も
や
は
り
そ
の
年
か
ら
造
り
は
じ
め
た
と
い
う
ふ
う
に
し
か
読
め
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
城
と
い
う
の
は
さ
っ
き
赤
可
さ
ん
も
一
一
一
一
口
い
ま
し
た
よ
う
に
、
か
な
り
綿
密
な
設
計
を
し
て
造
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。

そ
ん
な
に
何
か
適
当
に
、
要
す
る
に
人
を
集
め
て
ワ
ッ
と
城
壁
を
築
い
た
り
と
か
い
う
の
で
は
な
く
て
、
ま
ず
設
計
図

が
で
き
て
そ
れ
を
元
に
し
て
ど
れ
だ
け
の
材
料
が
い
る
か
と
い
う
準
備
を
し
た
上
で
城
壁
を
築
く
の
だ
と
思
い
ま
す
け

ど
ね
。
そ
の
上
で
中
の
建
物
等
を
作
っ
た
り
す
る
の
で
、
完
成
す
る
に
は
相
当
の
年
数
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
ふ
う
に
見
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
ま
ず
造
り
は
じ
め
の
年
代
を
一
ぶ
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
。
私
は
そ
ん
な
ふ
う
に
見

佐

て
い
ま
す
け
ど
。

藤
一
先
ほ
ど
の
赤
可
さ
ん
の
話
だ
と
、
高
野
槙
が
近
畿
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
大
野
城
の
造
営
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
と
、
倭
の
王
権
が
直
接
材
料
も
持
っ
て
き
て
築
城
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
私
は
九
州
の
勢
力

も
協
力
し
な
い
と
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
は
狩
野
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

野
一
そ
の
点
で
、
菊
池
氏
と
い
う
も
の
を
こ
の
鞠
智
城
を
造
る
第
一
の
勢
力
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
奈
良
時
代

か
ら
平
安
時
代
の
文
献
に
、
肥
後
の
国
の
郡
司
に
な
っ
た
人
の
名
前
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
が
結
構
あ
る
の
で
す
。
玉

へ耳
C

本
品
'
レ
者
」

名
で
す
と
日
置
氏
、
益
城
郡
、
だ
と
肥
公
と
か
、
そ
う
い
う
郡
司
の
名
前
が
わ
か
る
例
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
で
も
、
菊

池
郡
は
不
幸
に
し
て
そ
の
資
料
、
が
な
い
の
で
す
。
郡
司
が
居
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
豪

族
の
名
前
が
知
り
た
い
わ
け
で
す
。
こ
の
地
域
に
も
古
墳
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
し
、
昨
日
も
た
ま
た
ま
チ
ブ
サ
ン
古

墳
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
感
激
し
て
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん
い
ろ
ん
な
古
墳
が
あ
り

ま
ず
か
ら
あ
あ
い
う
古
墳
を
造
っ
た
豪
族
が
居
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
名
前
を
知
り
た
い
わ
け
で
す
ね
。
こ

狩
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れ
は
ま
た
夢
物
語
、
だ
と
一
一
一
一
口
っ
て
笑
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
『
毅
志
倭
人
伝
』
に

で
す
ね
、
因
み
に
私
は
邪
馬
台
国
九
州
説
で
す
。
非
常
に
頑
固
な
九
州
説
で
す
。
大
体
、

京
都
大
学
を
出
た
と
言
う
と
す
ぐ
大
和
説
だ
ろ
う
な
ん
て
一
一
一
日
わ
れ
る
の
で
す
け
ど
、
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
倭
人
伝
を
読
ん
だ
ら
ど
う
し
て
大
和
や
近
畿
に
邪
馬
台
国

野
を
持
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
く
ら
い
あ
そ
こ
に
出
て
く
る
国
の
名
前
は
全
部
九
州
の

狩
地
名
で
す
よ
。
奴
留
と
か
伊
都
国
と
か
全
部
九
州
の
名
前
で
し
ょ
う
?
そ
れ
が
、
何
で

n
6
 
顎
瀬
戸
内
海
を
銚
び
越
し
て
近
畿
地
方
に
行
く
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
倭
人
伝
に
邪
馬

台
国
の
南
に
狗
奴
図
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
男
の
王
様
が
治
め
て
い
て
、
そ
の

男
の
王
様
に
仕
え
て
い
る
一
番
の
大
将
、
か
ク
ク
チ
ヒ
コ
だ
と
い
う
の
で
す
。
私
は
こ
れ

こ
そ
、
後
の
菊
池
郡
の
豪
族
菊
池
氏
の
先
祖
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う

考
え
ま
す
と
、
邪
馬
台
国
は
非
常
に
解
け
や
す
く
な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
そ
こ
ま
で
遡
る
と
話
、
か
飛
躍
し
ま
す
し
、

そ
れ
か
ら
ま
た
肥
公
(
火
君
)
と
の
関
係
、
か
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
で
も
、
在
地

の
力
な
し
で
は
こ
ん
な
お
城
は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
そ
れ
は
国
家
的
事
業
で
す
か
ら
大
和
の
勢
力
が
城
作
り
に
関
わ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
、
実
際
に
城
を
浩
一
る
と
な
り
ま
す
と
在
地
の
力
な
し
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
在
地

の
力
の
豪
族
の
名
前
を
知
り
た
い
の
で
す
。
い
ず
れ
そ
れ
も
鞠
智
城
を
掘
っ
て
い
た
ら
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、

矢
野
さ
ん
に
大
い
に
期
待
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

藤
一
造
営
年
代
に
つ
い
て
は
、
大
西
さ
ん
の
方
か
ら
今
日
、
大
変
興
味
、
深
い
百
済
仏
の
ご
説
明
が
あ
り
、
最
近
鹿
児
島
で

こ
ん
ど
う
ぶ
つ

も
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
遡
る
か
も
し
れ
な
い
百
済
系
の
金
銀
仏
が
見
つ
か
っ
て
い
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
鞠
智

佐

久氏
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城
で
出
土
し
た
金
銅
仏
よ
り
も
う
少
し
遡
る
七
世
紀
の
半
ば
頃
の
も
の
が
鹿
児
島
に
も
あ
る
と
い
う
お
話
で
す
。
鞠
智

城
の
築
城
が
六
六
三
年
の
も
う
少
し
前
な
の
か
後
な
の
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
ず
れ
た
前
後
に
す
る
の
か
と

い
う
問
題
・
関
心
と
併
せ
て
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

西
一
制
作
年
代
に
つ
い
て
比
較
す
る
こ
ろ
が
確
か
少
し
抜
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
ス
タ
イ
ル
が
古
い
と
い
う
こ
と
は

お
そ
ら
く
、
鹿
児
島
の
伊
作
像
が
百
済
系
の
金
銅
仏
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
金
鍛
仏
に
も
い
ろ
い

ろ
な
技
法
が
あ
り
ま
し
て
、
宝
冠
の
冠
帯
の
両
端
に
小
さ
な
穴
が
あ
け
て
あ
る
。
あ
る
い
は
天
衣
の
袋
の
部
分
に
細
い

撃
彫
が
あ
り
、
そ
の
中
に
鍍
金
が
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
で
鍍
金
し
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。
そ
う
い
っ

た
細
い
毛
彫
り
と
い
う
か
繋
彫
り
を
非
常
に
多
用
す
る
の
は
百
済
仏
の
大
き
な
特
徴
な
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
伊
作
像
に

一
番
近
い
と
見
ら
れ
る
の
が
横
井
廃
寺
枇
出
土
の
金
銅
菩
薩
立
像
で
す
。
今
日
は
説
明

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
奈
良
東
大
寺
前
の
道
を
真
直
ぐ
南
に
古
市
ま
で
下
り
、
そ
こ
か

ら
少
し
東
に
登
っ
た
丘
稜
か
ら
出
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
ま
し
て
、
胸
元
に
両
手
で
宝
珠
を

伽
抱
い
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
百
済
の
古
式
な
仏
像
が
直
接
も
た
ら
さ
れ
た
か
、
仏
師

畑
が
や
っ
て
き
て
造
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
影
響
下
で
制
作
さ
れ
た
飛
鳥

9

前
期
の
彫
刻
、
そ
れ
が
鹿
児
島
か
ら
も
出
て
き
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
制
作
さ
れ
た

真写
時
代
に
鹿
児
島
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
律
令
体
制
下
に
く
り
込
ま

れ
た
地
域
に
は
、
当
然
そ
こ
に
僧
侶
が
送
ら
れ
、
布
教
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
伴
っ
て
す
で
に
あ
っ
た
仏
像
も
た
ら
さ
れ
る
そ
の
よ
う
に
理

解
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

大
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佐

そ
ち

藤
一
そ
う
し
ま
す
と
鹿
児
島
の
金
銅
仏
は
、
持
統
六
年
に
出
さ
れ
た
大
宰
の
帥
を
し
て
僧
侶
を
大
隅
に
派
遣
し
て
仏
教
を

広
め
な
さ
い
と
い
う
持
統
天
皇
の
認
の
延
長
上
で
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
鞠
智
城
の
百
済
系
の

し

き

ふ

く

ふ

仏
像
な
ど
は
、
例
え
ば
大
野
城
や
基
緯
城
の
造
営
の
際
に
は
憶
礼
福
留
と
か
四
比
一
福
夫
と
か
百
済
か
ら
亡
命
し
て
き
た

上
級
貴
族
が
築
城
を
指
導
し
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
そ
う
い
う
経
緯
で
来
た
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
得
ま
す
が
、
鞠
智

城
の
仏
像
は
そ
う
い
う
こ
と
よ
り
は
大
和
王
権
に
よ
る
九
州
に
お
け
る
仏
教
の
拡
大
と
い
う
な
か
で
理
解
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

大

西
一
そ
こ
が
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
ス
タ
イ
ル
の
新
し
い
仏
像
で
あ
り
な
が
ら
、
鞠
智
城
の
築
造
期
に
も
た
ら
さ
れ

た
の
か
。
宝
珠
捧
持
菩
薩
の
源
流
と
い
い
ま
す
か
、
宝
珠
に
変
化
す
る
前
の
舎
利
供
養
菩
薩
の
意
味
を
持
ち
、
か
つ
彫

刻
的
に
も
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
も
の
が
何
故
鞠
智
城
か
ら
出
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
ち
ょ
う

ど
将
軍
た
ち
が
や
っ
て
来
る
の
が
六
六
四
年
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
築
城
ヘ
派
遣
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
私
も
先
ほ

ど
狩
野
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
山
城
は
吋
日
本
書
紀
』
に
出
て
き
た
と
こ
ろ
が
造
り
始
め
で
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
畿
内
の
高
安
城
と
い
う
の
は
高
安
城
を
造
る
と
い
う
記
事
が
出
て
き
て
、
そ
れ
が

ほ
ぼ
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
倉
庫
も
出
来
る
。
だ
か
ら
そ
こ
に
食
糧
も
運
び
込
む
と
い
う
よ
う
に
、
時
系
列
で
見
る
と

つ
な
、
か
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
し
ま
す
と
鞠
智
城
跡
か
ら
出
て
き
た
仏
像
と
い
う
の
は
、
百
済
で
は
と
も
か
く
、

日
本
の
彫
刻
の
流
れ
で
い
き
ま
す
と
本
当
は
も
っ
と
遅
く
な
っ
て
か
ら
出
て
く
る
も
の
な
の
で
す
。
あ
れ
が
鞠
智
城
と

素
直
に
結
び
つ
く
と
い
う
の
は
、
先
ほ
ど
弥
勤
寺
の
と
こ
ろ
で
お
話
し
た
よ
う
に
、
七
世
紀
の
遅
く
と
も
六
四

O
年
頃

ま
で
の
と
こ
ろ
で
、
陥
は
も
と
よ
り
初
腐
の
文
化
が
ど
っ
と
入
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
百
済
彫
刻
が
今
ま
で
と
は

違
う
ス
タ
イ
ル
へ
と
一
気
に
動
こ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
が
あ
の
彫
刻
に
は
見
て
と
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
だ
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か
ら
日
本
の
彫
刻
史
の
流
れ
の
中
で
は
理
解
で
き
な
い
。
百
済
に
あ
っ
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
。
そ
れ
が
入
っ
て
き

た
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
若
し
将
軍
な
ん
か
が
持
っ
て
来
れ
ば
ス
ト
レ
ー
ト
に
繋
が
っ
て
い
く
の
か
な
と
い
う

こ
と
で
す
。

佐

藤
一
百
済
に
お
け
る
最
先
端
の
文
物
、
か
ス
ト
レ
ー
ト
に
鞠
智
城
ま
で
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
向
こ

う
の
人
が
持
っ
て
来
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
築
城
の
問
題

は
、
今
日
の
赤
司
さ
ん
の
話
で
も
大
野
城
の
築
城
が
六
五

0
年
代
ま
で
遡
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
デ
!
夕
、
か
出
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
と
『
日
本
書
紀
』
に
書
い
て
あ
る
築
城
の
記
録
、
そ
し
て
百
済
の
亡
命
将
軍
が
九
州
に

来
た
の
は
六
六
三
年
以
降
、
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
ど
う
整
合
的
に
理
解
す
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鞠
智
城
に
関
し
て
は
、
矢
野
さ
ん
達
の
こ
れ
か
ら
の
発
掘
調
査

や
研
究
に
か
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
野
城
も
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ぐ
ら
い
に
し
ま
し

て
、
二
番
目
の
朝
鮮
半
島
や
東
ア
ジ
ア
と
の
関
係
で
鞠
智
城
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
と
い
う
問
題
に
移
ら
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
テ
!
マ
で
は
、
例
え
ば
赤
司
さ
ん
の
お
話
で
は
、
私
も
大
変
興
味
、
深
か
っ
た
の
で
す
が
、

古
代
の
山
城
に
お
け
る
門
の
門
柱
と
、
一
燥
の
軸
受
け
の
あ
り
方
に
み
ら
れ
る
門
の
構
造
、
か
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
具
体
的
な
整
理
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
あ
る
い
は
生
の
木
の
枝
を
版
築
の
土
塁
を
突
き
回
め

る
時
に
底
の
方
に
敷
き
詰
め
る
敷
粗
乃
木
工
法
が
直
接
半
島
か
ら
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
調
査
を
目
指
す
場
合
に
、
ど
う
い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
れ
ば
百
済
の
技
術
が
直
接
来
た
こ
と
が
言
え
る
の
か
、

考
古
学
的
な
お
立
場
か
ら
赤
司
さ
ん
、
お
話
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
一
叫
一
そ
う
で
す
ね
、
と
て
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
、
何
、
が
百
済
の
技
術
な
の
か
と
い
う
の
は
。
例
え
ば
、
先

赤
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程
ス
ラ
イ
ド
で
お
見
せ
し
ま
し
た
城
門
の
一
焼
金
具
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
は
同
じ
も
の
が
朝
鮮
半
島
で
も
出
土
し
て
い
ま

す
。
細
か
く
見
る
と
少
し
違
う
の
で
す
が
、
形
状
の
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
で
は
大
野
城
の
鉄
の
金
具

は
朝
鮮
半
島
か
ら
直
接
持
っ
て
き
た
も
の
か
と
い
う
と
、
ど
う
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
析
の
結
果
、
砂
鉄
由
来

の
成
分
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
砂
鉄
に
よ
る
精
錬
は
朝
鮮
半
島
に
は
基
本
的
に
は
無
い
の
で
す
。
砂
鉄
で
作
る
技
術

は
日
本
で
し
か
み
ら
れ
な
い
技
術
で
す
。
つ
ま
り
技
術
は
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
作
っ
た
の
は
ど
う
も
在
地
の
人

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
単
純
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

お
城
を
造
る
技
術
は
、
今
日
、
狩
野
さ
ん
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
喰
え
る
と
現
代
社
会
の
ゼ
ネ
コ
ン
(
総
合

建
築
)
で
な
い
と
で
き
な
い
よ
う
な
技
術
の
集
大
成
、
か
必
要
で
す
。
最
先
端
の
技
術
、
か
全
部
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
し

て
や
石
工
、
大
工
、
鉄
器
生
産
な
ど
い
ろ
ん
な
技
術
が
総
合
し
た
も
の
で
す
。
古
代
山
城
研
究
会
で
も
、
石
積
み
の
技

術
や
石
材
の
調
達
は
各
地
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
、
細
か
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
程
、
古
代
山
城
の
築
城
は
閤
家
的
な
事
業
、
だ
と
一
一
一
一
口
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
地
元
の
技
術
力
、
か
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
表
で
も
土
塁
の
構
造
上
の
特
徴
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
設
計
の
段
階
で
、
土

壌
の
下
部
の
列
石
は
切
石
を
用
い
る
と
か
、
土
問
濯
を
巡
ら
せ
る
位
置
で
す
と
か
共
通
す
る
部
分
、
か
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
広
域
的
な
範
閤
で
設
計
し
た
人
達
が
居
る
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
『
日
本
書
紀
』
に
書
い
て

あ
る
よ
う
に
百
済
の
亡
命
貴
族
で
あ
る
憶
礼
福
留
が
直
接
関
わ
っ
た
の
か
ど
う
か
で
す
。
あ
の
人
た
ち
は
高
級
官
僚
で

あ
っ
て
位
の
高
い
人
た
ち
で
す
の
で
、
当
然
彼
ら
は
軍
事
戦
略
の
専
門
家
で
す
が
、
城
ゃ
つ
く
り
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

は
関
わ
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
象
徴
的
に
百
済
の
人
々
の
関
与
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
、

百
済
の
伝
統
的
な
築
城
技
術
が
分
か
ら
な
い
と
、
日
本
の
古
代
山
城
の
築
城
技
術
も
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
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ま
ず
は
百
済
の
山
城
と
日
本
の
古
代
山
城
の
比
較
、
そ
し
て
新
羅
の
山
城
と
の
比
較
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
そ
う
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
大
西
さ
ん
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
泊
百
済
領
に
は
、
新

羅
が
唐
と
戦
争
し
た
時
に
造
ら
れ
た
山
城
も
あ
る
の
で
す
。
百
済
に
あ
る
山
城
が
全
て
百
済
の
山
城
で
あ
る
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
百
済
の
山
城
を
研
究
し
て
い
る
韓
国
の
研
究
者
は
、
韓
国
に
は
ま
ち
が
い
な
く
百
済
山

城
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
三
つ
く
ら
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
百
済
山
城
を
知
る
た
め
に
、

逆
に
日
本
に
来
て
山
城
を
勉
強
し
た
方
、
か
、
よ
ほ
ど
百
済
山
城
の
特
徴
が
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
お
っ
し
ゃ
る

く
ら
い
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
単
純
に
朝
鮮
半
島
で
見
つ
か
っ
た
も
の
と
似
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
百

済
の
同
時
期
の
山
城
に
結
び
つ
け
る
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
わ
け
で
す
。
先
ほ
ど
の
城
門
の
軸
受
金
具
に
し
て
も

下
が
四
角
柱
の
形
状
の
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
半
島
の
山
城
に
は
、
円
柱
形
の
も
の
も
あ
る
の
で
す
。

円
柱
形
の
場
合
に
は
断
面
が
丸
い
の
で
き
ち
ん
と
同
定
す
る
た
め
に
周
囲
に
鍔
が
あ
り
、
鋲
で
止
め
ま
す
。
つ
ま
り
、

城
門
の
礎
石
だ
け
を
見
て
も
二
系
統
、
一
扉
の
回
転
軸
の
金
具
が
四
角
と
丸
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
両
方
朝
鮮
半

島
に
は
あ
る
わ
け
で
す
。
実
は
丸
と
四
角
だ
け
で
な
く
、
断
面
が
隅
丸
方
形
の
金
具
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
一
一
種
類
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
城
門
の
柱
が
掘
立
形
式
や
礎
石
式
、
さ
ら
に
は
柱
の
形
状
が
円
柱
と
角
柱
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
組
合
せ
が
城
内
の
礎
石
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
そ
れ
を
ど
う
考
え
て
い
い
の
か
。

考
古
学
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
い
ろ
ん
な
設
計
思
想
や
技
術
が
一
緒
に
入
っ
て
き
て
定
着
し
た
と
い
う
よ
う
な
何

時
多
発
的
な
考
え
方
は
し
な
い
の
で
す
。
最
初
に
定
着
し
た
技
術
が
少
し
ず
つ
変
化
を
し
、
ま
た
、
別
の
新
し
い
文
化

が
影
響
を
あ
た
え
て
、
ま
た
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
っ
て
、
先
ほ
ど
お
示
し
し
た
磁
石
の
図
で
は
、
あ
る
も
の
は
少

し
右
に
伸
び
た
り
、
あ
る
も
の
は
左
に
伸
び
た
り
と
い
う
系
統
凶
を
作
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、
ま
だ
、
そ
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こ
ま
で
整
理
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
な
に
よ
り
総
合
的
な
技

術
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
観
点
か
ら
築
城
技
術
を
み
る
こ

と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
鞠
智
城
は
と
に
か
く
い
ろ
ん
な
も

の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
研
究
材
料
と
し
て
は
お

も
し
ろ
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

藤
一
狩
野
さ
ん
、
そ
の
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

狩

野
一
朝
鮮
半
島
の
山
城
を
そ
ん
な
眼
で
見
た
こ
と
が
一
つ
も

赤

な
い
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
朝
鮮
の
山
城
に
は
あ

あ
い
う
日
本
で
神
寵
石
山
城
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
城
壁

が
ず
っ
と
下
の
方
ま
で
下
り
て
く
る
よ
う
な
、
あ
ん
な
お

城
は
無
い
の
で
す
か
?

司
…
基
本
は
綾
城
を
主
目
的
に
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
防
御
性

を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
高
い
と
こ
ろ
に
城
壁
を
構

え
る
方
が
有
利
で
す
。
で
す
の
で
、
低
い
も
の
は
ほ
と
ん

ど
な
い
で
す
ね
。
古
い
時
期
に
は
無
い
わ
け
で
は
な
い
で

す
ね
。
集
溶
か
}
土
塁
で
囲
ん
だ
り
す
る
も
の
で
す
。
そ
う

ひ
ら
じ
ろ

い
う
平
山
城
、
か
、
平
城
と
い
っ
た
方
、
か
い
い
で
し
ょ
う
か
。
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狩

無
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
。

野
一
で
も
そ
の
周
り
の
土
地
と
の
比
高
差
で
城
壁
を
み
た
時
に
は
だ
い
ぶ
低
い
も
の
と
高
い
も
の
と
、
そ
れ
は
両
方
あ
る

わ
け
で
し
ょ
う
?

佐狩赤

可
一
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
高
い
所
に
や
は
り
設
け
ま
す
。

野
一
や
は
り
実
際
に
実
戦
で
使
っ
た
城
と
の
違
い
で
し
ょ
う
か
?

藤
一
狩
野
さ
ん
の
お
話
の
中
で
は
、
白
村
江
の
戦
い
の
危
機
感
の
中
で
、
天
武
朝
の
兵
制
改
革
と
か
大
き
な
全
体
の
国
政

の
動
き
の
中
で
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
大
宝
律
令
と
と
も
に
そ
う
い
う
国
際
的
な
危
機
感
が

遠
ざ
か
っ
て
、
瀬
戸
内
海
の
古
代
山
城
に
つ
い
て
は
機
能
し
な
く
な
っ
た
と
、
国
際
関
係
の
中
で
理
解
し
よ
う
と
い
う

お
話
、
か
あ
っ
た
と
思
っ
た
の
で
す
が
。

野
…
そ
う
い
う
つ
も
り
で
す
が
、
あ
な
た
の
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
そ
ん
な
に
真
面
目
に
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

場
二
笑
い
)

藤
一
そ
う
で
す
か
。
鞠
智
城
は
そ
の
後
も
一
応
、
続
い
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。
九
世
紀
ま
で
。
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
鞠
智

城
の
機
能
を
ど
う
と
ら
え
践
す
か
と
い
う
。

野
一
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
九
州
の
城
は
大
野
、
基
一
難
、
鞠
智
、
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
い
わ
ゆ
る
神
鑑
石
山
城
と
い
わ

れ
る
も
の
も
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
全
部
が
全
部
続
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
ね
。
阿

志
岐
は
続
い
て
い
る
と
思
う
な
あ
。
西
の
福
岡
平
野
側
の
水
城
に
対
し
て
、
こ
っ
ち
は
ね
東
の
方
の
守
り
の
城
だ
か
ら
。

あ
あ
い
う
も
の
は
続
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
よ
。

一
二
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
時
ま
で
機
能
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
大
西
さ
ん
、
今
日
の
お
話
の
中
で
は
新

j守ム一品佐狩佐

藤
一
水
城
は
、
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大

羅
の
国
防
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
そ
う
い
う
比
較
の
仕
方
が
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
仏
像
に
つ
い
て
は
後
で
ま
た
お
話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
で
す
ね
。

西
一
私
が
韓
国
に
留
学
し
て
い
た
頃
、
東
北
大
学
に
韓
国
の
山
城
リ
ス
ト
を
作
っ
た
井
上
秀
雄
先
生
と
い
う
方
、
か
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
調
査
の
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
懇
意
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
先
生

は
リ
ス
ト
が
出
来
上
が
る
た
び
に
送
っ
て
下
さ
っ
て
、
最
後
は
ま
と
め
た
本
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に

新
羅
の
中
核
と
な
る
慶
尚
南
道
、
慶
尚
北
道
の
山
城
を
、
文
献
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
を
中
心
に
全
部
畑
網
羅
し
て

あ
り
ま
し
た
。
あ
の
先
生
は
精
力
的
な
方
だ
か
ら
網
羅
し
て
い
く
の
で
す
ね
。
そ
れ
を
見
る
と
、
新
羅
を
遡
る
も
の
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
高
麗
時
代
、
朝
鮮
時
代
を
全
部
含
め
て
、
少
な
く
と
も
慶
尚
南
道
と
慶
尚
北
道
で
何
個
あ
る
か

と
い
う
と
、
数
え
た
の
で
す
が
六
六
一
個
で
す
。
そ
れ
か
ら
明
ら
か
に
高
麗
、
李
朝
と
忠
わ
れ
る
も
の
を
省
い
て
も
約

四
O
O位
残
り
ま
す
。
百
済
と
か
高
句
麗
と
い
う
の
は
途
中
で
滅
び
ま
す
ね
。
新
羅
は
そ
の
後
、
少
な
く
と
も
今
の
平

安
南
道
か
ら
下
く
ら
い
は
支
配
下
に
置
き
ま
す
か
ら
、
旧
来
あ
っ
た
山
城
を
利
用
し
な
が
ら
、
そ
の
後
さ
ら
に
増
や
し

て
い
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
数
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。
よ
く
否
済
の
出
身
地

は
、
ソ
ウ
ル
の
南
の
広
州
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
あ
の
辺
に
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
、
百
済
の
出
身
地
だ
か
百

済
の
城
だ
と
皆
、
か
そ
う
い
う
認
識
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ソ
ウ
ル
の
調
査
な
ん
か
に
入
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
新
羅

だ
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
問
、
か
滅
ぶ
と
い
う
の
は
ど
こ
か
で
プ
ツ
ン
と
切
れ
て
し
ま
う

の
で
す
か
ら
、
百
済
系
の
山
城
と
い
う
の
は
当
然
少
な
く
な
っ
て
く
る
と
閉
ゅ
う
の
で
す
。
だ
か
ら
新
羅
の
も
の
が
多
い

の
は
当
た
り
前
で
、
そ
れ
だ
け
の
も
の
が
あ
る
中
で
全
国
的
な
調
査
と
い
う
の
も
こ
の
山
城
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
難

し
い
。
ど
ん
な
城
が
出
て
く
る
か
と
い
う
の
も
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
調
査
が
終
わ
っ
た
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も
の
か
ら
、
赤
司
さ
ん
の
よ
う
に
拾
い
上
げ
て
い
っ
て
、
比
較
な
ど
を
や
っ
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
。
私
な

ん
か
は
典
型
的
な
も
の
と
か
、
あ
る
限
定
し
た
と
こ
ろ
で
少
し
別
の
視
点
か
ら
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
と
言
っ
た
く
ら
い

の
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
地
道
な
研
究
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
け
ど
。

藤
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
赤
司
さ
ん
も
、
日
本
に
残
っ
て
い
る
古
代
山
城
の
万
が
百
済
の
古
代
山
城
の

あ
り
方
を
よ
く
示
し
て
お
り
、
百
済
の
山
城
に
は
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
手
が
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
主
に
は
考
古
学
的
な
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
の
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
一
二
番
目
の
テ
!
マ
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
西
さ
ん
の
ご
講
演
に
は
城
柵
と
仏
像
あ
る
い
は
仏
教
と
い

う
お
話
、
が
あ
り
ま
し
た
し
、
あ
る
い
は
赤
司
さ
ん
の
お
話
の
中
に
も
貯
水
池
か
ら
綴
物
の
祭
杷
遺
物
、
が
出
て
く
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
貯
水
池
の
性
格
は
農
業
用
の
た
め
池
な
の
か
、
山
城
に
特
化
し
た
貯
木
場
な
の
か
ま
だ
わ
か

ら
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
、
確
か
に
城
柵
と
仏
教
、
神
器
と
い
う
も
の
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
城
と
仏
教
・
祭
犯
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
今
度
は
大
西
さ
ん
の
方
か
ら
口
火
を
切
っ
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
鞠
智
城
で
ど
う
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

西
一
私
も
何
故
、
貯
水
池
か
ら
出
て
き
た
の
か
な
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
確
認
で
き
て
い
る
の
は
、
鹿
児
島
や
熊
本

か
ら
で
て
き
た
仏
像
は
初
期
の
観
音
菩
薩
で
、
い
ず
れ
も
百
済
系
の
仏
像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
築
城
に
関
わ
っ

た
百
済
系
の
技
術
者
で
す
が
、
将
軍
と
い
う
よ
り
は
ど
こ
に
山
城
を
造
っ
た
ら
良
い
か
を
考
え
る
、
な
か
で
も
地
形
を

利
用
し
て
ど
こ
に
水
が
確
保
で
き
る
か
、
そ
れ
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
た
だ
連
れ
て
来
ら
れ
て
、
こ

こ
に
山
城
を
造
っ
て
と
一
一
日
わ
れ
で
も
、
先
ほ
ど
狩
野
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
み
た
い
に
地
の
者
が
関
わ
ら
な
け
れ
ば
地

理
も
地
形
も
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
し
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
ど
こ
に
造
れ
ば
番
良
い
か
を
指
導
す
る
こ
と
に
あ
っ

佐大
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た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
陽
物
で
す
が
、
ょ
う
も
つ
?
ょ
う
ぶ
つ
と
読
む
の
で
す
か
?
私
な
ん
か
男
根
な
の

で
す
け
ど
、
そ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
が
、
仏
教
を
広
め
て
い
く
と
い
う
面
で
は
、

当
然
、
侵
攻
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
に
仏
教
を
広
め
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
仏
像
も
必
要
、
僧
侶
も
、
必
要
と
い
う
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
佐
藤
先
生
の
専
門
だ
と
思
い
ま
す
が
、
隼
人
な
ど
を
攻
め
て
い
く
時

に
神
社
に
祈
願
し
、
そ
の
力
を
借
り
遂
に
平
ら
げ
る
と
い
っ
た
記
録
、
か
出
て
き
ま
す
よ
ね
。
あ
れ
は
確
か
大
宰
府
が
所

管
す
る
神
社
が
九
社
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
。
神
仏
一
体
と
な
っ
た
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
伊
勢
神
宮
が
出
来
た
後

の
日
本
で
は
起
き
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

か
ん
づ
か
さ

藤
一
律
令
国
家
は
中
央
の
官
庁
で
も
、
神
祇
官
と
太
政
官
の
二
つ
の
セ
ッ
ト
で
あ
り
ま
す
し
、
大
宰
府
に
も
神
可
と
い
う

役
所
が
ち
ゃ
ん
と
霞
か
れ
て
行
政
と
神
祇
紙
、
か
一
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
宰
府
に
は
観
世
音
寺
が
置
か
れ
て
、
都
に

も
も
ち
ろ
ん
南
都
七
大
寺
の
よ
う
な
立
派
な
お
寺
が
留
家
的
に
営
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
律
令
国
家
と
出
家
仏
教
も

セ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
七
世
紀
前
半
で
も
、
最
初
の
勅
願
寺
と
い
わ
れ
て
い
る
百
済
大
寺
は
百
済
の
宮
と
い
う
王
宮

と
一
緒
に
セ
ッ
ト
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
北
の
城
櫛
の
場
合
は
、
陸
奥
側
で
一
番
最
初
に
築
か
れ
た
の
が
仙
台
市
の

郡
山
遺
跡
で
す
が
、
こ
れ
は
最
初
の
段
階
に
は
な
い
の
で
す
が
、
二
期
に
な
る
と
郡
山
廃
寺
が
で
き
て
寺
と
城
柵
が
セ

ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
九
州
の
古
代
山
城
の
場
合
で
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

気
も
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
?
赤
司
さ
ん
、
城
柵
と
仏
教
系
の
遺
物
、
あ
る
い
は
神
祇
神
祇
、

祭
記
遺
跡
と
の
関
係
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
?

一
一
叫
一
私
は
神
箆
石
神
域
説
が
明
治
時
代
に
唱
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
山
城
の
機
能
と
し
て
そ
の
見
方
を
決
し
て
否
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
大
野
城
で
も
八
世
紀
に
入
っ
た
ら
新
羅
調
伏
の
た
め
に
四
王
院
を
設
罷
し
ま
す
。
兜
践

赤
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昆
沙
問
で
す
と
か
、
持
国
天
で
す
と
か
そ
う
い
っ
た
仏
像
を
四
方
に
配
置
し
ま
す
。
だ
か
ら
四
王
寺
山
と
い
う
現
在
の

山
の
名
前
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
す
。
神
仏
の
神
威
に
よ
っ
て
敵
国
を
討
と
う
と
し
た
の
で
す
。
同
じ
よ
う
に
高
良
山
神

籍
石
と
い
う
山
城
、
か
あ
り
、
現
在
高
良
大
社
、
か
和
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
祭
神
の
一
人
が
住
吉
の
神
様
で
す
。
ま
た
、
御

所
ヶ
谷
神
緩
石
の
近
く
に
住
吉
池
と
い
う
地
名
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
吉
神
は
神
功
皇
后
が
渡
海
す
る
際
に
守
護
し

た
と
い
う
神
様
で
す
。
戦
に
際
し
て
、
音
は
人
が
行
く
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
神
様
が
行
き
、
そ
の
後
に
人
が
つ
い
て
行

く
の
で
・
当
然
に
し
て
切
り
離
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
古
代
山
城
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
海
の
神
様
が
杷
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
や
は
り
こ
れ
は
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
仏
様
も
そ
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
鞠
智
城
の
八
角
形
建
物
も
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
考
古
学
的
に
は
あ
の
エ
リ
ア
は
倉

庫
建
物
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
倉
で
は
な
い
か
と
一
一
一
一
口
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
文
献
記
録
に
は
倉
の
種
類
に
八

面
の
倉
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
関
東
地
方
で
八
角
形
の
倉
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
あ
れ
も
倉
だ
と
一
一
一
一
日
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
建
築
史
的
に
は
八
角
建
物
の
中
心
に
柱
穴
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
心
柱
以

外
の
何
者
で
も
な
い
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
塔
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
現
在
、
鼓
楼
と
し
て
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
塔
の
可
能
性
と
い
う
、
仏
教
的
な
影
響
も
考
え
て
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
鞠
智
城
の
時
期
変
遷
の
中
で
塔
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
再
度
考
え
た
方
、
か

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

藤
一
は
い
、
狩
野
さ
ん
、
そ
の
続
き
で
お
話
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

野
一
一
塔
で
す
か
?
あ
ん
な
真
ん
中
に
塔
を
造
る
か
な
あ
。
そ
こ
ま
で
は
考
え
が
全
然
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
。
さ
っ

き
の
大
西
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
い
て
ね
、
や
は
り
何
か
こ
う
、
戦
争
が
は
じ
ま
る
か
も
し
れ
な
い
恐
怖
感
と
か
何
か
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そ
う
い
う
も
の
だ
け
で
山
城
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
は
少
し
あ
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
も
の
を
信

仰
と
い
う
問
題
を
通
じ
て
ね
、
人
の
気
持
ち
を
少
し
和
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
つ
で
あ
る
だ
ろ
う
し
。
し
か
し
、
そ
う

い
う
仏
教
信
仰
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
一
般
の
人
々
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
豪
族
ク
ラ
ス
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
人
た

ち
と
い
う
ふ
う
に
限
定
し
て
考
え
る
の
は
お
か
し
い
の
で
し
ょ
う
か
、
大
西
さ
ん
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
広
め
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
た
方
、
か
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

間
一
仏
塔
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
仏
教
を
考
え
る
と
き
に
私
が
気
に
な
る
の
は
、
天
武
天
皇
亡
き
後
の
持

か
く
む
そ
う

統
天
皇
の
存
在
で
す
。
あ
れ
は
確
か
六
六

0
年
代
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
唐
使
の
郭
務
保
と
い
う
人
物
が
度
々

吋
書
紀
』
に
出
て
き
ま
す
。
こ
の
人
物
に
関
わ
る
記
事
も
重
複
し
て
出
て
く
る
の
で
す
が
、
天
智
天
皇
の
容
態
が
悪
い

と
い
う
の
で
仏
像
つ
ま
り
阿
弥
陀
を
持
っ
て
来
る
の
で
す
。
こ
れ
が
繍
仏
(
刺
繍
で
で
き
た
仏
像
)
な
の
か
描
い
た
も

の
な
の
か
、
仏
像
の
素
材
に
つ
い
て
は
何
も
書
い
て
な
い
の
で
す
。
し
か
も
壬
申
の
乱
の
混
乱
も
あ
っ
て
、
天
武
が
却

位
し
た
後
も
郭
務
係
、
か
持
っ
て
き
た
こ
と
は
分
っ
て
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
大
宰
府
に
留
め
置
か
れ
て
し
ま
う
。
面
白
い

こ
と
に
は
中
央
(
皇
室
内
部
)
で
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
て
、
今
度
は
天
武
が
亡
く
な
っ
た
後
、
持
統
、
か
一
天
武

の
た
め
に
薬
師
寺
に
で
か
い
線
仏
を
造
る
こ
と
を
発
願
、
そ
の
参
考
に
し
た
い
と
い
っ
て
大
宰
府
に
届
け
さ
せ
る
の
で

く
だ
ら
お
お
で
ら

す
。
薬
師
寺
と
い
え
ば
勅
願
寺
(
天
皇
の
発
搬
に
よ
っ
て
で
き
た
寺
)
で
す
。
百
済
大
寺
に
次
い
で
、
飛
鳥
の
藤
原
宮

に
で
き
た
の
が
薬
邸
寺
で
す
。
天
皇
の
詔
と
い
う
か
発
願
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う
の
は
大
変
な
も
の
で
、
法
降

寺
と
い
え
ど
も
天
皇
で
な
い
者
の
手
で
造
ら
れ
た
寺
と
は
画
然
た
る
格
差
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
大
官
大
寺
(
諸

寺
を
管
理
す
る
寺
)
の
よ
う
な
寺
、
か
出
来
て
、
寺
や
僧
侶
も
き
ち
ん
と
制
度
化
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
、
そ
の
中
で
格
差

も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
持
統
(
天
皇
)
が
阿
多
や
大
隈
に
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仏
教
を
広
め
な
さ
い
と
一
一
一
口
っ
た
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
鹿
児
島
の
吹
上
町
上

回
尻
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
仏
像
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
の
南
薩
摩
市
に
は
今
も
阿
多
と
い
う
地
名
の
釈
も
あ
り

ま
し
て
、
正
に
阿
多
の
中
心
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
燐
が
こ
の
吹
上
町
の
仏
像
が
出
た
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
こ
こ
は

か
つ
て
阿
多
郡
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
正
に
『
書
紀
』
に
出
て
く
る
阿
多
の
地
か
ら
古
代
仏
が
出
て
き
て
い
る
。

持
統
朝
に
な
り
ま
す
と
よ
く
帰
化
系
の
人
が
逃
げ
て
来
た
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
当
は
も
っ
と
前
か
ら
百
済
の
人

達
が
た
く
さ
ん
や
っ
て
来
て
い
る
の
で
す
が
、
持
統
朝
に
な
る
と
新
羅
の
人
が
大
勢
ま
と
ま
っ
て
来
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
僧
侶
も
た
く
さ
ん
や
っ
て
来
て
い
る
。
あ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
、
新
羅
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
た
か
ら
新

羅
人
と
し
て
や
っ
て
来
る
の
で
あ
っ
て
、
実
態
は
ほ
と
ん
ど
百
済
と
か
高
句
麗
の
人
だ
と
思
い
ま
す
。
当
然
、
そ
う
い

う
人
達
、
が
ま
ず
や
っ
て
来
る
の
は
九
州
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
新
関
地
の
蝦
夷
と
か
薩
摩
の
地
方
に
仏
教
を

広
め
る
時
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
真
っ
先
に
と
は
一
一
一
一
口
い
ま
せ
ん
よ
。
で
も
そ
う
い
う
人
達
も
、
仏

教
回
閣
を
拡
大
す
る
こ
と
に
は
大
い
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
社
会
の
中
で

そ
う
し
た
人
材
を
活
か
し
て
い
く
と
い
う
点
で
は
、
非
常
に
い
い
方
法
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
気
は
し
ま
す
ね
。

藤
一
そ
の
辺
り
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
で
も
白
鳳
寺
院
の
遺
跡
も
あ
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
う
い
う
も
の
の
展
開
と
鞠

智
城
、
か
ど
う
リ
ン
ク
し
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
ま
だ
課
題
だ
と
い
う
気
、
か
い
た
し
ま
す
。
時
間
の
こ
と

を
気
に
し
て
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
最
後
に
四
つ
め
の
鞠
智
城
造
営
の
目
的
と
い
う
テ

I
マ
に
移
り
ま
し
ょ
う
。
今

日
の
お
話
の
中
で
は
あ
ま
り
対
外
的
な
最
前
線
と
し
て
の
鞠
智
城
と
い
う
性
格
の
指
摘
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
大
野
城
と
か
基
贈
城
の
兵
枯
基
地
と
し
て
の
鞠
智
城
の
あ
り
方
、
あ
る
い
は
南
の
隼
人
世
界
へ
の
前
線
と
し
て
の

鞠
智
城
の
あ
り
方
と
い
う
お
話
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
近
、
狩
野
さ
ん
が
関
係
な
さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
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岡
山
県
の
鬼
ノ
城
で
は
、
築
城
時
代
が
少
し
後
ろ
に
ズ
レ
て
、
天
武
天
皇
時
代
の
関
内
支
配
の
た
め
の
山
城
で
は
な
い

か
と
い
う
話
が
あ
る
と
、
先
日
新
開
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
私
は
対
外
的
・
国
内
的
と

い
っ
た
機
能
、
か
重
層
的
に
あ
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
築
城
の
目
的
に
つ
い
て
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

狩
野
さ
ん
か
ら
今
日
阿
蘇
山
と
の
関
係
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
て
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
け
ど
、
鞠

智
城
の
立
地
条
件
か
ら
の
理
解
に
も
ふ
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
三
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
に
順
番
に
お
話

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
赤
司
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

司
…
で
は
、
簡
単
に
述
べ
ま
す
。
鞠
智
械
の
名
前
、
が
天
智
朝
期
に
現
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
白
村
江
敗
戦
後
の
戦
略
は
、

海
浜
部
に
防
人
を
配
置
し
て
、
内
陸
に
山
城
を
築
く
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
こ
れ
は
蒙
古
襲
来
の
特
に
博
多
沿
岸
に

防
塁
を
築
い
て
こ
こ
で
蒙
古
箪
と
戦
っ
た
よ
う
に
、
や
は
り
本
来
は
第
一
次
に
は
海
浜
部
で
敵
を
迎
え
討
つ
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
特
に
内
陸
の
山
城
に
立
て
こ
も
る
と
い
う
戦
略
で
す
。
当
時
、
朝
廷
が
九
州

を
ど
う
い
う
ふ
う
に
見
て
い
た
か
と
い
う
の
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
九
州
に
関
し
て
は
武
器
生
産
を

禁
じ
て
い
ま
す
。
当
時
の
九
州
は
筑
紫
君
磐
井
の
反
乱
伝
承
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
新
羅
と
手
を
結
ぶ
な
ど
、
ヤ
マ
ト
か

ら
は
信
用
さ
れ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。
九
州
に
対
外
的
な
紡
衛
の
前
線
を
置
く
に
し
て
も
、
九
州
の
地
域
そ
の
も
の
を

掌
握
す
る
必
要
も
同
時
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
内
外
と
も
に
対
応
す
る
と
い
う
点
で
は
鞠
智
城
も
、
大
野
城
・
基

緯
城
と
一
一
連
の
中
で
築
か
れ
た
と
は
思
い
ま
す
が
。
こ
の
鞠
智
城
が
直
接
有
明
海
を
見
て
い
た
の
か
と
一
一
一
一
口
わ
れ
た
時
に

は
、
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
は
や
は
り
当
時
の
ル
!
ト
と
し
て
は
玄
界
灘
ル
ー
ト
が
メ
イ
ン
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
わ
け
で
し
て
。
鞠
智
城
は
当
時
の
、
九
州
の
中
で
の
、
九
州
そ
の
も
の
が
辺
境
で
あ
り
ま
す
け
ど
、
辺
境

の
中
の
さ
ら
に
辺
境
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
置
か
れ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
し
。
や
は
り
阿
蘇
、
阿
蘇
の
話
が
出
て
き
ま
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狩佐

し
た
が
、
阿
蘇
を
通
じ
て
日
向
に
向
か
う
そ
の
道
と
い
う
こ
と
が
や
は
り
大
事
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
か
ら
立
地

で
ま
た
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
け
ど
、
こ
の
平
間
一
地
を
選
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
や
は
り
兵
枯
基
地
と
し
て
の
、
集
積

地
と
し
て
の
意
味
を
強
く
持
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
の
が
私
の
意
見
で
ご
ざ
い
ま
す
。

藤
一
で
は
、
狩
野
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

野
一
そ
れ
は
や
は
り
、
有
明
海
側
か
ら
の
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
鞠
智
城
に
は
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
大
野
、
基
疑
、
鞠
知
日
城
の
三
つ
の
城
に
大
宰
府
が
当
初
期
待
し
た
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
三
つ

並
べ
て
言
っ
て
い
る
時
に
鞠
智
城
に
期
待
し
た
も
の
は
肥
後
の
経
済
力
と
い
い
ま
す
か
ね
、
水
田
の
開
発
力
と
い
う
の

が
一
番
で
す
か
ら
ね
。
肥
後
の
国
は
、
問
ん
ぼ
の
面
積
に
し
て
、
大
和
や
河
内
の
水
田
面
積
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

く
ら
い
大
き
い
で
す
よ
。
大
宰
府
が
期
待
し
た
も
の
と
い
っ
た
ら
や
は
り
肥
後
の
国
が
持
っ
て
い
る
経
済
力
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
さ
っ
き
赤
司
さ
ん
の
お
話
に
も
大
野
城
に
整
然
た
る
倉
庫
が
あ
る
と
い
う
お
話
、
か
あ
っ
て
、
鞠
智
城

の
も
の
は
自
由
な
配
置
に
な
っ
て
と
い
う
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
倉
庫
の
数
、
た
っ
て
相
当
な
も
の
で
す
よ
。

そ
し
て
そ
の
不
動
倉
と
い
う
も
の
は
も
ち
ろ
ん
大
野
城
に
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
文
献
に
出
て
く
る
不
動
倉
の

唯
一
の
例
は
鞠
智
城
で
す
よ
。
不
動
倉
が
焼
け
た
っ
て
い
う
記
事
が
出
て
き
ま
す
で
し
ょ
う
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
ね
。

そ
う
い
う
も
の
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
た
鞠
智
城
に
期
待
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
阿
蘇

ふ
た
え

と
の
関
係
を
言
明
っ
と
、
二
重
の
馬
の
牧
(
牧
場
)
で
す
よ
。
阿
蘇
に
行
く
二
重
峠
の
近
く
に
あ
る
牧
で
す
。
そ
こ
の
馬

の
牧
は
も
の
す
ご
く
上
等
な
馬
が
と
れ
、
そ
れ
を
ま
ず
朝
廷
に
献
上
し
、
し
か
る
後
、
余
り
は
大
宰
府
及
び
九
州
の
闘

で
使
え
と
い
う
記
事
が
わ
ざ
わ
ざ
延
喜
式
の
兵
部
式
に
出
て
く
る
の
で
す
よ
。
一
条
を
割
い
て
。
で
す
か
ら
こ
れ
も
鞠

智
城
の
兵
枯
基
地
的
性
格
を
あ
ら
わ
す
一
つ
と
考
え
ま
す
け
ど
、
潟
を
訓
練
す
る
場
所
が
鞠
智
城
の
中
に
も
あ
っ
て
そ
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佐

う
い
う
も
の
も
含
め
て
大
宰
府
は
鞠
智
城
に
期
待
し
た
の
で
は
な
い
か
。
以
上
で
す
。

藤
一
肥
後
国
は
古
代
の
西
海
道
に
お
け
る
最
大
の
大
国
だ
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
で
す
ね
。
ま
た
、
岡
山
の
鬼
ノ
城
な
ど

も
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
と
こ
ろ
で
は
な
く
て
、
少
し
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
生
産
地
を
後
ろ
か
ら
こ
う
陣
観
す
る
よ
う
な

場
所
に
あ
り
ま
す
ね
。
だ
か
ら
鞠
智
城
も
そ
う
い
う
性
格
が
あ
る
の
か
な
と
私
も
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
大
西
さ

ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

西
二
目
的
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、
今
日
の
話
で
は
た
ま
た
ま
鹿
児
島
か
ら
仏
像
、
か
出
て
、
そ
れ
が
阿

多
の
地
で
あ
る
。
仏
像
の
年
代
も
古
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
律
令
制
が
及
ん
で
い
く
時
に
仏
教
も

伝
え
ら
れ
仏
教
関
も
広
が
っ
て
い
く
、
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
も
し
そ
の
こ
と
と
強
い
て
関
連
さ
せ
る
と
す

れ
ば
、
何
故
に
文
武
二
年
(
六
九
八
)
の
と
こ
ろ
で
鞠
智
城
の
名
前
、
か
突
如
出
て
く
る
の
か
、
し
か
も
大
野
、
基
嫁
、

鞠
智
と
三
つ
並
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
の
二
つ
は
少
な
く
と
も
北
の
防
衛
拠
点
と
し
て
名
前
が
出
て
く
る
山
城
で
な
い

か
。
そ
れ
ら
と
一
緒
に
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
緒
に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
は
ず
で
、
私
と
し

て
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
考
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
そ
れ
は
や
は
り
鞠
智
城
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
、
あ
げ
ざ
る
を

得
な
い
一
面
を
担
っ
て
い
た
。
し
か
も
そ
れ
は
大
宰
府
の
管
轄
下
で
の
役
割
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
宰
府
の
管
轄
下

で
大
野
、
基
凶
婦
、
鞠
智
と
あ
、
か
つ
て
く
る
時
に
、
考
え
て
み
れ
ば
大
限
、
阿
多
の
ど
ち
ら
に
も
行
け
る
と
こ
ろ
に
鞠
智

城
は
位
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
繋
が
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。
鞠
智
城
の
役
割
に
関
し
後
方
支
援
と
い
う
考
え
が
あ

り
ま
す
が
、
当
初
は
そ
れ
で
い
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
度
は
道
に
裏
か
ら
表
に
な
っ
て
前
面
に
出
て
く
る
。

だ
か
ら
当
然
『
書
紀
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
文
武
天
皇
で
す
が
、
草
壁
皇
子
の
子
す
な
わ

ち
持
統
の
孫
に
あ
た
り
ま
ず
か
ら
、
当
然
、
持
統
か
ら
発
せ
ら
れ
た
詔
を
、
孫
と
し
て
は
実
現
し
て
い
き
た
い
と
い
う

大
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1守

意
欲
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
た
ま
た
ま
こ
の
持
統
の
詔
を
取
り
上
げ
、
鞠
智
城
の
新
た
な
役
割
と

し
て
考
え
て
み
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
鞠
智
城
は
兵
拾
墓
地
で
い
い
の
で
す
け
れ
ど
、
こ
の
詔
に
よ
っ
て
仏
教
を
広
め

て
い
く
こ
と
が
大
宰
府
の
役
割
と
し
て
大
き
く
な
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

野
一
今
ね
、
大
西
さ
ん
が
言
っ
た
こ
と
に
関
連
し
て
一
一
一
一
日
。
鞠
智
城
は
一
二

O
O年
も
続
く
わ
け
で
す
か
ら
、
城
を
ど
う
活

用
す
る
か
は
、
そ
の
時
々
の
政
治
情
勢
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
ず
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
当
然
持
っ
た
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
私
が
最
初
に
申
し
上
げ
た
の
は
、
当
初
に
造
っ
た
と
き
の
鞠
智
城
に
大
宰
府
が
期
待
し
た
も
の
は
何

だ
っ
た
の
か
と
い
う
観
点
で
、
あ
ん
な
こ
と
を
申
し
ま
し
た
。

藤
一
も
う
時
間
が
過
ぎ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
た
ち
の
話
に
よ

つ
で
も
、
鞠
智
城
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
今
回
の
報
告
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
発
掘
調
査
成
果
が
あ
が
っ
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
元
に
し
て
も
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
こ
れ
か
ら
有
り
う
る
。
さ
ら
に
調
査
は
こ
れ
か
ら

も
続
く
し
、
本
当
の
意
味
で
の
解
明
は
ま
だ
ず
っ
と
続
く
課
題
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
は
別
に
、
史
跡

と
し
て
保
存
し
て
活
用
し
て
い
く
と
い
う
仕
事
は
そ
れ
な
り
に
続
け
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
熊
本

県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
い
っ
た
発
掘
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
本
や
報
告
書
だ
け
で
な
く
、
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
作
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
の
聞
い
て
お
り
ま
す
範
聞
で
は
、
今
年
は
若
手
研
究
者
に
研
究
助
成
の

制
度
を
作
ら
れ
て
、
全
国
に
研
究
を
公
募
し
た
ら
五
件
採
用
の
つ
も
り
が
四

O
件
も
の
若
手
研
者
の
、
若
手
と
い
う
の

は
四

O
歳
以
下
だ
そ
う
で
す
け
ど
、
鞠
知
日
城
に
関
す
る
こ
う
い
う
研
究
を
し
た
い
の
で
研
究
助
成
を
欲
し
い
と
い
う
応

募
が
あ
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
研
究
成
果
も
こ
れ
か
ら
ま
た
公
表
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
後
、
来
月
に
九
州
国
立
博
物
館
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
だ
ま
だ
鞠
智
城
か
ら
日
が

佐
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離
せ
な
い
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
て
、
拙
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!
の
任
務
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
時

聞
を
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
て
ど
う
も
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
は
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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福
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城
の
歴
史
を
探
る
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一
.
開
催
日
時
等

臼
時
一
平
成
二
四
年
九
月
二
二
日
(
土
・
祝
)
午
後

O
時
三

O
ハ刀

1
午
後
五
時

場
一
九
州
国
立
博
物
館
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
ホ
!
ル

福
岡
県
太
宰
府
市
石
坂
田
i

七
l

二

催
…
熊
本
県
、
熊
本
県
教
育
委
員
会

催
一
九
州
国
立
博
物
館
、
熊
本
県
文
化
財
保
護
協
会

ム一品
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鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
鞠
智
城
|
古
代
山
城
の
歴
史
を
探
る

主並ハ

ニ
.
講
演
等
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
記
録
)

・
あ
い
さ
つ

・
報
告
「
最
新
調
査
成
果
報
告
」
(
熊
本
会
場
に
収
録
)

矢
野
裕
介
(
熊
本
県
教
育
委
員
会
歴
史
公
園
鞠
智
城
温
故
創
生
館
参
事
)



-
講
演
二

「
鞠
智
城
の
創
設
に
つ
い
て
」

小
田
富
士
雄
(
福
岡
大
学
名
誉
教
授
)

「
東
ア
ジ
ア
史
か
ら
み
た
鞠
智
城
」

石
井
正
敏
(
中
央
大
学
教
授
)

「
地
方
官
街
と
鞠
智
城
」

坂
井
秀
弥
(
奈
良
大
学
教
授
)

.
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

-
講
演

-
講
演
三コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!

佐
藤
信
(
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
)

小
田
富
士
雄
(
福
岡
大
学
名
誉
教
授
)

石
井
正
敏
(
中
央
大
学
教
授
)

坂
井
秀
弥
(
奈
良
大
学
教
授
)

パ
ネ
リ
ス
ト
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-
主
催
者
あ
い
さ
つ

鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
鞠
智
城
i

古
代
山
城
の
歴
史
を
採
る
」
に
多
数
の
皆
様
に
御
参
加
い
た
だ
き
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
会
場
が
満
員
の
た
め
、
加
点
目
半
で
モ
ニ
タ
ー
視
臓
制
さ
れ
て
い
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ

と
で
、
鞠
智
城
へ
の
関
心
の
高
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
功
に
導
い

て
く
だ
さ
っ
た
九
州
国
立
博
物
館
及
び
関
係
者
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
出
'
し
上
げ
ま
す
。

鞠
知
日
城
に
関
し
て
三
点
申
し
上
げ
ま
す
。
一
番
ロ
は
、
日
本
史
の
中
に
お
け
る
鞠
智
城
の
面
白
さ
で
す
。
臼
村
江
の
敗
戦
に

よ
っ
て
新
羅
と
唐
の
軍
隊
、
か
日
本
に
押
し
寄
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
に
鞠
智
城
、
か
造
ら
れ
た
と
一
一
一
一
口

わ
れ
て
い
ま
す
。
結
果
的
に
は
、
新
羅
と
唐
の
箪
隊
は
押
し
寄
せ
て
来
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
三

O
O年
も
鞠
智
城

が
存
続
し
た
の
か
が
大
き
な
疑
問
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
本
日
、
矢
野
さ
ん
の
報
告
が
あ
り
ま
す
が
、
二
つ
の
こ
と

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
第
一
期
日
は
新
羅
・
唐
に
対
す
る
防
衛
、
そ
し
て
2
期
日
は
食
糧
の
墓
地
と
し
て
使
わ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
石
井
先
生
は
、
二
期
日
は
新
羅
や
腐
の
海
賊
に
対
す
る
備
え
で
は
な
い
か
と

い
う
異
な
る
議
論
を
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
古
代
史
は
、
様
々
な
疑
問
、
が
出
て
き
て
、
様
々
な
好
奇
心
に
富
む

説
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
日
本
史
に
お
け
る
鞠
智
城
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
議
論
、
好
奇
心
を
呼
び
込
ん
で
い
く

の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
は
な
い

か
と
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
番
目
は
、
個
人
史
の
中
に
お
け
る
鞠
智
城
で
す
。
私
は
、
鞠
智
城
か
ら
一
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
る
山
鹿
市
の
鹿
本
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町
庄
と
い
う
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
最
初
の
鞠
智
城
と
の
出
会
い
は
、
私
の
母
が
米
原
長
者
伝
説
の
中
の
焼
き
米
を
持
っ

て
来
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
昔
、
こ
こ
に
米
原
長
者
が
い
て
、
田
植
え
が
間
に
合
わ
な
い
の
で
日
の
岡
山
か
ら
天
道
さ
ん
を
呼

び
返
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
怒
っ
た
天
道
さ
ん
が
米
の
倉
庫
を
焼
き
尽
く
し
た
。
そ
の
焼
い
た
米
の
跡
、
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
考
古
学
に
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
鹿
本
高
校
在
学
中
は
原
口
先
生
の
も
と
で
考
古
、
学
を
学

び
、
高
校
を
卒
業
し
た
一
一
年
後
の
昭
和
四
二
年
に
鞠
智
城
の
発
掘
が
始
ま
り
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
鞠
智
城

に
興
味
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
熊
本
県
知
事
の
役
割
の
一
つ
に
韓
国
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
韓
国
に
行
っ
た
と
き

に
、
「
私
は
鞠
智
城
の
麓
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
白
村
江
の
戦
い
の
後
、
多
く
の
百
済
の
亡
命
貴
族
・
宮
僚
が
来
て
、

鞠
智
城
を
造
っ
た
。
百
済
の
貴
族
が
身
に
つ
け
て
い
た
持
仏
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
私
も
百
済
貴
族
の
子

孫
か
も
し
れ
ま
せ
ん
い
と
一
一
一
一
口
う
と
、
み
ん
な
温
か
く
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
考
古
学
を
勉
強
し
、
鞠
智
城
の
近
く

に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
、
知
事
と
な
っ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

三
番
目
は
、
何
よ
り
も
こ
の
鞠
智
城
は
現
代
に
建
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
七
世
紀
に
造
ら
れ
た
鞠
智
城
は

一一一

O
O年
存
続
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
急
に
昭
和
四

0
年
代
か
ら
鞠
智
城
、
か
建
っ
て
き
ま
す
。

皆
、
忘
れ
た
と
こ
ろ
に
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
し
た
人
が
、
次
に
挨
拶
を
さ
れ
る
古
関
三
博
先
生
で
す
。
古
関
先
生
が
鞠
智
城
の
問
題

の
ス
イ
ッ
チ
を
押
さ
れ
、
今
は
熊
本
中
が
鞠
智
城
に
と
て
も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
福
岡
で
も
鞠
智
城

の
関
心
が
と
て
も
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
議
会
議
員
、
そ
し
て
自
民
党
県
連
会
長
と
し
て
鞠
智
城
の
問
題
に
関
心
を

持
ち
続
け
て
こ
ら
れ
た
古
関
三
博
先
生
に
、
知
事
と
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
三
月
に
、
そ
の
集

大
成
と
も
い
う
べ
き
「
総
合
報
告
書
」
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
報
告
書
を
見
ま
す
と
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
学
術

的
な
報
告
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
鞠
智
城
に
関
す
る
情
報
が
日
韓
関
係
に
将
来
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
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は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
こ
の
鞠
智
城
の
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
大
成
功
で
終
わ
り
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
鞠
智
城
が
九
州
全
体
、
そ
し
て
八
王
国
の
好
奇

心
と
関
心
を
呼
び
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
延
々
と
鞠
智
城
の
こ
と
を
知
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
一

四
年
九
月
二
二
日

熊
本
県
知
事

蒲

郁

夫

島
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本
日
は
、
講
師
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
に
御
来
場
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
閣
の
正
史
、
「
陪
畳
一
回
倭
国
伝
」
に
古
代
日
本
列
島
の
記
録
の
中
に
阿
蘇
山
、
が
た
だ
一
つ
出
て
ま
い
り
ま
す
。
阿
蘇
山
の
外

輪
、
深
葉
山
を
水
、
源
と
し
て
間
流
し
、
延
長
七
一
キ
ロ
の
一
級
河
川
・
菊
池
川
が
有
明
海
に
注
い
で
い
ま
す
が
、
鞠
智
城
は
菊

池
川
の
河
口
ま
で
四

0
キ
ロ
の
中
流
域
に
、
山
鹿
市
を
中
心
に
一
部
が
菊
池
市
に
か
か
る
中
心
標
高
一
四
五
メ
ー
ト
ル
、
北
緯

三
三
度

0
分
四
・
六
回
秒
、
東
経
一
一
一
一

O
度
四
七
分
一
九
・
七
六
秒
の
丘
陵
地
帯
に
あ
り
ま
す
。
太
宰
府
か
ら
直
線
距
離
で

約
六
二
キ
ロ
の
地
点
に
築
か
れ
た
古
代
山
城
で
あ
り
ま
す
。
菊
池
川
は
肥
沃
な
菊
池
平
野
、
玉
名
平
野
を
育
み
地
域
面
積
は

九
九
六
平
方
キ
ロ
も
あ
り
、
こ
こ
で
生
活
を
営
ん
だ
先
人
の
遺
跡
は
チ
ブ
サ
ン
や
弁
慶
ケ
穴
の
装
飾
古
墳
と
し
て
、
光
苦
を
放

っ
て
お
り
ま
す
。
全
国
六
六

O
を
数
え
る
装
飾
古
墳
の
う
ち
、
熊
本
県
に
は
三
分
の
一
に
あ
た
る
一
九
六
基
が
所
在
し
て
お
り

ま
す
。
う
ち
六
割
の
一
一
七
基
が
菊
池
川
流
域
に
集
束
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
河
口
か
ら
一
四
キ
ロ
上
流
の
清
原
台
地
に

江
田
船
山
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
銀
象
械
の
大
万
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
出
土
品
は
点
数
で
は
な
く
件
数
で
登
録
さ
れ
て
お
り
、

九
二
件
す
べ
て
が
国
宝
で
す
。
金
製
、
金
銅
製
の
装
身
具
、
冠
制
畑
、
道
、
沓
、
帯
、
金
の
耳
飾
は
百
済
製
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

金
銅
製
沓
、
金
製
耳
飾
は
、
日
本
に
仏
教
が
も
た
ら
さ
せ
る
以
前
の
百
済
二
十
五
代
武
寧
王
陵
出
土
の
一
郎
葬
品
に
酷
似
し
て
い

ま
す
。
鞠
智
城
は
熊
本
の
北
部
に
位
置
し
て
い
る
ん
で
す
よ
と
、
皆
様
方
に
申
し
上
げ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
今
か
ら
の
先
生

方
の
お
話
を
よ
り
深
く
御
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
鞠
知
日
城
を
温
か
く
取
り
閤
む
菊
池
川
沿
い
の
先
人
の
歴
史
的
背
景
を

敢
え
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

さ
て
、
熊
本
県
で
は
今
年
三
月
に
、
鞠
智
城
跡
の
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
を
改
め
て
見
直
す
べ
く
、
昭
和
四
二
年
度
か
ら
実
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施
し
て
参
り
ま
し
た
発
掘
調
査
の
成
果
を
総
括
す
る
総
合
報
告
書
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
鞠
智
城
跡
で

確
認
さ
れ
た
遺
構
や
出
土
し
た
遺
物
な
ど
か
ら
遺
跡
の
年
代
や
性
格
が
克
明
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
大
宰
府
政
庁
と
の

密
接
な
関
係
も
明
る
み
に
出
す
な
ど
、
研
究
者
の
聞
で
は
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
総
合
報
告
書
で
ま
と
め
ら
れ
た
内
容
を
三
一
口
で
表
現
い
た
し
ま
す
と
、
「
鞠
智
城
は
七
世
紀
後
半
か
ら
一

O
世
紀
中

頃
ま
で
の
約
三

O
O年
の
閥
存
続
し
、
そ
の
三

0
0年
閥
を
五
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
「
続
日
本
紀
」
の
記
述
や
年
代
が
特
定
で
き
る
出
土
瓦
と
の
検
討
比
較
か
ら
六
六
七
年
頃
を
鞠
智
城
が
築
城
さ
れ
た
時

期
と
し
て
推
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
六
七
六
年
に
新
羅
が
朝
鮮
半
島
を
統
一
し
て
安
定
期
に
入
る
と
鞠
智
城
の
軍
事
的
機
能
は

失
わ
れ
、
隼
人
対
策
や
米
な
ど
の
貯
蔵
施
設
の
充
実
と
い
っ
た
城
の
機
能
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
も
大
き

な
成
果
で
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
総
合
報
告
書
」
の
刊
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
最
新
の
知
見
や
情
報
を
も
と
に
、
鞠
智
城
跡
の

歴
史
的
、
文
化
的
側
面
か
ら
検
討
を
深
め
多
く
の
方
々
に
そ
の
価
値
を
再
確
認
し
て
い
だ
た
く
こ
と
を
目
的
と
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
御
出
席
の
先
生
方
に
は
多
角
的
な
観
点
か
ら
多
く
の
貴
重
な
御
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
時
に
九
州
国
立
博
物
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
!
ル
に
お
き
ま
し
て
鞠
智
城
企
画
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
の
鞠
智
城
へ
の
よ
り
温
か
い
御
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
熊
本
の
方
へ
お
見
え
の
際
は
ぜ
ひ
訪
ね
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
だ
た
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
二
四
年
九
月
一
一
二
日

熊
本
県
文
化
財
保
護
協
会

会
長

古

閑

博
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講
演
園田岡闘

鞠
智
城
の
創
設
に
つ
い
て

一
講
演
者
紹
介

一
小
田
富
士
雄
(
お
だ
ふ
じ
お
)

一
九
州
大
学
文
学
部
文
学
部
史
学
科
、
同
大
大
学
院
卒
業
。
九
州
大
学
助
手
、
別
府
大
学
助
教
授
、
北
九
州

一
市
考
古
得
物
館
館
長
を
経
て
、
福
岡
大
学
教
授
。
日
本
考
古
学
協
会
委
員
、
九
州
古
文
化
研
究
会
代
表
、

一
九
州
考
古
学
会
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在
、
福
悶
大
学
名
誉
教
授
、
大
宰
府
史
跡
調
査
研
究
指
導
委
員
会
委

一
員
長
。
専
門
は
考
市
学
。
文
学
博
士
。
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-
講
演

「
鞠
智
城
の
創
設
に
つ
い
て
」

、‘，
E
E
Z
J
 

a
/
 

雄
(
福
回
大
学
名
誉
教
授
)

田

官
回

士

皆
ざ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
口
ハ
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
小
田
で
す
。
私
は
専
門
が
歴
史
考
古
学
の
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
歴

史
考
古
学
と
申
し
ま
す
と
文
献
史
料
だ
と
か
美
術
史
の
資
料
だ
と
か
、
そ
れ
か
ら
考
古
学
の
発
掘
調
査
で
出
て
き
た
成
果
、
そ

う
い
う
よ
う
な
も
の
を
合
わ
せ
て
そ
の
時
代
の
歴
史
と
い
う
の
を
考
え
よ
う
と
い
う
立
場
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
私
の
本
臼

の
資
料
は
資
料
篇
二
七
一
貝
か
ら
四
二
頁
ま
で
で
す
。
図
面
類
を
多
く
つ
け
て
お
き
ま
し
た
が
、
話
の
傾
序
と
し
て
は
二
七
頁
の

方
に
、
鞠
智
城
の
出
現
の
背
景
、
そ
れ
か
ら
二
番
目
に
鞠
智
城
の
構
造
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
番
目
に
大
宰
府
と
の
比
較
と
い

う
も
の
を
挙
げ
て
お
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
二
番
目
の
鞠
智
城
の
構
造
に
つ
き
ま
し
て

a
、
b
、

c
、
d
と
四
つ
あ
げ
て
お

り
ま
す
が
、

a
、
b
は
先
ほ
ど
矢
野
さ
ん
の
方
か
ら
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
新
た
な
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
ま
だ
大
宰
府
と

か
大
野
城
、
基
難
城
と
の
辺
り
の
こ
と
に
つ
い
て
の
比
較
と
い
う
も
の
が
ま
だ
充
分
に
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
臼
は

a
、
b
は
時
間
の
関
係
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
省
略
し
て
、

c
、
d
、
城
門
の
関
係
、
瓦
の
関
係
、
そ
の
辺
り
に
話
を
絞
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
附
図
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
資
料
第
二
七
頁
の
下
に
二
か
ら
、
こ
こ
の

二
、
一
一
一
、
問
、
そ
れ
か
ら
一
六
と
い
う
の
は
二
八
・
二
九
頁
の
左
右
の
方
に
②
、
③
と
つ
け
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
附
図
の
番

号
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
二
六
を
加
え
ま
す
と
全
体
の
ぺ
!
ジ
番
号
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
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一
、
鞠
智
城
出
現
の
背
景

そ
の
中
で
ま
ず
鞠
智
城
、
か
い
つ
出
来
た
の
か
と
い
う
問
題
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
し
て
、
先

ほ
ど
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
鞠
智
城
は
い
つ
出
来
た
か
。
い
つ
築
城
に
取
り
掛
か
っ
た
と
い
う
記
録
が
な
い
わ
け
で
し

て
、
出
来
上
が
っ
て
か
ら
大
野
城
、
基
隷
城
と
一
緒
に
修
理
を
し
た
と
い
う
記
録
、
か
最
初
に
出
て
い
ま
す
。
六
九
八
年
に
出
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
多
分
、
大
野
城
、
基
嫁
城
、
鞠
知
日
城
は
同
じ
時
に
出
来
た
の
で
は
な
い
か
、
さ
ら
に
進

め
て
一
一
八
頁
の
資
料
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
こ
の
中
で
六
六
五
年
に
大
野
城
、
基
緯
城
が
出
来
た
と
い
う
記
録
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
た
ぶ
ん
こ
の
頃
一
緒
に
出
来
た
が
、
鞠
智
城
の
方
は
洩
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
一
言
わ
れ
て
、
大
野

城
、
基
嫁
城
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
だ
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
私
の
方
で
は
、
後
で
ま
た
門
の
構
造
と
か
瓦
と
も

引
っ
か
か
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
ま
ず
最
初
に
一
番
目
の
鞠
智
城
出
現
の
背
景
と
い

う
と
こ
ろ
で

a
西
日
本
紡
衛
体
制
の
整
備
と
い
う
の
は
こ
の
二
八
頁
に
掲
げ
て
お
り

ま
す
山
城
築
城
記
録
の
順
序
が
こ
の
推
移
に
あ
た
る
の
で
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
鞠
智
城

揃
を
含
め
て
こ
う
い
う
も
の
が
出
来
て
く
る
厚
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
の
で
す
。
そ

時
の
場
合
に

b
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
転
換
と
い
う
よ
う
な
話
が
引
っ
掛
か
っ
て
き
ま
す

d
が
、
こ
れ
は
石
井
先
生
の
と
こ
ろ
と
重
複
し
ま
す
の
で
今
回
は
省
略
い
た
し
ま
す
。
結

配
局
こ
の
鞠
智
城
の
築
城
年
代
を
二
八
貨
の
記
録
類
と
併
せ
て
見
ょ
う
と
し
ま
す
と
、
ど

写
う
し
て
も
そ
の
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の
背
景
と
い
う
も
の
が
関
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
、

そ
れ
で
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
ま
で
腕
み
な
が
ら
進
め
な
い
と
こ
の
辺
の
年
代
を
決
め
る
の

が
難
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、
こ
れ
か
ら
話
を
す
る
中
で
私

111講演 1r鞠智城の創設についてJ



の
方
で
推
定
し
た
の
は
六
六
七
年
に
鞠
智
城
の
築
城
、
が
は
じ
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
そ
の

推
定
を
す
る
に
至
っ
た
論
拠
に
つ
い
て
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

西
日
本
防
衛
体
制
の
推
移

と
ぶ
ひ

一
つ
は
、
ま
ず
最
初
に
対
馬
、
壱
岐
、
筑
紫
な
ど
に
防
人
と
燦
を
置
く
、
と
い
う
記
述
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
も
こ
れ

ま
で
何
と
な
く
防
、
す
な
わ
ち
兵
隊
と
い
う
意
味
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
そ
の
後
古
代
史
の
方
で
も
い
ろ
い
ろ
指
摘
が
ご
ざ

い
ま
し
て
、
特
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
北
条
秀
樹
さ
ん
が
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
い
解
説
を
さ
れ
ま
し
た
。
防
と
防
人
、
こ
れ
は

ど
ち
ら
も
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
さ
き
も
り
」
と
読
ま
せ
て
お
る
の
で
す
が
、
防
と
防
人
は
違
う
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
北
条

ぐ
ん
ぼ
う
り
ょ
う

さ
ん
が
典
拠
に
さ
れ
た
の
は
「
軍
防
令
」
に
出
て
く
る
の
で
す
ね
。
軍
紡
令
の
中
で
坊
と
防
人
は
区
別
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
こ
の
場
合
の
防
と
熔
と
い
う
の
は
防
人
を
配
置
す
る
施
設
、
そ
れ
か
ら
燥
の
た
め
の
施
設
を
い
う
の
で
あ

っ
て
ま
だ
こ
の
中
に
は
人
は
含
め
て
い
な
い
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
実
際
に
六
六
四
年
の
記
事
の
時

に
は
兵
隊
と
し
て
の
防
人
は
ま
だ
置
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
次
に
、
そ
れ
か
ら
常
識
で
考
え
ま

す
と
北
の
方
か
ら
攻
め
て
こ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
一
番
に
国
防
の
最
前
線
は
対
馬
の
金
田
城
で
す
。
そ
う
す
る
と
金
田
城
が

近
畿
の
入
り
口
に
あ
り
ま
す
高
安
城
、
そ
れ
か
ら
瀬
戸
内
の
中
に
あ
り
ま
す
屋
嶋
城
、
そ
れ
ら
と
並
ん
で
六
六
七
年
に
出
て
く

る
。
な
ん
で
金
田
城
が
遅
れ
て
出
て
く
る
の
か
と
い
う
の
が
ま
ず
疑
問
の
出
発
点
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
よ
り
さ
か
の

ぼ
っ
て
六
六
五
年
に
大
野
城
、
基
賂
城
、
そ
れ
か
ら
長
門
城
な
ど
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
こ
の
時
に
ど
う
し
て
金
田
城
が
出

て
こ
な
い
の
か
、
ど
う
し
て
遅
れ
て
出
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
辺
の
問
題
に
な
り
ま
す
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る

東
ア
ジ
ア
の
情
勢
と
い
う
も
の
を
考
え
な
い
と
そ
の
あ
た
り
の
謎
が
解
け
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
実
は
こ
の
後
の
石
井
先
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生
の
と
こ
ろ
で
触
れ
ら
れ
る
の
か
な
あ
と
思
っ
て
実
は
資
料
を
外
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
六
六
四
年
に
ま
ず
対
馬
、
壱
岐
に
こ

の
防
人
の
施
設
を
設
け
た
と
か
、
筑
紫
の
国
に
造
っ
た
。
そ
れ
か
ら
同
じ
年
に
水
城
を
造
っ
た
と
い
う
記
事
が
ま
ず
最
初
に
出

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
は
同
じ
年
に
既
に
百
済
を
平
定
し
て
百
済
に
駐
在
し
て
い
た
中
国
唐
の
将
箪
が
、
こ
れ
は
後
々
ま
で
出

て
く
る
人
物
で
郭
務
綜
と
い
う
人
で
す
が
、
そ
の
後
も
郭
務
綜
と
い
う
人
物
を
派
遣
し
て
ま
い
り
ま
す
。
室
町
時
代
に
出
来
た

ぜ
ん
り
ん
こ
く
ほ
う
き

『
善
隣
国
宝
記
』
と
い
う
書
物
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
『
海
外
国
記
』
と
い
う
書
物
が
あ
っ
た
ら
し
く
て
、
そ
れ
を
引

用
し
て
こ
の
時
の
様
子
が
細
か
く
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
当
時
の
原
文
な
ど
も
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、
こ
の
吋
海
外
国

記
』
と
い
う
本
は
か
な
り
信
用
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
そ
の
辺
の
詳
し
い
い
き
さ
つ
が
出
て
く
る
の

で
す
ね
。
ま
た
、
翌
年
に
郭
務
綜
な
ど
が
今
度
は
庸
の
皇
常
の
卦
躍
を
持
っ
て
や
っ
て
来
ま
す
。
そ
の
持
は
日
本
側
で
も
こ
れ
は

正
式
の
間
使
と
し
て
認
め
て
都
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
壱
岐
、
対
馬
に
防
人
や
燥

を
霞
く
、
そ
れ
か
ら
水
城
を
造
る
と
い
う
そ
の
段
階
で
あ
る
程
度
平
和
、
か
回
復
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
う
攻
め
て
来
る
こ
と
は

ま
ず
な
い
だ
ろ
と
い
う
こ
と
が
日
本
側
に
わ
か
っ
て
き
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
こ
れ
ま
で
緊
急
に
国
防
体
制
を
敷
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
い
う
状
況
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
今
度
は
も
う
少
し
余
裕
を
持
っ
た
西
日
本
全
体
に
つ
い
て
の
計
画
的
な
国
紡
体

制
を
作
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
方
向
に
転
換
し
て
い
く
の
で
す
。
す
な
わ
ち
六
六
五
年
に
大
野
城
や
基
騨
城
を
造
る
。
そ
れ
か
ら

さ
ら
に
六
六
七
年
に
高
安
城
、
自
鹿
嶋
城
、
そ
れ
か
ら
金
問
城
を
造
る
、
と
こ
う
い
う
順
序
に
な
っ
て
出
て
き
た
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
の
段
階
で
ま
ず
大
宰
府
の
都
城
制
を
造
る
と
い
う
政
策
、
か
出
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
先
生
の
時
代
か
ら
一
一
一
一
口
わ

れ
て
お
る
よ
う
に
、
第
一
次
の
防
衛
網
で
す
。
大
宰
府
が
第
一
次
の
防
衛
網
だ
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

ま
ず
大
宰
府
に
都
城
制
を
敷
い
て
防
衛
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
る
。
そ
れ
か
ら
次
の
六
六
七
年
に
な
り
ま
す
と
第
2
次
の
紡

衛
網
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
、
最
前
線
の
金
田
城
を
造
る
。
そ
れ
か
ら
瀬
戸
内
を
東
に
行
っ
て
長
門
城
、
日
鹿
嶋
城
、
高
安
城
と
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近
畿
に
至
る
と
い
う
計
画
が
第
二
次
防
衛
網
と
し
て
あ
が
っ
て
く
る
。

文
献
史
料
に
み
る
鞠
智
城
の
築
城

そ
う
な
り
ま
す
と
そ
の
後
さ
ら
に
時
期
は
下
が
り
ま
す
が
六
七

O
年
の
と
こ
ろ
が
}
見
ま
す
と
、
こ
れ
は
六
六
五
年
の
記
事
、
か

重
出
し
た
の
だ
と
い
う
説
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
中
に
長
門
に
城
一
つ
と
筑
紫
に
城
一
一
つ
を
築
城
し
た
と
い
う
記
事
が

出
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
は
六
六
五
年
の
重
出
記
事
、
だ
と
い
う
よ
う
に
も
い
わ
れ
る
の
で
す
が
、
重
出
で
あ
っ
て
も
こ
れ
と
同

じ
事
を
書
い
て
お
る
と
す
れ
ば
六
六
五
年
の
段
階
で
鞠
智
城
を
溶
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
重
出
記
事
と
い
う
も
の
を
そ
う
い
う
考
え
方
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
六
六
五
年
よ
り
は
鞠
智
城
を
少

し
落
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
今
一
言
っ
た
第
二
次
防
衛
網
と
い
う
も
の
が
前
線
部
で
金
田
城
、
さ
ら

に
後
背
部
と
し
て
鞠
智
城
、
か
必
要
と
な
っ
て
く
る
わ
け
で
、
そ
の
第
二
次
防
衛
網
の
中
で
前
線
と
後
背
部
と
い
う
考
え
方
の
中

に
、
金
田
城
と
鞠
智
城
が
出
て
く
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
考
え
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か

ら
結
論
を
申
し
ま
す
と
、
六
六
七
年
よ
り
後
に
鞠
智
城
、
か
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
無
い
で
あ
ろ
う
と
。
そ
う
す
る
と
、

し
ひ
じ
よ
う

こ
れ
は
百
済
の
扶
余
の
都
の
場
合
で
も
ま
ず
大
宰
府
に
相
当
す
る
よ
う
な
宮
城
を
守
護
す
る
、
澗
批
城
と
い
う
都
城
が
出
来
て
、

北
に
扶
蘇
山
城
と
い
う
山
城
、
か
あ
り
ま
す
ね
。
そ
し
て
東
か
ら
南
に
ぐ
る
り
と
回
る
羅
城
、
が
で
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
そ

の
外
に
外
郭
と
し
て
取
り
巻
く
山
城
が
出
て
き
ま
す
。
多
分
、
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
金
田
城
と
鞠
智
城
で
あ
ろ
う
と
い
う

よ
う
に
考
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
東
に
行
っ
て
近
畿
の
入
り
口
ま
で
要
所
要
所
に
山
城
を
造
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
考
え

方
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
大
宰
府
の
都
城
制
に
つ
い
て
は
こ
の
第
二
次
防
衛
網
で
ほ
ぼ
終
わ
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
こ
の
段
階
で
鞠
智
城
を
想
定
し
て
お
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
考
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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次
に
何
が
問
題
に
な
る
か
と
い
う
と
一
体
こ
れ
ら
山
城
を
造
る
の
に
ど
の
く
ら
い
の
期
間
が
か
か
る
の
か
と
い
う
問
題
で
す

ね
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
例
え
ば
高
安
城
の
場
合
が
六
六
七
年
に
高
安
城
を
築
く
と
い
う
記
事
、
か
出
て
ま
い
り
ま
す
が
、
次

の
六
六
九
年
の
と
こ
ろ
を
見
ま
す
と
天
智
天
皇
が
高
安
城
に
登
っ
た
。
こ
こ
で
修
理
の
こ
と
を
議
っ
た
と
い
う
の
が
出
て
ま

い
り
ま
す
か
ら
多
分
こ
の
頃
に
は
高
安
城
は
ほ
ぼ
出
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
そ
の
問
、
が

六
六
七
年
か
ら
六
六
九
年
と
い
う
辺
り
で
高
安
城
、
か
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
お
城
の
広
さ
は
、
大
野
城
と
基

贈
城
で
は
四
倍
く
ら
い
面
積
が
違
い
ま
す
し
、
鞠
智
城
の
場
合
も
先
ほ
ど
話
、
か
あ
り
ま
し
た
が
内
城
で
考
え
る
の
か
、
さ
ら
に

大
き
い
外
城
で
考
え
る
の
か
に
よ
っ
て
面
積
が
違
っ
て
き
ま
ず
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
一
年
半
と
か
二
年
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
高
安
城
な
ど
は
復
元
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
は
非
常
に
小
さ
い
も
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
で

見
ま
す
と
だ
い
た
い
三
年
く
ら
い
。
と
こ
ろ
が
も
う
一
つ
引
っ
掛
か
り
ま
し
た
の
は
六
九
八
年
の
と
こ
ろ
を
見
ま
す
と
、
高
安

城
を
修
理
し
て
「
天
智
天
皇
五
年
築
城
也
」
と
い
う
註
記
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
先
ほ
ど
は
六
六
七
年
、
天
智
天
皇

六
年
に
な
る
の
で
す
が
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
と
出
て
い
た
の
で
す
が
、
後
の
と
こ
ろ
が
』
見
ま
す
と
天
智
天
皇
の
五
年
の
築
城
也

と
い
う
と
高
安
城
は
も
う
一
年
か
か
っ
て
い
た
。
も
し
一
五
年
な
ら
も
う
一
年
前
か
ら
あ
っ
た
。
そ
う
し
ま
す
と
六
六
七
年
の
記

事
と
い
う
の
は
、
高
安
城
、
屋
鳴
城
、
金
田
城
と
出
る
の
で
す
が
こ
れ
ら
を
す
べ
て
一
年
繰
り
上
げ
る
の
か
、
あ
る
い
は
高
安

城
だ
け
が
天
智
五
年
か
ら
と
り
か
か
っ
て
い
て
も
、
た
ま
た
ま
『
日
本
書
紀
』
に
書
く
時
に
一
年
違
い
な
の
で
一
緒
に
し
て
し

ま
っ
て
高
安
、
屋
鶴
、
金
田
と
並
べ
た
の
で
は
な
い
か
。
金
田
城
な
ど
に
つ
い
て
は
六
六
七
年
で
あ
っ
て
も
い
い
の
か
と
い
う

よ
う
な
疑
問
、
か
若
干
出
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
三
年
く
ら
い
見
込
ん
だ
方
が
い
い
の
か
と
。
そ
れ
か
ら
お
城
の

記
事
全
体
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
大
き
く
築
城
期
と
そ
れ
か
ら
修
理
期
と
停
滞
期
、
廃
止
す
る
時
期
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
ね
。
こ
れ
は
六
九
九
年
に
は
高
安
城
の
こ
と
が
出
て
ま
い
り
ま
す
か
ら
、
六
六
四
年
水
城
か
ら
は
じ
め
て
六
七

O
年
く
ら
い
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ま
で
が
築
城
期
で
あ
ろ
う
と
。
そ
う
し
ま
す
と
こ
こ
に
出
て
き
ま
し
た
山
城
は
六
七

O
年
ご
ろ
に
は
、
ほ
ぼ
最
初
の
築
城
が
出

来
あ
が
っ
て
い
た
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
六
七

O
年
か
ら
七

O
O年
ま
で
の
間
が
お
城
の
修
理
時
期
に
入
る
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
て
七

0
0年
代
に
な
り
ま
す
と
、
七

O
一
年
に
は
大
宝
律
令
、
が
で
き
ま
す
が
、
七

O
O年
以
降
が
停
廃
期
と

か
変
質
期
、
お
城
の
性
格
、
が
変
わ
っ
て
く
る
時
期
で
す
ね
。
そ
こ
で
お
城
を
停
止
す
る
時
期
、
そ
れ
か
ら
な
か
に
は
残
っ
て
鞠

智
城
の
よ
う
に
変
質
し
て
い
く
も
の
。
大
野
城
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
そ
う
い
う
よ
う
な
時
期
区
分
は
、
文
献
史
料
か
ら
ず

っ
と
並
べ
て
い
き
ま
す
と
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
画
期
が
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
整
理
を
し
て

み
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
大
野
城
に
し
ま
し
で
も
一
番
大
き
い
も
の
で
す
が
、
鞠
智
城
に
し
ま
し
で
も
五
、
六
年

み
て
お
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。
小
さ
い
お
城
に
な
る
と
二
、
一
一
一
年
く
ら
い
で
出
来
て
あ
が
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
こ
れ
ら
の
文
献
史
料
か
ら
あ
ら
か
た
見
通
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
時
間
の
関
係
上
大
宰
府
都
城
の
話
を
先
に
い
た
し
ま
す
。

ニ
、
大
宰
府
都
城
と
鞠
智
城

大
宰
府
で
は
大
宰
府
都
城
と
い
う
も
の
を
ま
ず
最
初
に
造
っ
た
。
こ
れ
は
平
和
外
交
に
な
り
ま
し
た
ら
大
宰
府
は

と
お
の
み
か
ど

「
遠
の
朝
廷
」
で
す
か
ら
最
初
に
外
国
の
使
臣
た
ち
は
ま
ず
大
宰
府
に
来
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
中
国
の
唐
に
し
て
も

朝
鮮
の
新
羅
な
ど
に
し
ま
し
で
も
都
城
制
と
い
う
も
の
が
出
来
あ
、
か
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
造
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
段
階
で
す

か
ら
、
日
本
で
も
や
は
り
大
宰
府
都
城
と
い
う
も
の
を
き
ち
ん
と
造
っ
て
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
出
て
く

る
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
大
宰
府
都
城
と
い
う
も
の
は
発
掘
調
査
で
は
一
期
の
七
世
紀
代
、
つ
づ
く

八
世
紀
に
大
宝
令
が
で
き
る
時
期
か
ら
以
後
が
大
宰
府
の
第
二
期
の
礎
石
立
ち
で
瓦
葺
の
、
現
在
残
っ
て
い
る
よ
う
な
都
城
の
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配
置
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
以
前
の
七
世
紀
の
段
階
で
は
ま
ず
こ
の
六
六
三
年
に
白
村
江
で
負
け
て
か
ら
、
そ
の
翌
年
か

ら
大
宰
府
に
移
転
し
て
き
て
そ
う
い
う
施
設
造
り
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
実
際
に
西
暦
一
一

0
0
0年
頃
ま
で
の
大
宰
府
政
庁
な
ど

の
発
掘
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
七
世
紀
の
時
期
は
大
き
く
第
一
期
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
古
い
段
階
と
新
し
い
段
階
に
分
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
古
い
段
階
は
だ
い
た
い
先
ほ
ど
も
一
一
一
一
口
い
ま
し
た
鞠
智
城
の
第
I
期
で
す
ね
。

古
い
段
階
は
鞠
智
城
の
第
I
期
の
前
半
部
分
で
す
。
七
世
紀
の
第
3
四
半
期
く
ら
い
。
そ
れ
か
ら
新
し
い
段
階
と
い
う
の
は
七

世
紀
の
第
4
四
半
期
く
ら
い
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
対
照
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
I
期
か
ら
日
期
へ
と
変

わ
っ
て
い
く
段
階
で
、
現
在
の
政
庁
の
建
物
と
方
向
を
一
絡
に
し
た
、
そ
の
真
下
に
方
向
を
同
一
に
し
た
建
物
が
出
て
く
る
と

い
う
時
期
で
す
か
ら
、
七
世
紀
の
第
4
四
半
期
に
は
現
在
の
大
宰
府
政
庁
の
原
点
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
そ
ろ
そ
ろ
出
て
き
て

い
る
と
い
う
時
期
に
な
り
ま
す
。
ま
た
七
世
紀
の
第
I
期
後
半
で
非
常
に
重
要
な
の
は
六
八
九
年
、
第
W
期
の
後
半
に
な
り
ま

す
が
飛
鳥
浄
御
原
令
が
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
に
は
六
月
に
飛
鳥
浄
御
原
令
が
で
き
ま
す
が
、
同
じ
九
月
に
は
「
位
記
」
。
位

記
と
い
う
の
は
宮
位
授
与
の
辞
令
で
す
。
役
人
へ
の
官
位
の
辞
令
書
を
発
給
す
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
を
伝
え
る
使
者
、
か
大
宰
府

に
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
伺
じ
年
に
今
度
は
「
新
城
」
、
新
し
い
城
を
監
察
さ
せ
た
と
い
う
記
事
、
か
出
て
き
ま
す
。
少

し
遅
れ
て
同
じ
よ
う
な
記
事
が
藤
原
京
に
も
出
て
ま
い
り
ま
し
て
、
こ
の
新
城
を
監
察
す
る
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
都
城
の

じ
よ
う
ほ
う
せ
い

完
備
し
た
姿
、
中
で
も
条
坊
制
を
き
ち
ん
と
設
置
し
た
、
碁
盤
臼
状
の
条
坊
制
が
で
き
あ
が
る
。
そ
う
い
う
も
の
が
都
城
の
必

須
条
件
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
の
た
め
の
実
地
調
査
と
い
い
ま
す
か
、
現
地
調
査
、
そ
う
い
う
こ
と
が
や
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
こ
の
浄
御
原
律
令
の
出
た
年
に
ま
ず
都
城
の
、
今
の
大
宰
府
の
条
坊
制
の
計
画
、
が

こ
の
段
階
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
。
実
際
に
現
在
発
掘
さ
れ
て
出
て
き
た
大
宰
府
条
坊
の
痕
跡
、
八
世
紀
の
前
半
に
は
大
宰
府

の
都
城
紛
が
で
き
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
発
揚
調
査
な
ど
を
通
じ
て
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
都
城
制
で
す
か
ら
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さ
ら
に
そ
の
後
ろ
に
は
大
野
城
を
造
る
。
そ
し
て
こ
の
中
で
こ
れ
は
阿
部
さ
ん
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
す
が
、
資
料
篇
二
九
頁
に

も
あ
り
ま
す
が
羅
城
に
も
似
た
よ
う
な
構
成
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
厳
密
な
羅
城
説
に
は
反
対
で
す
。
東
側
の
方
が
塞
が

っ
て
な
い
。
間
開
け
放
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
天
然
の
山
の
地
形
を
利
用
し
北
に
は
大
野
城
、
大
宰
府
政
庁
な
ど
が
あ
り
ま
す
し
、

南
は
今
の
大
宰
府
政
庁
か
ら
八
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
基
隷
城
が
で
き
て
い
ま
す
ね
。
こ
う
い
う
よ
う
な
状
況
、
ぐ
る
り
を
閤

う
わ
け
で
す
ね
。
王
宮
の
ま
わ
り
を
山
や
人
工
施
設
で
閤
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
既
に
百
済
の
扶
余
の
王
宮
で
同
じ
事
を
や

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
よ
う
な
構
想
で
出
来
上
が
る
。
そ
う
す
る
と
だ
い
た
い

I
販
の
中
、
七
世
紀
の
中
で
二
つ
の
時

期
に
分
け
、
さ
ら
に
ま
た
二
つ
に
分
け
る
と
い
う
考
え
方
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
一
方
で
は
、
藤
原
京
の
遷
都
は
六
九
四
年
で

す
か
ら
、
当
然
、
そ
の
後
の
こ
れ
に
続
く
く
ら
い
の
持
期
に
は
大
宰
府
都
城
制
の
実
施
と
い
う
こ
と
も
は
じ
ま
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
し
て
七

O
一
年
の
大
宝
令
が
出
て
ま
い
り
ま
す
と
、
こ
こ
で
き
ち
ん
と
大
宰
府
の
官
制
も
完
備
し
ま
す
か
ら
、

こ
の
段
階
で
名
実
と
も
に
大
宰
府
の
都
城
制
、
そ
れ
か
ら
宮
僚
制
度
と
い
う
も
の
が
完
備
し
た
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
背
景
の
中
で
鞠
智
城
が
出
来
た
の
は
い
つ
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
大
宰
府
都
城
の
形
成
と
い
う
こ
と

と
も
非
常
に
関
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
六
六
七
年
説
と
い
う
考
え
方
、
か
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
を
提
起
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

三
、
鞠
智
城
の
構
造

城
門
に
つ
い
て

次
に
、
時
間
、
か
だ
い
ぶ
過
ぎ
て
お
り
ま
す
の
で
二
の
鞠
智
城
の
構
造
の
う
ち
城
内
と
古
瓦
に
つ
い
て
、
少
し
話
を
い
た
し
ま

す
。
城
門
に
つ
き
ま
し
て
は
資
料
篇
三
五
頁
か
ら
三
七
頁
ま
で
資
料
を
出
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
こ
の
中
で
一
番
古
い
段
階
の
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も
の
は
、
こ
こ
に
も
出
し
て
お
き
ま
し
た
よ
う
に
礎
石
の
上
に
柱
を
立
て
る
の
で
は
な
く
て
、
内
の
両
端
の
礎
石
の
外
側
に
円

形
の
く
り
込
み
が
あ
り
ま
し
て
そ
こ
に
擁
立
柱
を
寄
せ
て
立
て
る
構
造
で
す
。
掘
立
柱
を
立
て
て
そ
れ
に
礎
石
を
寄
せ
つ
け
て

か
ら
い
じ
き

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
間
に
敷
石
を
並
べ
る
と
い
う
唐
厨
敷
と
い
う
名
称
で
呼
ん
で
い
ま
す
構
造
の
も
の
が
出

て
ま
い
り
ま
す
。
一
一
一
七
頁
の
方
に
は
現
在
唐
居
敷
構
造
が
確
か
め
ら
れ
た
鞠
智
城
の
堀
切
門
で
す
ね
。
こ
れ
は
木
野
神
社
の
上

が
り
口
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
小
さ
い
礎
石
と
、
こ
れ
は
併
せ
て
一
つ
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
一
石
の
両
端
を
く
り
込
ん

だ
唐
居
敷
式
の
門
が
堀
切
門
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
も
の
が
七
世
紀
で
出
て
ま
い
り
ま
し
て
、
八
世
紀
に
な
り
ま
す

と
門
礎
の
上
に
円
形
の
く
り
込
み
を
作
り
そ
の
上
に
柱
を
立
て
る
と
い
う
普
通
の
礎
石
立
ち
の
門
に
な
る
。
そ
こ
ら
が
大
宰
府

の
一
期
と
二
期
の
大
き
な
違
い
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
状
況
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
両
方
の
門
の
扉
の

柱
、
一
扉
の
回
転
軸
の
穴
、
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
芯
か
ら
芯
、
両
方
の
中
心
距
離
を
と
っ
た
も
の
を
下
の
表
に
ま
と
め
て
お
き
ま

し
た
。
こ
れ
で
見
ま
す
と
、
右
端
に
門
の
左
右
の
ラ
ン
ク
を
作
っ
た
と
こ
ろ

A

・
B
-
C
、
一
二
つ
の
ラ
ン
ク
が
で
き
ま
す
。
ま

ず

A
は
両
開
き
の
扉
の
間
隔
が
四
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
れ
か
ら
B
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、

C
が
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
三
つ
の
ラ

ン
ク
が
設
定
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
ま
た
次
に
礎
石
立
ち
に
な
っ
て
も
両
方
の
芯
か
ら
芯
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
い
う
結
果
、
か

で
ま
す
。
そ
れ
は
三
六
頁
の
原
口
城
門
の
場
合
を
見
て
も
ら
い
ま
す
と
、
こ
の
図
面
の
左
側
の
大
き
な
穴
、
か
掘
立
柱
、
た
ぶ
ん

こ
れ
が
唐
居
敷
の
最
初
の
円
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
少
し
右
側
に
動
か
し
た
と
こ
ろ
に
礎
石
が
二
つ
並
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
が

次
の
八
世
紀
以
後
に
で
き
た
城
門
に
な
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
大
き
く
門
の
一
扉
、
両
脇
の
寸
法
、
か
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り

無
い
の
で
す
か
ら
、
後
に
礎
石
立
ち
に
な
っ
た
時
の
寸
法
と
い
う
の
も
あ
る
程
度
参
考
に
は
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
克
ま
す

と
A

・
B
-
C全
部
揃
っ
て
い
る
の
は
や
は
り
大
宰
府
で
し
て
、
こ
れ
は
大
野
城
の
場
合
、
最
近
の
集
中
豪
雨
で
発
見
さ
れ
た

も
の
を
加
え
ま
し
て
九
か
所
の
門
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
三
一
頁
の
地
図
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
、
二
、
一
一
一
、
四
、
五
と
出
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て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
上
の
左
側
の
新
発
見
城
門
九
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
ク
ロ
ガ
子
お
と
い
う
名
前
の

付
い
た
、
江
戸
時
代
の
絵
図
、
か
残
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
拠
り
ま
す
と
こ
こ
が
ク
ロ
ガ
ネ
城
門
(
現
名
称
)
と
い
う
新
た

に
発
見
さ
れ
た
九
番
目
の
城
門
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
で
い
く
と
こ
れ
で
完
了
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
新
し
い
門
が

出
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
見
ま
し
で
も
庸
居
敷
の
掘
立
柱
の
門
が
七
世
紀
で
、
八
世
紀
に
な
り
ま
す
礎
石
立
ち
の

何
に
な
り
ま
す
。
礎
石
立
ち
の
門
で
当
時
の
創
建
瓦
に
使
わ
れ
た
も
の
は
鴻
臆
舘
式
と
一
一
一
一
口
っ
て
お
り
ま
す
が
、
三
回
頁
の
水
城

の
と
こ
ろ
で
上
の
方
に
第
一
段
階
と
第
二
段
階
と
書
い
た
と
こ
ろ
の
真
ん
中
に
六
一
一
一
五
と
二
二
一
二
の
組
み
合
わ
せ
が
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
が
鴻
櫨
舘
式
と
い
わ
れ
る
、
鴻
臆
館
で
た
く
さ
ん
出
て
く
る
瓦
で
す
ね
。
こ
の
鴻
櫨
館
式
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
軒
瓦
が
水

城
の
商
門
、
そ
れ
か
ら
大
野
城
の
太
宰
府
口
城
門
か
ら
出
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
こ
れ
は
八
世
紀
の
一

O
年
く
ら
い

が
上
限
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
ま
ず
か
ら
、
そ
の
辺
か
ら
一

0
年
代
か
ら
二

0
年
代
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

新
た
に
礎
石
立
ち
、
瓦
葺
の
門
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
幸
い
鞠
智
城
の
堀
切
門
に

つ
き
ま
し
て
は
う
ま
い
こ
と
断
ち
割
り
ま
し
た
の
で
三
七
頁
に
出
て
き
ま
す
よ
う
な
掘
立
柱
の
断
面
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
こ
と
で
新
た
に
鞠
智
城
温
故
創
生
館
の
人
た
ち
に
も
う
一
度
礎
石
の
実
測
を
や
り
直
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
上
で

正
確
な
寸
法
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
こ
の
表
に
出
て
き
ま
す
堀
切
門
の
寸
法
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
や
は
り
大
野

城
と
い
う
の
は
ず
ば
抜
け
て
い
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
さ
の
違
い
と
い
う
の
が
お
城
の
機
能
上
ど
う
な
る
の
か
、
ど
こ
に

通
じ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
ら
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
鞠
智
城
に
つ
き
ま
し
で
も
同
じ
よ
う
な
問
題
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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古

瓦

つ
や
つ
い
て
瓦
の
話
を
少
し
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
三
三
か
ら
三
四
、
三
五
に
瓦
を
出
し
て
お
き
ま
し
た
。
結
論
か
ら
申
し
ま

し
ゅ
じ
よ
う
が
は
ら

す
と
一
一
一
一
二
頁
が
大
野
城
の
主
城
原
と
い
う
頂
上
に
あ
る
長
手
の
建
物
。
こ
れ
は
管
理
棟
で
す
ね
。
先
ほ
ど
鞠
智
城
で
も
管
理

棟
の
よ
う
な
長
い
建
物
が
あ
る
と
申
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
大
野
城
の
北
よ
り
に
主
城
原
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
主
城
司
が
お
っ

た
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
う
い
う
瓦
が
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
系
譜
を
受
け
た

も
の
が
次
の
三
九
真
に
出
て
ま
い
り
ま
す
鞠
智
城
の
瓦
で
す
ね
。
こ
れ
は
中
央
の
蓮
子
の
数
と
か
、
そ
れ
か
ら
弁
と
弁
の
部
に

一
本
の
し
き
り
の
線
、
か
入
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
鞠
智
城
で
は
途
中
で
省
略
さ
れ
て
切
れ
て
お
り
ま
す
。
大
野
城
の
も
の
は
中
央

ま
で
通
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
の
瓦
の
特
徴
か
ら
し
ま
す
と
、
大
野
城
の
も
の
を
基
本
に
し
て
鞠
智
城
の

も
の
が
出
来
あ
、
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
そ
の
辺
も
六
六
五
年
と
六
六
七
年
と
い
う
二
年
の
差
を
大
野
城
と

鞠
智
械
で
考
え
た
の
で
す
が
、
そ
の
辺
に
も
都
合
の
い
い
話
に
な
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
元
は
と
い
い
ま
す
と

こ
れ
は
四

O
頁
に
出
し
ま
し
た
近
畿
の
瓦
。
こ
れ
は
一
番
上
に

A
類、

B
類
と
出
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
高
句
麗
系
と
し

て
近
畿
で
は
処
理
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
弁
間
に
珠
紋
が
一
つ
ず
つ
入
っ
て
い
る
A
類
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
の
弁
の

悶
に
珠
点
が
入
る
と
い
う
の
が
高
勾
麗
瓦
の
特
徴
で
す
。
そ
し
て
や
が
て
弁
が
開
い
て
、

8
類
、
こ
れ
は
も
う
百
済
化
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
こ
れ
も
単
弁
で
す
ね
。
こ
れ
は
基
緯
城
な
ど
と
近
い
の
で
す
が
ま
だ
弁
の
長
さ
が
長
い
。
そ
れ
か
ら
弁
聞
に

模
形
の
界
線
が
入
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
少
し
入
る
。
こ
れ
が
珠
紋
形
式
と
模
形
の
形
式
と
の
変
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
ね
。
こ
の
辺
の
B
類
と
い
う
の
は
近
畿
の
方
で
も
石
田
(
茂
作
)
先
生
と
か
藤
沢
(
一
夫
)
先
生
の
段
階
か
ら
高
勾
麗
系
と

か
高
句
麗
系
百
済
と
い
う
名
称
で
呼
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
鞠
智
城
、
大
野
城
、
さ
ら
に
鞠
智
城
な
ど
を
見
て
み
ま
す
と
こ

の
中
房
と
い
う
瓦
の
真
ん
中
の
円
形
の
部
分
、
円
盤
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ね
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
蓮
子
の
数
が
か
な
り
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多
い
の
で
す
が
、
こ
の
円
盤
形
の
中
房
は
、
九
州
の
百
済
瓦
に
出
て
く
る
特
徴
で
し
て
、
従
っ
て
こ
う
い
う
も
の
に
つ
い
て
、

高
句
麗
系
百
済
と
い
う
よ
う
な
系
議
観
を
考
え
て
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

問
、
大
宰
府
都
城
と
鞠
智
城
・
補
選

最
後
に
大
野
城
と
鞠
智
城
の
相
対
的
な
比
較
を
し
て
み
ま
す
と
、
鞠
智
城
で
は
大
き
く
I
期、

E
期
、
田
期
、

W
期、

V
期

と
分
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
大
野
城
の
方
に
持
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
、
大
宰
府
に
持
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
、
こ
の
七
世
紀
の
段

階
の

I
期
と
H
期
は
I
期
の
古
段
階
、
ー
期
の
新
段
階
と
い
っ
た
も
の
に
ほ
ぼ
相
当
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
か

ら
鞠
智
城
の
第
田
期
と
い
っ
て
い
ま
す
の
が
八
世
紀
の
第
l
四
半
期
で
す
。
こ
の
辺
か
ら
が
大
宰
府
政
庁
の
第
二
期
に
あ
た
り

ま
す
。
そ
し
て
大
宰
府
の
場
合
は
ま
だ
鞠
智
城
ほ
ど
各
時
期
に
つ
い
て
細
か
い
調
査
が
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
将
来
調
査

を
や
れ
ば
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
の
対
応
が
も
っ
と
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
第
滋
期
と
い
う
の
は
鞠
智
城
で
は
一
つ
の

停
滞
期
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
建
物
の
数
も
少
な
い
し
遺
物
も
少
な
い
と
い
う
時
期
で
す
。
そ
う
い
う
停
滞
期
と
い
う
時
期

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
持
期
は
八
世
紀
に
入
り
ま
し
た
時
期
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
第
W
出
初
で
す
か
、
こ
の
辺
に
か
け
て
が
大

宰
府
の
整
備
で
は
第
二
期
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
ね
。
し
か
し
こ
の
辺
が
細
か
い
調
査
、
例
え
ば
土
壌
の
断
ち
割
り
と
か

そ
う
い
う
も
の
も
ご
く
一
部
し
か
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
現
在
進
行
中
の
大
宰
府
官
衡
の
整
理
な
ど
が
進
ん
で
く
れ

ば
、
こ
の
辺
は
あ
る
い
は
も
う
一
期
分
け
ら
れ
る
と
は
思
い
ま
す
。
ま
だ
そ
の
辺
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
実
際

に
は
九
四
一
年
、
一

O
世
紀
に
な
り
ま
す
が
、
鞠
智
城
で
第
V
期
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
一

O
世
紀
の
九
四
一
年
に
な
り
ま
す

と
藤
原
純
友
と
い
う
、
瀬
戸
内
海
を
荒
ら
し
た
海
賊
が
お
り
ま
す
ね
。
そ
れ
が
襲
来
し
て
来
て
大
宰
府
の
政
庁
全
体
を
焼
き
討

ち
し
て
完
全
に
焼
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
発
掘
調
査
を
し
ま
す
と
現
在
皆
さ
ん
が
現
地
に
行
っ
て
見
て
い
る
礎
石
の
状
況
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と
い
う
の
は
、
こ
の
純
友
の
乱
以
後
に
、
復
元
さ
れ
た
状
態
を
見
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
以
後
を
第
三
期
と
現
在
大
宰
府

で
は
呼
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
き
ま
す
と
大
宰
府
の
変
遷
は
鞠
智
城
に
し
て
も
大
野
城
に
し
て
も
大
宰
府
政

庁
と
の
関
わ
り
が
非
常
に
強
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
当
然
だ
と
思
い
ま
す
が
、
多
少
の
ず
れ
は
あ
っ
て
も
ほ
ぼ
大
宰
府

都
城
の
変
遷
と
か
な
り
照
合
で
さ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
本
日
の
私
の
話
の
し
め
く
く
り
に
な
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

時
間
が
ま
い
り
ま
し
た
の
で
こ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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講
演
一
-・・・・圃

東
ア
ジ
ア
由
ん
か
ら
み
た
鞠
智
城

一
講
演
者
紹
介

一
石
井
正
敏
(
い
し
い
ま
さ
と
し
)

一
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
。
中
央
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
博
士
-
諜
程
単
位
取
得
。
東

一
京
大
学
史
料
編
纂
所
効
手
・
助
教
授
を
経
て
、
中
央
大
学
文
学
部
助
教
授
を
膝
任
。
現
在
、
中
央
大
学
文

一
学
部
教
授
、
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
長
、
中
央
史
学
会
会
長
。

一
専
門
は
日
本
省
代
史
。
博
士
(
歴
史
学
)
。
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-
講
演
ニ

「
東
ア
ジ
ア
史
か
ら
み
た
鞠
智
城
」

石

井

正

敏
(
中
央
大
学
教
授
)

一
、
山
城
と
鞠
智
城
へ
の
関
心

只
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
中
央
大
学
の
石
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
私
は
、
対
外
関
係

史
を
専
攻
し
て
お
り
、
外
交
だ
と
か
貿
易
を
は
じ
め
と
し
た
交
流
史
を
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
早
く
か
ら
臼
村
江
前
後

の
日
本
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
朝
鮮
半
島
新
羅
と
の
交
流
、
遺
庸
使
の
問
題
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
当

然
こ
う
し
た
鞠
智
城
を
は
じ
め
と
す
る
山
城
の
築
造
、
そ
の
背
景
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
維
持
・
管
理
、
そ
し
て
最
後
は
ど
う

な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
例
え
ば
鬼
ノ
城
で
あ
る
と
か
対
馬
の
金
田
城

に
も
一
度
行
く
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
大
野
城
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
幾
つ
か
廻
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
鞠
智
城
に
つ
い
て
は
知
識
と
し
て
は
知
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
一
度
も
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
出
席
の
皆
さ
ん
は
お
そ
ら
く
一
度
は
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
肝
心

の
話
す
側
が
知
ら
な
い
で
は
ど
う
し
よ
う
も
無
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
一
夜
漬
け
で
す
が
、
昨
日
矢
野
裕
介
ざ
ん
に
ご
案

内
し
て
い
た
だ
き
、
隅
々
ま
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
見
な
い
と
何
と
な
く
不
安
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
見

て
槌
分
と
安
心
も
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
今
ま
で
知
っ
て
い
る
山
城
と
は
随
分
違
う
な
と
い
う
こ
と
も
実
感
い
た
し
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ま
し
た
。
あ
れ
だ
け
平
胞
な
場
所
、
報
告
査
一
同
等
に
は
す
で
に
そ
う
い
う
こ
と
も
書
い
て
あ
る
の
で
す
け
ど
も
、
実
際
に
そ
の
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
こ
れ
は
通
常
の
山
城
で
は
な
い
な
と
い
う
感
じ
を
し
ま
し
て
、
ま
す
ま
す
こ
の
鞠
智
城
と
い
う
も

の
に
興
味
、
が
持
た
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
日
私
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
課
題
は
東
ア
ジ
ア
史
か
ら
み
た
鞠
智
城
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
私
が
勉
強
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
東
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
か
ら
こ
の
鞠
智
城
と
い
う
も
の
を
位
置
づ
け
る

と
ど
う
い
う
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
に
つ
い
て
少
し
お
話
で
き
れ
ば
と
怒
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
本
日
お
配
り
し
た
レ
ジ
メ
集
の
内
容
に
則
し
て
お
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
年
表
(
資
料
篇
五
二
一
員
)

も
参
考
に
し
な
が
ら
お
聴
き
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
だ
い
た
い
こ
う
し
た
歴
史
事
象
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
私
は
ま

ず
は
年
表
を
作
り
ま
す
。
年
表
を
作
っ
て
時
系
列
、
だ
い
た
い
時
代
願
に
ど
う
い
う
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
中
に
出
来
事
を
配
霞
し
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
純
分

と
状
況
が
見
え
て
く
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
の
講
演
の
お

話
を
何
っ
た
と
き
に
も
ま
ず
こ
の
時
代
の
年
表
、
特
に
山
城
を
中
心
と
し
た
年
表
を
作

っ
て
み
よ
う
、
ま
た
肥
後
地
域
の
歴
史
的
な
様
々
な
問
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
え
て
み

る
と
ど
ん
な
年
表
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
ま
ず
は
年
表
を
作
っ

て
み
ま
し
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
来
何
度
か
話
題
に
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
年
の
三
月
、
こ
れ
ま
で
発
掘
を
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た

教
育
委
員
会
の
方
々
を
中
心
に
し
て
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て
も
分

厚
い
も
の
で
す
ね
。
写
真
も
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
て
重
い
も
の
で
す
け
れ
ど
も
、
内
容

石井正敏氏写真 12
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的
に
も
重
厚
な
も
の
で
、
そ
れ
で
私
実
際
に
は
児
た
こ
と
も
な
い
鞠
智
城
に
、
も
う
何
度
も
行
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て

読
み
返
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
建
物
で
あ
る
と
か
瓦
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
菩
薩
像
、
そ
う
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
品
々
が

発
掘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
は
、
私
は
文
献
史
料
つ
ま
り
主
に
文
字
に
基
づ
い
た
研
究
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
文
字
史
料
と
な
る
と
か
な
り
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
考
古
、
学
の
発
掘
調
査
の
成
果
と
い
う
も
の
を
い

か
に
し
て
文
献
資
料
と
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
く
か
、
そ
の
あ
た
り
を
課
題
と
し
て
研
究
を
進
め
、
そ
し
て
本
日
、
私
な
り
の

勉
強
の
成
果
の
一
端
を
皆
さ
ん
の
前
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
一
、
発
掘
調
査
の
成
果
と
九
世
紀
の
鞠
智
城

東
ア
ジ
ア
史
か
ら
見
た
と
い
う
時
に
は
ど
う
し
て
も
、
こ
う
し
た
山
城
、
が
い
つ
出
来
た
の
か
に
関
心
が
あ
り
、
先
ほ
ど
の
小

田
先
生
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
白
村
江
の
戦
い
で
敗
れ
た
後
、
今
度
は
い
よ
い
よ
唐
と
新
羅
の
連
合
軍
が
臼
本
に

向
か
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
状
況
の
中
で
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
お
お
よ
そ
共
通
の
認
識
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
私
も
さ
き
ほ
ど
小
田
先
生
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
l
ド
に
書
か
れ
ま
し
た
、
朝
鮮
半
島
に
置
か
れ
た
唐
の
出
先
機
関
か
ら
派
遣
さ

れ
た
使
者
で
あ
る
郭
務
保
が
た
く
さ
ん
の
百
済
人
、
二
千
人
と
も
い
わ
れ
る
人
た
ち
を
連
れ
て
来
て
い
る
。
多
数
の
百
済
か
ら

の
亡
命
者
が
日
本
に
渡
っ
て
来
た
。
そ
の
あ
た
り
の
と
こ
ろ
か
ら
少
し
お
話
そ
し
よ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
報
告
書
を
読
ん
で
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
私
の
レ
ジ
ュ
メ
の
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
な
記
事
が
自
に
入
っ

た
の
で
す
ね
。
そ
れ
を
少
し
読
み
上
げ
て
み
ま
す
と
i

「
は
じ
め
に
」
(
資
料
篇
一
九
頁
)
の
と
こ
ろ
で
す
ね
!
、
長
者
原
地

区
の
一
部
で
確
認
さ
れ
た
建
物
群
の
層
位
的
な
検
出
例
か
ら
掘
立
柱
建
物
が
二
基
、
そ
れ
か
ら
礎
石
立
ち
の
建
物
も
二
基
あ

る
。
そ
の
中
で
最
も
新
し
い
礎
石
建
物
跡
は
九
世
紀
末
に
建
て
ら
れ
た
、
と
こ
う
い
う
一
節
を
見
出
し
た
の
で
す
ね
。
だ
い
た
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い
山
城
と
い
う
の
は
非
常
、
緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
と
い
う
こ
と
で
あ
ま
り
長
い
期
間
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
が
私
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
九
世
紀
末
に
も
ま
た
新
し
い
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
の
記
述
に

非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
九
世
紀
と
い
い
ま
す
と
、
新
羅
の
海
賊
が
博
多
を
襲
っ
た
り
、
あ
る
い
は
肥
後
間
を
襲
っ
た
り
す
る
出

来
事
が
あ
る
。
ま
た
一
方
で
は
貿
易
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
朝
鮮
半
島
の
臨
海
岸
、
そ
の
特
に
西
の
部
分
に
は
島
々
が
点
在
し
て

い
る
、
多
島
海
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
地
域
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
時
に
は
海
賊
と
な
り
、
時
に

は
貿
易
商
人
と
な
る
と
い
う
よ
う
な
形
で
日
本
に
盛
ん
に
や
っ
て
来
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
は
以
前
か
ら
知
っ
て
は
お
り
ま

し
た
。
そ
う
す
る
と
そ
う
い
う
時
期
に
、
ま
さ
に
重
な
る
よ
う
な
時
期
に
こ
の
鞠
智
城
に
建
物
、
か
新
た
に
、
そ
れ
も
礎
石
立
ち

の
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
時
期
の
悶
際
的
な
環
境
と
い
う
も
の
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
少
し
中
心
に
し
て
今
回
お
話
を
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
元
来
の
関
心
と
い
う
も
の

は
築
城
の
最
初
の
領
、
朝
鮮
半
島
の
動
乱
と
い
う
も
の
を
軸
に
し
て
東
ア
ジ
ア
全
体
が
混
乱
し
た
時
期
に
設
け
ら
れ
た
重
要
な

遺
跡
と
し
て
の
鞠
智
城
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
も
う
一
つ
の
私
の
関
心
で
あ
る
九
世

紀
、
一

O
世
紀
、
そ
う
し
た
国
際
的
な
広
く
多
様
な
交
流
の
中
に
こ
の
鞠
智
城
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
ど

う
い
う
意
味
合
い
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
次
第
で
す
。

三
、
一
一
つ
の
一
ア
!
マ
l

貞
観
十
一
年
の
新
緯
海
賊
と
貞
観
十
五
年
の
激
海
使
天
草
漂
着
i

そ
こ
で
本
日
は
、
大
き
く
二
つ
の
テ
!
マ
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
ま
ず
一
つ
目
、
が
八
六
九
年
(
貞
観
十
一
)
、
新
羅
の
海

賊
、
か
博
多
湾
に
侵
入
し
て
そ
こ
に
泊
ま
っ
て
い
た
豊
前
国
l
今
日
の
大
分
県
ー
の
年
貢
を
運
ぶ
船
を
襲
い
、
積
ん
で
い
た
絹
綿

を
奪
っ
て
逃
げ
て
行
っ
た
。
大
宰
府
は
海
賊
を
追
跡
さ
せ
た
の
で
す
が
結
局
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
出
来
事
が
起
こ
っ
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て
い
ま
す
。
九
州
の
綿
、
特
に
筑
紫
の
綿
と
い
う
の
は
非
常
に
良
質
な
も
の
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
絹
綿

と
い
う
の
は
新
羅
で
は
ほ
と
ん
ど
産
出
し
ま
せ
ん
の
で
彼
ら
に
と
っ
て
は
貴
重
な
品
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
奪
っ
て
逃

げ
た
と
。
そ
れ
を
追
わ
せ
た
け
れ
ど
も
結
局
は
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
衝
撃
を
朝
廷
は
受
け
る
の
で
す

ね
。
そ
の
波
紋
と
い
っ
た
も
の
が
こ
う
し
た
大
宰
府
を
中
心
と
し
た
防
衛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
先
ほ
ど
の
小
田
先
生
の
お
話
、
あ
る
い
は
矢
野
さ
ん
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
鞠
智
城
と
い
う
の
が
九
州
、

大
宰
府
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
南
の
重
要
拠
点
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
貞
観
十
一
年
の
新
羅
の
海
賊
の
出

現
と
い
う
も
の
も
何
ら
か
の
形
で
鞠
智
城
の
経
営
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
少
し
考
え
て
み
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
八
七
三
年
(
貞
観
十
五
)
、
激
海
の
使
者
が
薩
摩
・
肥
後
に
漂
着
し
た
と
い
う
で
き
ご
と
で
す
。

溺
海
と
い
う
の
は
今
日
の
中
患
の
朝
鮮
半
島
北
部
・
東
北
三
省
か
ら
ロ
シ
ア
の
沿
海
州
に
か
け
て
七
世
紀
の
末
か
ら
一

O
世
紀

の
は
じ
め
ま
で
存
続
し
て
、
日
本
と
は
七
二
七
年
か
ら
一
一

0
0年
閥
も
友
好
的
な
交
流
を
持
っ
た
国
で
す
。
こ
の
溺
海
と
の
交

流
は
原
則
別
と
し
て
は
、
今
日
の
ロ
シ
ア
と
中
国
・
北
朝
鮮
と
の
国
境
地
域
に
あ
っ
た
港
と
、
能
登
半
島
を
中
心
と
し
た
地
域
と

の
関
を
船
が
往
来
し
て
交
流
を
続
け
る
と
い
う
形
な
わ
け
で
す
が
、
そ
う
し
た
溺
海
の
使
い
が
薩
摩
・
肥
後
に
到
着
し
ま
し
た
。

た
だ
し
今
回
の
溺
海
使
と
い
う
の
は
日
本
を
目
的
と
し
た
使
節
で
は
な
く
て
実
は
唐
に
向
け
て
派
遣
さ
れ
た
使
者
、
い
わ
ば
溺

海
の
遣
唐
使
で
す
ね
。
激
海
の
遣
唐
使
、
が
二
隻
で
唐
に
向
か
う
途
中
で
風
に
流
さ
れ
、
薩
摩
の
甑
島
に
着
き
ま
す
。
そ
こ
で
最

初
に
日
本
の
役
所
か
ら
尋
問
を
受
け
る
の
で
す
が
、
一
一
隻
の
う
ち
一
隻
は
そ
の
後
逃
げ
て
し
ま
っ
て
、
今
度
は
肥
後
天
草
に
潔

著
す
る
の
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
経
過
を
辿
る
溺
海
の
使
節
が
や
っ
て
来
る
の
で
す
が
、
こ
の
時
の
溺
海
の
使
い
が
何
の
た
め

に
派
遣
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
、
唐
で
九
世
紀
の
末
に
起
こ
っ
て
い
た
内
乱
、
こ
れ
を
庸
が
平
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
お
祝
い
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の
た
め
に
溺
海
の
王
様
が
送
っ
た
使
者
だ
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
日
本
と
は
全
く
関
係
が
無
い
出
来
事
で
あ
り
、
使
い
で
も

あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
使
い
が
た
ま
た
ま
百
本
に
漂
着
し
た
こ
と
で
、
そ
の
唐
の
情
報
を
日
本
も
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
情
報
を
知
っ
た
日
本
は
、
果
た
し
て
対
岸
の
火
事
と
見
て
い
た
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
以
前
、
同
じ
よ
う
に
唐
の
情
報

が
伝
わ
っ
た
時
に
は
ど
う
対
応
を
し
た
の
か
、
そ
う
い
う
問
題
を
参
考
に
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。
今
回
は
こ
う
し
た
二
つ

の
問
題
点
、
い
わ
ば
九
世
紀
か
ら
一

O
世
紀
に
か
け
て
の
対
外
関
係
に
お
け
る
鞠
智
城
、
そ
ん
な
テ
ー
マ
で
少
し
お
話
を
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

回
、
貞
観
十
一
年
(
八
六
九
)
の
新
羅
海
賊
と
鞠
智
城

そ
れ
で
は
ま
ず
最
初
の
テ
!
マ
で
す
ね
、
貞
観
十
一
年
の
新
羅
海
賊
と
大
宰
府
紡
衛
縞
の
強
化
と
鞠
智
城
と
い
う
こ
と
で
お

話
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
こ
で
大
宰
府
防
衛
網
と
い
う
一
言
葉
を
使
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
意
味
を

込
め
て
い
ま
す
。
一
つ
は
大
宰
府
を
天
守
閣
に
み
な
せ
ば
、
そ
の
周
辺
、
例
え
ば
大
野
城
、
基
緯
城
、
南
側
の
鞠
智
城
、
こ
う

い
っ
た
城
が
櫓
で
あ
る
と
か
二
の
丸
、
一
二
の
丸
、
そ
う
い
っ
た
形
で
ま
ず
は
大
宰
府
を
紡
衛
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

う
意
味
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
は
大
宰
府
を
中
心
と
し
て
周
辺
に
配
置
し
た
幾
つ
か
の
支
城
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
ね
。
そ
う
し

た
支
城
で
も
っ
て
と
も
か
く
唐
や
新
羅
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
か
ら
の
軍
事
的
な
脅
威
か
ら
守
る
。
そ
う
し
た
二
つ
の
意
味
で
大

宰
府
防
衛
網
と
い
う
表
現
を
こ
こ
で
は
私
は
使
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
意
味
で
南
の
押
さ
え
と
し
て
こ
の
鞠
智

城
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
そ
れ
で
は
二
つ
の
事
例
か
ら
こ

の
鞠
智
城
の
位
置
づ
け
を
行
う
と
ど
う
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
お
話
し
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

131 講演2r東アジア史からみた鞠智城」



そ
れ
で
は
貞
観
十
一
年
の
出
来
事
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も

私
の
文
章
で
ま
と
め
て
お
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
こ
こ
で
私
が
述
べ
た
い
と
こ
ろ
は
、
先
ほ
ど
来
の
お
話
で
、
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
式

山
城
と
い
う
も
の
が
白
村
江
の
戦
後
の
そ
の
緊
急
体
制
、
唐
や
新
羅
が
い
つ
今
度
は
自
分
た
ち
の
も
と
に
押
し
寄
せ
て
く
る
か

わ
か
ら
な
い
、
そ
の
た
め
に
造
ら
れ
た
と
い
う
、
外
敵
防
衛
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
時
、
そ
う
し
た
対
外
的
な
脅
威
と
い
う
も

の
は
、
そ
の
後
も
決
し
て
減
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

新
羅
と
の
関
係
は
七
世
紀
、
八
世
紀
を
通
じ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
白
村
、
江
の
戦
い
の
後
、
唐
と
新
羅
は
共
同
し

て
百
済
に
つ
い
で
高
句
麗
を
滅
ぼ
す
わ
け
で
す
が
、
新
羅
は
百
済
・
高
句
麗
を
滅
ぼ
せ
ば
自
分
は
朝
鮮
半
島
全
域
を
統
治
で
き

る
だ
ろ
う
、
こ
う
目
論
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
そ
う
で
は
な
く
て
唐
が
出
先
に
機
関
を
置
い
て
陪
接
統
治
を
目
指
す
。
そ
こ
で
新

組
織
の
思
惑
と
窟
の
思
惑
と
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
。
昨
日
の
友
は
そ
こ
に
今
日
の
敵
と
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
な

る
と
白
村
江
で
直
接
戦
火
を
交
え
た
日
本
で
あ
っ
て
も
新
羅
は
ま
ず
は
背
後
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
日
本
と
の
交
流
を
復
活
さ
せ
、
友
好
的
な
形
で
進
め
よ
う
と
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
日
本
側
も
新
羅
の
方
針

に
応
じ
て
交
流
を
再
開
い
た
し
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
最
初
は
唐
と
い
う
共
通
の
い
わ
ば
敵
と
い
い
ま
す
か
、
非
常
に
大
き

な
勢
力
を
相
手
に
新
経
と
日
本
は
同
盟
を
結
び
ま
す
。
と
こ
ろ
が
新
羅
は
や
が
て
唐
と
の
敵
対
関
係
を
緩
和
し
て
、
平
和
友
好

的
な
交
流
へ
と
転
換
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
日
本
に
対
す
る
態
度
、
当
然
変
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
一
方
の
日
本
側
と
し

て
は
今
ま
で
あ
れ
だ
け
低
姿
勢
で
日
本
に
交
流
し
て
き
た
の
に
段
々
低
姿
勢
を
失
っ
て
対
等
へ
と
交
流
の
姿
勢
を
変
え
て
い
こ

う
と
す
る
の
は
無
礼
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
八
世
紀
に
入
る
と
日
本
と
新
羅
両
者
の
閥
で
紛
糾
が
生
じ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
う
い
う
形
で
新
羅
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
最
終
的
に
は
七
七
九
年
を
最
後
と
し
て
新
羅
と
の
い
わ
ゆ
る
外
交
交
渉
は
終

わ
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
考
え
て
い
く
と
、
新
羅
関
係
の
悪
化
と
い
う
こ
と
は
新
羅
が
脅
威
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へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
白
村
江
の
敗
戦
後
の
状
況
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
。
対
外
的
な

脅
威
と
い
う
も
の
は
常
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
確
か
に
鞠
智
城
は
建
物
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
変
遷
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
の
役
割
の
重
要
な
一
つ
と
し
て
こ
の
対
外
的
な
紡
衛
、
大
宰
府
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
角
と
し
て

重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
ず
っ
と
変
わ
り
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
事
例
を
よ
く

示
し
て
い
る
の
が
こ
の
貞
観
十
一
年
の
新
羅
海
賊
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
資
料
篇
の
一
ー
|
(
一
)
「
新
羅
海
賊
の
出
現
と
そ
の
衝
撃
」
(
四
三
頁
)
、
衝
撃
と
い
う
の
は
朝
廷
が

大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
そ
の
関
連
す
る
史
料
を
一
、
二
、
三
に
あ
げ
て
お
き
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
先

ほ
ど
お
話
し
た
と
お
り
で
す
。
つ
ま
り
博
多
湾
内
に
停
泊
し
て
い
た
豊
前
国
の
年
貢
船
、
こ
れ
を
二
隻
の
新
羅
海
賊
が
襲
っ
て

積
載
し
て
い
た
絹
綿
を
奪
っ
て
逃
走
し
た
。
こ
れ
を
大
宰
府
の
兵
士
に
追
わ
せ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
結
局
取
り
逃
が
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
朝
廷
は
こ
れ
に
非
常
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
る
わ
け
で
す
。
早
速
、
大
宰
府
の
役
人
を
議
賞
す
る

の
で
す
ね
、
叱
り
飛
ば
す
の
で
す
。
何
た
る
失
態
だ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
こ
の
〔
史
料
一
一
〕
(
四
四
頁
)
で
は
上
か
ら
四

行
自
の
と
こ
ろ
、
「
唯
に
官
物
を
亡
失
す
る
の
み
に
非
ず
、
兼
ね
て
亦
た
国
威
を
損
辱
す
。
之
を
往
古
に
求
む
る
に
、
未
だ
前

の

こ

ま

ざ

関
有
ら
ず
。
後
来
に
胎
す
に
、
世
間
に
面
白
無
か
る
べ
し
。
」
と
あ
り
ま
す
。
非
常
に
恥
で
あ
る
と
す
る
し
、
面
目
な
い
と
、
こ

う
い
う
状
況
に
し
た
大
宰
府
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
形
で
叱
責
す
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
唯
叱
責
す
る
だ

け
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
こ
が
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
で
軍
備
の
強
化
を
は
か
る
ん
で
す
ね
。

た
だ
そ
の
前
に
も
う
一
つ
衝
撃
を
受
け
た
で
き
ご
と
が
こ
の
年
に
あ
り
ま
し
た
。
【
史
料
一
二
〕
(
四
四
一
員
)
に
な
り
ま
す
。
こ

の
貞
観
十
一
年
、
新
羅
の
海
賊
事
件
が
起
こ
っ
た
の
は
五
月
で
す
が
、
実
は
同
じ
頃
、
貞
観
地
震
と
呼
ば
れ
る
大
地
震
と
大
津

波
が
陸
奥
国
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
お
そ
ら
く
八
・
四
以
上
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
昨
年
の
三
・
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一
一
と
ほ
ぼ
同
規
模
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
津
波
で
あ
る
と
か
地
震
に
よ
っ
て
多
賀
城
が
壊
滅
し
た
と
い
う
記
録
が
こ
の

『
日
本
一
一
一
代
実
録
』
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
年
の
七
月
に
同
じ
く
肥
後
間
で
も
地
震
・
風
水
の
災
害
が
起
こ
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
年
号
を
と
っ
て
貞
観
地
震
と
呼
ば
れ
て
、
も
っ
ぱ
ら
陸
奥
国
の
場
合
、
が
有
名
で
す
け
れ
ど
、
実
は
肥
後
図

で
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
も
昨
年
、
本
臼
ご
来
場
の
方
に
お
そ
ら
く
菊
池
市
に
お
住
ま
い
の
方
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
、
ま
さ
に
鞠
智
城
の
あ
る
菊
池
市
で
は
一

O
月
で
し
た
か
ね
、
大
き
な
地
震
、
震
度
五
強
の
地
震
が
あ
っ
た
と
い

う
よ
う
に
私
記
憶
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。
貞
観
十
一
年
(
八
六
九
)
に
も
陸
奥
、
そ
し
て
肥
後
で
地
震
が
起
こ
り
、
同
じ

よ
う
に
昨
年
も
一
一
一
月
と
そ
れ
か
ら
一

O
月
に
起
き
て
い
ま
す
。
何
か
歴
史
的
に
符
合
す
る
よ
う
な
そ
ん
な
感
じ
が
い
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
大
地
震
も
あ
り
、
ま
た
、
一
方
新
羅
の
海
賊
事
件
も
起
こ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
貞
観
十
一
年
は
外

冠
と
天
災
が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
大
宰
府
か
ら
、
大
き
な
鳥
が
集
ま
っ
て
ガ
ア
ガ
ア
騒
い
で
い
る
と
い
う
異
変
の
報
告

が
印
刷
き
ま
す
。
こ
う
し
た
異
変
が
あ
る
と
、
朝
廷
で
は
必
ず
占
い
に
か
け
ま
す
。
占
っ
た
結
果
、
こ
れ
は
隣
悶
つ
ま
り
新
羅
か

ら
兵
が
攻
め
て
く
る
、
そ
う
い
う
兆
し
じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
ん
な
結
果
が
出
た
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
朝
廷
と
し
て
は
国
内
外

い
ろ
い
ろ
出
来
事
で
も
っ
て
右
往
左
往
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
出
来
る
こ
と
と
い
え
ば
寺
社
に
祈
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
年

末
に
は
伊
勢
大
神
宮
と
そ
れ
か
ら
石
浩
水
八
幡
宮
、
翌
年
に
も
九
州
の
宗
像
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
使
者
を
派
遣
し
て
お
祈

り
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
文
な
も
の
で
す
か
ら
一
通
を
挙
げ
ま
し
た
の
が
〔
史
料
三
〕
(
四
四
良
)
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
伊
勢
大
神
宮
に
使
者
を
派
遣
し
て
、
そ
の
神
宮
の
神
前
で
も
っ
て
一
天
皇
の
一
一
言
葉
を
読
み
上
げ
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
を
告

げ
る
文
と
書
い
て
こ
う
も
ん
と
読
み
ま
す
。
そ
の
告
文
を
こ
こ
に
記
し
て
お
き
ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
は
長
文
に
わ
た
り
ま
す
の

み
か
ど

で
要
点
の
み
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
線
を
引
い
て
あ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
「
我
が
朝
」
我
が
閏
で
す
ね
、
「
久
し
く
軍
旅
」
つ

ま
り
長
い
こ
と
戦
い
が
無
く
、
「
専
ら
警
護
を
忘
れ
た
り
」
、
警
戒
を
忘
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
海
賊
の
侵
入
を
易
々
と
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招
く
結
果
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
対
外
的
な
紡
衛
と
い
う
も
の
、
ま
あ
平
和
な
時
に
危
機
を
考
え
る
と
い
う
の

が
元
来
国
家
、
が
と
る
べ
き
道
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
時
、
つ
い
、
平
和
に
お
ぼ
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
こ
と
が
今
回
の

よ
う
な
結
果
を
招
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
ま
ず
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
方
重
要
な
部
分
は
、
我
が

や

ま

と

み

か

ど

闘
は
神
の
国
で
あ
る
と
。
神
明
の
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
続
け
て
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
「
然
れ
ど
も
我
が
日
本
の
朝
は
、

か

み

の

く

に

所
謂
神
明
之
国
な
り
」
。
神
が
作
り
神
が
守
っ
て
い
る
悶
だ
と
。
だ
か
ら
伊
勢
大
神
宮
に
お
参
り
し
て
、
そ
の
神
の
加
護
に
よ

っ
て
、
も
し
隣
国
新
羅
が
日
本
を
攻
め
よ
う
な
ど
と
企
て
た
な
ら
ば
こ
れ
は
神
の
力
に
よ
っ
て
ぜ
ひ
防
い
で
欲
し
い
。
こ
う
い

う
こ
と
を
神
前
で
読
み
上
げ
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

五
、
大
宰
府
妨
衛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
鞠
智
城

そ
こ
で
た
だ
神
に
頼
む
だ
け
で
な
く
て
、
防
衛
網
の
強
化
を
図
る
の
で
す
。
ど
う
い
う
強
化
を
図
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
も
〔
史

料
四
(
)
六
〕
(
四
五
頁
)
に
あ
げ
て
お
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
諸
国
に
軍
団
兵
士
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
肥
後
図
の
場

合
に
は
益
城
の
箪
閏
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
鞠
智
に
も
軍
国
が
置
か
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
う
し
た
軍
団
制
に
お
け
る
兵
士
の
質
が
落
ち
て
き
て
、
実
際
の
防
衛
の
役
に
は
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
天
長

三
年
(
八
二
六
)
以
来
、
何
度
か
再
編
が
企
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
五
一
一
頁
の
と
こ
ろ
に
表
と
し
て
ま
と
め
て
お
き
ま
し
た
の
で

こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
天
長
三
年
の
段
階
、
貞
観
十
一
年
よ
り
以
前
で
す
ね
、
ま
だ
海
賊
が
出
現
す
る
以
前
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
辺
り
か
ら
軍
備
の
再
編
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
軍
団
制
の
兵
士
に
変
わ
っ
て
選
士
と
い
う
制
度
を
創
設
し

て
こ
れ
を
九
州
各
国
、
大
宰
府
を
中
心
と
し
て
九
州
各
岡
山
に
配
備
い
た
し
ま
す
。
当
然
肥
後
閣
に
も
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

人
数
の
内
訳
と
い
う
の
は
明
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
宰
府
に
は
四

O
O人
と
い
う
こ
と
が
わ
か
つ
て
は
い
ま
す
。
そ
れ
は
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だ
い
た
い
一

O
O人
前
後
を
部
隊
と
し
て
そ
れ
が
四
番
、
四
グ
ル
ー
プ
で
も
っ
て
交
代
に
勤
務
を
す
る
、
こ
う
い
う
体
制
を
作

り
あ
げ
ま
し
た
。
こ
れ
が
八
二
六
年
の
段
階
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
せ
っ
か
く
選
士
制
と
い
う
軍
備
を
整
え
た
の
で
す

が
、
そ
れ
か
ら
四

O
年
後
に
起
こ
っ
た
こ
の
貞
観
十
一
年
の
海
賊
事
件
に
際
し
て
は
、
選
士
を
き
ち
ん
と
配
備
し
て
お
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
大
宰
府
は
海
賊
を
取
り
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
更
に
防
備
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
は
鴻
櫨
館
と
い
う
名
前
は
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
古
代
の
迎
賓
館
で
す
ね
。
か
つ
て
の
平
和
台
球
場
の
外
野
席
の
一
角
、

そ
こ
か
ら
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
発
掘
調
査
が
今
日
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、
鴻
臆
館
の
跡
に
行
き
ま
す
と
、
海
か
ら
ず
い

ぶ
ん
離
れ
て
い
ま
す
。
で
も
実
際
に
は
そ
れ
は
後
世
の
埋
め
立
て
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
八
世
紀
、
九
世
紀
頃
の
鴻
臆
館
と
い

う
の
は
海
に
面
し
た
崖
の
上
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。
志
賀
島
か
ら
ず
っ
と
博
多
湾
に
入
っ
て
く
る
と
一
番
最
初
に
自
に
入
る
の

が
鴻
臆
館
の
建
物
で
す
ね
。
そ
こ
で
鴻
櫨
館
の
海
側
の
部
分
に
は
石
垣
も
き
ち
ん
と
積
ん
で
見
栄
え
も
よ
く
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
反
対
側
は
あ
ま
り
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
で
す
ね
。
と
も
か
く
新
羅
や
唐
の
外
国
の
使
節
が
最
初
に
来
た
特
に
、
あ
あ

凄
い
建
物
、
だ
と
圧
倒
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
も
っ
て
鴻
臆
館
は
立
派
な
施
設
と
い
た
し
ま
す
。
平
和
外
交
の
象
徴
で
す

ね
。
使
節
が
や
っ
て
来
る
と
ま
ず
そ
こ
に
滞
在
さ
せ
て
、
そ
し
て
大
宰
府
と
の
関
で
や
り
取
り
を
し
て
都
に
向
か
っ
た
り
、
あ

る
い
は
充
分
な
礼
儀
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
そ
こ
か
ら
帰
国
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
形
の
迎
賓
館
と
し
て
鴻
臆
舘
が
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
貞
観
十
一
年
の
海
賊
事
件
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
こ
の
鴻
臆
館
に
兵
士
と
そ
れ
か
ら
武
器

を
配
備
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
ね
。
も
と
も
と
鴻
糠
館
は
一
番
見
晴
ら
し
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
か
ら
当
然
望
楼
的
な
役
割
、

物
見
櫓
的
な
役
割
は
今
ま
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
今
度
は
そ
こ
に
兵
士
を
常
駐
さ
せ
る
、
そ
れ
か
ら
武
器
も
配
備

す
る
と
い
う
こ
と
で
も
っ
て
、
平
和
的
外
交
の
象
徴
で
あ
っ
た
鴻
櫨
館
が
今
度
は
防
衛
の
最
前
線
と
な
る
。
こ
う
し
た
大
き
な

改
革
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
貞
続
十
一
年
の
海
賊
侵
入
を
き
っ
か
け
と
し
て
大
宰
府
の
紡
衛
網
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
は
海
賊
が
博
多
湾
に
侵
入
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
大
宰
府
側
、
だ
け
だ
ろ
う
と
あ
る
い
は
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
こ
の
時
の
新
羅
の
海
賊
の
ル
!
ト
い
う
も
の
を
見
て
み
ま
す
と
、
別
の
考
え
も
出
て
く
る
ん
で
す
ね
。
年
表
(
五
三
一
員
)
の

八
七
六
年
(
貞
観
十
八
)
の
と
こ
ろ
が
}
ご
覧
く
だ
さ
い
。
先
ほ
ど
の
事
件
か
ら
数
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
大
宰
府

ひ

ら

ち

か

お

ち

か

か
ら
、
肥
前
国
松
浦
郡
の
庇
羅
と
い
う
の
は
平
一
戸
島
で
す
ね
、
そ
れ
か
ら
値
嘉
と
あ
り
ま
す
。
五
島
列
島
小
値
賀
島
を
指
す
と

す
る
な
ど
、
な
ど
い
ろ
ん
な
議
論
が
あ
る
の
で
す
が
、
だ
い
た
い
平
戸
と
五
島
列
島
、
こ
う
し
た
地
域
を
新
た
に
郡
と
し
て
編

成
し
た
い
と
い
う
申
請
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
合
日
本
一
二
代
実
録
』
貞
観
十
八
年
三
月
九
日
条
)
。
注
目
し

た
い
の
は
次
に
続
い
て
い
る
文
章
で
す
ね
。
唐
の
商
人
は
平
戸
で
あ
る
と
か
五
島
、
こ
う
い
っ
た
地
域
に
ま
ず
立
ち
寄
っ
て
、

準
備
を
し
て
そ
れ
か
ら
博
多
に
行
っ
て
貿
易
を
行
う
。
時
に
は
そ
こ
で
も
っ
て
貿
易
口
聞
を
仕
入
れ
て
い
く
。
平
戸
や
五
島
に
あ

る
も
の
を
唐
物
と
称
し
て
売
っ
て
い
る
と
。
日
本
人
は
ま
だ
目
利
き
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
あ
り
が
た
い
も
の
と
し
て
受

取
っ
て
買
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
実
際
に
は
こ
う
し
た
身
近
な
と
こ
ろ
で
取
れ
た
も
の
、
こ
う
し
た
も
の
を
有
難
が
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
そ
う
し
た
重
要
な
地
点
で
す
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
貞
観
十
一
年
の
新
羅
海
賊
も
こ
こ
を
通
っ
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
こ
と
で
す
。
博
多
湾
を
襲
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
プ
サ
ン
(
釜
山
)
辺
り
を
出
た
海
賊
、
あ
る
い
は
半
島
の
南
海
岸

を
出
た
海
織
が
対
馬
、
壱
岐
、
そ
し
て
博
多
へ
と
来
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
ル

l
ト
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
こ
の
時
の
史
料
に

は
対
馬
や
壱
岐
に
寄
っ
た
と
い
う
形
跡
、
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
は
海
賊
侵
入
の
ル
!
ト
と
し
て
は
朝
鮮
半
島
南
海
岸
の

東
側
で
は
な
く
て
西
側
、
例
え
ば
チ
ン
ド
(
珍
島
)
、
あ
る
い
は
ワ
ン
ド
(
莞
島
)
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
早
く
か
ら
新
羅
の
貿

易
商
人
が
根
拠
地
と
し
た
場
所
で
す
。
つ
ま
り
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
地
域
を
根
拠
地
と
し
た
海
賊
集
閏
が
平
戸
・
五
島
列
島
地

域
を
経
て
博
多
を
襲
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
ル
!
ト
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
博
多
側
、
だ
け
を
防
衛
す
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れ
ば
い
い
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
当
然
平
戸
・
五
島
列
島
か
ら
さ
ら
に
組
前
・
肥
後
、
そ
う
い
っ
た
地
域
も
防
衛
織
の
重
要
な
地
点

に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
鴻
糠
館
と
い
う
と
こ
ろ
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
け
ど
も
、
鴻
臆
館
は
い
わ
ば

北
側
で
す
ね
、
北
側
の
部
分
で
も
っ
て
ま
ず
最
前
線
を
構
成
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
こ
れ
ま
で
配
備
さ
れ
て
い
る
肥
前
で
あ
る

と
か
肥
後
、
こ
う
い
っ
た
地
域
の
軍
団
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
鞠
智
城
に
も
軍
備
再
編
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
わ
け
で
す
。
九
世
紀
、
先
ほ
ど
の
矢
野
さ
ん
の
時
期
区
分
で
い
く
と
だ
い
た
い

W
殿、

V
期
、
町
期
に
あ
た
り
ま

す
が
、

w期
に
な
る
と
確
か
に
建
物
が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
こ
の
私
の
推
測
を
発
掘
の
成
果
と
ど
う
整
合
性

を
と
っ
て
い
く
の
か
、
こ
の
あ
た
り
が
一
つ
論
点
と
な
り
、
私
自
身
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
し
た
九
世
紀
以
降
、
も

対
外
関
係
、
特
に
新
羅
の
脅
威
と
い
う
も
の
を
考
え
た
と
き
に
は
決
し
て
減
少
は
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
し

た
意
味
で
こ
の
鞠
智
城
の
存
在
や
存
続
の
意
味
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
対
外
的
な
側
面
か
ら
も
、
も
う
一
度
発
掘
の
成
果
と
い

う
も
の
を
見
直
し
て
み
た
い
、
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
第
一
点
の
テ
!
マ
に
な
り
ま
す
。
第
一
点
で
ほ
ぼ

時
間
を
尽
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
第
二
の
テ
!
マ
に
つ
い
て
急
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
、
激
海
使
の
肥
後
天
箪
漂
着
と
鞠
智
城

第
二
の
テ
!
マ
は
、
激
海
遣
唐
使
の
薩
摩
・
肥
後
来
着
と
唐
情
報
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
八
七
三
年
(
貞
観

十
五
)
、
八
六
九
年
か
ら
問
、
五
年
後
に
激
海
の
遣
唐
使
が
天
草
に
漂
着
し
た
と
い
う
で
き
ご
と
で
す
。
こ
の
時
、
薩
摩
の
甑
島
、

そ
れ
か
ら
天
草
に
着
い
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
当
時
の
日
本
で
は
そ
う
し
た
異
国
人
が
来
着
す
る
と
必
ず
現
地
の
役
人
が
出

か
け
て
い
っ
て
事
情
聴
取
を
行
い
ま
す
。
一
体
お
前
は
何
人
か
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
何
の
た
め
に
や
っ
て
来
た
の
か
。
そ

う
い
う
こ
と
を
尋
問
し
て
そ
れ
を
留
で
あ
る
と
か
大
宰
府
を
通
し
て
朝
廷
に
報
告
し
ま
す
。
朝
廷
で
は
報
告
に
も
と
づ
い
て
議
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論
し
、
対
応
を
指
示
す
る
と
、
こ
う
い
う
流
れ
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
時
、
最
初
、
現
地
の
役
人
は
新
羅
人
で
は
な
い
か
と

疑
っ
た
の
で
す
ね
。
激
海
人
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
新
羅
人
が
激
海
人
と
偽
っ
て
や
っ
て
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

ど
う
も
怪
し
い
と
い
う
こ
と
で
身
柄
を
拘
束
し
ま
す
。
身
柄
を
拘
束
し
て
大
宰
府
に
向
か
お
う
と
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
聞

に
一
隻
が
逃
げ
て
、
薩
摩
の
甑
島
か
ら
今
度
は
天
草
の
方
に
着
く
と
、
そ
う
い
う
経
過
を
辿
り
ま
す
。
た
だ
、
朝
廷
で
審
議
し
、

彼
ら
の
持
ち
物
を
き
ち
ん
と
調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
溺
海
の
使
い
に
間
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
激
海
の
使
い
な
の

だ
か
ら
丁
重
に
扱
っ
て
帰
国
さ
せ
な
さ
い
と
大
宰
府
に
指
示
し
ま
す
。
た
だ
溺
海
の
使
い
で
あ
る
な
ら
日
本
と
の
交
流
が
友
好
的

に
進
ん
で
い
る
の
は
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
何
で
そ
の
あ
た
り
を
し
っ
か
り
説
明
を
し
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
も
注
意

し
な
さ
い
、
そ
ん
な
こ
と
も
指
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
万
一
新
羅
人
だ
っ
た
ら
直
ち
に
追
い
返
せ
と
も
付
け
加
え
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
新
緑
は
悪
い
国
、
激
海
は
い
い
問
、
こ
う
い
う
回
定
観
念
、
が
こ
の
時
期
、
こ
の
段
階
で
定
着
し
て
い
る
の
で
す
。
先
ほ
ど

の
伊
勢
神
宮
へ
の
告
文
で
も
み
ら
れ
る
考
え
で
す
ね
。
そ
こ
に
み
え
る
朝
鮮
鋭
で
あ
る
と
か
、
神
国
思
想
、
こ
の
二
点
、
こ
れ
は

ず
っ
と
日
本
の
今
日
に
至
る
ま
で
と
一
一
一
一
口
っ
て
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
根
底
に
あ
る
対
外
意
識
を
定
着
さ
せ

る
根
源
が
実
に
貞
観
十
一
年
の
段
階
に
あ
る
の
で
す
ね
。
そ
こ
で
は
神
功
皇
后
な
ど
の
話
も
、
必
ず
持
ち
出
さ
れ
ま
す
。
神
国
思

想
の
画
期
と
し
て
は
よ
く
蒙
古
襲
来
、
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
私
は
こ
の
貞
観
十
一
年
の
で
き
ご
と
を
非
常
に
重
視
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
朝
鮮
観
が
定
悼
一
倍
し
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
が
こ
の
溺
海
使
漂
着
の
記
事
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

七
、
溺
海
使
、
が
伝
え
た
唐
情
報

さ
て
、
そ
こ
で
大
事
な
と
こ
ろ
は
、
こ
の
溺
海
の
遺
唐
使
、
か
何
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
〔
史
料
七
】

(
四
六
頁
)
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
唐
で
徐
州
の
乱
が
平
定
さ
れ
た
の
で
そ
れ
を
お
祝
い
す
る
た
め
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に
溺
海
か
ら
唐
に
使
い
を
派
遣
し
た
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
溺
海
は
唐
の
間
封
を
受
け
た
属
国
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
臣
下
と

し
て
の
礼
儀
を
尽
く
す
た
め
に
唐
で
起
こ
っ
て
い
た
内
乱
、
こ
れ
が
終
息
し
た
の
で
そ
の
お
祝
い
の
た
め
の
使
い
を
派
遣
し

た
。
と
こ
ろ
が
航
路
を
そ
れ
て
し
ま
っ
て
日
本
に
着
い
た
と
い
う
説
明
か
}
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
漂
着
し
た
溺
海
使
か
ら

事
情
聴
取
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
唐
の
徐
州
の
反
乱
に
つ
い
て
も
当
然
日
本
側
で
も
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
徐
州
は
上
海
の
ほ

ど
近
く
を
通
っ
て
い
る
大
運
河
で
洛
陽
・
長
安
へ
と
辿
っ
て
い
く
途
中
に
あ
る
重
要
な
地
点
で
す
。
そ
こ
は
ま
た
遣
唐
使
が
使

う
ル
!
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
徐
州
と
い
う
名
前
は
こ
の
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
決
し
て
無
縁
の
場
所
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
実
際
に
史
料
に
あ
げ
て
お
き
ま
し
た
が
八
三
九
年
に
入
唐
し
た
有
名
な
円
仁
と
い
う
僧
侶
、
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』

と
い
う
日
記
を
残
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
円
仁
の
日
記
の
中
に
徐
州
と
い
う
と
こ
ろ
を
通
過
し
た
と
い
う
記
事
も
出
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
こ
で
一
体
何
が
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
臨
腕
財
の
乱
と
い
う
で
き
ご
と
で
す
。
鹿
劫
と
い
う
の
は
人
名
で
、
廃
劫
を
リ

こ
う
そ
う

ー
ダ
!
と
し
た
兵
士
の
反
乱
で
す
。
黄
巣
の
乱
と
い
う
の
は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
そ
の
前
に
唐
の
朝
廷
を

脅
か
す
内
乱
が
徐
州
を
中
心
と
し
た
地
域
で
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
非
常
に
大
き
な
反
乱
で
、
最
初
は
兵
士
の
反
乱
で
あ
っ
た

の
が
や
が
て
民
衆
を
巻
き
込
み
、
さ
ら
に
は
在
地
の
豪
族
も
加
わ
っ
て
、
民
衆
反
乱
へ
と
発
展
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
次
に
黄
巣

の
乱
、
が
起
き
て
、
や
が
て
唐
が
滅
亡
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
う
し
た
唐
滅
亡
へ
の
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
た
出
来
事
が
こ
の
嬢

劫
の
乱
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
徐
州
で
す
か
ら
当
然
日
本
の
遣
唐
使
の
ル
ー
ト
に
も
関
わ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
で
こ
の
情
報
を
得
て
日
本
が
非
常
に
驚
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
海
外
情
報
で
惣
起
さ
れ
る
の
は
、
八
世
紀
の
半
ば
に
起
き
た
安
禄
山
の
乱
情
報
で
す
。
安
禄
山
の
乱
の
情
報
、
が
溺

海
を
通
じ
て
日
本
に
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
頃
の
権
力
者
は
藤
原
仲
麻
呂
、
こ
れ
も
ご
存
知
で
す
ね
、
恵
美
押
勝
。
こ
の
恵
美
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押
勝
は
安
禄
山
反
乱
の
情
報
を
得
て
何
を
し
た
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
対
岸
の
火
事
と
見
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
海
を
越
え
た

遥
か
彼
方
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
と
は
考
え
な
い
で
す
ね
。
安
禄
山
の
反
乱
箪
は
洛
陽
か
ら
長
安
ヘ
向
か
お
う
と
し
て
い
る

け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
商
へ
は
向
か
え
な
い
だ
ろ
う
。
矛
先
を
転
じ
て
東
に
向
か
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
行
き
先
は

日
本
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
大
宰
府
の
責
任
者
l

た
ま
た
ま
吉
備
真
備
と
い
う
非
常
に
著
名
な
学
者
が
責
任
者
を
務
め
て
い

ま
し
た
l

吉
備
真
備
に
命
じ
て
、
し
っ
か
り
と
防
衛
方
針
を
囲
め
ろ
、
こ
う
い
う
指
示
を
出
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
外
交
に
関

す
る
感
覚
、
非
常
に
鋭
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
仲
麻
呂
は
中
国
文
化
を
学
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
鋭
敏
な
感
覚
の
持
ち

主
な
ん
で
す
ね
。
仲
麻
呂
と
い
う
と
歴
史
上
あ
ま
り
よ
い
評
判
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
大
変
な
政
治
家
、
だ
と
思
わ
せ
る
出
来
事

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
同
じ
よ
う
に
徐
州
の
乱
と
い
う
も
の
を
聞
い
た
持
、
こ
う
し
た
過
去
の
出
来
事
が
当
時

の
人
々
の
脳
裏
を
過
ぎ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
で
、
新
た
に
肥
後
地
域
の
紡
衛
が
必
要
と
考
え
た

の
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
ま
す
。

そ
の
当
時
は
日
本
の
遣
唐
使
は
博
多
を
発
っ
て
そ
の
後
、
五
島
を
経
由
し
て
一
気
に
東
シ
ナ
海
を
横
断
し
ま
す
が
、
五
島
列

島
か
ら
は
、
天
草
、
有
明
海
に
入
っ
た
り
、
あ
る
い
は
肥
後
の
海
に
や
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
は
逆
に

言
え
ば
、
常
に
対
外
的
な
脅
威
の
下
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
は
平
和
的
な
外
交
も
あ
り
、
裏
腹
に
脅
威

と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
る
、
そ
う
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
【
補
注
〕

そ
し
て
時
期
的
に
唐
が
滅
亡
し
て
か
ら
後
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
期
に
実
際
に
商
人
、
か
五
島
や
、
長
崎
県
の
突
端

の
方
に
野
母
崎
と
い
う
場
所
、
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
野
母
崎
近
く
に
唐
が
滅
亡
し
た
後
の
五
代
十
閣
と
い
う
持
代
の
蒔
人
が
や

っ
て
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
野
母
崎
を
入
れ
ば
肥
前
、
肥
後
ど
こ
に
で
も
行
け
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
貿

易
の
蕗
人
が
や
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と
は
い
つ
海
賊
が
出
現
す
る
と
も
限
ら
な
い
。
そ
ん
な
地
域
に
な
り
ま
す
。
こ
の
持
期
に
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は
ま
た
、
年
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
新
羅
を
め
ぐ
る
不
穏
な
動
き
が
あ
り
、
新
羅
と
肥
前
、
肥
後

の
人
た
ち
、
こ
の
地
域
の
郡
司
ク
ラ
ス
の
者
が
新
羅
と
手
を
結
ん
で
対
馬
を
奪
お
う
と
い
う
よ
う
な
計
画
も
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
彼
ら
と
し
て
は
有
明
海
を
中
心
と
し
た
貿
易
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
に
そ
う
し
た
こ
と
を
企
て
た
の
で
は
な
い
か
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
不
穏
な
動
き
も
見
え
る
、
そ
ん
な
時
期
で
も
あ
る
の
で
す
ね
。
そ
う
し
た
点
か
ら
見
て
い
け

ば
、
溺
海
遣
唐
使
の
天
草
漂
着
は
、
有
明
海
防
衛
の
拠
点
と
し
て
の
鞠
智
城
の
存
在
意
義
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
る
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

〔
補
注
〕
こ
の
後
、
仁
和
元
年
(
八
八
五
)
に
は
新
羅
の
使
者
を
称
す
る
者
が
天
草
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
正
式
の

使
者
で
は
な
い
と
疑
い
、
警
戒
心
を
あ
ら
わ
に
し
て
帰
国
さ
せ
て
い
ま
す
。

八
、
変
わ
ら
ぬ
鞠
智
城
の
対
外
防
衛
機
能

以
上
、
貞
観
十
一
年
の
新
羅
海
賊
と
同
十
五
年
の
激
海
使
天
草
漂
着
の
で
き
ご
と
を
取
り
上
げ
、
九
世
紀
の
鞠
智
城
を
め
ぐ

る
国
際
的
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
鞠
智
城
の
存
在
は
、
対
外
的
な
防
衛
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
と
き

八
世
紀
、
九
世
紀
、
一

O
世
紀
決
し
て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
多
様
な
目
的
あ
る
い
は
機
能
と
い
う
も

の
が
こ
の
鞠
智
城
に
は
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
あ
の
建
物
群
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
私
は
感
じ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
で
も

そ
の
一
本
の
柱
と
し
て
は
対
外
的
な
意
義
、
こ
れ
は
一
愛
し
て
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て

お
り
ま
す
ね
。

少
し
時
聞
を
超
過
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
少
し
お
話
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
後
ほ
ど
補
足
の
機
会
が
あ

れ
ば
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
急
、
ぎ
足
で
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鞠智城シンポジウム【福岡会場】 142 



講
演
三

地
点
官
衡
と
鞠
智
城

一
講
演
者
紹
介

一
坂
井
秀
弥
(
さ
か
い
ひ
で
や
)

一
関
西
学
院
大
学
大
学
院
修
了
後
、
新
潟
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
遺
跡
発
担
調
査
と
埋
蔵
文
化
保
護
行

一
政
を
担
当
。
文
化
庁
記
念
物
課
(
埋
蔵
文
化
財
部
門
)
に
在
職
し
、
文
化
財
誠
査
官
・
主
任
文
化
財
調
査

一
官
房
」
歴
任
。
現
在
、
奈
良
大
学
教
授
。

一
専
門
は
考
古
学
、
文
化
財
行
政
。
学
術
簿
士
。
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-
講
演
三

「
地
方
官
衝
と
鞠
智
城
」

坂

井

秀

弥
(
奈
良
大
学
教
授
)

は
じ
め
に

只
今
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
奈
良
大
学
文
化
財
学
科
の
坂
井
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私
は
平
成
五
年
か

ら
一
六
年
閥
文
化
庁
の
記
念
物
課
と
い
う
と
こ
ろ
に
お
り
ま
し
て
、
熊
本
に
は
何
度
も
お
邪
魔
し
ま
し
て
、
鞠
智
城
に
も
何
度

か
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確
か
平
成
一
六
年
か
一
七
年
頃
が
、
最
後
に
訪
れ
た
機
会
で
し
て
、
そ
の
後
残
念
な
が
ら
訪
ね

る
機
会
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
大
変
分
厚
い
重
厚
な
報
告
書
を
手
に
し
ま
し
て
、
私
の
在
籍

中
か
ら
課
題
で
あ
っ
た
学
術
的
な
研
究
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
、
従
前
一
一
一
期
一
民
分
で
あ
っ
た
も
の
が
土
器
か
ら
き
ち
ん
と
五
期

区
分
に
改
め
ら
れ
て
、
い
つ
頃
ど
う
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
研
究
が
深
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

私
に
本
日
与
え
ら
れ
た
課
題
は
「
地
方
官
街
と
鞠
智
城
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
鞠
智
城
が
存
在
し
た
期
間
は
調
査
研
究
に
よ

っ
て
七
世
紀
の
半
ば
か
ら
一

O
世
紀
の
半
ば
く
ら
い
ま
で
で
す
。
こ
の
期
間
と
い
う
の
は
ま
さ
に
古
代
の
律
令
国
家
が
成
立
し

て
崩
壊
す
る
と
い
う
期
悶
に
あ
た
っ
て
い
る
わ
け
で
、
鞠
智
城
は
律
令
国
家
が
機
能
し
た
問
、
経
営
維
持
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
律
令
国
家
の
時
代
と
い
う
の
は
役
人
と
役
所
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
て
、
全
国
各
地
に
役
所
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
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こ
と
で
、
あ
る
意
味
で
は
鞠
智
城
と
官
街
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
本
日
は
、

開
発
掘
さ
れ
た
地
方
官
街
、
官
衡
と
い
う
の
は
役
所
の
こ
と
で
す
。
具
体
的

秀

こ

お

り

同
町
に
は
国
と
そ
の
下
に
置
か
れ
た
郡
の
役
所
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、
鞠
智

3

城
の
場
合
は
当
初
は
南
に
対
す
る
備
え
、
軍
事
的
な
機
能
、
か
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い

劃
ま
す
。
日
本
の
北
辺
の
東
北
地
方
に
は
、
城
あ
る
い
山
山
脈
ど
呼
ば
れ
た
、

じ
よ
う
さ
く

城
械
が
造
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
と
の
比
較
も
加
え

て
、
こ
れ
か
ら
少
し
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
レ
ジ
メ
は
、
大

変
簡
素
な
作
り
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
五
五
頁
か
ら
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
ま
し
た
図
面
は
だ
い
た
い
再
録
さ
れ
て
い
ま
し
て
、

こ
こ
に
載
せ
て
な
い
も
の
も
少
し
あ
り
ま
す
の
で
見
辛
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
ご
容
赦
い
た
だ
け
ば
と
思
い
ま
す
。

一
、
鞠
智
城
の
時
代
と
律
令
国
家
の
地
方
官
街

鞠
智
城
は
七
世
紀
の
後
半
に
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
呉
体
的
に
は
何
年
か
と
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ

六
六
五
年
か
ら
六
七

O
年
く
ら
い
の
閣
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
ほ
ぼ
共
通
し
た
理
解
で
す
。
そ
し
て
六
九
八
年
に
修
理
さ
れ

て
、
記
録
と
し
て
は
八
七
九
年
ま
で
残
っ
て
い
ま
す
。
考
古
資
料
か
ら
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
継
続
し
て
一

O
世
紀
半
ば
、
一

O

世
紀
の
第
3
四
半
期
、
一
世
紀
を
四
つ
に
割
る
と
三
つ
目
ま
で
は
存
続
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ

く

ふ

ぐ

う

け

こ

く

、

が

ぐ

ん

、

が

こ
の
時
代
に
は
律
令
国
家
を
支
え
た
地
方
官
街
、
国
府
や
郡
家
、
別
の
用
語
で
国
街
や
郡
街
と
い
う
一
一
一
一
日
葉
も
使
い
ま
す
が
、

考
古
学
上
で
は
あ
ま
り
区
別
し
て
使
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
東
北
の
城
榔
は
戦
前
か
ら
の
重
厚
な
研
究
が
す
で
に
あ
る
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わ
け
で
す
が
、
こ
の
鞠
智
城
の
機
能
に
つ
い
て
は
三
つ
の
機
能
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
臼
は
有
明
海
の
対
外
防
衛
で
、

こ
れ
は
今
の
石
井
先
生
の
お
話
に
も
対
外
紡
衛
関
係
と
い
う
の
は
大
変
重
要
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一
貫
し
て
対
外
防
衛
と

い
う
も
の
は
あ
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
つ
白
は
大
宰
府
の
物
資
・
兵
器
備
蓄
、
兵
姑
的
な
機
能
。
そ
し
て
三
つ

日
は
南
九
州
支
配
で
す
。
こ
の
こ
と
を
地
方
官
衝
と
の
比
較
か
ら
少
し
考
え
て
み
た
い
と
い
う
の
が
本
日
の
私
の
テ
!
マ
で
す
。

鞠
智
城
の
機
能
、
か
問
題
に
な
る
の
は
、
鞠
知
日
城
の
佼
置
が
大
宰
府
か
ら
見
た
ら
六
二
キ
ロ
南
に
偏
る
こ
と
で
す
。
九
州
北
部

か
ら
瀬
戸
内
・
畿
内
、
か
分
布
の
中
心
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
南
に
か
な
り
偏
る
と
い
う
の
が
鞠
智
城
の
大
変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
そ
の
た
め
こ
れ
が
こ
こ
に
何
故
造
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
石
井
先
生
が
現
地
を
訪
れ
て
大

変
平
坦
な
地
形
を
広
く
取
り
込
ん
で
い
る
と
、
他
の
古
代
山
城
と
は
え
ら
い
違
い
だ
と
一
一
一
一
口
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
現
地
に
行

っ
て
み
れ
ば
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
う
い
う
特
徴
が
起
因
い
た
し
ま
し
て
ど
う
い
う
機
能
、
性
格
か
が
い
ろ
ん
な
角
度
で
議
論

さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ラ
イ
ド
一

O
枚
く
ら
い
は
律
令
国
家
、
か
ど
う
い
う
経
過
を
辿
っ
て
成
立
し
た
か
、
そ
れ
を
簡
単
に
か
い
つ
ま
ん

で
話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
古
墳
時
代
の
大
和
政
権
か
ら
律
令
国
家
が
建
設
さ
れ
る
の
は
、
七
世
紀
の
ほ
ぼ
百
年
を
か

け
た
動
き
の
中
に
あ
り
ま
す
。
六
世
紀
ま
で
は
吉
墳
時
代
で
七
世
紀
は
一
般
的
に
飛
鳥
時
代
と
い
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
百
年
を

か
け
て
律
令
国
家
は
成
立
し
ま
し
た
。
六
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
七
世
紀
の
は
じ
め
頃
に
、
古
墳
の
前
方
後
円
墳
の
造
営
の
終
わ

り
が
あ
り
、
こ
れ
に
替
わ
っ
て
仏
教
文
化
を
象
徴
す
る
全
く
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
仏
教
が
入
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
象

徴
す
る
の
が
五
八
八
年
の
飛
鳥
寺
の
建
立
で
す
。
そ
の
後
、
六
四
五
年
の
大
化
改
新
後
、
孝
徳
天
皇
の
時
代
に
本
格
的
な
中
国

式
の
宮
殿
が
大
阪
の
難
波
宮
に
築
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
再
三
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
六
六
三
年
、
自
村
江
の
戦
い
の
敗
戦
で
大

き
な
衝
撃
を
受
け
て
、
新
羅
と
騰
に
攻
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
国
家
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
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軍
国
体
制
を
構
築
す
る
、
必
要
が
あ
り
、
律
令
国
家
が
出
来
て
い
く
大
き
な
要
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ほ
ぼ
百
年
を

か
け
た
動
き
が
完
成
す
る
の
が
七

O
一
年
、
大
宝
律
令
の
完
成
で
す
。
八
世
紀
最
初
の
年
に
完
成
す
る
と
、
こ
う
い
う
流
れ
に

な
り
ま
す
。

以
下
、
画
像
で
見
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
大
和
政
権
の
時
代
で
す
。
大
き
な
古
墳
を
一
生
懸
命
造
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
大
和
盆
地
で
は
見
瀬
丸
山
古
墳
と
い
う
全
長
一
一
一

0
0メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
古
墳
が
最
後
に
造
ら
れ
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
こ
れ
と

交
代
す
る
よ
う
に
飛
鳥
に
は
じ
め
て
の
瓦
葺
の
本
格
的
な
仏
教
寺
院
が
成
立
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
大
陸
的
な
瓦
葺
の
建
物
が

ま
っ
た
く
無
か
っ
た
中
で
、
朱
塗
り
の
柱
、
白
壁
、
こ
れ
を
見
た
人
々
は
ど
う
思
っ
た
か
。
新
し
い
文
化
が
到
来
し
た
と
強
烈

に
意
識
し
た
は
ず
で
す
。
飛
鳥
寺
は
今
は
ひ
っ
そ
り
と
小
さ
な
お
堂
が
あ
る
の
み
で
す
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
造
ら
れ
た
の
が

こ
の
法
隆
寺
で
す
ね
、
七
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
再
建
さ
れ
は
じ
め
て
八
世
紀
の
は
じ
め
頃
に
は
完
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
一
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
中
図
式
の
宮
殿
で
す
が
、
大
阪
に
難
波
宮
長
柄
農
碕
守
口
、
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
こ
の
宮
殿
の
模
型
が
大

ち
ょ
う
ど
う
い
ん

阪
市
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
無
い
本
格
的
な
宮
殿
で
す
。
こ
れ
が
大
極
殿
、
朝
堂
院
と
い
う
広
場
、
か
あ

っ
て
、
長
い
建
物
、
か
き
れ
い
に
並
ぶ
、
こ
う
い
う
も
の
が
大
化
改
新
の
後
間
も
な
く
造
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
白
村
江
の
戦
い
で
す
。
新
聞
維
が
腐
と
結
託
い
た
し
ま
し
て
百
済
を
滅
ぼ
す
と
。
で
、
六
六

O
年
に
滅
ぼ
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
残
党
、
か
日
本
に
援
軍
を
求
め
て
き
た
の
で
、
援
軍
に
い
っ
た
と
こ
ろ
が
大
敗
を
喫
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
国
家
の
防
衛

の
た
め
に
基
騨
城
で
す
と
か
大
宰
府
の
水
域
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
来
ま
し
て
瀬
戸
内
、
畿
内
の
大
和
の
高
安
城
ま
で
造
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
に
こ
れ
は
ご
当
地
太
宰
府
で
す
が
、
こ
の
背
後
に
は
大
野
城
、
か
あ
り
ま
す
し
、
こ
こ
に
水
城

と
い
う
大
き
な
土
塁
、
か
、
こ
こ
に
拡
大
し
て
あ
り
ま
す
が
大
変
す
ご
い
防
衛
ラ
イ
ン
を
引
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
短
期
間
の
う

ち
、
よ
く
も
こ
れ
ま
で
造
っ
た
な
と
い
う
の
が
現
地
に
立
つ
と
身
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
記
録
に
は
残
っ
て
お
り
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ぎ

の

じ

よ

う

き

ま
せ
ん
が
、
岡
山
県
の
鬼
ノ
城
で
す
。
地
名
の
鬼
は
城
で
、
城
と
い
う
意
味
で
す
。
発
掘
調
査
の
成
果
を
も
と
に
総
社
市
が
、

標
高
差
一
一
一

0
0メ
ー
ト
ル
あ
る
山
の
上
に
城
を
復
元
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
も
の
を
造
っ
て
日
本
を
防
衛
し
よ
う
と
し
た
の
で

す
。
そ
う
し
た
こ
と
で
閣
の
つ
く
り
を
中
国
の
律
令
国
家
に
な
ら
っ
て
建
設
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
と

全
国
は
回
、
郡
、
皇
、
こ
れ
は
里
と
い
う
字
を
最
初
使
っ
て
い
ま
す
が
後
に
郷
と
い
う
文
字
を
使
っ
て
い
ま
す
。
現
在
に
つ

な
が
る
菊
池
郡
と
か
木
野
郷
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
に
も
残
る
地
名
が
こ
の
時
代
に
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
平
安
時
代
で
全
国
に
六
六
か
国
、
郡
は
約
六

O
O、
そ
の
下
に
あ
る
恩
は
奈
良
時
代
の
前
半
で
約
四
、

0
0
0と
い
う
ふ

う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
官
僚
制
が
律
令
国
家
の
本
質
的
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
中
央
に
は
宮
殿
を
造
り
、
地
方
に
は
役
所
を

造
る
。
里
は
官
僚
機
構
が
な
い
の
で
里
の
役
所
は
基
本
的
に
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
戦
前
の
津
田
五
口
一
さ
ん
の
研
究
で

は
平
安
時
代
の
人
口
は
約
六

O
O万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
奈
良
時
代
は
四
五

O
万
と
か
五

O
O万
と
か
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
全
国
で
す
。
国
の
領
域
も
き
ち
ん
と
線
引
き
さ
れ
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に
き
ち
ん
と
全
国
が
編
成
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
奈
良
の
都
か
ら
全
国
に
く
ま
な
く
道
路
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
国
が
敷
設
し
た
立
派
な
道
路
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で

情
報
伝
達
し
た
り
軍
隊
を
派
遣
す
る
た
め
に
備
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
国
府
(
国
街
)
・
郡
家
(
郡
街
)

国
府
肥
後
は
こ
こ
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
黒
い
丸
が
つ
い
て
い
ま
す
が
こ
れ
は
筑
後
の
国
の
国
府
が
発
掘
で
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
佐
賀
県
の
肥
前
の
国
府
、
国
庁
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

役
所
の
中
枢
部
分
は
政
庁
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
ま
す
。
国
の
政
庁
は
国
庁
、
郡
の
政
庁
は
郡
庁
と
一
一
昂
い
ま
す
。
今
は
熊
本
県
の
役
所
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は
県
庁
と
い
い
ま
す
。
奈
良
市
役
所
は
奈
良
市
庁
と
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
政
庁
の
構
造
は
、
お
配
り
し
て
い
る
レ
ジ
メ
は
平

城
京
で
は
な
く
て
藤
原
京
で
す
。
鞠
智
城
、
が
整
備
さ
れ
た
時
期
の
宮
殿
を
あ
げ
た
ほ
う
、
か
い
い
の
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

こ
の
画
像
で
は
平
城
京
で
す
。
天
皇
の
日
常
的
な
生
活
空
間
で
あ
る
内
裏
、
そ
れ
か
ら
天
皇
が
お
出
ま
し
に
な
る
大
極
殿
、
そ

の
前
に
は
長
い
建
物
の
朝
堂
が
き
ち
ん
と
整
然
と
配
置
さ
れ
ま
す
、
こ
れ
が
中
央
の
宮
殿
で
す
。
そ
れ
で
西
海
道
、
ご
当
地
九

州
福
岡
の
大
宰
府
で
す
が
、
こ
れ
と
基
本
的
に
共
通
し
た
構
造
で
し
て
、
こ
こ
に
広
場
を
持
っ
て
、
長
い
建
物
、
が
あ
っ
て
、
こ

こ
に
正
殿
を
も
っ
。
こ
れ
は
都
府
楼
の
正
殿
で
す
。
北
の
お
城
の
多
賀
城
も
基
本
的
に
は
こ
の
広
場
を
持
っ
て
、
正
殿
、
脇
澱

し
も
つ
け

と
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
一
般
的
な
国
の
国
庁
で
す
が
、
こ
れ
は
全
面
的
に
ほ
ぼ
発
掘
さ
れ
た
下
野
の
悶
庁
、

栃
木
県
の
国
庁
で
す
が
、
こ
れ
も
広
場
を
持
っ
て
長
い
脇
殿
が
く
る
と
。
日
本
で
最
初
に
発
見
さ
れ
て
注
目
さ
れ
た
近
江
の
国

庁
は
、
正
殿
の
後
ろ
の
後
殿
と
脇
殿
、
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
大
極
殿
と
戟
堂
続
を
プ
ラ
ス
し
た
格
好
の
も
の
が
中
枢
の

基
本
形
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

都
の
大
極
殿
は
復
元
に
総
工
費
一
八

O
億
円
か
か
り
ま
し
た
。
何
で
そ
ん
な
に
お
金
を
か
け
る
の
か
と
い
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
が
出
来
て
は
じ
め
て
一
キ
ロ
四
方
の
平
城
宮
の
中
に
こ
う
い
う
も
の
が
出
来
て
、
ど
ん
な
場
所
だ
っ
た
か
古
を
偲

ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
幌
、
広
さ
で
す
ね
、
約
四
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
地
面
か
ら
二
九
メ
ー
ト
ル
で
、

大
変
で
か
い
も
の
で
す
。
こ
れ
は
実
際
の
も
の
と
寸
分
た
が
わ
な
い
か
と
一
一
一
一
口
わ
れ
れ
ば
そ
れ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
ぼ
こ
う

い
う
も
の
が
七
一

O
年
に
遷
都
さ
れ
た
平
城
京
に
出
来
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
庁
で
す
が
こ
れ
は
近
江
の
国
庁
で
す
ね
。
こ
れ
は
八
世
紀
の
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
造
ら
れ
る
国
庁
で
す
が
、
全
面
瓦

葺
で
し
て
前
庭
、
広
場
を
中
央
に
脇
殿
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
正
面
に
は
門
が
開
く
。
こ
の
門
は
八
柳
門
と
い
い
ま
し
て
、

柱
が
外
側
か
ら
見
る
と
八
本
で
し
て
大
変
格
式
の
高
い
構
造
で
す
。
そ
れ
か
ら
こ
の
国
庁
の
築
地
塀
、
土
塀
で
す
が
、
こ
う
い
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う
も
の
で
き
ち
ん
と
空
聞
を
問
う
と
い
う
の
が
役
所
の
中
根
部
の
構
造
で
す
。
下
野
の
国
庁
で
は
当
時
の
実
物
大
の
建
物
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
は
前
殿
で
し
て
後
ろ
の
杉
林
の
中
に
宮
野
辺
神
社
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
て
、
こ
こ
に
正
殿
、
か
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
間
庁
の
空
間
の
中
で
何
を
し
た
か
で
す
が
、
一
つ
は
国
司
の
元
日
朝
拝
と
い
う
儀
式
を
や
り
ま
す
。
こ
れ
は
国
司
で
す

が
、
田
市
は
天
皇
の
一
一
言
葉
を
携
え
て
都
か
ら
来
る
、
地
方
で
は
い
わ
ば
天
阜
の
役
割
を
し
ま
す
。
そ
の
前
に
僚
属
、
郡
司
、
国

内
の
郡
司
を
集
め
て
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
い
う
よ
う
な
儀
式
を
や
っ
た
と
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
儀

ゆ
る

式
が
終
わ
っ
た
後
、
宴
会
を
や
り
ま
す
。
「
宴
を
設
く
る
こ
と
は
聴
せ
」
「
当
処
の
宮
物
及
び
正
倉
を
以
っ
て
充
て
よ
」
で
す
か

ら
税
金
で
宴
会
を
や
る
と
。
今
で
し
た
ら
大
変
な
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
で
す
が
。
歴
史
的
に
は
政
治
に
は
こ
う
い
っ
た
儀
礼

と
飲
食
、
宴
会
と
い
う
の
は
大
変
重
要
な
も
の
と
し
て
付
き
物
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
下
野
の
国
庁
で
は
網
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
か
ら

木
簡
の
削
り
屑
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
事
務
も
執
り
行
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
島
根
県
の
出
雲
国
府
で
す
。
出
雲
に
は
風
土
記
、
か
あ
り
ま
し
て
、
詳
細
に
い
ろ
ん
な
施
設
の
こ
と
が
書
い
で
あ
っ
て

そ
れ
を
元
に
復
元
模
型
を
作
っ
て
い
ま
す
。
国
庁
を
中
心
に
い
ろ
ん
な
施
設
が
集
ま
っ
て
い
て
都
市
的
な
空
間
を
創
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

郡
街
続
き
ま
し
て
郡
の
役
所
で
す
ね
。
郡
の
役
所
は
都
庁
と
い
う
、
先
ほ
ど
も
少
し
模
式
的
に
示
し
た
中
根
と
な
る
施
設

と
正
倉
と
い
う
高
床
の
倉
庫
群
を
中
心
と
し
た
正
倉
、
そ
れ
に
舘
、
厨
家
。
館
は
国
司
が
来
た
持
に
泊
ま
る
と
か
、
厨
家
は
食

こ
う
ず
け
の
く
に

糧
を
調
達
し
た
り
料
理
を
作
っ
た
り
す
る
施
設
で
す
。
何
故
こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
の
か
と
い
う
と
、
群
馬
県
の
上
野
国
に
は

国
司
が
交
代
し
た
時
の
記
録
、
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
郡
の
役
所
、
郡
家
に
は
ど
ん
な
施
設
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
事

い
ち
の
た
ち
に
の
た
ち
ょ
ん
の
た
ち

細
か
に
書
い
て
い
ま
す
。
正
倉
、
郡
庁
、
一
館
、
二
館
、
閉
館
、
厨
家
と
、
こ
う
い
う
記
録
、
か
あ
り
ま
す
か
ら
郡
の
役
所
に
は
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こ
ん
な
施
設
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
文
字
で
書
か
れ
た
も
の
が
地
下
か
ら
出
る
と
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
今
説
明
し
た
新
悶
郡
庁
が
ま
さ
に
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
赤
城
山
だ
と
思
い
ま
す
。
県
道
に
面
し
て
宅
地
を
作
ろ

う
と
し
て
、
地
元
の
教
育
委
員
会
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
で
っ
か
い
柱
、
か
い
く
つ
も
並
ん
で
出
て
き
た
の
で
、
こ
れ
は
変
だ
と

思
い
ま
し
て
さ
ら
に
広
げ
た
と
こ
ろ
、
郡
庁
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
い
ぶ
調
査
が
進

み
ま
し
て
こ
ん
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
郡
庁
、
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
五

0
メ
ー
ト
ル
で
す
か
ら
一

0
0メ
ー
ト
ル

四
方
く
ら
い
の
、
普
通
一

O
Oメ
!
ト
ル
と
い
う
の
は
国
庁
ク
ラ
ス
の
大
き
さ
で
馬
鹿
で
か
い
規
模
で
、
周
り
に
正
倉
、
か
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
周
り
を
全
部
潜
で
潤
む
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
メ
!
ト
ル
あ
る
か
な
り
大
き
な
溝
で
区
画
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
東
山
道
と
い
う
当
時
の
一
級
国
道
が
ま
さ
に
役
所
の
前
に
接
続
し
て
い
ま
す
。
都
庁
は
こ
ん
な
構
造
に
な
っ
て

お
り
ま
し
て
、
今
こ
の
絵
で
は
何
も
描
い
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
正
殿
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
後
の
発
掘
で
出
て
い
ま
す

の
で
、
こ
こ
に
大
き
な
建
物
、
か
あ
り
ま
す
。
周
聞
は
近
江
の
国
庁
の
よ
う
に
築
地
塀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
木
の
板
の
塀
垣
で
区

画
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
発
見
し
た
時
で
す
が
一
つ
の
柱
を
立
て
る
た
め
に
擬
っ
た
穴
で
す
。
非

常
に
で
か
い
。
こ
の
建
物
の
長
さ
が
五

0
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
ふ
う
に
柱
を
立
て
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ

の
穴
を
半
分
掘
り
ま
す
と
土
の
違
い
で
、
柱
を
立
て
る
た
め
に
掘
っ
た
穴
が
こ
の
大
き
ざ
で
す
。
こ
こ
に
柱
が
沈
ま
な
い
よ
う

に
石
を
置
き
ま
す
。
柱
の
外
側
の
空
間
に
土
を
埋
め
て
柱
を
安
定
さ
せ
て
立
て
ま
す
。
こ
れ
は
土
の
違
い
を
見
る
と
わ
か
る
の

で
す
が
、
そ
の
後
に
柱
を
引
き
抜
い
た
痕
跡
で
す
。
皆
さ
ん
発
掘
現
場
に
行
き
ま
す
と
、
担
当
者
の
人
が
「
こ
こ
に
柱
の
跡
、
か

あ
り
ま
す
」
と
か
、
「
こ
こ
に
竪
穴
住
居
が
あ
り
ま
す
」
と
か
言
っ
て
も
何
で
そ
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
の
か
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
考
古
学
者
は
き
ち
ん
と
土
の
違
い
を
見
て
正
し
く
掘
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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こ
の
他
に
正
倉
を
見
る
と
皆
さ
ん
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
東
大
寺
の
正
倉
院
、
今
は
宮
内
庁
管
理
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
郡
の
役
所
に
は
米
を
備
蓄
す
る
た
め
の
高
床
の
で
か
い
倉
庫
が
規
則
的
に
何
棟
も
並
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
埼
玉
県
の
深
谷
市
で
発
見
さ
れ
た
遺
跡
を
復
元
し
た
も
の
で
す
。
こ
う
い
う
も
の
が
w

す
ら
っ
と
並
ん
で
い
た
と

い
う
風
景
は
そ
の
地
域
の
人
に
と
っ
て
は
新
し
い
律
令
国
家
と
い
う
も
の
を
肌
で
感
じ
さ
せ
る
、
自
で
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
は
群
馬
県
の
太
旧
市
の
新
田
郡
庁
と
い
う
遺
跡
で
し
た
が
、
そ
の
鱗
の
伊
勢
崎
市
で
お
も
し
ろ
い
遺
跡
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
こ
う
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
五
、
六
年
前
、
小
学
校
の
体
育
館
を
造
ろ
う
と
思
っ
て
発
掘
調
査
を
し

ま
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
こ
の
小
学
生
が
立
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
地
下
か
ら
、
こ

れ
を
見
る
と
土
の
遠
い
で
こ
こ
に
何
か
あ
る
な
と
い
う
の
が
わ
か
り
ま
す
ね
、
黒
っ
ぽ
い
。
最
初
こ
れ
は
丸
く
て
何
か
変
な

も
の
で
訳
、
が
わ
か
ら
な
い
も
の
が
出
て
き
た
と
い
う
話
で
し
た
が
、
輪
郭
を
見
る
と
八
角
形
で
す
。
こ
の
記
録
を
見
ま
す
と

は

ち

め

ん

こ

う

そ

う

こ

う

た

い

じ

つ

ろ

く

ち

ょ

う

八
両
甲
倉
、
八
面
と
い
う
字
が
見
え
る
の
で
す
。
こ
れ
を
気
づ
い
た
の
は
交
代
実
録
娠
の
研
究
を
長
く
や
っ
て
お
ら
れ
た
前

沢
さ
ん
と
い
う
私
の
先
輩
で
す
が
、
前
沢
さ
ん
が
電
話
を
か
け
て
き
て
く
れ
ま
し
て
、
「
あ
れ
は
八
面
甲
倉
だ
と
思
う
。
文
献

と
ぴ
っ
た
り
一
致
し
た
奇
跡
的
な
発
見
で
あ
る
」
と
い
う
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ど
ん
な
ふ
う
に
こ
の
遺
構
を

評
価
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
疑
問
が
氷
解
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
上
か
ら
見
る
と
平
面
、
が
八

角
形
の
倉
庫
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
い
る
と
こ
ろ
に
柱
が
立
っ
て
お
り
、
縦
横
き
れ
い
に
並
ん
で
い
ま
す
。

鞠
智
城
で
も
八
角
形
の
建
物
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
古
代
に
は
八
角
形
の
倉
庫
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
レ
ジ
メ
の
方
に
こ
の
三
軒
屋
遺
跡
の
八
角
形
の
建
物
の
柱
の
位
置
を
示
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
こ
の
鞠
智
城
の
八
角
形
の

建
物
は
真
ん
中
に
大
き
な
柱
、
か
あ
っ
て
放
射
状
に
柱
が
並
ん
で
い
ま
す
。
で
す
か
ら
柱
の
配
置
か
ら
す
る
と
建
物
構
造
は
同
じ
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と
は
一
一
一
一
口
え
ま
せ
ん
。
建
築
的
に
ど
う
評
価
す
る
か
、
私
は
素
人
で
す
か
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
八
角
形
の
も
の
に
は
倉
庫
が
あ

が
ん
と

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
高
句
麗
の
丸
都
山
城
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
あ
そ
こ
に
も
八
角
形
の
建
物
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
れ
も
礎
石
の
配
置
は
格
子
日
状
に
あ
り
ま
す
の
で
、
倉
庫
と
見
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
ニ
、
東
北
地
方
の
城
榔

次
に
東
北
の
城
柵
で
す
。
実
は
私
は
新
潟
の
出
身
で
し
て
、
今
も
実
家
が
あ
る
の
は
新
潟
市
沼
垂
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
地
名
は
日
本
書
紀
大
化
三
年
、
六
四
七
年
で
す
が
、
浮
足
柵
を
造
る
と
い
う
記
事
、
か
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た

と
い
う
の
が
私
の
誇
り
で
し
て
、
そ
れ
で
古
代
の
城
柵
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
大
化
改
新
の
直
後
、
日
本
列
島
の
北
側
の
地

域
を
古
代
田
家
は
城
捕
、
城
あ
る
い
は
柵
と
い
う
字
を
使
う
施
設
を
造
っ
て
い
き
ま
す
。
文
献
上
は
八
一
一
一
年
徳
丹
城
ま
で
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
の
城
柵
は
国
府
や
郡
家
の
役
所
の
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
東
北
地
方
を
経
営
す
る
時

に
何
を
し
た
か
と
い
う
と
、
ま
ず
移
民
を
送
り
込
ん
で
地
域
開
発
を
進
め
、
蝦
夷
と
の
戦
い
に
備
え
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま

す
。
そ
れ
で
陸
奥
の
地
域
で
は
一
二
八
年
戦
争
と
い
う
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
頭
ま
で
長
く
続
い
た
抗
争
、
戦
争
も
あ
っ
た

が
ん
ぎ
ょ
う

わ
け
で
し
て
、
そ
の
後
九
世
紀
の
後
半
に
は
元
慶
乱
が
秋
田
を
中
心
と
し
て
勃
発
し
て
い
ま
す
。
大
変
抗
争
が
長
く
続
い
た

と
い
う
の
が
東
北
地
方
で
す
。

こ
の
構
造
は
そ
の
代
表
と
な
る
多
賀
城
で
す
が
、
こ
れ
は
陸
奥
の
閏
の
国
庁
も
兼
ね
備
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
先
ほ
ど
見
た

よ
う
な
中
枢
を
成
す
政
庁
、
か
あ
り
ま
す
。
上
空
か
ら
見
ま
す
と
標
高
一

0
メ
ー
ト
ル
か
ら
二

0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
周
り
よ
り

高
い
、
比
較
的
平
坦
な
丘
の
上
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
政
庁
、
か
あ
り
ま
す
。
外
側
を
き
ち
ん
と
築
地
あ
る
い
は
材
木
を

連
続
し
て
立
て
並
べ
た
塀
で
問
み
ま
す
。
こ
れ
が
多
賀
城
に
と
っ
て
の
外
側
の
城
壁
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
平
安
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持
代
に
こ
の
辺
は
少
し
造
り
な
お
し
て
門
の
構
造
が
内
側
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
格
好
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
お
城
で
い
う

と
内
析
形
と
い
ま
し
て
、
方
形
に
引
き
込
ん
だ
空
間
を
内
側
に
つ
け
ま
す
。
そ
れ
は
紡
御
を
岡
め
る
た
め
で
す
。
こ
の
内
は
多

賀
城
が
襲
撃
さ
れ
た
後
に
造
り
な
お
し
て
ま
す
か
ら
、
ま
さ
に
国
司
た
ち
は
自
分
た
ち
が
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危

機
の
中
で
一
生
懸
命
防
衛
機
能
を
高
め
よ
う
と
し
た
こ
と
も
窺
え
ま
す
。
そ
し
て
、
役
所
的
な
儀
式
や
儀
礼
の
場
で
も
あ
る
政

庁
が
東
北
の
城
柵
の
場
合
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
現
地
に
行
き
ま
す
と
こ
ん
な
立
派
な
基
壇
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

蝦
夷
の
服
属
儀
礼
を
し
た
り
、
一
緒
に
宴
会
を
や
る
と
か
に
使
わ
れ
た
空
間
同
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
外
側
の
城
壁

で
す
が
、
こ
れ
は
秋
田
城
の
事
例
で
す
が
土
塀
を
三
メ
ー
ト
ル
五

O
く
ら
い
の
高
さ
で
す
。
そ
れ
か
ら
門
は
八
脚
門
で
非
常
に

格
式
の
高
い
も
の
で
す
。
こ
れ
が
外
側
の
城
壁
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
こ
う
い
う
城
壁
は
、
こ
ち
ら
西
日
本

の
朝
鮮
式
山
城
の
土
塁
、
石
を
下
に
置
い
て
土
凶
作
企
を
造
っ
た
り
、
石
を
積
ん
だ
石
垣
と
は
だ
い
ぶ
趣
が
違
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

閥
、
地
方
宮
街
か
ら
み
た
鞠
智
城

さ
て
、
最
後
に
鞠
智
城
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
鞠
智
城
に
は
従
来
か
ら
コ
の
字

型
配
震
の
建
物
空
間
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

H
期
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
、
七

世
紀
の
第
4
四
半
か
ら
八
世
紀
の
第
1
間
半
の
前
半
、
平
城
遷
都
か
ら
八
一

O
年
く
ら
い
ま
で
に
は
、
発
掘
さ
れ
た
建
物
の
中

で
赤
く
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
建
物
が
建
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
の
ん
予
裂
配
置
と
い
う
の
は
こ
こ
の
部
分
で
す
。

こ
の
北
側
は
土
地
が
削
ら
れ
て
い
で
こ
の
建
物
の
全
容
は
わ
か
ら
な
い
そ
う
で
す
が
、
南
北
に
長
い
建
物
が
こ
う
あ
っ
て
そ
れ

で
東
西
の
建
物
が
こ
こ
に
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
片
仮
名
の
コ
の
字
、
ま
あ
横
に
し
て
見
て
い
た
だ
く
と
片
仮
名
の
コ
の
字
の
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よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
コ
の
字
型
配
置
と
い
う
よ
う
に
言
い
ま
す
。
そ
れ
で
こ
れ
が
ど
ん
な
性
格
の
施
設
と
考
え
た
ら

い
い
か
で
す
が
、
一
つ
の
問
題
は
こ
の
広
場
を
中
心
と
し
て
こ
の
周
辺
の
建
物
が
求
心
的
な
配
霞
そ
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

こ
こ
は
か
な
り
広
く
て
北
側
の
東
西
の
建
物
が
少
し
小
型
で
、
こ
れ
で
す
と
も
う
一
棟
こ
こ
に
な
い
と
こ
こ
の
空
間
は
締
ま
ら

な
い
わ
け
で
す
。
こ
ち
ら
に
こ
の
位
置
に
あ
り
ま
す
が
こ
こ
に
は
無
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
こ
を
一
体
の
施

設
と
し
て
コ
の
字
恕
の
施
設
と
し
て
評
価
し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
気
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
こ
こ
と
こ
こ
は
一
メ

ー
ト
ル
か
一
メ
!
ト
ル
五

O
く
ら
い
の
段
差
が
こ
の
道
路
を
隔
て
て
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
側
全
体
の
土
地
が
削
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
当
時
の
状
況
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
評
価
で
き
る
の
か
と
い
う
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
話
を
し
ま
し
た
八
角
形
の
建
物
で
す
が
こ
こ
に
二
つ
あ
り
ま
す
。
少
し
見
づ
ら
い
の
で
す
が
こ
れ
が
放
射

状
の
配
援
と
り
ま
す
。
群
馬
県
の
も
の
と
は
柱
配
置
が
違
い
ま
す
。
た
だ
こ
こ
の
柱
の
抜
き
跡
か
ら
炭
化
米
が
出
て
い
ま
す
。

あ
る
い
は
こ
こ
の
周
辺
の
炭
化
米
が
偶
然
入
っ
た
と
い
う
理
解
も
で
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
倉
庫
だ
と
一
一
一
一
悶
え
る
の
か

ど
う
か
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
倉
庫
で
す
が
、
こ
れ
は
第
4
四
半
と
い
う
意
味
、
で
す
か

ら
八
世
紀
終
わ
り
、
平
安
時
代
に
入
る
頃
か
ら
平
安
時
代
の
八
六

O
年
、
七

O
年
八

O
年
頃
ま
で
の
区
間
で
す
が
、
か
な
り
倉

庫
が
充
実
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
先
ほ
ど
矢
野
さ
ん
が
一
一
一
日
わ
れ
た
食
糧
の
備
蓄
機
能
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
た
だ

し
郡
家
の
正
倉
と
比
較
す
る
と
か
な
り
で
か
い
方
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
溝
で
問
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
ろ
高
床
の
米
を
備
蓄
す
る
と
い
う
構
造
は
共
通
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

最
後
、
南
と
の
関
係
で
す
が
政
庁
、
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
東
北
の
城
柵
と
は
明
確
に
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

う
い
う
北
の
城
柵
の
よ
う
に
政
庁
を
持
た
な
い
城
と
し
て
南
と
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
か
持
っ
て
い
な
い
か
は
そ
れ
だ
け
で
何

と
も
言
え
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
鹿
児
島
県
の
地
域
に
隊
摩
問
、
大
隅
悶
が
建
国
さ
れ
ま
す
が
、
移
民
を
配
置
し
て
経
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営
を
し
て
い
き
ま
ず
か
ら
東
北
と
基
本
的
に
は
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
一

0
0キ
ロ
離
れ
ま
す
。
東
北
地
方
は
多
賀

城
か
ら
一
番
北
の
城
柵
ま
で
二

0
0キ
ロ
あ
っ
て
、
今
の
県
域
で
は
宮
城
県
か
ら
山
形
県
、
秋
田
県
、
岩
手
県
。
北
の
方
は
除

き
ま
す
が
、
か
な
り
広
い
範
囲
を
支
配
す
る
た
め
に
多
く
の
城
柵
を
置
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
鹿
児
島
県
周
辺
で
は
そ
れ
が

は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
溺
と
の
関
係
は
あ
ま
り
強
く
み
な
い
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
個
人
的
に
は
思
い
ま

す
。
全
く
ゼ
口
、
だ
と
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
考
古
学
的
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
伝
統
的
に
八
代
海
、
有
明
海
は
や
は
り
朝
鮮
半
島
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
地
域
で

す
。
江
田
船
山
古
墳
の
副
葬
品
も
し
か
り
で
す
。
先
ほ
ど
の
お
話
が
あ
っ
た
こ
と
も
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
私
一
つ
最
後
に
申

し
上
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
有
明
海
、
八
代
海
は
干
潟
の
差
が
非
常
に
大
き
い
海
域
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
四
、
五
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
も
あ
り
日
本
最
大
で
す
。
そ
れ
か
ら
一
方
朝
鮮
半
島
の
東
側
は
日
本
海
で
す
か
ら
、
日
本
海
と
い
う
の
は
潮
位
の
差

イ
ン
チ
ョ
ン

は
一

0
セ
ン
チ
二

0
セ
ン
チ
、
ほ
と
ん
ど
無
い
で
す
。
し
か
し
西
側
は
そ
の
逆
で
仁
川
辺
り
で
は
八
メ
ー
ト
ル
と
い
う
世
界

最
大
の
潮
位
の
差
が
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
船
で
行
き
来
す
る
時
は
、
そ
の
干
満
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が

前
提
で
行
き
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
有
明
海
と
朝
鮮
半
島
の
西
海
岸
、
大
変
共
通
す
る
と
い
う
の
も
両
地
域

を
結
び
つ
け
る
地
理
的
条
件
の
一
つ
で
は
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

あ
ま
り
鞠
智
城
を
考
え
る
た
め
の
有
益
な
お
話
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
以
上
で
私
の
話
は
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
清
聴
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

一
ア
|
マ
…

テ
ー
マ
一

一
ア
!
マ
一
一

一ア
j

マ

四

鞠
智
城
の
創
建
年
代
を
め
ぐ
っ
て

東
ア
ジ
ア
と
鞠
智
城
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

鞠
智
城
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て

鞠
智
城
の
目
的
・
機
能
を
め
ぐ
っ
て
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
|

佐
藤
信
(
さ
と
う
ま
こ
と
)

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
。
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岡
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、
大
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府
史
跡
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査
研
究
指
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委
員
会
委
員
長
。

石
井
正
敏
(
い
し
い
ま
さ
と
し
)

中
央
大
学
文
学
部
教
授
、
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
長
、
中
央
史
学
会
会
長
。

城
井
秀
弥
(
さ
か
い

奈
良
大
学
教
授
。

ひ
で
や
)



佐

藤
一
日
ハ
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
佐
藤
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
こ
れ
ま
で
に
、
小
間

さ
ん
、
石
井
さ
ん
、
坂
井
さ
ん
に
ご
発
表
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
実
は
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
に
、
八
月
二
六
日
に
も
熊
本
市
を
会
場
に
し
て
地
元
の
八
五

O
人

の
方
が
参
加
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
時
と
今
回
の
二
回
で
全
体
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
構
成
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
題
名
、
か
「
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
鞠
智
城
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
の
三
月
に
刊
行

さ
れ
た
大
変
立
派
な
熊
本
県
教
育
委
員
会
の
鞠
智
城
跡
発
掘
調
査
の
総
合
報
告
書
『
鞠
智
城
跡
H
b
を
踏
ま
え
て
、
今

回
こ
ん
な
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
と
い
う
方
向
で
お
話
を
進
め
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。
実
際
、
前

回
と
本
日
の
先
生
方
の
お
話
を
伺
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
本
当
に
わ
か
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
当
に

一
九
六
七
年
以
来
の
発
掘
調
査
の
成
果
、
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
わ
か

っ
た
な
り
に
新
し
い
疑
問
も
出
て
き
て
、
ま
だ
こ
う
い
う
こ
と
も
研
究
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
テ
i
マ
も
た
く

さ
ん
見
え
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
本
日
は
こ
れ
か
ら
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
テ

I
マ
と
す
る

四
つ
の
章
立
て
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
一
つ
は
鞠
智
城
の
創
建
年
代
を
め
ぐ
る
話
。
二
つ
日
は
東
ア
ジ
ア
、
あ
る
い
は

朝
鮮
半
島
と
鞠
智
城
の
関
係
を
め
ぐ
る
話
。
一
一
一
番
目
は
鞠
智
城
の
運
営
を
め
ぐ
る
話
。
そ
れ
か
ら
四
番
目
は
鞠
智
城
、
か

何
の
た
め
に
築
か
れ
ど
う
い
う
機
能
を
果
た
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
議
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
お
疲
れ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
少
し
頭
を
働
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
最
初
に
、
鞠
智
城
の
創
建
年
代
を
め
ぐ
る

と
い
う
テ
l
マ
で
す
。
今
日
小
田
さ
ん
は
歴
史
考
古
学
と
い
う
お
立
場
で
創
建
年
代
を
六
六
七
年
と
限
定
し
て
お
話
に

な
り
、
私
も
ア
ッ
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
一
度
小
田
さ
ん
の
方
か
ら
、
鞠
智
城
の
創
建
を
六
六
七
年
と
み
る
理
由
、
そ

れ
か
ら
創
設
に
際
し
て
誰
が
主
体
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。
私
な
ど
は
大
野
城
や
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基
嫁
城
と
同
じ
よ
う
に
百
済
の
亡
命
将
軍
の
指
導
の
下
に
建
て
ら
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
い
た
時
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
際
に
ヤ
マ
ト
王
権
、
か
も
ち
ろ
ん
主
体
で
す
が
、
百
済
の
将
軍
、
か
ど
う
関
与
し
た
か
、
あ
る
い
は
大
宰
府
が
ど

う
関
与
し
た
か
、
あ
る
い
は
地
元
の
肥
後
閣
の
地
方
豪
族
、
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
歴

史
考
古
学
的
な
見
地
か
ら
、
創
建
の
主
体
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。

田
…
大
変
難
し
い
テ
l
マ
を
持
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
創
建
年
代
に
つ
き
ま
し
て
は
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、

ま
ず
最
初
の
と
っ
か
か
り
は
私
の
資
料
二
八
頁
に
朝
鮮
式
山
城
の
推
移
と
い
う
年
表
ふ
う
に
『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日

本
紀
』
か
ら
選
ん
で
出
し
て
お
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
普
通
こ
の
防
衛
施
設
を
造
る
と
す
れ
ば
、
唐
や
新
羅
が
攻
め
て

き
ま
す
か
ら
朝
鮮
海
峡
に
近
い
方
か
ら
造
っ
て
来
る
だ
ろ
う
と
。
そ
う
す
る
と
一
番
最
初
に
対
馬
の
金
問
城
を
築
城
す

る
の
が
普
通
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。
ど
う
し
て
大
野
城
、
基
隷
城
よ
り
も
遅
れ
て
出
て
く
る
の
か
、
む
し
ろ

高
安
城
と
か
原
嶋
城
な
ど
の
瀬
戸
内
海
か
ら
近
畿
の
入
口
辺
と
問
列
に
並
ん
で
出
来
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
う
し
ま
す
と
ど
う
も
こ
の
年
表
だ
け
で
は
解
け
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
背
景
に

な
る
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の
状
、
況
が
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
幸
い
に
も
こ
の
「
善
隣
思
宝
記
』
と
い
う
室
町

時
代
に
出
来
た
お
坊
さ
ん
の
書
い
た
本
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
中
に
こ
れ
は
も
う
こ
の
へ
ん
の
研
究
を
や
る
人
た
ち

は
み
ん
な
ご
存
知
で
す
が
、
『
海
外
国
記
b

と
い
う
当
時
の
文
章
が
残
っ
て
い
て
そ
う
い
う
も
の
が
引
用
さ
れ
て
い
る

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
み
ま
す
と
、
唐
は
高
句
麗
征
討
、
第
四
回
で
し
た
か
、
高
勾
一
麗
征
討
を
控
え
て
い
る
段
階
で
し
て
、

一
説
に
は
そ
の
た
め
の
援
箪
を
求
め
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
平
和
外
交
の
方
向
に
、
少
な

く
と
も
唐
の
敵
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
と
り
つ
け
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の
情
勢

の
中
で
出
て
く
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
ま
ず
水
城
が
出
て
き
ま
す
よ
う
に
ま
ず
大
宰
府
の
都
城
制
と
い
う
も
の
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を
し
っ
か
り
造
る
こ
と
。
こ
れ
は
当
時
の
中
隠
や
朝
鮮
の
方
の
状
況
か
ら
見
ま
し
で
も
、
律
令
国
家
の
形
成
を
目
指
し

て
お
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
律
令
国
家
の
形
成
で
は
や
は
り
都
城
制
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
完
備
し
て
い
く
と
い
う
の

が
常
道
で
す
。
最
初
に
九
州
に
来
た
大
陸
か
ら
の
使
節
、
が
ま
ず
日
に
す
る
の
が
大
宰
府
と
い
う
と
こ
ろ
が
ど
こ
ま
で
整

備
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
よ
う
な
論
法
で
考
え
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
大

野
城
、
基
緯
城
な
ど
を
中
心
に
し
た
大
宰
府
都
城
制
と
い
う
も
の
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
攻
め
て
こ
ら

れ
る
と
い
う
状
況
が
遠
の
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
大
宰
府
都
城
制
を
完
成
し
て
こ
の
際
に
他
国
に
も
劣
ら
ぬ
都
城

制
国
家
と
い
う
も
の
を
印
象
付
け
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
。
こ
れ
が
一
番
の
目
的
で
す
が
、
次
に
第
二
の
外
郭
と
し
て
、

取
り
巻
く
金
田
城
、
鞠
智
城
が
出
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
大
和
に
至
る
と
い
う
考
え
方
を
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
百
済
の

高
官
連
中
が
来
て
造
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
扶
余
の
百
済
の
王
宮
と
同
じ
よ
う
な
形
態
が
辿
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
鞠
智
城
に
関
し
て
も
お
そ
ら
く
こ
れ
は
百
済
の
高
官
が
大
野
城
、
基
緯
城
、
金
田
城
な
ど
と
同

じ
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
最
近
幸
い
に
し
て
城
内
の
池
か
ら
百
済
の
仏
像
、
か
発

見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
は
美
術
史
の
大
西
さ
ん
な
ど
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
百
済
の
し

か
も
白
村
江
の
戦
い
の
そ
の
前
後
あ
た
り
に
考
え
て
い
い
仏
像
、
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
百
済
の
仏
さ
ん
で
す
か
ら
、
た

ぶ
ん
百
済
の
高
官
た
ち
が
来
る
時
に
念
持
仏
と
し
て
持
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
話
が

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
ま
す
と
や
は
り
大
野
城
と
同
じ
よ
う
に
百
済
の
高
官
た
ち
が
関

係
し
て
お
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
特
に
こ
の
鞠
智
城
の
場
合
は
低
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
ず
か
ら
、
こ
れ
は

逃
げ
込
み
城
、
だ
け
で
な
く
、
今
度
は
出
撃
し
て
い
く
の
に
も
非
常
に
便
利
な
立
地
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

こ
れ
は
百
済
の
方
の
山
城
を
研
究
す
る
人
た
ち
と
も
話
し
ま
し
た
ら
、
や
は
り
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
考
え
が
ほ
ぼ
一
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致
し
て
き
で
お
り
ま
す
。

佐

藤
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
出
撃
の
た
め
の
城
で
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
に
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

小
田
さ
ん
は
ご
報
告
の
中
で
は
瓦
の
あ
り
方
と
か
門
の
礎

石
の
唐
居
敷
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
大
野
城
よ
り
少
し
遅
れ

て
鞠
智
城
が
造
営
さ
れ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
一
つ
ひ
と
つ
の
考
古
学
的
な
詰
め
の
上
で

は
じ
め
て
創
建
年
代
が
だ
ん
だ
ん
と
わ
か
っ
て
く
る
の
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
考
古
学
的
な
見
地
で
一
一
一
一
口
う
と
、

坂
井
さ
ん
、
鞠
智
城
の
創
建
に
つ
い
て
い
か
が
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

坂

井
一
私
は
ほ
と
ん
ど
こ
ち
ら
の
考
古
資
料
を
つ
ぶ
さ
に
見
て

い
な
い
の
で
、
的
確
に
お
答
え
申
し
上
げ
に
く
い
の
で
す

が
、
記
録
か
ら
見
る
と
六
六
五
年
か
ら
六
七

O
年
く
ら
い

に
朝
鮮
式
山
城
を
造
営
し
て
い
る
期
間
が
あ
り
ま
す
が
、

報
告
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
遺
物
を
見
る
絞
り
、
や
は
り

そ
の
中
に
お
さ
め
て
考
え
て
問
題
が
な
い
、
妥
当
だ
と
思

い
ま
す
。
あ
あ
い
う
も
の
が
出
来
た
背
景
を
考
え
る
に
は
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佐

や
は
り
白
村
江
の
敗
戦
が
あ
っ
て
、
大
き
な
危
機
の
中
で
大
宰
府
防
衛
の
大
野
城
、
基
一
賂
城
と
と
も
に
考
え
る
の
が
や

は
り
妥
当
で
は
な
い
か
と
。
た
だ
、
鞠
智
城
が
大
野
城
な
ど
と
同
時
な
の
か
二
年
と
か
一
二
年
と
か
違
う
の
か
と
い
わ
れ

る
と
、
私
自
身
に
は
そ
れ
を
判
断
す
る
根
拠
は
持
ち
合
わ
せ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

藤
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
六
九
八
年
の
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
に
、
「
大
宰
府
を
し
て
大
野
城
と
基
嫁
城
と
鞠
智

城
の
三
つ
の
城
を
繕
わ
せ
る
」
、
修
理
さ
せ
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
大
野
城
、
基
賂
城
と
一
緒
に
鞠

智
城
も
一
定
年
代
、
か
、
一
一
一

O
年
ち
ょ
っ
と
で
し
ょ
う
か
、
縫
っ
て
傷
ん
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
程
は
ズ
レ
な

い
で
、
鞠
智
城
は
、
大
野
城
や
基
緯
城
に
近
い
時
点
で
築
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
文
献
的
に
は
間
違
い
な
い
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
石
井
さ
ん
、
対
外
関
係
の
面
か
ら
考
え
た
館
建
の
時
期
と
い
う
こ
と
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

井
一
私
も
特
に
意
見
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
す
け
ど
、
先
ほ
ど
の
私
の
報
告
の
中
で
大
宰
府
防
衛
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
に
は

二
つ
の
意
味
、
か
あ
り
ま
す
と
い
う
こ
と
で
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
い
わ
ば
大
宰
府
を
天
守
溺
と
す
る
よ
う
な
考
え
方
、

そ
れ
と
も
う
一
つ
は
大
宰
府
を
中
心
と
し
た
防
衛
網
、
こ
う
い
う
考
え
で
い
く
と
今
の
小
田
先
生
の
お
話
を
非
常
に
興

味
深
く
伺
い
ま
し
た
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
つ
ま
り
最
前
線
で
あ
る
大
宰
府
を
守
る
配
器
と
そ
れ
か
ら
畿
内
を
守
る
防

衛
体
制
、
こ
の
両
面
か
ら
山
城
の
創
建
時
期
で
あ
る
と
か
そ
う
い
う
も
の
を
考
え
て
い
く
と
少
し
面
白
い
問
題
が
出
て

く
る
の
か
な
と
。
従
い
ま
し
て
私
も
例
え
ば
最
前
線
で
あ
る
金
田
(
城
)
が
対
馬
に
築
か
れ
た
、
ま
ず
そ
う
い
う
の
が

先
に
き
て
も
い
い
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
や
っ
た
こ
と
は
大
宰
府
周
辺
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
そ
う
し
ま
す
と

二
つ
の
防
衛
網
の
考
え
方
、
何
か
適
応
で
き
る
の
か
な
と
、
そ
ん
な
感
じ
を
抱
い
て
い
ま
す
ね
。

藤
一
鞠
智
城
は
大
宰
府
よ
り
約
六

0
キ
ロ
南
に
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
紡
衛
の
た
め
の
前
線
基
地
と
み
て
い
い
で
し
ょ
う
か
。

井
一
有
明
海
方
面
か
ら
の
脅
威
と
い
う
も
の
を
強
調
さ
れ
る
の
は
実
は
佐
藤
先
生
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
僕
も
佐
藤
ざ

石石{左
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{左

ん
の
考
え
方
、
こ
れ
を
敷
約
す
る
形
で
九
、
一

O
世
紀
に
及
ぼ
し
た
と
い
う
よ
う
な
内
容
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
や
は

り
そ
う
し
た
意
味
で
は
大
宰
府
か
ら
見
れ
ば
後
背
地
に
な
り
ま
す
ね
、
そ
う
い
っ
た
位
置
と
し
て
非
常
に
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
そ
う
捉
え
て
い
い
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
先
ほ
ど
の
ま
ず
最
前
線
の
大
宰
府
を

防
衛
す
る
、
そ
う
い
う
観
点
か
ら
こ
の
鞠
智
城
が
築
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
に
私
は

理
解
を
し
て
お
り
ま
す
。

藤
一
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
鞠
智
城
の
造
営
時
期
と
い
う
の
は
、
前
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
話
題
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
当
然
の
よ
う
に
臼
村
江
の
敗
戦
の
直
後
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
も
う
少
し
き
ち
ん
と
考

古
学
的
に
も
詰
め
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
小
田
さ
ん
の
場
合
は
、
本
日
、

厳
密
な
年
代
も
ご
提
示
さ
れ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
詰
め
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
課
題
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
先
ほ
ど
ふ
れ
た
造
営
の
主
体
と
い
う
こ
と
も
、
さ
ら
に
明

ら
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
東
ア
ジ
ア
と
鞠
智
城
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
テ
l
マ
の
方
に
移
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
小
田
さ
ん
の
お
話
の
中
で
、
私
は
大
野
城
、
鞠
智
城
の
瓦
は
百
済
の
系
統
の
瓦
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
高
句
麗
系
の
百
済
瓦
と
位
置
づ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
瓦
に
つ
い
て
は
小
田
さ
ん
が
第
一
人
者
で
あ

り
ま
す
。
私
は
無
前
提
に
百
済
の
亡
命
将
軍
だ
か
ら
百
済
式
の
瓦
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
百

済
も
実
は
そ
れ
以
前
に
高
句
麗
か
ら
の
影
響
で
仏
教
文
化
、
か
広
ま
っ
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。
新
羅
に
つ
い
て
も
高
句
麗

系
の
新
羅
瓦
と
い
う
の
が
お
そ
ら
く
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
一
一
冗
的
に
百
済
か
ら
来
た
ら
す
ぐ
百
済
式
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
「
高
句
麗
系
の
百
済
瓦
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
私
は
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
朝
鮮
半
島
の
三
国
も
、

必
ず
し
も
フ
ラ
ッ
ト
に
見
る
の
で
は
な
く
て
、
歴
史
的
な
変
遷
の
中
で
三
国
の
文
化
と
い
う
も
の
を
見
な
く
て
は
い
け
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な
い
と
今
日
勉
強
い
た
し
ま
し
た
。
小
田
さ
ん
、
も
う
少
し
高
句
麗
系
百
済
瓦
に
つ
き
ま
し
て
、
高
句
麗
系
百
済
瓦
で

は
な
い
百
済
瓦
と
い
う
の
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
あ
た
り
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。

間
一
こ
の
中
で
今
言
わ
れ
た
の
は
資
料
篇
で
三
八
か
ら
四

O
廷
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
少
し
戻
っ
て
い
た
だ
い
て

三
回
貞
の
水
城
の
下
の
基
賠
城
の
瓦
で
す
。
こ
れ
を
見
て
い
た
だ
く
と
い
い
の
で
す
。
最
初
の
大
野
城
の
、
玉
城
原
、
こ

れ
は
先
ほ
ど
坂
井
先
生
の
方
か
ら
管
理
棟
の
話
が
出
て
お
り
ま
し
た
が
、
主
城
原
と
い
う
の
は
大
野
城
の
中
の
真
ん
中

よ
り
少
し
北
よ
り
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
建
物
の
構
造
を
三
一
二
頁
の
左
側
に
出
し

て
お
り
ま
し
て
、
以
前
か
ら
こ
れ
は
官
街
風
な
建
物
だ
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
出
て
き
た

の
が
三
八
頁
に
出
て
お
り
ま
す
上
の
段
の
瓦
で
す
。
そ
れ
か
ら
そ
の
後
、
現
在
大
事
府
政
庁
の
領
域
の
官
街
地
区
、
な

か
で
も
日
吉
地
区
な
ど
の
辺
り
で
す
ね
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
て
き
て
い
る
瓦
で
同
じ
よ
う
な
も
の
を
並
べ
て
お

り
ま
す
が
。
こ
の
穣
の
も
の
は
以
前
に
、
だ
い
ぶ
ん
古
い
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
に
福
岡
市
で
韓
国
と
の
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
福
岡
例
県
主
催
で
や
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
従
来
見
て
い
る
瓦
と
こ
の
主
城
ヶ
原
か
ら
出
て
い
る
一
二
八

廷
の
瓦
と
い
う
の
は
ほ
か
に
例
が
な
か
っ
た
時
期
な
の
で
、
当
時
、
非
基
嫁
城
系
の
瓦
と
い
う
こ
と
で
報
告
を
し
ま
し

た
。
基
緯
城
の
瓦
と
い
う
の
は
ま
さ
に
百
済
系
の
軒
丸
瓦
で
す
。
そ
れ
と
一
一
一
議
弧
文
の
軒
平
瓦
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。

一
一
一
四
頁
の

A
、
B
で
す
ね
。

A
が
百
済
系
の
単
弁
瓦
。
こ
れ
は
九
州
に
た
く
さ
ん
出
て
く
る
も
の
で
そ
の
も
と
は
百
済

の
最
末
期
の
武
王
の
時
代
に
出
来
た
帝
釈
寺
跡
な
ど
に
出
て
く
る
瓦
が
起
、
源
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
と
、
こ

の
一
二
重
弧
文
の
瓦
は
朝
鮮
半
島
に
は
な
く
て
、
近
畿
の
方
の
山
田
寺
と
か
川
原
寺
で
出
て
く
る
も
の
で
す
。
そ
う
い
う

組
み
合
わ
せ
が
入
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
基
緯
城
系
の
軒
丸
瓦
、
こ
れ
は
後
に
九
州
の
豊
前
地
域
な
ど
で
盛
行

す
る
百
済
系
単
弁
瓦
の
一
番
古
い
段
階
、
だ
と
い
う
よ
う
に
み
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
三
八
頁
に
出
し
ま
し
た
主
城
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ヶ
原
の
よ
う
な
も
の
、
こ
れ
は
も
と
は
高
句
麗
に
た
ど

ら
れ
る
も
の
で
し
て
、
問
。
一
良
に
近
畿
の
も
の
を
出
し

て
お
き
ま
し
た
。
近
畿
の
方
の
平
城
京
な
ど
で
や
っ
て

い
る
瓦
の
研
究
会
な
ど
で
使
わ
れ
た
資
料
を
こ
こ
に
出

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
全
部
高
句
麗
系
瓦
で
扱
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
す
が
、
実
は
こ
れ
に
は
多
少
異
論
が
あ

り
ま
し
て
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
高
句
麗
系
と
も
い
え
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
か
つ
て
石
田
茂
作
先

生
が
戦
争
中
に
出
さ
れ
た
『
総
説
飛
鳥
時
代
寺
院
祉
の

研
究
』
の
中
で
も
特
に
こ
の
中
で
一
番
上
に
出
し
て
い

る
A
類
で
す
か
、
こ
れ
な
ど
は
そ
の
当
時
は
一
番
多
い

と
い
う
の
が
大
和
の
豊
浦
寺
で
し
た
。
そ
こ
で
豊
浦
寺

式
と
い
う
名
称
で
高
句
麗
系
と
し
て
処
理
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
藤
沢
先
生
も
こ
れ
に
は
反
対
で
は

な
い
よ
う
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
私
ど
も
か
ら
見
ま
す
と
、

純
粋
の
高
句
麗
系
か
と
い
え
ば
若
干
、
変
化
が
起
こ
っ

て
お
る
も
の
で
す
ね
。
特
に
そ
の
右
側
の

B
類
と
一
立
回

っ
て
い
る
も
の
は
我
々
か
ら
見
た
ら
こ
れ
は
百
済
の
、
単
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弁
瓦
の
要
素
が
か
な
り
入
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
基
嫁
城
な
ど
の
も
の
を
見
て
も
ら
い
ま
す
と
か
な
り
近
く
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
と
三
八
真
の
上
の
段
の
一
番
は
高
句
麗
系
で
、
二
番
の
も
の
は
も
う
百
済
系
で
す
。
こ
れ
は
基
緯
城
あ
た
り

と
同
じ
よ
う
な
百
済
系
の
も
の
で
す
。
だ
か
ら
大
野
城
の
、
玉
城
ヶ
原
で
は
高
句
麗
系
百
済
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の

と
、
百
済
系
と
二
つ
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
近
畿
の
方
の
人
た
ち
は
百
済
末
期
の
慕
嬉
城
で
出
る
よ
う

な
も
の
は
近
畿
で
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
の
で
、
そ
れ
で
高
句
麗
系
と
し
て
そ
の
ま
ま
並
べ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
九
州
で
基
隷
城
の
よ
う
な
百
済
系
瓦
と
い
う
も
の
は
た
く
さ
ん
見
て
お
り
ま
す
の
で
、
我
々
の
限
か
ら
見
ま
す

と
こ
の
B
類
、
そ
れ
か
ら
こ
の
一
番
下
の
段
の
六
の

A
と
書
い
て
あ
る
こ
う
い
う
も
の
は
た
ぶ
ん
に
百
済
の
要
素
が
入

っ
て
い
る
瓦
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
中
房
、
真
ん
中
の
蓮
子
の
入
っ
た
丸
い
部
分
で
す
ね
、
こ
れ
が
上
の

A
類
の
方

で
は
中
房
は
非
常
に
小
さ
い
。
中
房
が
小
さ
く
て
長
い
弁
、
さ
ら
に
単
弁
が
巡
る
そ
の
中
聞
に
珠
紋
が
一
つ
ず
つ
入
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
な
ど
は
ま
さ
に
高
句
麗
瓦
の
特
徴
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
8
類
に
な
り
ま
す
と
少
し

様
子
が
違
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
そ
の
下
の
七
の

A
、
一
二
八
頁
の
二
番
。
そ
れ
か
ら
基
緯
城
の
瓦
で
す
ね
、
一
二
四
一
貝

の
基
嫁
城
の
下
左
の

A
、
B
と
あ
り
ま
す
A
で
す
ね
。
こ
れ
ら
百
済
系
単
弁
軒
丸
瓦
、
こ
う
い
う
類
の
も
の
は
百
済
で

は
末
期
に
な
っ
て
出
て
く
る
も
の
で
し
て
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
近
畿
で
は
親
し
み
が
な
い
の
で
す
が
、
九
州
あ
た
り
で

は
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。
私
自
身
も
九
州
に
出
て
く
る
百
済
系
瓦
は
当
時
大
和
系
の
瓦
だ
と
か
九
州
式
単
弁
だ
と
か
い

ろ
ん
な
こ
と
が
私
ど
も
の
先
学
の
段
階
で
一
一
一
一
口
わ
れ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
百
済
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
百
済

い
く
さ
ん
た
い
し
ゃ
く
じ

の
扶
余
の
国
立
博
物
館
に
行
っ
て
探
し
ま
し
た
ら
、
博
物
館
の
倉
庫
の
中
で
益
山
の
帝
釈
寺
の
も
の
に
見
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
や
は
り
百
済
の
最
末
期
に
近
い
頃
の
も
の
と
わ
か
り
ま
し
た
。
間
取
末
期
と
い
っ
て
も

こ
れ
は
扶
余
の
帝
釈
寺
は
六
三
九
年
に
焼
け
た
寺
で
す
。
そ
こ
に
使
っ
て
い
ま
ず
か
ら
こ
の
原
型
に
な
る
よ
う
な
も
の
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は
六
三

O
年
以
前
に
一
百
済
で
は
出
現
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
推
定
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
六
三
九
年
に
焼
け
た

と
い
う
記
録
は
実
は
百
済
に
は
無
く
て
、
中
国
の
唐
時
代
の
経
典
型
嬰
書
に
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
つ
け
た
の
が

ブ
ア
ン
ス
l
ヨ
ン

黄
寿
永
と
い
う
美
術
史
の
先
生
で
す
ね
。
こ
の
方
が
常
釈
寺
の
研
究
と
い
う
論
考
を
一
九
七

0
年
代
に
発
表
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
論
文
が
実
は
私
の
中
で
記
憶
さ
れ
て
ま
し
た
。
こ
れ
は
終
末
期
の
も
の
な
の
で
こ
の
よ
う
な

資
料
は
百
済
で
も
非
常
に
少
な
い
も
の
で
す
。
借
釈
寺
は
、
武
王
の
時
に
建
て
た
寺
で
す
。
そ
こ
ら
ま
で
現
在
わ
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

佐

藤
一
高
句
麗
系
の
百
済
瓦
と
い
っ
て
も
百
済
の
末
期
の
瓦
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
今
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
百
済
末
期
の
瓦
が
畿
内
よ
り
九
州
で
た
く
さ
ん
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
み
ら
れ
る
憶
礼
福
留
、

四
比
福
夫
と
い
っ
た
百
済
亡
命
将
軍
と
九
州
の
山
城
と
を
結
び
付
け
た
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
。

、
.• I
E
J
 

a
，，， 

回
一
基
賠
城
あ
た
り
は
結
び
付
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
筑
後
と
か
豊
前
あ
た
り
で
出
て
く
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
寺
跡
で
出

て
く
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
山
城
の
造
営
に
関
わ
っ
た
人
が
郡
衡
や
仏
教
の
寺
読
に
ま
で
関
わ
っ
て
い
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
の
で
、
あ
の
地
域
の
七
世
紀
末
か
八
世
紀
の
前
半
く
ら
い
ま
で
の
寺
を
造
る
時
に
百
済
系
や
新
雑
系
の
渡
来
人
が

最
初
に
入
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
か
ら
そ
う
い
う
人
た
ち
が
関
係
し
て
く
る
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
だ
ろ
う
と
忠
っ
て

い
ま
す
。

藤
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響
と
い
う
も
の
を
、
立
体
的
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う

気
、
か
い
た
し
ま
す
。
こ
の
七
世
紀
後
半
に
は
、
日
本
書
紀
に
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
関
東
地
方
に
百
済
の
人
だ
け
で
は

な
く
て
高
句
麗
か
ら
も
新
羅
か
ら
も
渡
来
人
が
た
く
さ
ん
来
て
お
り
ま
す
。
関
東
地
方
に
安
置
さ
れ
た
渡
来
人
た
ち
が
、

佐
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石

そ
の
場
所
で
寺
を
営
ん
だ
時
に
、
そ
の
瓦
は
百
済
式
か
新
経
式
か
高
句
麗
式
か
と
い
う
こ
と
を
よ
く
考
え
た
り
し
ま
す

が
、
そ
う
い
う
場
合
に
も
、
今
の
お
話
の
よ
う
に
三
国
を
立
体
的
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

東
ア
ジ
ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
石
井
さ
ん
の
ご
講
演
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
の
お
話
の
補
足
も
含
め
て
少

し
お
話
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

井
一
は
い
、
そ
れ
で
は
私
、
お
話
の
中
で
少
し
補
足
を
し
て
お
き
た
い
部
分
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
お
話
し
ま
す

と
、
鴻
膿
館
の
武
装
化
、
い
わ
ば
鴻
臆
舘
が
防
衛
の
最
前
線
に
な
る
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
鴻
糠
館
か
ら

一一

O
O一
二
年
に
鎧
の
一
部
、
控
甲
と
呼
ば
れ
る
鎧
の
一
種
で
す
ね
、
そ
の
一
部
が
実
際
に
出
て
き
て
い
ま
す
、
発
掘
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
本
日
ご
説
明
し
た
内
容
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
点
は
こ
の
鞠
智
城
、
つ
ま
り
肥
後
問
、
直
接
は
鞠
智
城
で
は
な
い
け
れ
ど
も
肥
後
間

に
関
わ
る
記
事
と
し
て
私
の
年
表
の
八
九
九
年
の
と
こ
ろ
を
ご
覧
下
さ
い
。
今
回
は
九
、
一

O
世
紀
あ
た
り
の
鞠
智
城

を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
た
わ
け
で
す
が
、
八
九
九
年
こ
の
四
月
五
日
に
肥
後
国
に
怒
っ
師
を
置
く
と
い

う
記
事
が
あ
り
ま
す
。
努
と
い
う
の
は
石
弓
で
す
ね
、
い
わ
ゆ
る
ク
ロ
ス
ボ

l
、
非
常
に
強
力
な
武
器
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
石
弓
を
扱
え
る
者
を
霞
い
た
と
い
う
記
事
で
す
。
こ
の
前
に
も
長
門
と
か
越
後
と
か
そ
う
い
う
要
す
る
に
沿
岸
紡

衛
を
固
め
る
た
め
に
事
務
官
を
一
人
削
っ
て
、
こ
う
い
う
武
芸
の
専
門
家
を
撞
く
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

肥
後
留
に
も
こ
う
し
た
形
で
八
九
九
年
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
来
、
有
明
海
を
中
心
と
し
た
地
域
の
防
衛
に
非

常
に
重
要
な
意
味
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
た
時
も
こ
の
記
事

は
見
逃
せ
な
い
記
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
問
題
は
こ
の
寄
師
、
が
ど
こ
に
配
備
さ
れ
た
の
か
、
肥
後
国
に
は
四
つ

の
軍
団
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
箪
団
に
配
備
さ
れ
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
兵
士
制
は
大
き
く
再
編
さ
れ
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佐

る
わ
け
で
す
が
、
こ
う
し
た
選
士
と
い
う
者
の
活
動
の
拠
点
は
ど
こ
な
の
か
。
あ
る
い
は
鞠
智
城
な
の
か
。
鞠
智
城
の

中
に
詰
め
る
場
所
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
際
に
も
こ
の
記
事
、
改
め
て
検
討
す
る
価
値
が

あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
と
関
連
し
ま
す
と
、
今
鞠
智
城
に
は
兵
舎
が
一
一
棟
復
元
さ
れ
て

い
ま
す
。
あ
れ
は
何
間
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
う
と
う
大
き
な
建
物
で
そ
の
中
に
は
矢
野
さ
ん
の
ご
説
明
に
よ
り

ま
す
と
、
五

O
名
の
兵
士
が
寝
泊
り
で
き
る
規
模
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
同
じ
規
模
の
建
物
、
か
二
棟
建
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
は
一

O
O人
が
お
そ
ら
く
鞠
智
城
城
内
に
常
駐
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
説
明
で
し
た
。

選
士
と
い
う
の
は
大
宰
府
の
場
合
に
は
一
グ
ル
ー
プ
が
一

O
O人
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
こ
の
復
元
さ
れ
た
兵
舎
に
寝

泊
り
し
て
い
た
兵
士
一

O
O人
と
い
う
数
字
と
も
あ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
意
味
で
こ
の
復
元
さ
れ
た
建
物
の

規
模
、
も
う
一
度
改
め
て
注
目
し
た
い
な
と
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
点
、
若
干
足
り
な
か
っ

た
も
の
で
す
か
ら
補
足
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
有
明
海
の
問
題
に
つ
い
て
は
佐
藤
先
生
が
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
か
ら
、
僕
が
扱
っ
た
九
世
紀
、
一

O
世
紀
前
の
有
明
海
の
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

藤
一
・
有
明
海
側
の
話
と
し
て
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
も
肥
後
の
地
方
豪
族
が
対
外
関
係
で
活
躍
し
た
と
い
う
記
録
、
が
ご
ざ

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
江
間
船
山
商
墳
の
百
済
系
の
素
晴
ら
し
い
遺
物
、
か
あ
り
、
お
そ
ら
く
百
済
と
も
交
流
し
て
い
た
有

力
な
地
方
豪
族
が
菊
池
川
流
域
に
い
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
有
明
海
、
か
決
し
て

奥
ま
っ
た
場
所
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
石
井
さ
ん
の
お
話
の
中
の
、
溺
海
の
選
出
回
使
が
天
草
に
着
い
た
と
か
、
新

羅
の
海
賊
が
平
一
円
と
か
五
島
を
経
由
し
て
か
ら
博
多
湾
に
向
か
う
と
い
う
話
か
ら
も
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
年

の

N
司

K
の
大
、
河
ド
ラ
マ
で
平
清
擦
の
荘
胃
、
対
外
交
流
を
す
る
荘
園
の
話
が
出
て
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
れ
も
神
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坂

崎
荘
の
こ
と
で
し
て
、
神
崎
荘
と
い
う
の
は
今
の
吉
野
ヶ
里
遺
跡
、
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
あ
そ
こ
が
対
外
交
易
の
最
も

盛
ん
な
荘
閥
、
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
有
明
海
は
決
し
て
奥
ま
っ
た
場
所
で
は
な
い
と
一
一
一
日
っ
て
い
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
石
井
さ
ん
の
お
話
で
は
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
も
か
ら
め
て
九
世
紀
の
貞
観
の
大
地
震
、

津
波
に
ふ
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
貞
観
年
間
と
い
う
持
代
は
、
六
国
史
を
ず
っ
と
読
め
ば
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
が
、
大
変

な
天
変
地
異
が
毎
年
の
よ
う
に
続
い
て
大
き
な
被
害
、
が
あ
り
、
同
じ
頃
に
富
士
、
か
噴
火
し
、
鳥
、
海
山
が
噴
火
し
た
と
い

う
、
大
変
な
時
代
で
あ
り
ま
す
。
肥
後
闘
で
も
地
震
が
あ
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
う
い
っ
た
天
変

地
異
が
あ
る
と
、
朝
廷
は
ま
ず
何
を
す
る
か
と
い
う
と
、
最
初
に
占
い
ま
す
。
し
か
る
べ
き
神
祇
官
と
か
陰
陽
寮
に
占

わ
せ
て
、
そ
の
占
い
の
結
果
だ
い
た
い
出
て
く
る
の
は
兵
革
・
兵
乱
の
兆
し
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
日
矢

野
さ
ん
の
お
話
に
も
出
て
き
た
九
世
紀
の
半
ば
く
ら
い
に
鞠
智
城
の
兵
庫
の
鼓
が
鳴
っ
た
と
か
、
鞠
智
城
院
の
正
倉
の

屋
根
の
茅
が
烏
に
よ
っ
て
抜
か
れ
た
と
か
い
う
こ
と
も
、
や
は
り
天
変
で
す
。
鞠
智
城
が
ま
だ
そ
う
い
う
兵
乱
を
さ
し

示
す
兆
し
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
日
石
井
さ
ん
は
新
聞
維
の
海
賊
と
の
関
係
を
指
摘
さ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
も
含
め
て
鞠
智
城
の
兵
庫
の
鼓
が
鳴
る
と
い
う
の
も
、
そ
う
い
う
国
家
的
な
対
外
的
危
機
、

兵
乱
と
リ
ン
ク
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
い
け
な
い
。
こ
の
東
ア
ジ
ア
と
の
関

係
と
い
う
点
で
は
、
考
古
学
的
に
は
鞠
智
城
の
構
造
や
、
遺
物
の
面
で
は
百
済
系
の
仏
像
が
出
る
と
か
高
句
麗
系
百
済

瓦
、
か
出
る
と
か
、
あ
る
い
は
版
築
の
工
法
、
だ
と
か
門
の
工
法
、
だ
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
東
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
考
古
学
的
に
も
詰
め
て
い
こ
う
と
す
る
と
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
注
意
し
た
ら
い
い
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
坂
井
さ
ん
に
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
。

井
一
的
確
な
こ
と
は
申
し
上
げ
に
く
い
の
で
す
が
、
も
と
も
と
五
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
の
江
田
船
山
の
副
葬
品
、
か
大
変
大
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陸
と
の
結
び
つ
き
が
直
接
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
朝
鮮
半
島
の
南
西
部

に
集
中
す
る
前
方
後
円
型
の
古
墳
が
結
構
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
長
い
議
論
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
の
慕
の
形
態
と
か
、
そ
れ
か
ら
埋
葬
施
設
の
形
態
を
見
る
と
肥
後
型
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
北
部
九
州
系
の

石
室
の
関
連
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
こ
の
九
州
有
明
海
と
朝
鮮
半
島
の
西
海
岸
か
ら
南

に
か
け
て
の
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
物
語
る
と
、
考
古
学
的
に
は
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
古
代
の
段
階
に
な
り

ひ
の
く
に

ま
す
と
肥
国
が
肥
前
と
肥
後
に
分
か
れ
ま
す
ね
。
こ
れ
は
現
在
の
古
代
史
研
究
か
ら
す
る
と
、
天
武
十
二
年
か
ら
十
四

年
に
か
け
て
天
武
天
皇
が
活
域
を
画
定
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き
に
合
わ
せ
て
広
い
国
が

分
割
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
肥
前
と
肥
後
は
く
っ
つ
い
て
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
土
地
が
く
っ
つ
い

て
な
い
の
に
前
と
後
ろ
。
こ
れ
は
道
の
口
と
道
の
お
尻
、
と
い
う
ふ
う
に
読
み
ま
す
が
、
道
そ
の
も
の
も
肥
前
、
佐
賀

県
、
長
崎
か
ら
海
を
伝
っ
て
熊
本
県
域
に
つ
な
が
る
と
。
こ
れ
も
有
明
海
を
介
し
た
一
体
的
な
あ
り
方
を
示
す
事
例
で

す
ね
。
今
の
感
覚
か
ら
す
る
と
え
ー
っ
と
い
う
ふ
う
な
感
じ
で
す
が
、
当
時
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
は
常
識
的
な
こ
と
で
あ

る
の
も
有
明
海
の
大
き
な
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
考
古
学
的
な
こ
と
と
は
少
し
別
で
す
け
れ
ど
も
、
燥
で
す

ね
、
こ
れ
の
分
布
が
島
原
半
島
に
か
な
り
集
中
し
て
分
布
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で

ま
つ
ら

す
。
や
は
り
ど
う
し
て
も
『
貌
志
倭
人
伝
』
の
ル
!
ト
、
朝
鮮
半
島
か
ら
対
馬
、
壱
岐
、
そ
れ
か
ら
松
浦
と
い
う
佐
賀

県
の
唐
津
周
辺
の
ル
i
ト
だ
け
を
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
私
自
身
も
鞠
智
城
に
行
っ
た
時
に
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
古
代
山
城
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
非
常
に
疑
問
で
し
た
け
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
に
つ
け
、
そ
の
朝
鮮
半
島

か
ら
二

0
0キ
ロ
の
朝
鮮
海
峡
を
北
部
九
州
に
渡
っ
て
く
る
ル

l
ト
の
他
に
東
シ
ナ
海
を
介
し
て
有
明
海
、
八
代
海
を

入
っ
て
く
る
極
め
て
強
力
な
ル
l
ト
が
存
在
し
て
い
る
と
。
そ
れ
が
鞠
智
城
の
存
立
基
盤
と
い
い
ま
す
か
、
造
ら
れ
た
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佐

背
景
の
大
き
な
理
由
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

藤
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
お
話
を
伺
う
と
、
九
州
の
古
代
山
城
を
と
ら
え
る
場
合
、
百
済
と
の
関

係
だ
け
で
考
え
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
瓦
に
つ
い
て
も
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
の
高
句
麗
、
百

済
、
新
緩
の
瓦
の
あ
り
方
を
き
ち
ん
と
分
析
し
な
い
と
解
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
鞠
智
城
を
本
当
に
知

ろ
う
と
思
う
と
、
列
島
の
こ
と
、
そ
れ
か
ら
半
島
に
つ
い
て
も
本
当
に
勉
強
を
し
な
い
と
理
解
で
き
な
い
。
そ
れ
く
ら

い
交
流
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
歴
史
事
象
を
捉
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
ま
た

逆
に
一
一
一
一
口
う
と
、
鞠
智
城
自
身
が
そ
う
い
う
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
次
の
第
三
の
話

題
、
第
四
の
話
題
で
も
触
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
く
ら
い
に
し
ま
し
ょ
う
。
鞠
智
城
の
運
営
、
経
営
を
め
ぐ
る

テ
!
マ
に
お
話
を
移
し
た
い
と
怒
い
ま
す
。
本
日
坂
井
さ
ん
に
は
地
方
官
街
と
鞠
智
城
を
比
較
す
る
ご
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
東
北
の
城
柵
は
、
基
本
的
に
は
ま
ず
行
政
施
設
で
あ
っ
て
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
軍
事
的
な
性
格
も
持
つ
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
西
日
本
の
古
代
山
城
の
場
合
に
は
軍
事
的
な
性
格
が
前
面
に
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

す
が
、
軍
事
的
な
性
格
だ
け
で
維
持
で
き
る
か
。
創
建
の
時
は
別
と
し
て
そ
の
後
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
行
政
的
な

性
格
も
、
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
軍
団
の
場
合
で
も
、
箪
毅
と
い
う
代
表
者
を
中
心
と
し
て
行
政
的
な
機
能
、
か
必

要
で
、
あ
る
い
は
軍
団
に
詰
め
て
い
る
人
に
は
毎
日
給
食
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
古
代
の
役
所
に
は
、
役
人
た
ち
へ

の
給
食
と
い
う
仕
事
も
、
必
須
で
し
た
。
軍
団
の
場
合
は
一
回
一
、

0
0
0人
で
す
が
、
日
常
居
住
を
し
て
い
る
の
は
あ

る
程
度
限
ら
れ
る
わ
け
で
、
石
井
さ
ん
の
お
話
で
一

O
O人
か
ら
の
兵
士
が
い
た
場
合
は
、
彼
ら
を
管
理
す
る
役
所
が

あ
っ
て
一

O
O人
以
上
の
人
に
対
し
て
毎
日
給
食
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
な
り
の
組
織
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
み
る
と
、
鞠
智
城
は
行
政
的
な
組
織
を
ふ
く
む
様
々
な
施
設
が
付
随
し
て
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い
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
コ
の
字
配
讃
の
建
物
群
を
行
政
区
一
聞
か
と
推
定
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
も
、
必
要
だ
と
坂
井
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
場
所
が
ど
こ
か
は
別
と
し
て
、
そ

う
い
う
施
設
は
や
は
り
必
要
だ
し
あ
る
い
は
給
食
施
設
も
、
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
へ
ん
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

坂

井
一
今
回
の
報
告
の
中
で
番
驚
い
た
こ
と
、
日
を
障
っ
た
こ
と
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
一

O
世
紀
第
3
四
半
期
ま
で
約

三
O
O年
ほ
ど
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
五
つ
に
分
け
た
時
期
ご
と
に
土
器
を
晃
て
い
く

と
、
ー
期
は
ち
ょ
ぼ
ち
ょ
ぼ
と
あ
っ
て
、

H
販
は
か
な
り
あ
る
と
。
悶
期
つ
ま
り
八
世
紀
第
l
四
半
期
後
半
か
ら
八
世

紀
第
3
四
半
期
ま
で
、
要
す
る
に
奈
良
時
代
の
聞
の
土
器
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
結
構
大
き
な
考
古
学
的

な
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
七

O
O年
前
後
の
時
代
に
は
食
器
と
し
て
使
っ
た
須
恵
器
の
杯
で
す
と
か
、
土
姉

か
め

器
の
杯
、
そ
れ
か
ら
米
を
煮
炊
き
す
る
土
師
器
の
饗
、
今
の
一
言
葉
で
言
え
ば
お
釜
で
す
が
、
こ
う
い
う
も
の
が
結
構
出

土
し
て
い
て
、
実
際
に
人
が
駐
在
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
食
べ
物
を
調
理
し
て
食
べ
て

い
た
実
感
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
奈
良
時
代
に
入
っ
て
間
も
な
く
の
時
期
の
土
器
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
と

い
う
こ
と
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
全
部
掘
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
掘
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
ま
だ
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
実
際
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
す
で
に
土
が
削
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
貯
水
池
か
ら

出
て
い
る
遺
物
も
、
や
は
り
ピ
!
ク
が
八
世
紀
の
初
頭
前
半
く
ら
い
で
ぐ
っ
と
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、

人
々
が
多
く
住
ん
で
、
あ
そ
こ
に
詰
め
て
い
た
期
間
は
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
考
古
資
料
か
ら
で
す
が
。
そ
う
す
る
と
、
城
に
ど
の
よ
う
な
組
織
が
あ
っ
た
の
か
と
か
い
う
こ
と
も
確
か
に
問
題

で
す
。
東
北
の
城
櫛
の
場
合
は
城
可
、
城
の
司
と
い
う
も
の
が
寵
か
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
例
え
ば
越
後
の
場
合
で
す
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い
な
の
ま
ひ
と
お
お
む
ら

と
越
後
城
可
、
こ
れ
が
威
奈
真
人
大
村
と
い
う
人
で
す
。
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
で
、
同
じ
名
前
の
人
が
越
後
回
の

国
司
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
国
司
兼
、
城
可
と
し
て
官
織
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
行
政
組
織
が
き
ち
ん
と
あ

っ
て
、
そ
こ
に
役
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
が
、
一
方
古
代
山
城
の
場
合
で
す
と
そ
の
城
に
関
係
す
る
行

政
組
織
は
も
う
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
こ
の
へ
ん
は
む
し
ろ
佐
藤
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
考
古
資
料
か
ら
あ
ま
り
的
確
な
コ
メ
ン
ト
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
以
上
で
あ
り
ま
す
。

藤
一
本
日
、
矢
野
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
創
建
の
時
よ
り
も
第
H
期
の
『
続
日
本
紀
』
に
出
て
く
る

七
世
紀
の
末
に
修
理
し
た
段
階
、
か
最
盛
期
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
奈
良
時
代
に
入
っ
た
第
盟
期
は
、
今
の
坂
井
さ
ん
の

お
話
の
よ
う
に
遺
物
は
少
な
い
け
れ
ど
も
礎
石
建
物
、
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
八
世
紀
の
第
4
四
半
期
、
平
安
時

代
初
期
に
な
る
と
大
型
の
正
倉
建
物
、
か
出
来
て
き
ま
す
。
そ
し
て
第
V
期
は
終
末
期
、
だ
と
思
い
ま
す
。
単
純
に
創
建
期

が
一
番
立
派
で
、
段
々
緊
張
感
が
薄
れ
て
衰
退
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
今
申
し
上
げ
た
よ
う
な
礎
石
化
、
か
八

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
か
、
だ
け
れ
ど
も
日
常
生
活
の
遺
物
、
か
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
ど
う
総
合
的
に
理
解
す

る
か
と
い
う
の
が
、
報
告
書
、
か
出
た
段
階
で
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て
坂
井
さ
ん
何
か
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
』
詰
め
て
い
け
ば
級
、
か
ほ
ど
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な

サ
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン
を
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
一
難
し
い
こ
と
で
す
ね
。
考
古
学
は
考
古
資
料
、
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
判
断
が
で
き
る
の
で
、
今
回
の
報
告
書
の
作
成
に

あ
た
っ
て
従
来
出
土
し
て
い
た
考
古
資
料
、
出
土
し
た
土
器
類
は
詳
細
に
検
討
し
た
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
今
ま
で
出
た
も
の
か
ら
す
れ
ば
や
は
り
奈
良
時
代
の
段
階
に
は
生
活
の
活
動
が
か
な
り
低
調
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
い
え
る
わ
け
で
す
。
た
だ
全
部
は
掘
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
地
区
に
施
設
の
存
在
が

坂
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考
え
ら
れ
る
地
区
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、
私
は
詳
細
に
理
解
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
も
し
あ
れ
ば
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
今
後
調
査
を
し
て
い
く
。
そ
れ
か
ら
谷
部
分
は
あ
ま
り
調
査
を
さ
れ
て
な
く
て
、
確
か
に
居
住
区
と
し
て

は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
城
の
中
の
排
水
施
設
だ
と
か
そ
う
い
っ
た
も
の
も
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
遺
物
が
溜
ま
っ
て
い
な
い
か
と
か
、
木
筒
、
か
、
第
二
第
一
一
一
の
木
街
が
埋
も
れ
て

い
な
い
か
と
か
、
と
い
う
こ
と
も
少
し
期
待
し
た
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

藤
一
そ
う
で
す
ね
。
さ
ら
な
る
調
査
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
私
は
「
秦
人
忍
口
五
斗
」
の
木
僑

は
書
風
か
ら
い
っ
て
奈
長
時
代
で
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
人
名
か
ら
書
き
は
じ
め
て
い
る
の
で
、
郡
内
の
人
が

書
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
菊
池
郡
内
の
人
だ
か
ら
肥
後
国
菊
池
郡
と
わ
ざ
わ
ざ
書
か
な
く
て
も
済
む
。
上
端
の
左
右

に
切
り
か
き
が
あ
る
の
で
、
荷
札
だ
と
思
い
ま
す
。
古
代
は
五
斗
一
銭
に
し
ま
す
の
で
一
俵
の
米
俵
に
付
け
た
米
の
荷

札
、
か
「
秦
人
忍
口
五
斗
」
で
、
こ
の
人
は
菊
池
郡
内
に
住
ん
で
い
て
、
秦
氏
と
い
う
渡
来
系
の
人
で
す
ね
。
鞠
智
城
の

近
く
に
あ
る
松
尾
神
社
も
、
京
都
に
あ
る
有
名
な
渡
来
系
の
人
、
か
杷
っ
た
松
尾
神
社
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
興
味
、
深
い
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
こ
の
鞠
智
城
の
人
々
の
給
食
を
地
元
の
菊
池
郡
の
米
が
支
え
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
質
問
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
八
世
紀
、

九
世
紀
に
礎
石
立
ち
に
な
っ
て
建
物
が
立
派
に
な
る
こ
と
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
石
井
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

七
世
紀
か
ら
八
世
紀
初
め
ま
で
と
い
う
鞠
智
城
の
歴
史
全
体
の
中
で
は
一
部
に
あ
た
る
創
建
の
時
ば
か
り
が
注
目
さ
れ

や
す
い
の
で
す
が
、
今
日
石
井
さ
ん
に
は
九
世
紀
の
対
外
関
係
も
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
い
目
で
見
て
、
鞠
智

城
全
体
の
歴
史
の
中
で
建
物
の
礎
石
化
と
い
う
変
化
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

井
一
い
や
、
そ
の
あ
た
り
は
こ
れ
か
ら
本
当
に
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の

石
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問
題
に
直
接
お
答
え
で
き
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
鞠
智
城
に
隠
す
る
有
名
な
八
五
八
年
の
記
事
、

鞠
智
城
の
不
動
倉
が
十
一
宇
焼
け
た
と
あ
り
ま
す
。
十
一
宇
と
い
う
こ
と
は
十
一
軒
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
現
在
復

元
さ
れ
て
い
る
建
物
は
米
倉
の
方
で
し
た
か
ね
、
米
倉
の
方
で
は
何
か
米
で
す
と
一
、
二

O
O俵
入
る
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。
そ
れ
が
十
一
軒
、
ま
あ
そ
の
大
き
さ
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
、
大
小
取
混
ぜ
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
も
の
は
礎
石
建
物
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
瓦
葺
で
確
か
復
元
し
て
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
し
た
建
物
類
が
次
々
と
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
特
に
不
動
倉
と
あ
り
ま
す
か
ら
緊
急
で
な
い
と

使
用
し
な
い
と
い
う
目
的
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
備
蓄
の
た
め
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
鞠
智

城
に
こ
う
し
た
不
動
倉
が
十
一
字
以
上
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
ま
し
て
や
礎
石
立
ち
の
建
物
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
お
い
て
は
重
要
性
、
ま
す
ま
す
増
し
て
く
る
感
じ
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
一
方
で
は
文
献
と
し
て
そ
れ
を

裏
付
け
る
記
述
、
が
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
の
あ
た
り
も
こ
れ
か
ら
の
私
自
身
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

藤
一
小
田
さ
ん
、
本
日
は
鞠
智
城
の
変
遷
と
大
宰
府
の
変
遷
を
リ
ン
ク
し
て
ご
提
示
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
私
は
大
変

あ
り
が
た
く
存
じ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
坂
井
さ
ん
の
ご
報
告
に
も
あ
っ
た
よ
う
な
他
の
国
府
や
郡
家
の
変
遷
と
も
、

あ
る
い
は
九
州
の
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
の
変
遷
と
も
リ
ン
ク
し
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
視
点
か
ら
お

考
え
に
な
っ
て
、
今
回
の
報
告
書
で
出
さ
れ
た
V
期
の
変
遷
に
つ
い
て
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
願
い
し
た
い
の

で
す
が
。

回
一
こ
れ
は
報
告
書
に
先
立
ち
ま
し
て
鞠
智
城
の
方
で
瓦
と
か
土
器
類
を
全
部
含
め
て
検
討
会
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
結
果
V
期
の
変
遷
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
ど
も
も
建
物
の
な
か
で
気
に
な
っ
て
お
り
ま
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す
の
は
掘
立
柱
か
ら
礎
石
立
ち
の
建
物
へ
と
変
わ
る
時
期
が
こ
こ
で
は
第
E
期
に
は
出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
V
期

の
変
遷
に
つ
い
て
筒
、
単
に
い
い
ま
す
と
、
第
I
期
は
築
城
期
で
す
ね
。
お
城
を
造
っ
た
時
期
。
つ
ぎ
の
第
E
期
は
充
実

期
、
中
身
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
持
期
で
す
ね
。
管
理
棟
、
か
出
で
き
た
り
八
角
形
の
建
物
が
出
た
り
と
か
。
そ
れ
か
ら

第
頂
期
は
逆
に
停
滞
し
た
時
期
で
す
ね
、
停
滞
期
。
こ
の
時
期
に
礎
石
の
建
物
、
か
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
期
に

は
必
要
最
低
限
の
人
員
を
配
置
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
書
き
方
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
第
限
期
は
停
滞
し

た
時
期
、
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
第
W
期
は
今
度
は
変
化
殿
、
新
た
に
変
化
し
て
い
く
時
期
で
す
ね
。
管
理

棟
が
な
く
な
る
と
か
、
池
の
機
能
が
低
下
す
る
と
か
、
礎
石
建
物
が
大
恕
化
し
て
い
く
と
か
、
そ
れ
か
ら
こ
の
段
階
か

ら
食
糧
備
蓄
の
施
設
機
能
が
主
体
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
特
徴
も
あ
げ
ら
れ
て
い
い
ま
す
。
最
後
の
第
V
期
は

建
物
が
非
常
に
減
少
し
て
い
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
不
動
倉
が
再
建
さ
れ
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
。
そ
し

て一

O
世
紀
の
第
3
四
半
期
で
完
全
に
停
止
す
る
と
い
う
よ
う
な
流
れ
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
ず

っ
と
み
ま
す
と
や
は
り
八
世
紀
の
第
盟
の
時
期
が
非
常
に
ブ
ラ
ン
ク
状
態
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
時
期
で
す
ね
。
あ
る

い
は
こ
の
時
期
に
新
経
あ
た
り
の
脅
威
、
か
も
う
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
か
な
あ
と
い
う
感
じ
も
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
も
う
一
つ
は
よ
く
出
て
き
ま
す
の
が
肥
後
の
場
合
、
兵
庫
が
鳴
っ
た
と
か
、
倉
庫
群
が
焼
け
た
と
か
、
そ
れ
か
ら

鼓
が
鳴
っ
た
と
か
の
記
事
で
す
。
こ
れ
は
筑
前
の
方
で
も
同
じ
よ
う
な
時
期
に
志
摩
郡
の
兵
庫
の
鼓
が
鳴
っ
た
り
、
兵

庫
の
中
の
弓
矢
、
か
鳴
っ
た
と
か
の
記
事
、
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
鞠
智
城
、
か
八
五
八
年
、
八
五
九
年
に
は
筑
前
に
も
そ
う

い
う
怪
異
現
象
、
か
出
ま
す
。
そ
れ
か
ら
大
宰
府
で
も
、
こ
れ
は
石
井
先
生
の
資
料
の
中
に
も
あ
っ
た
の
で
す
が
八
六
九

年
に
新
羅
の
海
賊
が
来
て
絹
綿
を
盗
っ
て
行
っ
た
と
い
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
大
鳥
、
か
現
れ
て
大
宰
府
の
政
庁

と
か
円
だ
と
か
。
そ
れ
か
ら
兵
庫
な
ど
に
烏
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
八
七

O
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年
に
な
り
ま
す
と
肥
前
尽
の
鹿
島
郡
の
兵
庫
が
振
動
し
た
り
鼓
が
鳴
っ
た
と
か
、
二
声
鳴
い
た
と
か
、
そ
う
い
う
記
事

が
出
ま
す
ね
。
さ
ら
に
つ
づ
い
て
八
七
九
年
に
肥
後
の
菊
池
郡
の
城
院
の
戸
、
が
独
り
で
に
鳴
っ
た
い
う
記
事
が
ご
ざ
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
の
流
れ
で
み
ま
す
と
こ
れ
は
新
羅
の
海
賊
が
出
て
く
る
、
そ
う
い
う
時
期
の
新
羅
に
対
す
る
脅
威

と
い
う
の
か
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
こ
う
い
う
怪
異
現
象
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
出
て
く
る
と
い
う
の
は
、

そ
う
い
う
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
石
井
先
生
も
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
こ
の

よ
う
な
現
象
は
肥
後
だ
け
で
な
く
て
九
州
の
筑
前
や
肥
前
な
ど
で
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
新

羅
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

藤
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
う
時
間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後
に
一
言
、
ず
つ
先
生
方
に
お
願
い

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
鞠
智
城
の
果
た
し
た
機
能
、
目
的
で
す
。
こ
れ
ま
で
対
外
防
衛
の
前
進
基
地
あ
る
い
は

兵
枯
基
地
、
あ
る
い
は
財
政
的
な
備
蓄
の
機
能
、
あ
る
い
は
隼
人
に
対
す
る
前
進
基
地
、
あ
る
い
は
国
内
の
地
方
統
治

の
た
め
の
施
設
と
い
う
考
え
方
も
最
近
の
古
代
山
城
研
究
に
は
あ
る
よ
う
で
す
。
先
生
方
、
鞠
智
城
の
果
た
し
た
機
能

を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
、
一
一
一
一
日
ず
つ
綴
番
に
お
話
い
た
だ
い
て
閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
田
さ
ん
か
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

回
一
こ
れ
は
よ
く
東
北
の
場
合
と
対
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
北
の
場
合
は
も
う
最
前
線
装
地
で
、
政
治
を
や
る
と
こ
ろ
、

即
、
軍
防
墓
地
だ
と
い
う
考
え
で
す
ね
。
九
州
の
場
合
は
大
宰
府
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
国
府
が
あ
り
、
そ
し
て

ま
た
城
、
か
出
て
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
、
そ
の
辺
の
様
子
は
少
し
東
北
の
状
態
と
違
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
確
か
坂

井
先
生
も
同
様
な
こ
と
を
一
言
わ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
本
日
私
、
が
発
表
し

ま
し
た
も
の
は
特
に
創
立
の
年
代
だ
と
か
、
瓦
だ
と
か
門
跡
の
こ
と
な
ど
に
触
れ
た
の
で
す
が
、
実
は
ま
だ
そ
の
他
に
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も
こ
れ
か
ら
検
討
し
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
テ
ー
マ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ど
う
も
鞠
智
城
と
い
う
の
は
ま
だ
ま

だ
懐
が
深
い
。
こ
れ
か
ら
整
備
に
入
る
の
で
す
が
、
研
究
の
ネ
タ
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
鞠
智
城
の
皆
さ
ん
や
、
者
い
方
々
に
も
お
願
い
し
た
い
の
は
私
の
代
で
は
全
部
は
し
き
れ
な
い
と
思
い
ま
す
し
、

そ
う
い
う
テ

i
マ
は
私
の
方
で
も
ま
だ
幾
ら
で
も
出
せ
ま
ず
か
ら
、
何
と
か
次
の
世
代
の
方
々
に
引
き
継
い
で
や
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
テ
!
マ
は
た
く
さ
ん
鞠
智
城
の
中
に
転
が
っ
て
い
ま
す
。

藤
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
石
井
さ
ん
。

井
二
ま
だ
ま
だ
小
問
先
生
に
は
元
気
で
や
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
困
り
ま
す
け
ど
。
僕
の
場
合
に
は
資
料
篇
六
二
頁
の
や

は
り
地
図
で
す
ね
。
こ
れ
を
見
ま
す
と
肥
後
悶
は
東
シ
ナ
海
あ
る
い
は
そ
の
北
の
方
か
ら
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
い
ろ
ん
な
地
域
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
、
そ
う
し
た
中
で
鞠
智
城
と
い
う
も
の
を
ど
う
位
農

づ
け
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
』
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
し
た
い
し
、
ま
た
、
発
掘
調
査
に
お
い
て
も

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
が
出
て
く
る
の
か
、
非
常
に
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

石坂佐

藤
一
そ
れ
で
は
、
坂
井
さ
ん
。

井
一
私
も
今
問
い
た
だ
い
た
機
会
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
本
当
に
感
謝
・
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
鞠
智
城
に
つ
い
て
は
私
の
ま
だ
浅
い
理
解
で
す
と
や
は
り
対
外
防
衛
と
い
う
の
が
か
な
り
大
き
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
で
本
日
は
官
街
、
役
所
の
話
を
し
ま
し
た
が
、
郡
の
役
所
は
だ
い
た
い
西
謄
で

い
う
と
八

O
O、
九

O
O年
を
境
に
し
た
頃
に
、
ほ
ぼ
八
王
国
的
に
廃
絶
し
て
既
に
再
建
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

律
令
国
家
の
仕
組
み
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
っ
て
、
既
に
そ
う
い
う
役
所
を
再
建
し
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
、
必

要
と
し
な
い
世
の
中
に
変
質
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
少
し
遅
れ
て
留
の
役
所
も
国
庁
と
い
う
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建
物
も
だ
い
た
い
一

O
世
紀
の
後
半
く
ら
い
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
維
持
さ
れ
な
く
な
る
。
壊
れ
た
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て

し
ま
う
と
。
そ
う
い
う
中
で
大
宰
府
は
純
友
乱
で
焼
か
れ
た
後
も
更
に
再
建
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
と
い
う
か
か

な
り
違
う
様
相
を
み
せ
ま
す
。
そ
う
い
う
郡
の
役
所
と
国
の
役
所
の
あ
り
方
は
ま
さ
に
こ
の
鞠
智
城
の
盛
衰
と
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
ま
し
て
、
そ
の
律
令
国
家
の
あ
り
方
の
中
で
経
営
、
維
持
さ
れ
て
い
た
も
の
が
そ
の
変
質
、
崩
壊
と
と
も
に

役
割
を
終
え
た
と
。
当
然
、
唐
が
九

O
O何
年
か
、
一

O
世
紀
の
は
じ
め
無
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
新
羅
も
九
三

O
年

頃
で
し
ょ
う
か
ね
、
滅
亡
し
て
い
ま
す
か
ら
敵
国
が
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
律
令
国
家
、

体
制
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
と
。
こ
れ
は
発
掘
調
査
を
し
て
い
る
と
律
令
国
家
体
制
と
そ
の
後
の
体
制
で
は
全
然
違

い
ま
す
。
ム
ラ
の
形
も
違
い
ま
す
し
、
使
っ
て
い
る
焼
き
物
も
違
い
ま
す
。
そ
の
違
い
を
鞠
智
城
の
盛
衰
に
も
み
ら
れ
る
、

大
き
く
関
連
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藤
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
時
間
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
鞠
智
城
に
関
し
て
は
、
こ

こ
ま
で
わ
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
楽
し
み
な
研
究
テ

I
マ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
が
お
わ

か
り
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
端
を
本
日
、
お
知
り
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
熊
本
県

教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
全
国
の
若
手
研
究
者
に
公
募
を
し
て
、
研
究
テ
ー
マ
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
鞠
知
日
城
に
関

す
る
研
究
に
補
助
金
を
差
し
上
げ
て
い
る
そ
う
で
し
て
、
そ
の
研
究
発
表
会
が
来
年
の
三
月
二
日
に
間
開
催
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
小
閉
ざ
ん
の
世
代
に
も
ま
だ
ま
だ
ご
研
究
い
た
だ
く
の
で
す
け
ど
、
若
い
方
々
に
も
新
し
い
視
覚
で
鞠

智
城
を
研
究
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
私
の
不
手
際
で
、
時
間
が
お
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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貯水，也跡

貯木場跡(南東から)

百済系銅造菩薩立像

12.7cm 

(正面) (側面) (背面)

資料篇 68 



土塁線

西側土星線住官ドン版鍍状況 西側土量線佐官どん地区前面柱列

西側土畳・佐官ドン蝿土と石担I

67 参考資料図版



械門跡

漂迫門礎石(車から) 掴切門・通路(北西から)

堀切門・道路跡(北から}
池ノJI門跡・温水溝(西から)

池ノl哩門跡・取水固と噂水溝 池ノ属門跡石積み

資料1:;[ 66 



建物遺構

畳者属地区聾楓校現{寧慮9年度値・~)

49骨礎石建物跡(宮野磁石) 60骨掴立柱殖細跡(北から)

守目弘司トロ
/ 

56骨礎石遁物跡(北から)
八歯形建鞠跡(北から)

65 参考資料図版



絢冒城跡全量(平成19年度撮影}

単弁八葉益事文軒丸JiJi当

64骨建物跡周溝出土

資料m 64 
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鞠智械開;

西 層 年 骨 内容

645 大化元 大化の故新。

646 大化Z 政新のt自在発布

660 斉明6 唐と新躍によって百済滅亡

661 斉明7 朝倉橘広庭宮に遷宮

663 天智2 白村江の戦い*大和朝廷軍が唐白水軍に敗れる。

664 天智3 対馬・壱岐・筑紫等に防人と蜂を置く筑紫に水械を築く。

665 天智4 筑紫に大野城、基輝城を築曹、長門固に城を築〈。

667 天智6 近江大津宮に遷宮

" 大和に高安城、讃植に屋崎械.対馬に金田城を築〈

668 天智7 高句麗滅亡。

669 天智8 高安城修理

670 天智9 高安城修理。

672 天武元 壬申の乱

676 天武5 新艇が朝鮮半島を統

678 天武7 筑紫園大地震。

694 持統8 藤原京遷都。

696 持続10 ※「肥後国jの文献ょの初見。

698 文武2 大宰府に大野・基蜂・鞠智由=城を緒治さ廿る

" 高安城を修理。

699 文武3 高安城を修理。

大宰府に稲積・三野のー城を修理させる

701 大宝元 大宝律令制定

710 和銅3 平城京に遷都。

719 養老3 備後間安那郡の茨城、草田郡の常城を停める

756 天平勝宝8恰土城を築〈

794 延暦13 平安京に遷都

799 延暦18 大宰府管内在除いて婦を廃止.

858 天安2 (閏2月)肥後国菊池城院の兵庫の鼓が自ら鳴る

" (5月)菊池城の不動倉11棟が火災に遭う

875 貞観17 力ラスの群れが菊池郡倉吉の葦草を噛み抜〈

879 元鹿3 肥後国菊池郡城院の兵庫の戸が自ら鳴る

63 参考資料 l霊l版



鞠智輔・古托山塘分布図
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政庁

幽叩

時lm守衛東地区

寺院話布地特許

1. (市教委 2003) 

1附2 出 111 総

|羽 3 i詳[11遺跡、R期官術 (林音112011

59 福岡会場資料



群路線太鶴市 I布教義作成

Cf!iも7宮ilJ

il滋

三'1'lh!;削高;i:f;本図

fド!有第二絞殺喜一時詰，

中時子雪持ご司1稔， rf.li卒第一/、説

rt'i潟三ii第一丸木中尚一二草言、
第北…丸木Ut草色白iflLヰヵ)，

磁器1ここ土翁， 第三 i二重守， 閣官員自絞殺3 時号耳工法話，
中機関箔…法土禽，中約1'911'第六致命

:iU和寸託殺， ~t第三 u言
凶j接

。 初、 31培柊物跡 。
ヒコニむ国二2ニゴニZ二ニニニニニゴ

2 上野間{在位郡:a愈(三車干隆道義跡) 群馬線伊勢鶴市 駒沢2009
(熊本県教委 2012)
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近江悶栗東郡Jy(問遺跡)

1 密都・悶庁・都庁の構巡比較〔奈良文化財研究所， 2004より作成〕

ち

?h 
2 閥均拍鮒

* ~{，義嗣j令』元日国司条

r，Fしそグ[;13には、国王可皆僚属君11可等を星和いて、

fれこi向かいて耳切符せよ。詑りなば授賞後受けよ。

宴を設くることは燃せ。災れ食には、当処の智物

及び正倉を以てjeてよ。(絡)J

3 役人命侃誠厩録

(府中市教委ハ・ンブレァト)
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地方官街と鞠智城

坂井秀弥(奈良大学文化財学科)

1.鞠智城の時代と律令国家の地方宮街

鞠智城は7世紀後半築造、 698年修造され、 879年まで記録に残り、考古資料からは 10世紀半

ば頃まで存続した。この時期は律令悶家の時代であり、それを支えた地方官街(国府・郡家や城判官)

が設置された。鞠智城の機能は①有明海の対外防衛、②太宰府の物資・兵器備蓄、③南九州|支配と

されるが、地方官街との比較検討からこれを考えてみたい。

2.国府(国街)と郡家(郡街)

国府と郡家の中枢施設は政庁(国庁・郡庁)であり、儀礼や政務などを行った。政庁は基本的に正

殿・脇殿が広場を中央にしてコ字形配置をとり、周囲を築地塀・板塀等で遮蔽した平面方形の施設

である。構造は中央の宮殿と共通し、規模は国と郡、等級による格差があった(国庁は50""-'100m) 0 

建物は一般的に大型で規格的な配置をとり、とくに正殿は大型で府付き、南問は八脚内の格式高

い建物構造をとる。

政庁のほかに倉庫・館・厨家等がある。郡家には、周閤を溝でj型み、大型の高床倉庫(総柱建物)

が規則的に配置された正倉が置かれた。倉庫には長い平地式(側柱建物)もあり、上野国佐位郡に

は平面八角形の巨大校倉があった。正倉は郡家以外にも置かれることがあった。

3.東北地方の城柵

最古の城柵は 647年の越の浮足柵で、!可じ頃|陸奥の仙台郡山遺跡(多賀城前身)が造営され、文

献上 812年まで 20筒所ほど設置された。国府や郡家等の官庁でもあった。移民の配置などで地域

開発を進めたが、蝦夷との抗争は 9世紀初頭まで長く続いた。城内に政庁(内郭)や実務官衡をお

き、全体を城壁(外郭)で囲むところに軍事施設としての特徴がある。内郭・外郭は材木亨IJか築地の

塀で、外郭には櫓や内祈形などの防衛i施設を伴う。

4.地方官衡からみた鞠智城

鞠智城の「コ字形配置jを構成する正殿相当の 62建物、脇殿相当の 63・19建物は、左右対称の配

置ではなく周閣の遮蔽施設もない。また「広場」が東西60m以上と大きく、地形が酉に傾斜するな

ど、官街の政庁との差異がみられる。南九州、|では東北と共通した辺境支配が行われたが、多くの

城柵が設置された形跡はない。また鞠智城はそこから 100km以上離れており、現状では明確な政

庁は発見されてはいない。有明海沿岸は古墳時代以来朝鮮半島との関係が5齢、が、それだけ対外

的な防衛が必要な地域でもあったので、はないか。
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884年(元慶8) 5月、 (唐)黄巣、朱全忠らの軍に敗れる。

是歳、新繰人徐善行ら、漂着(肥後国天主主郡か)。

885年(仁和元) 6月20段、是より先、 4月 12日、大宰府、新経国の徐善行・高輿善ら 48人が思議届

本主.1illに来着したことを報ず。前年漂着した際に食事l等を支給され無事に帰悶できたことの答礼の

ために来日したと言い、携行の新羅執事省牒の写し、及び積載の貨物悶録を伝える。是問、勅して、

新羅人が謀者を口実に国家を窺う疑いがあるので、放還させる。 8月1臼、陰陽寮、北境・商辺に

兵賊あるべきlおを言i二。よって北陸道諸問及び長門間、大宰府に命じて警戒を厳重にさせる。

890年(寛平2)10月3日、 i隠岐図、新羅人 35人の漂着を言上。

891年(寛平3) 2 Ji 26日、昨年穏岐国に漂着した新羅人に食料を支給する。

892年(寛平4) (新羅)是歳、新羅の将軍甑輩、自立して王を称す(後百済の建国)。

893年(寛平5) 3月3日、長門閣に漂者した新緑僧3人に食料を支給して帰国させる。 5月 11問、新

躍の賊、肥前国松浦郡を襲う。閏5月3目、大宰府、新羅の賊が肥後回飽沼郡に入定し、民家を焼

いて肥前回松浦方面に逃走したことを報ず。 6月 2013，大宰府、新離の賊のことを報ず。勅符を

賜う。

894年(寛平6) 2月22日、大宰府飛駅使、来rr羅賊の入寵を報ず。 3月 13沼、大宰府飛駅使、新羅賊

が辺嶋に入選したことを報ず。 4月 14日、大宰府飛駅使、新羅賊が対馬l鳴に入悲したことを報ず。

問 16日、大宰府、新羅餓追討のため将軍の派遣を請う。参議藤原因経を権帥に任じて派遣。問 17

13、大宰府に新羅賊追討を命じ、また北陸・山陰・山陽諸国に替問を命じる。ついで大宰府、少弐

清原令望を討賊使として対潟l鳴に派遣。間 18日、東山・東海道の勇士を召集。伺 19臼、伊勢大神

宮に奉幣し、新緩賊の追討を祈る。向 20日、石清水八幡宮以下の諸社に奉幣。また陸奥・出羽田

に響闘を命ず。 8月9司、対馬嶋に符び防人を置く o 8月 21日、遣唐使を任命。大使菅原道真、

高IJ使紀長谷雄ら。是日、能登国に、越後・佐渡等の伊jに準じて努師を置く。 9月5司、対馬嶋司、

新経の賊船 45般来襲の由を大宰府に報ず。問 13段、大宰府に努師 1名さと加え置く。間 14臼、菅

原道真、遣唐使の派遣について再検討を求める(けっきょく、実施されず)。伺 17日、対馬嶋司

文室善友、郡司等を率いて新羅の賊と戦い、 300余人を殺す。捕虜にした新羅入、本国の飢鱒によ

り100般・ 2500人で襲ったこと、賊の将軍の中には唐人もいることなどを語る。その後、大宰府か

らの報告が相次いで届く。 11'な 19日、延暦年中に停止された出雲・穏1I皮両国の熔1遂を再び置く。同

23日、山陵に奉幣。 10月6日、大宰府、新経賊船退去の由を報ず。

895年(寛平7・蔚・新羅) 3月 13日、博多響田所に夷倖 50人合加え置き(計 100人)、新緩の賊に

備えさせる。 7月初日、越前関に努師を置く。 9月27日、大宰府、壱岐嶋の官舎が新羅の賊によ

り悉く焼失したことを報ず。 11 月 2 日、伊予I~ヨに裏手前を置く。 12 月 9 目、越中国に努1却を置く 0

899年(昌泰2) 4月5釘、肥後閣に湾師を置く。

907年(延喜7) 4月、 (唐)底、滅亡。

918年(延喜 18)是歳、 (新羅)王建、自立して高麗王を称する。

935年(承平5)是歳、 (新羅)新繕玉、高麗に降る。

936年(承平 6)是歳、 (高麗)王建、後百済を滅ぼし、朝鮮半島を統一。
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軍事教練を行い、対馬嶋を奪おうとしているとの情報をもたらしたことを伝える。是日、勅して、

新羅の入溜に備えて、国rp番・的苦言・出雲・石見・隠岐等に響翻を命じる。同 15日、八幡大菩薩宮

・香椎廟・宗像大神・甘南備神に奉幣し、地震風水等のこと及び新緩冠賊の|坊禦を祈る。同 20日、

大宰府に勅して、新羅海賊と共謀の嫌疑で捕らえた新羅人を陸奥の空地に配す。同 23日、大宰大

弐藤原冬緒、管内の間嶋において燦火の調練を請う。 5月 19日、出雲国の権史生を努師に遷補す。

6月7日、対馬嶋に選土 50人を置く。問 13日、これより先、大宰府、肥1前国杵嶋君sの兵庫震動し、

鼓が二度鳴るとの異変を報ず。これをトするに、隣兵を警戒すべしとの結果がでる。よって是13、

勅して、筑前・肥前・若岐・対馬等に警戒を命じる。また大宰府、先日拘禁した新羅人 30人のう

ち7人が逃亡したことを報ず。 8月28臼、これより先、対潟i嶋、新羅に近く、侵略の恐れがある

ので、努師1名を置くことを請う。これを許す。 9月 15日、先日拘禁した新緑人を武蔵・上総・

陸奥等に配置する。陸奥に配した新羅人の中に、瓦作りの職人がおり、 「陸奥国修理府」で造瓦に

従事させるとともに、技術を伝習させる。 11月 13日、筑後権史生佐伯真継、 (上京して)新羅国

牒を奉進し、大宰少弐藤原元利高侶が新羅|盟主と通謀して|諸家を害せんとしていると告ぐ。真継の

身柄を検非違使に付す。同 17日、大宰府に勅して、藤原元利高侶らの身柄を拘束させる。また推

問密告使を大宰府に派遣する。阿部日、佐伯真継を防援に差し加え、大宰府に下す。

871年(貞観 13) 8月 16日、伯脅閣に努師を慣く。

873年(貞観 15)6月21日、武蔵国、貞観 12年に遷配された新雑人のうち 3人が逃亡したことを報ず。

諸国に捜索をど命じる。 9月8段、貞観 121平に上総に配された新羅沙問ら 2名が申斐山梨郡に到る。

本処に還らせる。 9月25日、大宰府、対馬嶋司から送還されてきた新羅人 32人を鴻艦館に滞在さ

せる 02月22日、勅して、漂着tを装って国情を探っている疑いもあるため、事情聴取の上で平く

放帰させる)0 12月 17日、大宰府、貞観 11年の新羅入題以来、統領・選τとを増員した。その食料

等の経費にあてるため響l週間の設置を求める。これを許す。

874年(貞観 16) 6月3臼、府薦人の乗る 1腰、肥前国松浦郡に来着。 8月8臼、是より先、大宰府、

新羅人 12人が対潟嶋lこ漂着したことを報ず。是釘、事情を聴取した上で早く放還させる。

875年(貞観 17)正月 22日、石見国に裏手師を置く。 6月20日、大宰府、大鳥2羽が肥後国玉名郡の倉

の上で西に!古jかつて鳴き、また数百羽が遺品M牟牟の葺革を臨み抜く闘を報ず。同 26日、大宰府
に肥後国内の明神に車1f幣し、大鳥・群島の怪異を懐わせる。是月、 (唐)黄巣の乱、起こる (~884

年 6月)

876年(貞観 18) 3月9臼、大宰権帥在原行平の起請により、肥前国松鴻郡庇羅・値嘉同郷を併せて上

近・下近2郡とし、値嘉rl鳴と号す。 1吾・新経人ならびに日本の遺庶使等は必ずこの嶋に立ち寄る。

貞観 11<9三 (869)の海賊もi河鳴に立ち寄ったとしづ O また府商人はこの嶋で香薬を採取し、貿易品

に加えているとしづ。問 13日、大宰権帥の起請により、管内六国の|坊人 94人に替備の実態がない

ため、配備をと11::め、役料を徴収することとする。

878年(元慶2) 7月 13日、大宰府に、 ト震が隣国の入躍を示したので、審戒すべきことを命じる。

879 {j三(元慶3)2月5日、肥前悶に脊師を置く。 3月 16日、肥後国語地盤域阜の兵療の戸、自ら鳴る。

880 <9三(元慶4) 8月7臼、佐渡国に脅師を置く。同 12臼、越後国に努師を置く。

11月、 (唐)黄巣、長安を陥れる。
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f東アジア史からみた鞠智域J年表

826年(天長 3)11月3日、大宰府管内諸国の兵士を廃して、統領・選土を置く。大宰府には統領8人

・選土 400人を配す。 4番 (4班)に分かれ、毎月交替で勤務。 1番は統領2人・選士 100人。

858年(天安2)間2月 24日肥後i語、遺迫接民の兵療の鼓、自ら鳴るE討を報ず。 25日、また鳴る。 5

月1日、肥後間窓辿埠j埠の兵庫:の鼓、自ら鳴る。また不動倉 11字、焼失。

859年(貞観元)JE月221ヨ大宰府、筑前回志摩郡の兵庫の鼓、自ら鳴り、庫中の弓矢に声有り、外に関

こゆとの報をイ云える。

866年(貞観8) 2月 141.3，神抵官、肥後国阿蘇大神怒気を懐j設す。是により、疫燐・隣境の憂いある

べしと奏上。勅して、大宰府城iJJ四王院等で金問IJ般若経等を転読させる。同 16日、摂津住吉神社

において、兵疫消伏のため、金問IJ般若経等を転読させる。 4月 17IJ、この頃京師に頻りに怪異あ

り。陰陽寮、隣国入患の予兆とする。よって大宰府に審問に努めるべきことを命じる。 7月 15倍、

大宰府、肥前関基捧郡の人川i!1豊穂が、同郡擬大領山春永から、新羅人とともに新羅に行き、武器

の製造技術を学んで帰国し、対馬嶋を討ち取ろうという計闘を持ちかけられたと告げたことを報

ず。藤津郡領、高来郡擬大領らが共謀しており、射手 45人の名簿を添える。是歳、総11皮国浪人安

曇福雄、前隠|岐守越智貞原が新結:人と共謀して謀反を企てていると密告 (869年 10月、謹告である

ことカ''l"JjI列) 0 

867年(貞観9) 5月261ヨ、八中高の四天王像五鋪を造り、伯誉・出雲・石見・隠岐・長門国に配付。悶

可に、新羅に近く、尊像を供えて修法を勤{士しft求心調伏に努めるべきことを命じる。 5月初日、

太政官、ト笈の結果、新羅入認の予兆とでたため、穏11皮国に饗闘に努めるべきことを命じる(他の

辺要閣に対しても同様か)。

868年(貞観 10・麿戚通 9) 7月、 (唐)鹿島』をお領とする徐州兵士の乱、起こる。

869年(貞観 11・康成通 10) 3月7日、隠11皮国に努師を置く。 5月22日説経進盤、博多湾に停泊中の

豊前回年貢船を襲い、絹綿を奪って逃走。 7Jl 2日、大宰府司の倉、慢を詰責する。同 14段、肥後

関に地震・暴風雨。大きな被害をもたらす。 9月、 (唐)鹿島丘斗、不定。 11月29日、長内閣に

努師1名を置く。 12月5目、大宰府議臨宇崎能・津j高等保護のため、爽停を要所に配置する。同

14日、伊勢大神宮に泰幣し、新結:海賊のこと、大宰府の庁舎に大鳥が集まるという怪異が隣国の兵

革(新羅の侵攻)の予兆とする止iし、結果が出たこと、肥後闘の地震のこと、挫奥|調の(異常なる)

地震のこと、自余の国々にも地震等が起こっていることを列記し、新羅退散を祈願する。間 171ヨ、

新羅海賊等のことにより、五畿七道諸国に、境内の諸村iに球幣し、後寄を予防させる。間 25日、

勅して、五畿七道諸悶に地震風水の災害ならびに|雑兵入冠を防ぐため、金剛般若経を転読させる。

問28日、①大宰府配備の統領・選土のうち、統領 1人・選二i二40人・叩悶 40:f1を鴻蹴館に還し置

く。②大宰府に例番の{也、更に統領2人・選てと 100人を増員し、これを法腫隼に配備する。伺 29

1 石清水八幡宮に奉幣し、伊勢大神宮とi司じく、新羅退散等を祈願する。

870年(貞観 12)正月 13日、壱iI皮嶋に宵・ずー纏等 200具を配備する。同 15日、 i事問Jiてびに手纏・足纏、

おのおの 110具を謹蟻鎚に遷し置く。 2月 12日、諸国(山陰道か)に努師の適任者を選び報告さ

せる。また是より先、大宰府、新羅との国境で捕らえられた対馬島氏が帰闘し、新経が大船を造り、
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石井正敏 2012bi点観 11年の震災と外謹J ()悲史学研究会編『震災・核災害の時代と歴史

学』青木:害賠)

板楠和子 2012i i肥後国j と「鞠智域JJ 熊本県教育委員会 2012 第V章第 3節)

熊本県教育委員会 2012U鞠智城跡 Hー鞠智城跡第 8~32 次調査報告』

小西龍三郎 2012i建築から見た鞠智城J (熊本県教育委員会 2012 第V章第 2節)

笹山崎生・熊本県教育委員会 2010U吉代山城 鞠智城を考えるー2009年東京シンポジ

ウムの記録 ~ (111川出版社)

酋住欣一郎 19991発掘からみた鞠智城J U 先史学・考古学論究~ III (龍田考古学会)

横田耕策 2010i朝鮮古代史からみた鞠智城一白村江の敗戦から隼人・ i苓島と新羅海賊の対

策へJ (笹山靖夫 2010)
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臣等、伏して 1日記を検するに、度々の使等、あるいは渡海にして命に堪えざる者有り、

或いは賊に遭いて遂に身を亡ぼす者有り。通じるものがある。喰未だ唐に歪りて難限

・飢霊祭の悲しみあるを見ず。中曜(夜唐日本人留学僧)申報する所の如くんば、米然

の事、推して知るべし。 j

道真が触れている腐の混乱については、直接には黄巣の乱による荒廃を指しているであ

ろうが、廠員)Jの乱についての情報も含まれていると思われる。

むすび

以上、 「鞠智城に 9世紀末に新しい礎石建物が建てられている j ことに注目し、東アジ

ア情勢との関連から検討を加えてきた。これまで指摘されている新羅問題だけでなく、襟

穏期海遣唐使によって伝えられた唐情勢は、!斉・新羅に対するさらなる撃事戒と緊張をもた

らし、大宰府防衛網が強化され、重要拠点である鞠智城においても、その…環として整舗

・強化がはかられた事実を、長者原地区の 9世紀末の建物跡は物語っているのではなし、か

との憶測を述べた〔注 5)。

この後も、時期はi怒るが 945年(天慶 8)に肥前田高来君liRE最埼(現主の長崎県長 11崎市

野母崎)方面に呉越国(腐:滅亡後の十国の一つで、杭1'1'1を中心とする国)商船が来着した

事例などをみると、鞠智城周辺のi也政学的な位置づけに変化はない。文献史料では、鞠智

城に関しては、 『日本三代実録J元慶 3年 (879) 3月 1613条の「肥後国菊池郡城院の兵

庫の戸、自ら鳴る。 Jという記事を最後としているが、発掘調査の成果をふまえて、鞠智

城存在の下線時期の問題について、さらに考察を進めたいと考えている。

[注】

(1)商住欣一郎氏(1999)の研究による。なお長者原地区の 9世紀末の建物とは 361予建

物(3間 4間)宏指している(熊本!宗教育委員会 2012 61"'-'62頁、 110"'-'112頁等参

照)。

( 2) 石井正敏 2012a参照。なお 2003年には鴻艦館遺跡から鎧の一一部が出土している。

(3 )この年(貞観 11年) 5月 26日、陸奥で、昨年の東日本大震災に匹敵する地震と大

津波が起こり、大きな被害を出した。年号をとって貞観地震とよばれている(石井正

敏 2012b参照) 0 

(4 )石井正敏 2011参照。

( 5) ただし、小西龍三郎氏(2012) は、主に長者原・長者IlJ周辺の建築物により、 「古

代山城としての機能が 9世紀中期には消失し、小規模な郡倉とその管理舎的な施設へ

と変化している (444頁)と論じられている。

{参考文献}

石井正敏 2011r寛平 8年の遣唐使計画についてJ ( cj~ 央大学人文科学研究所編『情報の歴

史学J中央大学出版部)

石井正敏 2012ar貞観 11年 (869) の天災と外遊J (~中央史学~ 35号)
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I;j: ~J 

ず、還りて更に海東を掠めんO 古人日く、 円争 蓋(さそり)すら猶お毒あり O 何ぞ、
そち Tぜいに

況んや人を乎。』と。其れ府の削]船王及び大或吉傍朝臣真備、倶に是れ碩ら手にして、
あら えら

名、当代に顕わる O 筒ぶこと朕が心に在り、委ぬるに重任を以てす。宜しく此状を

知り、預じめ奇謀を設け、私長い来らざるも、儲備悔ゆること無からしむべし。其の
つぶさ

謀る所の上策及び応に備うべき雑事、一一具 に録して報じ来れ。 j と。

{史料 12] W続日本紀』天王手宝字 3年(759) 3月皮寅 (24日)条
まさ

大宰府言す、府官の見る所、方に不安なる者間有り。

①撃事国式に拠るに、 「博多大津及び輩出支・対馬等要害之処に、船ー司百隻以上を置き、

以て不虞に備うべしJと。而るに今船の用ゆべきもの売し。交、機要を欠く。不安

のー也。

②宰府は三面海を帯び、諸蕃是に待つ。而るに東国の防人を長めでより、通んじ議日

に以て荒散す。如し不慮、之表、高一変有らば、何を以て卒かに応じ、何を以て威を

示さん。不安の二也。

③内の防人、ーに城を作るを停め、勤めて武義に赴き、其の戦陳を習わしむO 市し

て大震吉備朝臣真備論じて臼く、 「立つ耕し且つ戦うは、古人善しと稿す。乞う五

十日教習して十日築城に役せんことを」と。請う所行うべしと雄も、府僚或は同ぜ

ず。不安の三也。

④王手四年八月廿二日勅有り、所有兵士全て調腐を免じ、其の臼了は調を免じ腐を諭

す。当時、民息み兵強く、辺鍍と謂うべし。今管内の百姓、乏絶する者家Jく、優

復(免税等の優遇策)有らずば、以て自ら臆わうこと克からん。不安の由也。

勅して、 「船は、宜しく公糧を給い、雑徳を以て造るべし。東国の紡人は衆議允さず。

{乃て請いに依らず。管内の防人を十日役する者、真備之議に依れ。優復は、政、其の

理を得ば、民、自ら富強ならん。宜しく所職を勉めて、以て朝委に副うべしJとO

この当時の朝廷の権力者は藤原仲麻呂で、中国の学問にも通じた人物であった。そうし

た資質と関わって、安禄山情報を海の向こうの出来事と、決してのんびりと構えてはいな

い。 r安禄山の反乱軍はj各楊から長安への進軍は難しいだろう。そうすると矛先を東へと

転じ、場合によっては日本に向かつてくる可能性がある。だから万ーに備えでの防衛を講

じるようにJと指示しているのである。鋭い外交感覚と評することができるであろう。そ

の後、さらに新羅を後援する唐の混乱に乗じて新羅遠征計画まで樹立する(けっきょく中

止となるが)。

こうした前例があり、瀧財の乱についての情報を得た朝廷も参考にしたであろう。大宰

府を中心とする防衛網の強化が図られ、鞠智城も防衛拠点、のーっとして、強化の方策が指

示されたに違いない。

なおj夜財の乱情報は、 894年(寛平 6)の有名な菅原道真の遣唐使派遣の再検討を求め

る、いわゆる建議にも影響を与えているように思われる〔注 4J 0 

【史料 13] W菅家文革』巻 9・寛平 6i]三 (894) 9月 14日付け菅原道真奏状
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や在地の土豪が彼らに加わった。これにより、兵士の乱から始まった鹿劫の乱は、腐の朝

廷に対する民衆反乱へと接相を変え、戦乱は徐州|・宿州・美子州・濠州など准河から揚子江

に至る地域に拡大した O こうした動きに対して腐は、南北から攻撃を加え、威通 10年 (869)

9月、ついに!縫助を破り、平定することができた。こうして臆劫の乱自体は 1年余で平定

されたが、この後も唐の混乱は続き、黄巣の乱 (874~884) が起こり、やがて腐は滅亡 (907

年)の時を迎えることになる。

期!海遣唐使怪宗佐らは、この腐劫の乱が平定されたことを慶賀するための使者として派

遣されたのであるが、!吾に到る前に航路をはずれ、薩摩に漂着してしまったのである。

(3 )徐州地方と日本

『日本三代実録~ 5月 27臼条には「賀平徐州 j と記されているのみであるが、大宰府官

は詳しくその情勢について聴取したに違いない。 7月に 1船が天草に襟着した際には、大

宰府から大唐通事張建忠を派遣して、 「事由を覆間し、情状を審実J している(傍線部参

くし

照)。異国人来えまの際には、詳しく事情を聴取することが公

{史料 9] r公式令」遠方殊俗条

に定められている O

凡そ遠方殊俗の入、来たりて朝に入らば、所在の官司各おの図を造れ。其の筏状・衣

/)し、才4才 LIご;/J;し、

服を闘いて、具さに名号・処所井せて風俗を序でよ。詑らんに随 て奏関せよ。

朝廷では徐州周辺における乱の発生を|習いて驚いたに違いない。戦乱の舞台となった徐

州・街州等は日本の遣唐使にとってなじみのある土地であった。

[史料 10] 円仁 f入唐求法巡礼行記』開成 4年 (839) 3月 25日条

911の時、発つ。風は正商より吹く。経(向)がに乗りて東行す。米の時、徐州管内速水

県の南に到り、准r:tに停宿す。※ただし徐州は湘州の誤りか
ょうきょう

この他、戦乱の主要舞台の一つ宿州(桶 嬬)は、羽本の遣唐使が利用する揚州一楚

州-ilill州一宿州一…一作州一洛陽一長安というノレート上にある要衝の地で、たとえば
じつがん りひっ
『資治通鑑』巻 233・貞元 4年 11月条に「李泌上(徳宗)に言して日く、江准の潜運、楠

橋を以て日間喉と為す。 i也、徐州に属し、… j 、あるいは WI日唐書J巻 152・張高福伝に、

f李正己反す。将に江准路を断たんとす。兵を会して桶橋・減J口を守らしむ。 J等とみえ

る。

(4 )過去における唐反乱情報への対応

徐州のf1iLを聞いた日本はどのような反応を示したか、残念ながら具体的な史料はない。

ここで参考にしたいのは、 8世紀半ばに起きた安禄I1Jの乱情報が湖海を経てもたらされた

際の対応である O

[史料 11] W続日本紀』天平宝字 2年 (758) 12月戊申 (20) 条

戊申。遣誌bi毎使小野朝臣関守等、薦問の消息、を奏して日く、 「天宝十四載歳次乙未十

一月九日、御史大夫兼、荷揚節度使安時山反す。…其の唐王の湖海悶玉に賜える勅書一

巻、亦た状に話IJえて進つる。 j と。是に於て、大宰府に勅して日く、安枝山は是れ狂

胡の校竪也。天に違いて逆を起こす。事必ず利あらずO 疑うらくは是れ西を計る能わ
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して徐州を平らぐるを賀せしむ。海路浪険しく、標準して此に至るJとo I詣司、事怠

を推験するに、公験を議たず。書く所の年紀も、亦復た相違す。疑うらくは是れ新羅
ひそ か

人、偽りて溺]海ノ¥を称し、来りて窃かに辺境を窺う敗。二舶を領将して、府に向う

之問、 ~JijI3J誌を得て、飛帆して逃過す。 J と。是日、勅して、 「淑j海は遠蕃にして我

lこ帰順し、 たる新羅は〔新経は叢爾にして〕久しく禍心を扶む。立しく府|翠の官
び

らかに推勘を加えしむべし。実に是れ誌b海人なれば、須らく慰労を加え、棋

を宛てて発帰すべし。若し新経の凶党なれば、全て其の身を禁じて言上し、兼ねて管

内諸国に重ねて警守に捜しましむべし。 Jと。

{史料 8] ~日本三代実録』貞観 15 i:p 7月 8I=J庚午条

八日庚午。…是より先、大宰府馳騨して言す。 r湖Ji毎国の人程宗佐・内孫・宰孫等、

肥後回天草郡に漂着す。大府通事張建忠を遣わして事由を覆問し、情状を若手実するに、

是れj勃I毎回入庶之使にして、去る三月|藤摩国に着き、逃げ去る之一艦改 O 仰て宗佐等

の日記、井びに義っ所の蝋会jの幽子、雑封書、弓剣等を奉進すJとO 是|ヨ、勅して、

「宗佐等の申状を討綴するに、長ことに湖海の人なるを知る。亦た其の表駒・!諜書、ド[1

封・もJν首(官l織)等、先来入臨して此聞に在る者と慨校するに、符合すること…の

如し O 経宗佐宅卒、既に隙を作]う之好冠に非ず。善隣之使臣と謂うべし。其の瓢治の興

和てま

渋、誠に狩倣lすべし。宜しく在所に衣棋を支済せしむ》くし。上 つる所の蝋封の駒子、

雑封書等、其の印封を全うし、披!揺を煩わす英れ。亦た其の随身の雑物、秋乏も犯さ

ず、皆な悉く選興せよ O 其の乗る所の二舶、設し破損有らば、勤めて繕修を加え、以

て波を凌ぐに足らし、平く好去を得しめよ O 但し宗佐等、彼の国の名箆之人なり O 議

んぞ我朝之相急くするを知らざらんや。然れば則ち瓢着之日、須らく情実を露わし、

以て恩済を望むべし。市jるに飛 1慨して逃亡するは、還りて釘ー賊に似たり O 我が仁恕に

~I二ずば、何ぞ震株そと免れん。宜しく資むるに過契を以てし、 J主の ~I~ を悔い伴むべし J

とO

(2 )淑]海使が伝えた唐における足立劫(ほうくん)の乱情報

この一連のできごとの qJ で注 B したいのは、桜宗佐らが、自分たち j勃海遣唐使の I~ 的が、

徐州平定を慶賀するためであると述べていることであり、これを日本側が記録に留めてい

ることである徐州を平らぐるを賀Jすとは、これより先、 868年に起こり翌年まで続

いた、徐州をヰI心とする縮財の乱が平定されたことを慶賀するために湖海王がら肢に使者

を派遣したことを窓味している。 j議員1Jの乱の概要は次のとおりである。

庶は、南詔(雲南地方にあった王国)の授攻に対する安南地域防衛のため徐州、I(江蘇省)

で募兵し、応じた兵士を桂州(現在の広西チワン族自治州桂林市)に配備した O ところが

当初の任期を延長されたため、故郷を遠く離れた兵士たちは不満を募らせ、ついに成通 9

年 (868) 7月、腐即u;を首領とし、武器をもって立ち kがり、飲郷に向けて北 l二を始めた。

途中では抵抗らしい低抗にもあわず、 9月には徐州に迫り、 10月にはこの地域一幣を統括

している の治所である彰城を落とした。これを機に勢力は急激に増大し、民衆
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応に ~p 背Ji二びに手纏・足纏、各おのー|牙イ e具をj崎日曜館[に選し驚くべきの事

;右、太政官去年イー二月 11-八日大祭府に下せる符旨に依り、例苦手之外、更に{也手容の統

領二人・選ゴ二百人を加え、鴻纏館にi置き詑んぬ。;右大|立宣:す、勅を奉わるに、人有

るも兵(武具)無くば、何ぞ機急に備へん。宜しく件に依りて選し置くべし、と O

以上の記事に、関連する史料を加えて年表にまとめると、次の如くなる。

O天長 3年 (826)

11 n 3日 大司王府管内諸国の兵士を挺して、統領・選士を驚く。大宰府には、統領 8

人・選てlτ400人を配す。 4番 (4JyI)に分かれ、毎月交替で勤務。 1番は

統領 2人・選 i二100人。

O貞観 11fj三 (869)

5月 22日 新繰の海賊が博多津(荒津)に停泊中の豊前i調停焚船を襲い、絹綿を奪っ

て逃走。

12月 5日 鴻1緩や嶋館・津厨等保護のため、 を要所に配置する。

28 Iヨ ①大宰府配備の統領・選二たのうち、統領 1人・選土 40八・甲関 40之を「鴻

臓館Jに遷し置く。

②大宰府に例番の他、更に統領 2人・選士 100人を増員し、これを ri.鳴)随

官官」に配備する O

O貞観 1219三 (870)

正月 15日 rfl問弁びに手纏・足纏、おのおの 110具を「鴻Jl鼠館Jに遷し置く。

こうした大宰府防衛網強化の中で、当然鞠智城においても強化策がとられたであろう。

特に注意されるのは、この時の海賊は平戸・五島列島方面から博多に侵入したとみられ(付

録年表 876年条参照)、より肥後国に近い地域を新経の海賊が I'j:l継点としていた可能性が

あることである。

その後、 899年(昌泰 2) 4月lこは、肥後掴の史生 1名に代えて努師 1名が授かれてい

る。

2、湖海遣j斉使の隣摩・肥後来者と 1苦情報

次に注目したいのは、 873年(貞観 15) 5月・ 7Jjの椴j海使の薩摩・肥後来着であり、

このs寺湖海使が伝えた唐情報である O

( 1 )尚海遣唐使来着の経緯

{史料 71 ~日本三代実録』貞観 15 年 (873) 5月 27I=l)支寅条

i:t-七日庚策。是より先、大宰府言す、 f去る三月十一日、何許の人を知らぎる船二般、
太い，:)

六十必人を載せ、|薩摩国甑 111鳥郡に漂着-90 言語通じ難きも、何用かを問うに、
大

生・大陳潤等、自ら苦手:きて lヨく、 ~ r宗佐等、拶j海閣の人なり O 彼国王、大唐に
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賜はくと申す。

( 2) 大宰府!坊衛織の強化と鴻繍館の最前線基地化

このように新羅海賊の博多湾内侵入を許し、なおかつ取り逃がした事実に朝廷は大きな

衝撃を受け、新羅海賊の退散を祈願する一方、防衛体制の強化を打ち出した o その内容は

兵士の増員だけでなく、新たに博多湾に濁して建てられていた、元来海外使節の迎賓館で

ある鴻蹴館に兵士を常駐させるという方策である[史料 4~ 6] 0 

{史料 4] ~日本三代実録』貞観 11 年 (869) 12月 28日条(内容が 2つの項目に分かれ

るので、便宜的に①②と分けて記載する)

従五位上守右近衛少将兼行大2手権少弐坂上大宿祢瀧守を大宰府に遣わし、鎮護警固せ

しむ。勅して|士1く、 「鎮商は是れ朕之外朝出O 千里符を分かち、一方重きを寄す。況
会付勺，、

んや復た隣損壊を接し、非常期し匹し。今聞く、大;鳥惟を示し、
や

機急、之備え、長に暫しも鞍めしめん哉。宜しく瀧守に警回に縁るの司王を

べし」と。是日、 i龍守奏言すらく、

せしむ

①「選土を置き叩腎を設くる所以は、本より警急、に鍛え示会を護らんが為なり O 謹

んで検するに、博多は是れ隣閣議く主主之様、警|菌武衛之要なり o I前るに誌くと鴻

蹴と相去ること二駅。若し兵不意に出れば、倉卒に備へ難し。請う、統領一人

・選士四十人・月ヨ間四十具を鴻臓に移し置かんことを O

②また謹んで検するに、承前、選士百人、 Jl俗に番上す。今尋常之員を以て不意

之禦ぎに傭うるも、恐らくは機急之事、実に支済し難からん。請う、例番之外、

更に他番の統領二人・選士百人を加えんことを」と。

認して並に之に従う。

{史料 51 ~類緊三代格』巻 18 実観 11 年 (869) 12月 28日太政官符 2通

① 応に統領一人・選士四十人.Ifl潤四十其を鴻臆館に還し置くべきの事

右、大宰権少弐従五位上坂上大信祢瀧守解状にぽく、 「選土を置き甲腎を設ける所

以は、本より警急に備え不虞を護らんが為なり。市るに今案内を検するに、|等多は

是れ隣|認輯鞍之律、撃手間武衛之要也。而るに璃と鴻櫨と相去ること二駅。若し客兵

の不意に出る有れば、何を以てか急謹に応ぜん。望み請うらくは、件に依り遷し置

き、以て禦侮に備えんこと告とJ者、大納言正三位兼行皇太子侍藤原朝|主氏宗室す、

勅を者またまわるに誌に依れ、と。

② 応に例番の外、他番統領二人・選士百人を加役すべきの事

右、大家権少弐従五位上坂上大宿祢 r~1[守解状に偶く、 「案内を検するに、選土百人、

Ji毎に番上す。而して今平常之員を以て不意の禦ぎに備う。恐らく機急支え難く、

後悔及ぶ無し。望み請うらくは、例番之外、更に件の員を加え、之を鴻Jl!童館に置き、

不虞之備えと為さんj 者、大納言正三位兼行皇太子侍藤原朝臣氏宗宣す、勅を泰わ

るに誇に依れ、と O

{史料 61 W類来三代格』巻 18 貞観 12年 (870) 正月 15臼太政官符
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大宰府言す、 「去月一j:l叩ニ釘夜、新緑の海賊、艦二般に乗り、博多津に来たり、豊前回

の年貢の絹綿を掠奪し、即時逃議す。兵を発して追うも、遂に賊を獲ずj と。

この一件に朝廷は大きな衝撃を受け、海賊を取り逃がした大宰府官の不手際を詰責して

し、る。

{史料 21 W日本三代実録』伺年 7月 2日条

是日、勅して、大宰府河を諸寅して日く、 「諸国の貢調、使吏領特し、一時に共に発

し、先後零畳して其の葱類を離すべからず。市るに豊前一国をして独り先に進発せし

む。vJ'た弱主干の入、餌を虎の口に乗す。遂に新羅の冠盗をして、隙に乗じて侵掠を致

さしむ。 l准に官物を亡失するのみに非ず、兼ねて亦た国威を損辱す。之を往古に求む

るに、未だ前関手干らずO 後来に胎すに、宮に面白無かるべし。使人資むべしと云うと

雌も、抑も亦た府官に怠有「り。・ 1 と。

そして年末には伊勢大神宮・石清水八幡宮両社に泰幣し、神前
もん

文が奉読されてい

る。告文ではまず、新緑海賊のこと、大宰府の庁舎に大鳥が集まるという憧異が隣国の兵

革(新羅の侵攻)のすP 兆とする占い結果が出たこと、肥後間の地震のこと、陸奥国の(異

常なる)地震〔注 3Jのこと、自余の国々にも地震等が起こっていることを列記している

が、その大半は来Ir縮退散を祈願する内容となっている O 間宮への告文はほぼ同文あるので、

伊勢大神宮への告文を紹介する。

[史料 31 W臼本三代実録J同年 12月 14r守条

伝え聞く、彼新雑人は我が日本国と久しき世時より相ひ訟だない来たり。市るに今境内

に入り来りて、調物を奪い取りて、権モれ出fかる之気無し。其の岩ころは品を量るに、兵

j在之萌、此自りして生るか。我が車!l久しく軍旅無く、専ら警備を忘れたり。兵乱之率、

尤も慎み恐るべし。然れども我が日本の朝は、所謂;午前泊なり O 神明の助け譲り賜
あだ

はば、何の兵冠か近き来るべき O 況むや掛けまくも畏き皇大神は、我朝の大祖と御)t[

て、食悶の天の下を照し賜ひ護り賜へり。然れば則ち他国異類の侮を加へ乱を致すべ

き司王を、何ぞ開し食して、警め賜ひ抗日ぎ却け賜はず子生らむO 故是を以ちて、王従五位

下弘道王、 9:1伍雅楽少允従六位上大中臣事1]医冬名等を差使して、礼代の大幣南を、忌

部神祇少祐従六位下斎部宿祢伯江が弱屑に太横取り懸けて、持ち斎り捧げ持たしめて

泰出し給ふ。此の状を平けく障し食して、仮令時t!tーの禍乱として、上の件の冠賊之事、

在るべき物なりとも、掛けまくも畏き皇大神、国内の諸神達をも唱ひ導き賜ひて、未

でゐたざる之前に、組tfぎ道け賜へ。若し賊の謀巳に熟りて、兵船必ず来べく
在らば、境内に入れ賜はずして、遂ひ還し漂ひ没れしめ賜ひて、我が朝の神悶と畏れ

み

儲かられ来れる故実を漉だし失ひ賜ふなO 此自り之外に、仮令として、爽伴の逆謀・

叛乱之率、中国の刀兵・賊難之率、又水平・風雨之事、疫病・飢僅之事に至るまでに、

国家の大禍、百姓の深き憂へとも在る可からむをば、皆悉に未然之外に払ひ去IJけ錯し

滅し賜ひて、天下陳驚光く、国内平安に鎮め護り救助け賜ひ、臭御孫命の御体を、常

磐堅磐に天地日月と共に、夜の護昼の護に、護りさ存へ粋み奉り給へと、恐み恐みも申
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東アジア史からみた鞠智城

石井正敏(I:jJ央大学文学部教授)

はじめに

今年 3月に刊行された、熊本県教育委員会編『鞠智城跡涯一鞠智城跡第 8"'-' 32次調査報

告』第III主主「鞠智城の研究史Jの中で、 「長者原地区の一一部で確認された建物群の層位的

検出例から、掘立柱建物群に 2時期、礎石建物群に 2時期があj り、 「最も古い掘立柱建

物跡を創建期、最も新しい礎石建物跡を 9t世紀米のものJ (49頁)とする研究〔注 1Jが

紹介されている。

これまで鞠智城の膝史については、築城の時期やその事情をめぐる問題をや心に論じら

れており、私の関心もそのあたりにあったが、 9世紀末にも新しい建物、それも礎石建物

が建立されているという指摘に興味が惹かれた O 周知のように、 9世紀後半には北九州博

多潟辺だけでなく、肥後にまで新羅の海賊による入道事例二がみられ、対外的な緊張が高ま

った時期にあたるからである O

鞠智城と新経海賊の問題については、これまでもすでに注意されている(演出耕策 2010、

板楠和子 2012、等)。筆者もかねて 9i世紀の新羅海賊問題には関心を抱いており、康上に

1誌を架すきらいもあるが、大宰府を中心とする防衛網強化と鞠智城という視点から務干の

考察を加えてみたい。私見の主要な論点は、新緑海賊に加えて、 873年のi票者湖海使によ

り伝えられた、年1ト乱相次ぐ唐の情勢も、紡衛体制に大きな影響を与え、腕智城も防衛ネッ

トワークの九州I朝間の中心として一層重要性を増したのではないかという点にある。

1、点観 11年 (869) の新羅海賊と大宰府防衛網の強化

鞠智城が臼村江敗戦後の唐・新羅の侵攻に備えて築城されたという経緯を考えると、同

じく新経対策という視点から、 9世紀後半Lの新羅海賊の出現が注目される o 869年(貞観

11) 5月と 893年(寛平 5) 5月"'-'894年(同 6) 9月の入道が知られており、特に 893

年間 5月には肥後飽問郡が被害を受けている。こうした事件が直接に輪智城の運営に影響

を与えているとみられるが、特に貞観 11年の新縄海賊の入冠が大きな意味をもっていると

考える。貞観 11年の新経海賊ー件は大きな衝撃を朝廷に与えた。これを機に大宰府を I:t心

とする防衛体制が強化され、これまで、平和i外交の象徴であった博多鴻う紅詰が国防最前線

基地とされることになるのである[注 2J。したがってその強い衝撃は必ずや九州南西の

防衛拠点としての鞠智城の体制にも影響を与えたに違いない。

( 1 )新羅海賊の出現とその衝撃

869年(貞観 11) 5 月、新維の海賊が博多湾内に現れ、折から停泊中の豊 f~íI 閣の年実を

積載した船を襲い、絹綿を奪って逃走した。兵士がすぐに追跡したがついに取り逃がして

しまった O

{史料 1] U日本三代実録J貞観 11年・ 6月 15日平丑条
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成立期の鞠智城と大宰府政庁の時期産分

時期区分の比較

80 

90 

100 

これまでの鯛変成系を整理1検討された鞠智減.iJill.放創生館では、鞠按城の創設から機総が停止する 10世紀

中頃まで5紛の変遷を提示された。すなわち I期は大野・義削減の築城開始)から698年(大野

義島幸，鞠智械の機治)まで。つづく E期はt善治から8j世紀初演まで。盟燃は8世紀前半から後半まで。 IV燃

は8世紀後半から 9世紀中頃まで。 V期は9t世紀中頃からlOt世紀中頃までとされた。これらのIR分織は縫物

訴とよ童物総年の検討から総立てられたものであった。そのなかで鞠智1成の創設/1寺綴を考える立場からはI'll'

滋矧あたりま守が対象となる。主義者はさきに大卒!脊都城市j露目l幻滅を設定した!努に、ぞれが大宰府政庁の成立

総段階と緊鋳な関係にあることを指摘した(7)。すなわち、

①7世紀第3間半期ロ 1月j古段階。水i成‘大野城・務総械の創設。政庁最古j羽の機立j主主主物や櫛折jを建設。

②7.tJj:紀第4閲半期-8t世紀初顔芯 I期新段階。山城は修理j切に入る。政rtはのちの礎石立政庁の前身的

掘立柱建物.t冊列建設。この段階後半、直接的には6891f6月飛潟均御原令の制定によって地方if人の移動

条坊制総行の検討をすすめ、笑質的に大卒府体制が発足した。そして

ひとまず律令制度の完成をみた。

③8世紀初綴~前半1I期。 1;I[庁や防衛施設は磯石建物・瓦葺lこかわり、条坊申iJ旅行も完了する。政}Tの

間町製自2種(所誇 fコJ字形自己畿)出演。

以上のfJi::~喜と総智i演を対照してみると、

大事府紋ITI期古l段階 事事智減I期前半

大~R守政J'f I 郷新段階 鞠智i成 I 郷後半~llJ\ll

大宰府政庁E期 鞠智城置期前半

のように対比照合することができょう。すなわち鞠得i成の創設はよ逃したように、若子大宰!帝都機よりおく

れてズレを生じたとしても、(;H主持者i車!llJJする動向が読みとれるようである。
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⑬ 

{糊城跡濃物の建設時期と存続期間

書4建期 絡治期 停滞納 再開期 終予主誠一…一一

01一一一+・
l 口2吋

ロ 3一一一一一，
4→ 05一一一一一+・。6一一一一+・.。7一一一-・

ロ8 M 

口吉一一一一+・・

ロ . 
A.11 

A. 12 ー由一一一+
u13 …一一一吟静

口14一一一一一一炉

仁二E 三玉こ
口16一一一回目-噌静"・

017一一一一一一...'。守
ロ18一一一骨・・・

口19_一一】一一一......
.20 HL5 .21 

.22一一一一一+火災

.23一一一一一+火災
トー

ロ24一一軒町 φ

025 一一+・白町

ロ口 口527":ー::;:

口29一一+。

031ー〉火災 ・30一一一一一....，‘ 
0.3324吋一火一災 033一一一-

.36一一一一一一+

038一一一一一一軒
040 一一一.....・一 ω

口41一一一+・・

O .4452ー軒・・，・

.46 
火火災災

.47 

.48 火災
.49 

.50一一→ 火災

トー
052一一一一一骨

トー
凡伊l
一一

053一一+・

臼:{開'Ij主 4樹立山 054----<0 

UO:総桧・綴立 。55 算'

一J.:総柱歯石 .56一一一+

一~Á.:捌波・磯お ロ57一一一一骨

f井丹J ロ58一一一一一一+‘ .. 

口-6590 

061一一一一一+・
口62 -"・
ロ63

.64 火災
.65 

.66 

.67 

一一一一一一

。71一一一一ーム+ .72 火災
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VfAa 

近畿地方の高句麗系軒丸瓦

(1-衣縫廃寺、ト書華麗若手、 3~8- 豊~;議寺)

(W古代瓦研究 I~ 186 資第 77 図・ 226~7 真第 97 京 98 図より)
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⑬ 

(正磁)

〔
山
米
カ
〕

「
秦
人
忍
口
五
斗
」

1046 

C窓口∞

木鱗・木筒状木製品
唱江立rr>-

lsæ調:ill' 1在・ 23 号怒物跡i置苦L~量

(側nii)

鍋滋警凝立像 (s済系)

1047 

貯水池鈎;28トレンチ・議採

(望者蔚)

][滋

長者j京X!ま・ 64号:開講

952 

貯水割!l鱗;28トレンチF地区・@J謡

口 tnμ
江

1143 

貯水池跡28トレンチ 1116 

鞠智城跡出土遺物一銅造仏像・木簡・軒丸瓦

S"I/3 
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cw大宰府政庁癒辺'g~jn

-8宮地区一 (2011))

資料篇

10cm 
ヒ止な=窓口な士な之江主出むこエロゴ

大野城跡三tl成僚出土高勾機首j斉様式軒丸五

(if桝1)史跡大野城跡盟~ (1979年))

大宰府政庁眉辺宮街・臼吉地区
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⑪
 

九州の朝鮮式山城の城門跡 (3)・城門跡法量対照表

一va
 

s
p
i
e
-
J
 
句

引

糊期珊融

、1l川
恥
刊

i
I
I
i
s
J一

且盟旦盟主

:弓Pi

L 
j属切r~跡 16 トレンチで 4 ... 

検出された校穴(後五五夜径約60cm)
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立
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立感旦蹴盟弘 ¥一硬路面

五銭革Jニ~r.有側崩築制強Mi童構実混Ij ijg] (1/60、レベルi対露瀦)
o 2m 
l_ー}ー}一一叫ιー…叩V“J

九州の朝鮮式山城の域内跡 (2)
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⑨ 

主旦盟盆盟

本患盟旦盤自の変遜及び復原E窓 NQ. ] 

一級T一一一一一一一一顔豪勢
本蕊援♀誕J世間敵:

L一一一一←←「ヱニニJ

九州の朝鮮式山城の城門跡(1)

35 

大野城大策11守口減問後l双l2l

i ムーιω斗.......J.
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~ 
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③ 

百済系単弁軒丸五 (A)

三重弧文軒平瓦(白)

大礎石群

0
・P
10叩1

資料篇

基緯城跡出土軒先瓦
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大野城の建物 (赤司善彦「大野城の建物跡についてJ)

規機と持母並量 発楓綱まをで硲秘された建物は、大安くは瓶投校慾物と礎石建物で、以下のi量りである。

j腿立総E薬物
iRq*主慾物 (j溜・側 lXl(1)・ 3X7(2)ー・・・・・・・・・主械l浜地区

総桧E毒物 (捌・倉 3X3(1) .'3X9 (1)・・・・・主城原地区・ 1首坂地区
磁石建物

総柱建物

さ憲君臨イサ(磯・倉・議 3X4(l)・ 3X5(1)・ 3X8以上(1)・ ・・主城E草地Jz:

綴立柱塀付(磯・念・堺)3X5(7)ー・‘・‘・・・・土議長ヲミ・八ツ1皮・村上地!玄
鰍(縫・倉 3X4(10)・3X5(14) 主城原・八ツ波・村上‘滋波地!来

不明(縫右の磁器のみ 3XG(10)・・・・・・・・・・・・‘・・・・尾花地区

建物の時期 出土漬物からは次の還り。

資料篇

・(捌・侭1])(主主械勝地区)の柱穴から 7t投紀後半代の単弁:m:が出土。
・(磁・倉・塀)の雨孫請尊からは 8i投紀後半と 91設紀前学のj二著書がIi¥こと。

主に3~械E草地区でのま寂機関係をもとに建物の分類と変還を検問遺産望者氏が以下のように獲

理されている。

i期A 捌・側 064)

l 期B 蝋・倉 065)

11期 (磯・重量3X5・塀)、及び(磯・倉3X5・選1<061) 

111期 (磯・愈・鴻3X 5)、

IV期 (磁・念日X4・基062)、(磯・倉3X 5、063)、(磯・念 3X 4) 

この主城源地践での習を遂を著書考にすると，大きくは搬立柱建物から磁石建物へと重量て替

えられたことは磯爽である。また縫石総柱主主物(愈)は、 3X5の規絡が踏襲草されていると

とからすると、小期と考えられるのではないだろうか。また、横倒衆の盟期 3X5とIV期3

X5は、問時期併存の可能性も若手えられる。そして、 3X4が新たな規絡として建てられる

ようになる。このようなことから大きくは孤郊の変遷を考えたい。

1I甥 掘立柱建物による構成で、重複関係から(捌ー側064)A・(掘・倫 065)Bの2

時期がある。

11剣 礎筏倉が磁てられた時期。主城採では SB60の主主倉から、強い規格での磁石倉 B

X5建て替えられ建てられ、順次地区が拡張されていった。したがって投食、 3

X5i!正竣と城、塀が書聴くなった3つの小時期が考えられるu

111鰯 磁石倉 3X4が主主てられて時期マある。ただし菰1・食 SB54はこの段階と忽われ

る。

出土漬物や掘rr柱の建て替え、機お建物の大害事府での出現や佼越関係を考慮すると、そ
れぞれの開始符燃は次のようになる。 I期は7世紀後半代、1I!羽は8世紀中頃~、取期は
9世紀前半~。ただし時期区分は、あくまでも開始期であって、存続期ではない。

とれを地区BIJにみると下犯のように表すことができる。

主城B聖地区
八ツj波地区

村上地区

土橋長天地区

尾花地区

摘坂地区

前田地区

i期 11期 111期

(7世紀後半-) 待機紀中頃~) (9 役紀前半~)

A B A B C 

00  000  。
00  
00  。
00  
つO 。
ム

(第 42[りl古代山城研究会予稿集:2010・9)
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成立期の大宰府・大宰府政庁・古瓦

正取地区1M遺構翼運樹

資料篇

o s 
$町釘

ρ回出お占P

④ 

者問域野Jil; (1)l式27M・560A (2)百武275B・660B

考宮司I・江式車f1iLと 290A'お軒丸1iL(3・4)

(日郊jと重ねる)
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② 

記録にみる朝鮮式山城の推移

|コー済の再興をたすけるべく渡海した倭 r'í~Jの水躍は、 Jziキ 2 年 (663) 8 JJ 1当村n:において庶・新

経連合軍と戦って大敗し、倭国に襲来する脅威にさらされることとなった。翌年ーから急逮剖11:4: 

沿海地域の防衛体制を回める必要に迫られ山城の築城などが念、がれた。以下に防衛体制の進燥を

文献史料によって編年的に示しておこう。

(1) 664 (天智 3) 年五j}主義的~. を置く c また筑紫に本塁を築きて
みずき

水をWrえしむ。名づけて水域という。(日本書紀)

くO

(4) 669 (天智 8)8月天皇長去に嶺に登りまして議りて峨を修めんとす。なお氏の疲れ

たるを他みたまひで止めて作りたまはず。(日本書紀)

(5) 670 (天祖19)年 2月冬山l安城を語りて畿内の雨被を収む。(11本針己)高安城を修

りて穀と塩とを積む。また長門城一つ、筑紫城二つを築く。(11本書紀)

(6) 676 (天武川三川天皇高雄にしれ。(1]本書紀)

(7) 680 (天武 8)年 11)j初めて闘を龍閃111、大坂111におく。よって難波に羅援を築く o (日本

書紀)

(8) 689 (持統計年 9JJ 

送す。

(9) 698 (文武 2)年 5月大宰府をして大野、主幹、総司与の三城を繕治せしむ。(績日本紀)

8月直玄主主を修現む(天智天皇;五年築城出)0 (績日本紀)

(10) 699 (文武 3)年 9月皇室主主を各車む(繍i…i本紀)

(文武 3)年 12月大宰府をして二宜、盤fきのこ城を修らしむ。(績日本紀)

(11) 701 (大宝元)年8月盈玄挫を廃してその舎尿雑儲の物を7接、釘ニ闘に移し貯う。(縞
11本紀)

(12) 712 (和銅 5)年正月河内協商法ての俸を品めて、始めて高見の蜂及び倭|議i春日の俸をおく O

(13) 719 (養老 3)年 l2月 (庁捜日本紀)

上記の経過を通覧して、敗戦の翌年から針馬・資11皮・筑紫から始めて瀬戸内・近畿へと防衛施

設の整備を及ぼしてゆき、数年の|簡で西日本地域に防人や煉火の設授、71<.城の構築、兵績の備蓄

などを果たして 6701f三までにはほぼ完了している。なお史料 (5)にみえる長門・筑紫の築城記事

は史料 (2)の重出と考えられている。つづいて 669年からは上掲諸山城の修理記事がみられ、 700

年代に入ると、山城や峰火の廃止が現れるようになる。
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① 

1.鞠智城出現の背景

a. 西日本防衛体制の推移

b.東アジア情勢の転換

鞠智城の創設

C. 文献史料にみる鞠智城の築城

2. 鞠智城の構造

a. 土塁・池

b.建物第 I期~第田期

C. 城門-}寄居敷門の規模

d. 古瓦

3. 大宰府都城と鞠智城

〔付国〕

2. 記録にみるi朝ftt'{:式11j城の推移

3. 大宰府者jj城;おiJ 推定評:城説

4. 成立期の大宰府・大宰府政庁・古瓦

5. 大宰府都城制一大野城と基鼎城

6. 大野城の建物

7. 大野城主城原地|豆、基鼎城跡建物

8. 7k城大堤復元国・恭鼎城跡出土軒先瓦

9. 九州の朝鮮式ILJ城の域内跡(1)

1 O. 九州、|の朝鮮式山城の城門跡 (2) 

1 1 .九州、!の朝鮮式iJj城の城ド11跡 (3) 

-城内幼法議対照表

1 2. 大野城跡出土高句麗系軒丸瓦

-大宰府政庁周辺官街・ iヨ吉地区出土軒丸瓦

1 3. 鞠智城跡出土遺物一仏像・木簡・軒丸瓦一

14. 近畿地方の高句麗系軒並L瓦

1 5. 鞠智城跡建物の建設時期と存続期間

1 6.成立期の鞠智城と大宰府政庁の時期限分

27 
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鞠智城シンポジウム

ここまでわかった鞠智城一古代山城の隆史を探るー

日時:I]L成24年 9月 22日 (士 12 30"-'17 00 

場所:九州、|開立|専物館 ミュージアムホール(福|潟県太宰府市石坂4 7 2) 

主催:熊本県・熊本県教育委員会

共催:九州出立博物館・熊本県文化財保護協会

11 : 30 開場
12 : 30 開会

あし、さつ

来賓紹介

12 : 40 報告

シンポジウム日程

蒲島郁夫(熊本県知事)

古関 三1専(熊本県文化財保護協会会長)

「最新調査成果報告 12:40"-'13:20

矢野 裕介(熊本県教育委員会歴史公園鞠智城温故創生館参事)

13 : 20 講演
「鞠智城の創設についてJ 13:20"-'14:00 

小田 富士雄(福岡大学名誉教授)

14: 00 休憩
14 : 15 講演

「東アジア史からみた鞠智城 14:15"-'14:55

石井 正敏(中央大学教授)

「地方官街と鞠智城J 14:55"-'15:35 

坂井秀弥(奈良大学教授)

15 : 35 休憩
15 : 50 パネルディスカッション 15:50"-'16:50

コーディネーター 佐藤信(東京大学大学院人文社会系研究科教授)

パネリスト 小田富士雄(福岡大学名誉教授)

石井正敏(中央大学教授)

坂井秀弥(奈良大学教授)

16 : 50 閉会

資料篇 26 
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図版一議IJJ弥鞠キのjJEiイーi1ft 火l版二改装されるliijの捕夫人JIIfJ

|ヌi版:今も残る'向LJ城の I刻版[Jrj J~ )Ì:ÿjで 1\l-.がった海 cjJ 王i凌

図版J1.三l版六

デジタル復元した猪:rfIFH本的: 八ifj台肢の威嚇するdr，ili子 i三i版七 Il:i:合IJI山l支出土の石仏
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吐含山東麓の防衛が強化されるなかで、王京防衛のアキレス臓としてとなっていたのが吐含ILJ

系の西側に開けた平現地で、東)11と呼ばれる河川をはじめ慶州、|と蔚山を結ぶ幹線道路、慶州牝

釜山を結ぶ東海南武線の鉄道もここを走っている。その防衛のために築かれたのが三台|峰(626

m)から毛火里を経て西南に伸びる長城形式の関門城(外東色毛火患の関門城)で、長さは20キ

ロメートルに及ぶ。高麗時代の史書『三国史記Jによると、聖徳王21年(722)に毛伐郡城を築き日

本賊路を遮るとある。この毛伐郡城が毛火里の関門城であり、文武王の死からおよそ半世紀、日

本の脅威から王京を護るために築城された事実を示す貴重な資料である。この毛火盟関門城の

(毛伐君s城)の築城から間もない悪徳王 30年(731)、日本|翠の兵船三百般が海を越えて新羅の

東辺を襲ったことが記されており、潜在的な日本の脅威が現実問題として周辺住民を苦しめてい

たことを窺わせる。

そうした潜在的な脅威を乗越え、新羅がわが留の防衛にとっーて脅威となりはじめるのは第 35代

景徳王(即位 742'"'-'765)以降のことであり、鞠智城が北方の備えから南進の拠点へと転換される

可能性は十分考えられる。

23 熊本会場資料



三国期における王京防衛の基本構想、を最初につくりあげたのは第 26代真平王(即位 579"'-'

632)で、宮城のある月城(半月城)を中心に、王京を取り回む三UJ(南IJI、仙桃山、明活山)に山

頂山城を築き、王京への進入を阻止することであった。真平王陵が明活l幻の麓にあるのも、そうし

た業績を記念してのことであろう。百済・高句麗・新羅の三閣が抗争を繰返した時代は、網の自の

ように張りめぐらされた小規模な山城を抜きあう点と点の戦いであり、大規模な軍隊が直接都へ侵

入することを想定したもので、はない。

この基本構想の転換を余儀なくさせたのは、外留の大軍をも巻き込んだ三国統 4戦争の帰趨

である。滅亡した百済や高句麗に代わって日本軍や唐軍の新羅侵攻が現実のものとなり、王京

決戦を想定した防衛網の整備が急務となったからである。記録によると臼村江の戦が始まった66

3年以降、南山新城や商兄山城の増改築を行なうかたわら、その外側に外城を築いて防衛網を

強化した。特に、大郎・永川|など商部方面からの侵攻にそなえた乾)II(コンチョン)の富山城は新

羅最大の山頂山城で、その規模は外周 10キロにおよび南山新城や明活山城の三倍を超えるOこ

うした王京の防衛のみゃならず、新経北方の要衝である忠州(中原)や?剤、トI(西原)、格東江中流

域の要衝である尚州(沙伐)や義城(石文)にも築城するなど、地方の防衛摘も整備された。

文武王 16年(676)、漢チトi・熊州一帯の戦いで、総監静{二寅(せつじんき)率しも!者軍に勝利した

ことで唐との武力衝突は終結する。唐箪の来rr羅進攻を組止することに成功した文武主にとっ

ての関心事は、潜在的な脅威となってきた日本への対策であり、王京進攻を想定した東海

の防衛に重点が移される。文武王は倭兵の鎮圧を願って鎮国寺(感恩寺 カムンサ)の建

立に着手、臨終に際し護国の龍となって間を護らんことを欲し、遺骨を東海口の大岩上(大

王岩)に葬るように子の神文王に遺言したと伝えられる。 感恩寺や海中王陵が造営された

東海口を含め、東岳吐含山(745m)の東麓はそれまで防衛の空白となってきた地域である。

そうした空白地域に新たな城郭施設をもうけるとともに、防衛拠点に仏寺を建立して諸仏

護持の力によって仏国土新羅を実現する。これが文武王以降の新経防衛の基本構想であっ

たと私は考えている。

文武王の死後、彼の構怨は子の神文王をはじめ、孝昭、聖徳、孝成・景徳の歴代主にうけ

継がれる。そうして出来上ったのが吐含山東麓の山中に残る猿項里(チャンハンリ)廃寺

で、今でも五層石塔の一部と、威

fEする獅子の形祁を刻んだ石造如

来立像の台l直が現地に残っている。

そのほか、新羅の至宝とされる仕

合山の石窟庵(ソックラム)、白

頭IlJの骨窟j寄(コルク、、ルアム)、

四聖山の遠願寺(オンアムサ)も

そうした基本構想を反映した仏践

である(図 6、仕含山東麓の仏践と

仏のまなざし)。

資料篇

関 61l]二含IlJ東灘の仏践と仏の|根差し
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はなかったか。百済滅亡から 40年、外国の脅威が薄れるなか関|坊の最前線は北から南に

転換され、大{義名文を与えられた朝廷に服属しない隼人征伐の拠点として鞠智城がクロー

ズアップされることになったと私はみている。

もちろん、律令体制下に組み込まれた大限・薩摩の地には僧侶が派遣され、仏教を伝え

よという詔勅の趣旨にそった布教活動が行なわれたのであろう。布教活動に三宝のーっと

される仏像が欠かせず、そのとき縫燦に送られた仏像の一ーつが吹 l:IHT{J3イ乍地区で、みつかっ

た金銅宝珠捧持制経立像とみることもできょう。

4. 王者1)慶州の防衛体制からみた新維の脅威

白木、n工の戦 (663年)で大敗し、わが国が防衛網の整備を急いでいた頃、敵対する立場
にあった隣1m新~Ù~でも外敵の新権侵攻に備え防衛体制の見試しが始められていた。

新維の者1)があった現在の慶州広域市には、これまで19簡所のJJ!1持1¥施設が雌認され匂ている。

そのうち 11!~)~~.王朝から朝鮮時代につくられた城郭は jUi有常城や慶州色城ーなど3部i所で、それ以

外は新羅時代に築かれたものである(同 5、!愛小1'1広域市の城郭施設)。王j誌の防衛としづ視点

から築城の推移についてみると、三i玉]j朝と統諭以降の築JJ}Zには大きなだ具があり、第30代文武

王(即位 661"-'681)の治i止を境に、大きな転換期を迎えたことがわかるO
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大学校百済研究所)において、“百済文化の九州南部への伝播について"と題し紹介ずみで

ある。この会議は宮崎県南郷村t'~l 門 t't'社(みかどじんじゃ)に伝えられてきた百済王族の
末高で、ある禎嘉王(てし、かおう)が 1300年ーぶりに里帰りするのにあわせて計両されたo

v こで私は、これまで存主が確認されている百済仏の分布をみると、文化交ijfeのルート k

にある対応や北部九州はともかく、宮崎や鹿児島など、南部九州で、ii私認されてこなかったこ

と。伝来の経緯については不明な点もあるが、 8j計:紀1よj、IY年の中央集権i卦家体制の地方への

拡大という状況下で、百済系氏族の地方移民という政策と関連除する資料としてとらえるべ

きと提起した。

その後、何度か現地の伊作集部に出向くうちに、イバラ|その経緯を記した大正時代の縁起懸

板や関係資料がみつかり、この小仏像が少なくとも 300年近く遡る江戸時代の字保年Il:jカミ

ら、この集落で護り伝えられてきたことがわかってきた。

3.持統六年に発せられた仏教伝教の詔勅

“大事府をして大野・基賠・鞠智の三域を結治せしむる"と鞠智城がjE史にはじめてみ

える『続日本紀J文武 211ミ (698) を遡る 6i十刊j、“大本卒MI}'lJ久平に却して|二iく、宜しく

沙IHJを大限，l::linJ多に遣わして仏教を伝えるべし"との詔勅が持続天込から発せられたこと

が『書紀』持統 6{j三 (692)の条にみえる。この詔勅は、おそらく天武天コ崩御にi際し、

配下の者三百--j-余人を率いて駆けつけ、哀悼を表わした大限とlinJ多の埠人の要請による

ものと思われるが、亡き天武の功徳のため辺j克の地まで仏教を伝えたいとする持統の強い

立忘がjメI¥Yとされた詔勅ともいえる。事実、この詔止すJにあまれ、て“人:Jjl干の使い郭務怯が;紀初天

皇のために造らせたとする阿弥陀像"を都に L送するよう命じている。これは、持続天弘

が亡き天武のために発願し、文武 2年 (698) に完成したとされる薬師寺講堂の「阿弥陀

浄土繍11長J(当 11寺はJÎ~iJJj~京の本薬師寺)製作の手本とするために届けさせたことが薬師寺の

縁起からうかがえる。

1] I判の[!LJ郡をさいて大限出を聞いたのは和銅 6年 (713) のこととされるから、特定の

おれ、範囲か漠然と iゴ|ム]国の I~~j を示したものであろう。 líliJ多とは臨時;の地を7Jえしたもので現

布のi知能摩市に1¥可多の地名が桟っている。実は、先に仏像が発見されたという日置君1$11大|二

IHJ必伊作地区はかつてIliiJ多君-11に鴎し、れJill年代には隙!'空間阿多II1¥ {Jl作知1¥と呼ばれていたこと

が矢口られている。

11~~!1~l城の役割lこついて酉住欣 郎氏{土、鞠干11城がi人Jfmkこ官術的な建物をともなうことか

ら、京Ij建知j には大宰府陥落時の抑えとして、改築期 (698) 以降は官11~îl均機能を利用して

肥後から南九州を統括する役割を担っていたと指摘している。では鞠結l城がそうした機能

を維持する必要性とは何か。鞠智城の名がはじめてみえる文武 2{fの1IjJ成修王'Hが大宰府に

命じられ、国防の重要拠点である大野城や基砕城とならんでlf~B智城が技場することは、四

海道を所管する大宰府の役割lを遂行する上で鞠智城が重要な位置を占めることになったか

らに他ならない。その契機となったのが“大限や縫摩の地に仏教を伝えよ"という詔勅で
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池田氏によると、地区の人から銅で、造った古いものがあると聞き、調査して見つけたのだ

という。かねてから郷土の古代史に興味を持っていた池田氏は、奈良時代の史書『続日本

紀~ (文武2年・ 702)に“薩摩の地に柵を建て、兵を置いて守る"とあるところから、そ

の地が同町の花熟思(けじゅくり)から上田尻ではなし、かと考え、調べていたという O

仏像(全高 16.3cm、図 2・図 3・図 4)は、頭部にiJl形の宝冠を戴いて胸飾りを着け、

腹前に両手で宝珠を捧げた菩薩立像で、火災に遭って腐荒れを生じ、垂髪や腕の一部が欠

失してしまっている。当初は鍛造菩薩像とみられたが、脚部で交文する天衣部分に鍍金の

痕跡が残っており、金銅菩薩立像であることが確認された。また、鞠智城跡I:Uこと像と向様

に足下に蓮)主に差し込むための突起を造り出していたらしいが、すでに切り取られていた。

この菩薩像は正面観照性の5郎、仏像で、長身で肩平な体躯につくられているほか、 i河肩

を覆った天衣が左右の体側に魚鰭状lこ張りだし、!阿部でX字状に交叉している。背面もし

っかり造られていて、清から両日寸を覆った天衣が腰の下まで長く U字形に垂下しているの

が特徴である。これに対して鞠智城跡出土像は、側面から見られることを意識して造られ

た仏像で、三山冠を戴く頭部のっくりが大きく、両肩を覆った天衣はi袴肘の内側を通って

真直ぐ垂下し、下端部で前方に突き出るように造られている。

図2 |翠 3 図4 伊作伝|出象と

伊作伝批像の t半身部分 0干{乍伝tiJ:像、のiEI揃と背面 戦智城1:J:j土像、の1R1J回比較

このように同じ宝珠捧持形の菩縫像で、あっても、彫刻様式の推移という観点からすれば、

鞠智城跡出土像より伊作伝世像のほうが古式なスタイルをとどめた仏像であることを示し

ている。言い換えれば、同じ百済系の仏像でも、百済滅亡時の彫刻様式を伝えているのが

鞠智城跡出土像であって、亡命王族や達率(タルソル)としづ高位な将軍の持仏として相

j芯しし、ということになる。

ところで、この伊作集落に伝世した菩薩像については、 1993年 12月に韓国大田市で開

催された学術会議 f古代韓・日文化交流の新しい認識J(大回世界博覧会組織委員会・忠南
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百済の仏像と東アジア

1.鞠智城跡出土の宝珠捧持形菩薩像とは

2008年 10月、鞠智城跡貯水池底部の土中から出土した

銅造菩擁立像(全高 12.7cm、関 1)は、頭部に三岡宝冠

つの花形飾りからなる宝冠)をいただき、腹部にあてがっ

た両手の掌の上に円筒形の持物(じもつ)を捧げ持った、

いわゆる宝珠捧持形菩薩と呼ばれるタイプの仏像でした。

宝珠捧持形菩薩は長江下流域を勢力関としていた中悶の

南朝で信仰された仏像で、 6世紀前半の南朝梁では、大き

な壷や蓋付きの盆を胸元に捧げている姿で議場するが、や

がて 6世紀中頃になると明かに宝珠とみられる持物へと変

化するようになる。南朝から仏教が伝えられた百済にも、

当然このタイプの菩薩換が受容されている O 百済初期の

仏・菩薩{象が出土した扶除邑新里の遺跡では、大きな叢付

きの容器を胸元に捧げ持つ宝珠捧持形菩薩立像が確認され

大西修也(九州大学名誉教授)

図 I 鞠智城出土像、の推定復元

ている。また持物が宝珠形となった菩薩としては、百済特有の快活な笑みをたたえた石仏

として知られる瑞山!審議三尊仏の脇侍菩薩が知られている。

この不可思議な持物を捧げ持つ菩薩は、亡くなった人の遺骨を供養する舎利供養の姿を

表現しようとしたもので、死者を弥鞘菩躍の浄土である兜率陀天に導く初期の観音菩薩を

あらわしたものである。『観無量寿経』が流布するようになると、観音菩i躍は阿弥陀仏の傍

らにあって、死者を商方浄土に導く役割をにない、宝冠の正面に化仏(けぶつ)の標識を

付けるのが一般的になるが、それ以前の観音菩躍は菩薩全般に共通する宝冠をいただき、

兜率浄土に導く引路菩議としての性格が強かった。

宝珠捧持形菩薩が生みだした南朝の仏教信仰等については、「鞠智城跡 一総括報告書

-J (2009. 7)、「鞠智城とその時代一館長講座の記録一J(2011. 3)の報告にゆずる

として、実は鞠智城の貯水池跡から仏像がみつかる 30年ほど前、すでに熊本よりさらに

南の薩摩地方でこの宝珠捧持形菩躍が確認されていた。

2.仏教関の拡大を示す吹上町伊作の金銅菩薩立像

鹿児島県日置郡吹上町J:Jl3尻の伊作集落に飛鳥仏とみられる鍛造菩薩像があると知らさ

れたのは 1981年のことである。発見者として新開にも紹介された郷土史家池田政和氏の

案内で現地調査をした結果、百済仏の影響をとどめた飛鳥仏であることが明かになった。
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m.西日本の山城で結ぶ防衛網はいつまで続いたか

1)瀬戸内山城は、大宝元年 (70 1)の I高安城の焼 Ü~ 、総領制の廃止とともに躍絶し、者11

城防衛のために衛約一をおく一方、諸国には凶ごとに一間千人規模の軍国と俸を適

宜配置して、古iI代とは比較にならない組織的な防衛体制を整えた。

注)瀬戸内山城のうわ、長ドIJI芳城と廃品城は、 I}'li毎の要所の城としてしばらく機能

を維持しつづけた。

2) 九州山城I:J:r筑紫の国はj誠心fるおさへの城J(万葉 4331、兵部少'lfili大イ?と家持)といわ

れるように、|坊人とともに奈良時代以降ものこる。

イ)大宰府の官I1哉名として、常j成監 (764)、{1!t:OH水城知官 (765)、主城 (823) な

どがみえる。

ロ)福 1~'fíJ の湾岸沿いに、新たに恰城 (756""-'768 の築城)、大津城(""-'772) が築か

れた。

ノ¥)大宰月干の東を守る“IlriJ，，s~ 11皮城"は、天平の版、 1);宣城Jといわれており ()J葉 549

など)、筑県)JI而からJFlにi!長ずる提要な交通路を111Jえる城として、知¥1前j平野をJ!1r

断する7J(城と読んで奈良時代以降ものこった nJ能性がおい。

IV. 鞠智城について

1)鞠狩城の築城記事はないが、『続日本記J文武 2年 (698) の記事:により、大野Jj成・

主主同賊とともに大宰府に修期させているから、三城はがJにより、一体的に管理され

てし、たことがわかる。

2) 他方、鞠押城のと地は大野・主主 主j~Ir1;j城が白川、 1I1卜ゐに築かれているのと異なり、低い

行:1凌 J二に Úl: D~t していて、 i功襖 'I'ft に弱点がある。

3) . Jfまた鞠智城は、長年にわたるJ成I}'lの発掘調査により、広しυ引:13.(認に多数かっ各

積の建物や施設・池などを検出したが、この点は大野・ )X~~t I~;ì J成と呉なる様相をぷ

している o r不動倉J1兵hlIJ、H+本施設。

4) 純 i~f城の地勢上の特徴

イ)大府は九州 IJ佐吋の大|五i肥後陣lに期待した (795)0 U不11名tbjによると、相1・郷

数は管内では筑前 Il{J よりも才'í' ~l二少ないが、 I:lJ 数は最大で開 ILl I宜i積が多く肥沃な土

j世柄であることがわかる。

lコ) 1ii羽海にそそぐ菊池川のL.流に位;置し、域のl有には西海道から分岐する古官道

がiffiる。

ハ) l¥riJ J~!存 111 に近接している。 阿蘇のネ11，は閲戎の鎮守(筑紫軍記)。阿蘇外輪IJlの「

;重J高牧j は、良肢の馬を産する重要な牧(延烹:兵音11式)。

5) 以上を総合して、鞠智城築造の意義を考えてみたい。
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E 築城はどのような組織・体制で行われたか

1)九州・瀬戸内(大宰・総領 国宰 評活 五十戸〔里J)、高安城(ヤマト!在轄)、子

の11寺、西日本には七道制前の「道j 制(軍管;;1玄)が施かれた。<表 2、表 3>

2) 築城に動員された人夫や石工ーなどの技能者の調達は、その仕事量から考えて西国だ

けでなく東国を含め全国的な規模で行われたことが想定される。そのためには正確

な人口把握が必要となり、わが|司最初]の全悶的な規模の戸籍がつくられたのは、天

智 9ft二 (670) である。庚午年籍。 ーjjで築城関係、の政府の公的記録も作成されたで

あろう O

3) この時期はまたさまざまなr:jCl央・地方の国制改革が急速に進んだ。

総領名 山域名

①周防総領 長門城、石城山

(長内国を統轄)

@伊予総領 永納山、讃岐城 ILJ、f長嶋城

(讃岐国を統轄)討:1 

③吉備総領(吉備大宰)鬼ノ城、大廻小題、播磨域山

(播磨聞を統轄)註 2 備後間安nll郡茨城、葦田郡常城

註1)持統 3年8月紀、伊予総領自中将lti i法麻呂、讃岐!誌の行政に関与

註2)矯磨国風上記簿係者s条、吉備総領主.1)11玉、播隣国の行政に関与

(表 2J瀬戸内山城と総領

越前 コシノミチノクチ 筑前 ツクシノミチノクチ

越中 コシノミチノナカ 筑後 ツクシノミチノシリ

越後 コシノミチノシリ ~E 高íJ ヒノミチノクチ

備前 キピノミチノクチ 肥後 ヒノミチノシリ

備中 キピノミチノづカ 議出AlJトヨクニノミチノクチ

備後 キピノミチノシリ 豊後 トョクニノミチノシリ

※奈良県飛鳥池出土木箆 fE5備道中菌加夜評/筆守里俵六口J

〔表 3J倭名抄にみえる諸国名の読み
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〔関 2) 北部九州の古代山城 分布悶 〔悶 3) 太宰府周辺の古代Ilj城

I 築城の目的

1)朝鮮半島 1::1村江での大敗により、新たな防衛拠点づくりと軍制改革が求められた。

2) 城の京地・縄張りからみた二つの城の類型。守|湖城型と古iT戦基地型。<表 1>

3) 策制改革の必要性とその内容 豪族軍から訓練された国策へ

済兵法博士の指導による城づくり (665)、兵政官の創設 (675)。文武官僚に対す

る兵部・馬の検期と教習 (679)、諸国に陣法の教官を指示 (683)、天武天皇認 1)汝

の要は軍事なり J(683)。

山城名 所在地 間長(km) 標高草加)
最低比高

件土郭築線構石造築
平垣地道機

(m) (ha) 

1 熔路城山 兵庫県たつの市 1.8 458 350石つ

2 大麹小溜 伺山県岡山市 3.4 198 64土 5.24 

3 鬼城山 間山県総枝市 2.8 403 230土石 5.4 

4 Ii賢岐城山 香川県坂出市丸亀市 6.3 462 270石土 27.3 

5 永納山 愛媛県西条市 2.5 128 15土 3.45 

6 石城山 山口県光市・田布施町 2.5 350 230土 4.59 

7 御所ヶ甚 福岡県行橋市みやこ町 2.9 247 75土 2.24 

8 何百E岐 福岡県筑紫野市 2.8 339 98土

9 ，"富良山 福岡県久留米市 2.7 252 35土 3.09 

10 宮山 福岡県前原市 2.3 483 

空宇古11 女山 福岡媒みやま市 3.0 202 

12 鹿毛篤 諮問繰飯塚市 2.2 70 

13 帯娘山 佐賀県依賀市神崎市 2.4 174 

14 おっi王山 佐賀県武雄市 1.9 66 。土 1.47 

15 杷木 福潟県朝倉市 2.3 130 8土塁なL 3.63 

16 渚際 福翻県上毛町 1.7 73 。土塁なし

A 大野城 鴇悶県太宰府市・宇美町 6.5 410 140土石 38.94 

8 基賂城 佐賀県基山町 4.4 416 130土 9.88 

c 金問城 長時県対馬市 2.8 276 27石 2.15 

D 鹿鳴域 香川県高松市 4.0 292 260石

E 高安城 大級府八尾市 奈良県平群町 488 土。

F 鞠智城 熊本嬢山鹿市菊池市 3.7 16自 45土 28.32 

表1古代山城構造比較一覧 (乗隠実氏による)

向井一雄「西日本古代山城の誠査成果と研究展望J

『第26回条里事'1 古代都市研究会報告~(2010~手3月)より抜粋
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「古代山城築造の意義J

狩野 久(元岡山大学教授)

はじめに

西日本の吉代山城(文献に記載のあるもの 11城、うち 5城は所在米確認。文献にはないが

遺跡として確認されているもの 16域。計 27城)は、北部九州から瀬戸内沿岸の諸城を経

て、ヤマト生駒山の高安城に至るまで、陸海の要所に体系的に配置されていることを重視

すると、すべてがr日本書紀』が水城以下大野城・高安城などの築造年とする天智 3年 (664)
~天智 6年に計画され、順次築城が開始されたとみられる。ただし城の規模や縄張りにも

よるが、普請、作事:が完成するまでには相当な年数を要したと想定されるので、すべてが

天智朝に完成したとは到底考えられず、天武朝以降に及んだものもかなりの数あったであ

ろう O 城内の発掘調査が進んでいる岡山県鬼城山城で、 7世紀第 4四半期の遺物(土器)

が圧倒的に多いことも参照される O

<国 l、凶 2、関 3>

め
G 

J t請IP，}城111城 7御所ヶ詳城
2大盟小廻11峨 8河溺境減
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j患なものの侵入を防ぐ祭紀具とも考えられている(注 2)。これは鞠智城への侵入を防ぐ魔

よけとして、渡来集団の然記具だった可能性もある。

校]二楽義過 r王代の池を探る I~大 i波府立狭山 y!h博物館研究報告 7 ~ 2011 

注 2 川市「道祖神信仰の源流一一市代の道の然記と防物)f;;*製品から J~国燦史民俗博物館研究

報告一~ 133 2006 

6 古代山城の築城と古代九州 cr羽海道)

天智章/jはどのような防備策をとったのか、白村江敗戦の翌年に、対馬・帝i妓岡島と北部

九州の沿岸部を中心に防と燥を配置。間じ年に水城を築造し、翌年には瀬戸内への関門で

ある長門国と筑紫に大野城・橡(基砕)城を築城。そして 2年後に畿内と瀬戸内、さらに

は最前線である対馬に山城を築いている。戦略的には、防人による辺境防備のための「防j

の施設と、通信制度の f燦Jの胞設を整えた。次に、後に律令官制として成立する大宰府

の周辺に水城・大野城・基捧城を配置。ここに内陵拠点での集中防御態勢を構築。さらに、

王都を守るための対馬から瀬戸内海、畿内に至る交通路に多重防御線を構築した。

最前線の守りは海岸部に rr坊j という施設での、水際防御である O 中世の元寵防塁にみ
られるように海辺での防衛ラインが想定されていたとみられる。筑紫の古代山城は全て内

陸にあり、海岸部の第一次防衛ラインが突破された段階での龍城拠点と見られる。防人は、

fさきもり j の読みからして luljlなどの主に対馬・壱|岐・筑紫の沿岸部で国境警備のために

配備されていた。現在のところ、肥後への配備は史料からは確認できていないO あくまで

も唐・新維の侵攻は対馬・壱i岐・玄界灘ルートを想定した対外防衛構想、である O

対外的な天智i初期の山城に鞠智城は議場しない。では鞠智城は何の目的で築城されたの

だろうか。筑紫は自村江敗戦で最も疲弊し、さらには在地勢力への不信感も線強い地域で

あった。そのため防人は東日本で徴兵され、また武器武具類の生産だけでなく管理も含め

て大宰府に軍事力が集中していることが他地域との大きな違いである。

鞠智城は司王坦地を有し、低山地を選んでいることが特徴である。豊後・日向からの器イ丈

(武器・武具)や、貢馬を大宰府に運ぶ際の集積場という側面も考えてみたい (826年 豊

後回大野・直入両郡は騎猟の兇を・・・)。天武朝以降、列島内の領域拡大が進み、大宝律

令には隼人な「化外人J と規定し、また軍閉制がその頃整備され、その軍事力によって南

九州への進出を進める。こうした西海道の安定化という動向が、 3つの山城のみを存続の

させた背景にあるものと考えられる。

おわりに

まだまだ謎は多いが、もう一歩というところまで来ている。さまざまな問題点を再検討

しつつ、調査研究が進むことを期待したい。これも鞠智城の大きな魅力である。
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智城も礎石建物の倉庫が数多いが、規格性は見受けられず、問時性に乏しい。

八角形建物の性格はこの地域が合庫で構成されるだけなので、倉庫とも考えられる。し

かし、構造的には心柱があり、塔の可能性もある。よくわからない 0

4 築城と存続時期について

出土土器や瓦から 7世紀第 3間半期に築城されたことは確実である O 土塁の構造も列石

を伴うことや構築技法のなかで、版築のしかたや堰板支柱の柱穴隅隅など類似点が多い。

こうした特徴から天智期に築城された大野城や基鼎城とほぼ同時期に築城されたと考えら

れる。石塁の石積みは残存状況が悪く比較できない。存続時期も、ほとんどの山城が 8世

紀には廃城となるが、大野城と基鱒城、高安城と同じく 8世紀以降も存続している。

5 貯水池について

龍城に備えて飲料水を確保するために、他の山城でも井戸や貯水池が確認されている。

貯水池は小規模でその構造も現段階では調査がなされていないので詳細は不明である。鞠

智城の貯水~は現在判明している規模と構造が、築城期に整えられたのかどうかはわから

ない。課題としては池の面積が 5000rtfを超えるとの所見が示されているが、あまりにも

規模が大きいことである O 一般的にこれだけ大きい貯水池は瀧概用であろう。

『吉事記』・『日本書紀Jには畿内の大和・河内・山背での池溝開発の記:事が見られる。

悶家的な事業として河川のある沖積平野だけでなく、低台地や段丘を新たに開発するため

に、台地を流れる谷川を堰き止めて谷池を設け、そこから水路を引し、て瀧推定を行ったとさ

れる。大阪府の狭山池の発掘調査の結果、それらは 7世紀初頭に集中していることが判明

している。また、記紀の造池記事には応神七年九月条に f諸の詰丈をひきいて池をつくら

しむ。寄りて池を名付けて韓人池という」とあり、渡来人の関与したこうした韓人池が各

地に存在していた可能性があるとのことである(波 1)。九州では、大野城の隣接した丘陵

に「韓人池j・「麿池j の地名が残されている。残念ながら池の確認はできていないが、付

近からは 7世紀前半の新羅土器を面IJ葬した吉墳群もあり、渡来系集団の活動地域であるこ

とは注目される O

さて、鞠智城では築堤技法の一つである土麗の聞に横物層をはさみこむ 工法(敷

葉工法)が確認されたという O この工法は版築技法と同じく中国で誕生し、その後朝鮮半

島を通じて百済工人によって 6世紀以降に日本へと伝えられたとされる O これまでに大阪

府亀井遺跡・が泊福、九州では福岡県の水城・長野A遺跡・池田遺跡で確認されている。

ところで貯水池出土の土器は、 6世紀末や 7世紀前半も認められる。城内の長者原地区

では、この時期の!竪穴住居群も確認されている。この貯水池と併せた周辺地域の開発が鞠

智城築城に先立っていた可能性も考えてみる必要があるのではないか。

最後に、貯水池からは陽物が出土している。確実な時期は押さえられないが、 7世紀代

だとすると、出土例は香川県城泉遺跡で7t!:t紀前半の瀧瓶用の河川跡と、前期難波の宮の北

辺の谷から出土した例が管見の範踏で知られるが、非常に少ない。 6世紀は百済の陵山里

寺跡出土で揚物形木製品が出土している。これは羅城東門近くの道に架けられ、王京への邪

11 熊本会場資料



れていなかったと忠われるが、鞠智城は平坦地という居住性や利便性も兼ね備える(古墳

時代からの集落もあった)という特徴がある O

他の古代山城と向じく規模が大きいが、城壁線(外郭線)については、まだ確定してい

ない。場合によっては人工の城壁は全周していない可能性もある O

2 域援(土塁・石塁)・城門の構造について

共通 ・土塁の列石と石墨の石材は自然石やおl石ーを用いた野罰積み o <全て)

・土塁の工法(段切り・基礎盛土・区切りのない連続的な版築) <大野城)

・士塁前面の堰板柱穴は直線的に延び、間隔は 2m前後。 111高がある。(大野城)

・土塁に補強の盛土がある o <大野城)

・石塁と城内がセット o <大野城・主主縛城)

-掘立柱門礎(円柱で円形の軸受け穴が伴う )0 <大野城原口城内)

・城門石塁に石組み通水溝がある。(大野城・墜i鳴城)

個性 ・士塁にテラスがある。(水城は 2段築成〉

・門礎は一石に両側の扉軸受け穴を設ける。城門床面が布敷きの可能性もある 0

・石塁の石積みが小振り(修築か)。

=1::塁の工法は大野城の土塁と閉じである O また、使用する石材が他所から運んできて加

工を施したものではなく、現地で採取した石材を用いるところは、天智朝期の山城に共通

する O ただし、池ノ尾内石患は横目地を通す積み方は似ているが、{むの山城で小振りの石

材を使った積み方は確認できていない O 修築されたものかもしれないO

古代 IJJ城は城門の礎石に門扉の軸穴や、門柱と扉の潤の方立を受けるイ士口を伴うものが

多い。堀切門跡の門礎は、方立を省略していることから、大野城出土門礎の変遷にあては

めると形式的には後出する O

3 内部の施設

共通 ・摘立柱建物と礎石建物で構成(大野城・基捧城では時期差)

-規格性が認められる(大野城・某鼎城)

・同一場所での立殺がある(大野城)

-掘立柱・礎石併用建物がある(大野城・高安城)

個性 ・八角形建物がある

-建物の規模と平面プランがバラエティに富む 0

.建物の規模や平面プランに強い規格化がない

.掘立柱建物は全て側柱建物 O

-巨大な貯水池がある

建物の変遷が比較的判明している大野城も、掘立柱建物から 8世紀前半に礎石建物へと

変化する。この礎石建物のうち 32棟が全て平面規模 3関x5問で、柱問寸法が 2.1mと規

格性が強い。その配置も尾根状のi現られたスペースにもかかわらず、建物の方向や柱筋を

厳密なまでに合わせている。画一的ともいうべき規格に則って同時に建てられている。鞠

資料篇 ハU
噌
2
2晶



鞠智城の築城時期と貯水池について

赤司善彦 (九州、11耳立博物館)

はじめに

今年、熊本県教育委員会より『鞠智城跡 II~ が刊行され、鞠智城の発掘調査の内容が整

理された。関係者のご努力に敬意を表します。今後、鞠智城の研究や保存・活用の基礎資

料となることと思う。さて、今回上記のテーマを頂いたので、関連する事柄を含めて私見

を述べることにする O

ただし、考古学には得手不得手がある O もっとも苦手なのが年代を指し示すことである O

発見した遺構の新i日を説明することはできるが、それがいつ頃つくられたのかということ

はいつも発掘調査者を悩ませる。年代を記した資料があっても、あくまでも一緒に出土し

たというだけである。確実ではない。

また、今回のように発掘調査でさまざまな遺構が発見されたが、これらは城が役目を終

えて廃絶し完全に場没してしまった姿なので、決して築城したときの姿ではない。とりわ

け古代山城は、自然災害による崩壊も加わって幾度となく修理や改変がなされているので、

何が最初の姿かを知ることも大変にむずかしい。かりに遺構の変遷が判明したとしても、

その用途がやJかを特定する事はさらにむずかしいO 考古学は建物などのハードを知ること

は特異だが、いつ・だれが・どのような目的で、どのように使ったのかということに関し

ては、実はほとんどお手上げである O こうしたソフトの解釈は文献史学の出番である。

今後、文献史学や関連分野との共同研究を進めるためには、まず、これまでの調査でわ

かったことと、わかっていないことを明らかにすることが考古学の仕事としては重要であ

るO また、他の類似遺跡と比較して等しい事柄と、異なる司王柄を考えておくことも重要で

ある。とくに俄と異なる部分が、その遺跡の個性ということになる。

ここでは、主に商謄 660年代の天智朝期に築城された古代山城と比較して、鞠智城の特

徴や築城時期を考察し、併せて築城の背景を考えてみたい o

1 立地・選地・城壁線について

共通 ・官道成立以前の古い交通路が近くにあるなど、交通の要衝となる内陸部に位置

し、見靖らしがよい。(金田城は除外)

・城控の規模が大きく、谷を取り込む。(全て)

・自然の急、患を利用する o <屋嶋城)

・土患と石墨からなる。(全て)

儒性 ・低い I[j地(台地)に立地する。平-現地が多い。前代の集落がある O

立地で最も大きな特徴が低山を選んでいるところであろう。付近には標高 300mを超え

る高 IJJがあるが、あえてこの崖地形など防御性が高いことと、平境地が多い地形を選んだ

とみられる。特に大野城や主主陣城で後に数多く建てられた倉競群は、築城当初には想定さ

9 熊本会場資料



鞠智城 I期

第6図 建物遺構の変遷(鞠智城I-V期)

《ヲ|用・参考文献》

西住欣一郎ほか 2012U鞠智城跡11 鞠智城跡第 8~32 次調査報告熊本県文化財調査報

告第 276集
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鞠智城E期 (8世紀第 1四半期後半.......8世紀第3四半期)

鞠智城の転換期。鞠智城II期の管期中東的建物群や八角形態物は存続するものの、掘削:主

の倉庫が礎石建ちの倉雄に建て替えられるなど、城内の施設に変化が生じるとともに、土

器などの日常什器は皆無に等しく、城を維持するための必要最低限の人員のみ配霞される

など、城の管理・運営に変化が生じた時期と考えられる。

鞠智城W期 (8世紀第4四半期.......9世紀第3四半期)

鞠智城の変革期。城内に f管理棟的建物群j の消失や貯水池中心部の貯木場が埠没し、

池の機能が低下するなど、城の機能が大きく変

容した時期。また、鞠智城皿期の礎石建物の上

に、新たに大型の礎石建物を建築するなど、礎

石建物が大型化するのも特徴として挙げられ、

食糧の備蓄施設としての機能が主体となる。『文

徳実録』天安2 (858)年条にある「不動倉 11

宇焼く jの不動倉がこれらの建物と推定される。

鞠智城V期 (9世紀第4四半期.......10世紀第3四半期)

大型礎石建物跡 (20号建物跡)

鞠智城の終末期。城内の建物数が減少するものの、不動倉を再建するなど、食糧の備蓄

施設としての機能は存続する。そして、 10世紀第3間半期までには、城の機能が完全に停

止することが考えられる。

3 今後の課題

このように、鞠智城の変遷をみていくと、鞠智城 1"-'皿期までは、その築城目的で、あっ

た対外的な軍事施設としての機能が主体であったのに対して、鞠智城lV"-'V期までは食糧

の備蓄施設としての機能が主体となることが大きな変化として挙げられる。特に、鞠智城

I"-'ill期までの変化は、大宰府の変化と連動しており、大宰府防衛の一翼を担う軍事的な

役割とともに、城の維持・管理の面でも大宰府が大きく関与していたことが伺える。

いずれにしろ、鞠智城が 7世紀後半から 10世紀中葉までと 3世紀に宣り長らく存続し得

たのは、このような城の機能変化があったからであると推察できる。

今後、大野城、基捧城をはじめとする古代山城や大宰府、肥後国府、菊池郡家などの官

街遺跡との比較検討を行うとともに、出土遺物の特徴や製作技術の詳細な分析により産地

や流通経路を究明することが重要で、そうした分析のもと、鞠智城の機能・性格について

検討を加えていくことが課題といえる。

7 熊本会場資料



2 時期区分と変遷

昭和 42年度からの発掘調査成果によって、鞠智城は、 7世紀後半から 10世紀中頃まで

の約 300年間存続し、時代に合わせて城の機能が変化していくことが判明した。そして、

鞠智城の存続期間を 5時期に大別することが可能となった。以下に、各時期の特徴を述べ

る。

鞠智城 I期(フ世紀第3四半期~フ世紀第4四半期)

輪智城の創建期。天智4 (663)年の白村江の敗戦を

契機に、唐・新羅の侵攻に備えて、大宰府防衛の軍事

拠点とともに、物資等を供給する兵lL(_i基地としての役

割のもと築城。城内や土塁線、貯水池など、城として

の最低限の機能を緊急的に整備し、城内には掘立柱の

倉庫や兵舎を配置した。 5済系の銅造菩i¥瀧立像の存在

から、『日本書紀J天智 6 (665)年に築城された大野

城、基鼎城と同様、

築城にあたっては

百済の亡命高官の

関与が指摘される。

池ノ建門跡・ 7}く門

鞠智城宜期(フ世紀末"""8世紀第 1四半期前半)

貯水池跡・貯木場

鞠智城の隆盛期。城を管理する「管理棟的建物群」や八角形建物が建設されるなど、城

内施設の充実が図られる時期。『続日本紀』文武2 (698)年の繕治の時期に該当。土器な

どの日常什器の出土が最も多く出土す

る時期で、城の管理・運営に多くの人

員が配置されたものと考えられる。

八角形建物跡 (32・33号建物跡)

資料篇

第4図 管理棟約建物群
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300m 

第3図鞠智城跡全体図
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第1関鞠智城跡、城域密

銅造菩穣立像

単弁八業蓮華文軒丸瓦

資料篇

「秦人忍口五斗」銘木簡

木製品(王手鍬・横槌)

第2函出土遺物

4 

城域については、古くから広域

説、狭域説などが論じられてきた

が、現在、局長 3.5km、面積 55

ha、標高 90'"'-'171mの範闘を真

の城域とし、約 64.8haの範問を

[g]の史跡として指定されている。

鞠智城跡の発掘調査は、昭和 42

(1967)年度の第 1次調査に始ま

り、平成 22(2010)年度で 32次

を数える。古代山城では唯ーの八

角形建物跡をはじめとする 72棟

の建物跡や、約 5，300rr:fの規模を

有する貯水池跡、城門の門礎石、

版築工法による土塁跡が検出され

るなど、城の構造解明が進み、担

恵器、土Ilili器などの土器や単弁八

葉蓮華文軒丸瓦をはじめとする瓦

類、建築用材、木製品に加え、

済系の安liu造菩i謹立像、 f秦人忍口五

斗J銘の付札木簡などが11{:1土した。

須恵器

土自衛器



鞠智城跡の調査と成果

矢野裕介(歴史公園鞠智城・温故意Ij生館)

1 概要

鞠智城跡は、熊本県の北部、阿蘇北外輪山に源を発し有明海へと西流する菊池)11の中流

域(河口まで約 40km)、山鹿市、菊池市の市境に所在する古代山城である。『続日本紀』

文武 2 (698)年に繕治された「鞠智Jの城跡で¥『文徳実録』天安 2 (858)年条の

「菊池城院J、『三代実録』元慶3 (879)年条の「菊池郡城!涜Jも同城の記述とされる。

筑肥山地の主|峰、「八方ヶ岳J(標高 1，052m)の南西麓は、小河川により複雑な丘陵地

帯を形成している。鞠智I城跡l士、その丘陵地帯の南端近く、標高 140m前後の通称「米原

台地j を中心に立地しており、比較的低い丘陵上に築かれていることを特徴とする。北に

は福岡県との県境を限る筑肥111地の111脈が連なり、南には菊池)11及び支流域に発達した肥

沃な菊鹿盆地が拡がり、県ドでも有数の穀倉地帯を形成している。

また、城跡の南には、「車:路J地名により復原された古代官道が推定されており、現在で

も、福岡、大分、阿蘇、熊本方面へと幹線道路が延びる交通の要衝地となっている。古代

律令制下では肥後国菊池郡に矯し、周辺は『和名抄Jにみる城野郷に比定されるが、城跡

内及びその屑辺に残る「木野」地名がその名残りをとどめる。
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鞠智城シンポジウム

ここまで、わかった鞠智城一鞠智城解明の最前線ー

日時:平成2411三8月26日 (日 13:00""'17: 30 

場所:ホテル熊本テルサ テノレサホール(熊本市中央区水前寺公園 28-51)

主催:熊本県・熊本県教育委員会

共催:九州国立博物館・熊本県文化財保護協会

12 : 00 開場

13 : 00 開会
あいさつ

来賓紹介

13 : 10 報告

シンポジウム日程

村田 信一(熊本県副知事)

古関 三博(熊本県文化財保護協会会長)

「最新調査成果報告J13:10""'13:50 矢野裕介(熊本県教育委員会 歴史公園

鞠智城温故意Ij生館参事)

13 : 50 講演
「鞠智城跡の築造時期と貯水池についてJ13:50""'14:30 

14: 30 休憩
14 : 45 講演

赤司善彦(九州、|国立博物館展示課長)

「古代山城築造の意義J14:45""'15:25 

「百済仏像と東アジアJ15:25""'16:05 

狩野久(元向山大学教授)

大西修士包(九州大学名誉教授)

16 : 05 休憩
16 : 20 パネルヂイスカッション 16:20""'17:20 

コーディネーター 佐藤信(東京大学大学院人文社会系研究科教授)

パネラー 赤司善彦(九州、|国立博物館展示課長)

狩野久(元岡山大学教授)

大西修也(九州大学名誉教授)

17 : 30 閉会
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鞠智城シンポジウム 2012

成果報告書
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